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序

「平城宮発掘調査報告Xl[Jとして平城宮西辺中門と北門の聞の外郭

大垣にそった南北に細長い地区の発掘調査報告を世に出すこととな

った。 この報告は昭和43年から55年にかけての前後計13次にわたる

発掘調査を実施した結果を一 冊にまとめたものである。 昭和43年の

第47次， 引続いておこなった第50次の発掘で南北に細長い建物と広

場状の建物の全く見られない地域があり， 平安宮でも宮域の西部に

左右馬寮が配置されていることから， この地が平城宮の左右馬寮の

し、ずれかにあたるものと考えられた。 特にSB5955 ・ 5956とした中

央二聞を間仕切り南北両側に十問と九聞の細長い建物がつづく遺構

は， 昭和18年に騎兵隊に入隊した私にとっては厩舎の中央に乾草な

どの飼料置場と不寝番のいる場所があり， 両側が長い馬房となって

いる建物を思い起させ， これは既に関係がある施設であろうと直感

したものであった。 その後の調査でこの地域の北部に両府の東西棟

建物が何度にもわたって建替えがありながらつくられていたことが

わかり， ここが馬寮としては事務処理的空間であることがはっきり

としてきたの

これまで平城宮内の長年の発掘で， 官街のー ブロックをほとんど

発掘した例は， 内裏と東大溝をへだてた太政官と考えられる部分と

第一次朝堂院北方の大謄職推定部分とここしかない。 一つの官街の



奈良時代における変遷が詳細に検討できる貴重な例を加えたことに

なる。 ただ， 左右馬寮がすべてこのブロック内にあったのか， 平安

宮のように同規模の二ブロックを占有していたのかは今後の問題と

して残っている。 また内厩の墨書土器や主馬の墨書土器の検出によ

って， 平城宮の時代にこの一郭が終始厩に関連した役所によって占

められていたことは疑いない。

この一郭に昭和45年に平城宮跡発掘調査部の建物が完成し， その

一部に出土品を展示し一般に公開するとともに， 出土品の整理・収

蔵の施設を設けている。 その後， 研究所庁舎が春日野町から二条町

に移転し， 平城調査部の研究室は本庁舎に統合したが， 出土品の処

理および管理と公開展示部門として平城宮跡活用の一 面を荷ってお

り， 地下遺構に影響をおよぼさないよう配慮した建物の構造につい

ても附記している。 本篇の内容などについて大方諸賢の御叱正をこ

う次第である。

昭和60年3月

奈良国立文化財研究所長

坪 井 清 足

" 

















7 6ADC-G·H・L·M区 1 建物SB6430東から 2 建物SB9552 南から

3 向上東から 4 建物SB6429北半部南から

5 建物SB6469西半部南から 6 向上西から

7 向上東半部東から

8 6ADC-H·M区

9 6ADC-H·K区

10 6ADC-H区

1 第E期正殿SB6450と建物SB6451・6454 南から 2 向上東から

3 向上北東から

1 第V期二面府付建物SB6460南から

2 第IV期二面廟付建物SB6175 北から

3 建物SB6172・6173・6175重複状況南から

1 第E期馬房SB6172南半部と第V期建物SB6171との重複状況南から

2 向上北から 3 SB6172北半部北から

11 6ADC-H·K·M・N区 1 第E期前殿SB6180と第E期正殿SB6185東半部西から

12 6ADC-M区

13 6ADC-M区

14 6ADC-M区

15 6ADC-O区

16 6AOC-O・P区

2 SB6185・6195東半部北から 3 SB6180 東から

1 第E期脇殿SB6425南から 2 向上北半部南から

1 第59次北調査区北部全景東南から

2 第IV期正殿SB6420東から

3 第E期後殿SB6385と第E期脇殿SB6425（北半部〉重複状況南から

1 第E期後殴SB6385 西から

2 第IV期前殿SB6381・6190併存状況西南から 3 向上西から

1 全景東から SB6400 · 6401・6403 2 向上南から

3 SB6401中心部分礎盤（埼〉使用状況

1 長方形土墳SK6350と南北塀SA3680 北から 2 向上南から

17 6AOC-M・N区 1 第E期倉庫SB6340と建物SB6185西妻部分南から

2 向上西から 3 第E期倉庫SB6330 南から 4 向上西から

18 6AOC-M·N・0・P区 1 第W期南北棟建物SB6345と第E期南北塀SA6341東から

19 6AOC-P区

20 6AOC-H·K区

21 6ADC-H·K区

22 6AOC-H·K区

2 向上南から 3 向上北から

工房SB6360 1 全景南から 2 向上北から

3 向上東から 4 細部 5 向上 6 向上

1 第52次調査区 全景東から

2 第E期馬房SB6170と小規模建物SB6168・6169の重複状況

3 南北塀SA5950 北から 4 ・ 5 向上礎盤

1 馬寮東官街西隈築地SA6150を切る溝SD6155 北から

2 向上細部東から

3 馬寮東官街西限前SD5960の北端屈曲点北から

4 暗渠SX6514 西から

1 SB6165・6169・6170等重複状況南から 2 向上北から



23 6ADC-H·K区

24 6ADC-H·M区

25 6ADD-O·P ・ Q区

26 6ADD-L ・ D区

3 SB6171・6172・6173・6175重複状況北から

1 第52次調査区北部全景 東から

2 SB6171・6172重複状況南から 3 SB6173・6175重複状況南から

1 SB6187・6188・6191重複状況西から 2 向上 東から

3 SD6181とその南北 の建物群 東から

1 南北塀SA3680と 東西塀SA6315南から 2 SA3615 東から

3 第51次調査区北張出部全景南から

4 第59次南調査区北半全景南から 5 向上南半全景北か

6 南北塀SA3680とSB6120の重複状況南から

7 第E期建物SB6120南から

1 第47次調査区全景東から

2 南北塀SA5950と馬寮東官街西限潜SD5960北から

3 SB5944・5953等宮廃絶後の小規模建物群北から

4 SB5941南側柱列東から

27 6ADD-M ・ N·P·Q区 1 ・ 2 第50次調査区全景東から 3 南北塀SA5950北から

4南北 iWiSD5960 と土旗SK6098の交点北から

28 6ADD-M·N ・ P·Q区 1 第50次調査区北部中央西から

29 6ADD-P区

30 6ADD-L·M·P区

31 6ADD-P区

32 6ADD-P区

33 6ADD-P·Q区

34 6ADD-P·Q区

35 6ADD-M·Q区

2 SB6075・6080等宮廃絶後の小規模建物群北から

3 SB6095西から

1 第51次調査区東部全景西から 2 南北出SD5960と土境SK6098

の交点南から 3 南北塀SA5950南から

1 第E期馬房SB5955・5956と南北塀SA5950南から

2 向上細部南から 3 SB5955の柱根南から 4 向上南から

1 SB6130南方の小規模建物群SB6131～6134南から

2 第V期南半部正殿風建物SB6130南から 3 向上西から

1 第V期脇殿風建物SB6141と第E期倉庫SB6140南から

2 SB6141北から 3 同左（アゼ除去後〉北から

4 SB6140南から 5 同左 柱根

1 第N期馬房SB3690北半部北から 2 向上南から

3 SB3690南半部南から

1 第51次調査区西半部全景北から

2 南北塀SA3680とその 東西にある小建物群SB6101・6102 東から

3 南北塀SA3680と建物SB6302東から

第m明馬房SB6100

3 北半部 北から

1 全景南から 2 南半部と西庇i南から

4 南半部 と西府北から 5 向上西から

36 6ADE-A ・ B ・ C·K区 1 第I 期地割溝SD6980全景東から 2 向上西半部東から



3 馬寮東官街西限f1\JSD5960南端屈曲点（断割後〉東から

37 6ADD-N, 6ADE-A区 1 南北塀SA5950南端部 南から 2 向上北から

38 6ADD-N, 6ADE-A区 1 南北塀SA5950南端部北から

39 6ADD-N·Q区

40 6ADD-N区

41 6ADC-K区

2 向上南から 7 ・ 8 間目細部西から

1 第71次調査区全景東から

2 宮廃絶後小規模建物群SB702・7030等東から

3 SB7114等宮廃絶後の小規模建物群北から

1 宮廃絶後小規模建物群SB7024・7026・7030等西から

2同上細部東から 3 平安時代土旗SK7040・7041北から

4 向上SK7097東から

1 井戸SE6166全景西から 2 向上 南から

3 向上東南隅井戸枠組方の状況

42 6ADD-P·Q区， 6ADE-A区

43 6ADD-P区

44 6ADD-N·P·Q区

1 井戸SE7094全景南から 2 向上細部東から

3 井戸SE6123東から 4 井戸SE6300北から

5 井戸SE6988全景東から 6 向上細部北から

1 井戸SE6143（上〉・SE6144（下）北から 2 SE6143細部東から

3 SE6144細部北から 4 井戸SE6135（右〉・SE6146（左〉西から

5 SE6135細部東から 6 SE6146細部北から

弥生時代の遺構

1 住居SB6122・土焼SK6121と奈良時代建物SB6120の重複状況南から

2 SB6122東北から 3 土境SK7124西から

4 土焼SK7123北から 5 土境 SK7101北から

45 6ADD-M·N·P·Q区 古墳時代の遺構

46 木簡1

47 木簡2

48 軒丸瓦1

49 軒丸瓦2

50 軒丸瓦3

51 軒丸瓦4

52 軒丸瓦5

53 軒丸瓦6

54 軒平瓦1

1 土旗SK7080・7088を中心とした小穴群東から

2 土境SK7088北東から 3 土墳SK7098東から

4 溝SD6060北部南から 5 向上中央町i西北から



55 軒平瓦 2

56 軒平瓦 3

57 軒平瓦 4

58 軒平瓦 5

59 道具瓦

60 土器 1 奈良時代

61 土器 2 奈良時代

62 土器 3 墨書土器

63 土器 4 平安時代

64 土器 5 平安時代

65 土器 6 平安時代

66 木製品 1

67 木製品 2

68 金属製品・石製品・銭貨
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序第I章

この報告は， 奈良市佐紀町に所在する特別史跡「平城宮跡」の， 西面中門から同北門推定地

にいたる西面大垣内側の馬寮跡に比定されている地域における， 1968年度の第47次調査から，

9回分の調査結果をまとめたものである。1980年度の第127次調査にいたる8次，

次章以下においては， 調査の成果を遺跡・遺物に分けて報告すると共に， 当地域が奈良時代＊ 

さらに奈良末から平安時代初頭にかけて主馬寮となった官街の遺跡で、あることを明らの馬寮，

かにしてゆくが， 左右の馬寮が共にこの地域に存在したのか， 当地域の南方に左右どちらかの

馬寮が広がっていたのではないかという点については， 不確定要素が多いため今後の課題とし

て残さざるを得なかった。 本書の副題として「馬寮地域の調査」と掲けYこが， 将来あるいは

「左（右）馬寮地域の調査」と改める必要が生ずるかもしれない。

馬寮地域の調査と整備1. 

平城宮跡の発掘調査が継続的に開始されたのは1959年7月のことである。 当初は， 地元佐紀

lllj・
の協力者の私宅を借用し調査の基地としていたが， 調査の進展にともない， 現地に発掘調査

このの拠点が必要となった。 当時の国有地東北｜偶を選定して発掘調査事務所の建設を計画し，

発 地区の発掘調査を行なった（1959年， 第3次調査）。 遺構の保存に影響を及ぼさな いよう配慮し

たうえ， 翌年9月奈良女子大学附属幼稚園の建物を移築して， 木造平屋建の平城宮跡発掘調査

事務所を建設した。

この地区その後， 人員の増加， 発見造物の急激な増加， 調査研究の場の確保等の必要から，

に迫；物収蔵庫・整理室・整図室などのプレハブ建物が逐時増築されたが， 調査研究の環境およ

また特別史跡の対観保全にも決して好ましい状態び造物の保管にとっては甚だ不十分であり，＊ 

ではなかった。 1962年に宮域西南隅の開発が計画されたが， 発掘調査の進展にともなって遺跡

の良好な遺存状況とその重要性が認められ， 幅広く保存運動が行なわれた。 その結果は国会で

取り上げられることとなり， 国費による全域買上げの方針が決定され， 1963年度から奈良県教

育委員会が事務委任を受けて公有化に着手， あわせて同年に保存整備事業も開始された。 未指

＊ 定であった宮の西部も追加指定され， 発掘調査体制も拡充されて1963年に平城宮跡発掘調査部

が発足した。

このような状況のもとに発似制査は進められたが， 将米永く継続的に制査を行なってゆくた

めには， 円滑な推進， 出土逃物の盤えli保存の万全をはかり，JJ..J巣地区に逐次増築された多数の

仮設建物を撤去しその後を整備するために，5)1］の地域に発射訓査の拠点を求める必要があった 。

これに関連して平城宮跡の整備の促日本万国博覧会が1970年に開催されることが決まると，＊ 

とくに発掘調査の成果を公開する施設の設置が要望された。 この頃， 平城宮跡においては進

このあた りの遺構は

この一 部に平

＊ 

1 

1965年度に第25次調査として西面中門（佐伯門） の調査が行なわれたが，

宮内の他の地区と比べるとかなり密度が薄L、ことが明らかとなった。 そのため，



城宮跡発掘調査部の研究室 ・ 資料展示部門. ill物収蔵庫を建設する計四が持ち上った。 本書；に

おし、て報告する 8次にわたる発掘調査の大部分はこの事前調査を兼ねて行なったものである。

これらの調査によって， 西面中門から同北門推定地に至る宮西辺地区は馬寮であったと推定

されるとともに， 研究 ・ 展示 ・ 収蔵施設を設けるにはこの地区が適当と判断された。 宮内の展

示施設としては， 1966年度から1971年度にかけて， 文化庁文化財保護部記念物課によって内裏 ＊

東方官街地区に遺構覆屋が建設されたが， 西方地区では， 19 68年度に第1 ・ 第2 収蔵庫， 1969

年度に研究および展示棟が建設され， 1970年4月に落成式を行なった。 平城宮跡発掘調査部は

ここに移り， 内裏地区の仮設建物を撤去し， 跡地を整備した。 1971年度には， 研究 ・ 展示棟と

収蔵庫とを結ぶ渡廊下が建設された。

発掘調査が進むと，第1 ・ 第2収蔵庫で・は手狭で、 出土逃物の収容保管が及ばなくなり，また， 2ド

木簡 ・ 木製品 ・ 金属製品 ・ 土器 ・ 瓦類などの造物を整理する場所の確保，木簡 ・ 木製品のPEG

含浸あるいは真空凍結乾燥法による保存処置およびその他の科学的研究， 発掘調査 ・ 整備に必

要な車輔の収容などのため， 1974年度に既存の資料館 ・収蔵庫の北側に第 3収蔵庫， 1977 年度

に第4収蔵庫を建設した0 1978 ・ 7 9年度に， 県道奈良谷回線（通称一条通り）に沿う佐紀町字人

りの宮276-5 および27 9 -4番地の土地952 nfが買上げられ家屋が撤去されたため，1 980年に第 127 * 

次調査を行ない， 同年度に第 4収蔵庫と県道との間を見学者の便益施設とし て， 駐車場 ・ 便

所 ・ 集会広場を整備した。 なお， 宮跡西側の研究所新庁舎改修工事完了にともない， 平城宮跡

発掘調査部の研究室は新庁舎に移転， 旧研究室部分を見学者説明等に利用する講堂に改修した

（資料館・収蔵出等の｝.！！設にl却しては巻末の「ネ，n論」を参照されたい）。

2. 近年における発掘調査の進展

平城宮W]iの発掘調査は， 1984年夏の第 157次制査までに， 約29.5 ヘクタール行なったが， こ

れは特別史跡指定面狛133.1ヘクタ ー ルの約22.296， 公布化面積 107.4ヘクタ ー ルの約27.51ぢに

あたる。 この聞の成果は『年報』などで逐次報告する一方， 発掘削査に闘して7 nit， 木簡に｜却

して3-Aij， 出土墨書土器に｜却して 1 mt， 出土古瓦に闘して91冊， 整備に｜却して 1 間の当研究所

－〉＋

学報」 ・ 『史料Jあるいは『基準資料』として公刊してきた。 近年の発掘調査 の状況は， さき ＊

に『平城宮報告刃』に述べているが， その後の進展のあらまし を以下に略記する。

198 1年度に水上池尻にあたる民家密集地の東隣りで行なった第 12 9次調査の南に続く地区で，

1982年度に第139次調査を行なった。 1928 （昭和3）年と1932 C昭和7）年に岸熊吉氏によって

一部調査された東大f,',r. SD2700 を約80mにわたって発射し， 大山の北方にIll｝渠があり， そのT}1j

方で東へ分岐する東西方向の大t,'lj：があることが判明した。 また， 内兵北方官街の東北｜判を碓訟 ＊

すると共に， 東大満の東方にも官給］の建物が密集していることを知り待tJ�

南辺部では， 南面大垣復原整備の事前調査として， 198 1年度の朱雀門東方の第 130次調査に

1）奈良国立文化財研究所PP·J成宮発掘調査報告

沼J第1次大極殿地域の調査（学報第40Int)

1981 p. 1～3。 以下報告占に関しては「平城

宮報告沼』の如く略記する。

2 

2）伴熊古「平以官il'.；附及造物の調査報告」（奈
良県史民名!I芽天然記念物調査報告12) 1934。

3）『奈良国立文化財研究所年報1983j p. 19～20。

以下年報に関しては『年報1983』年と略記する。



続き， 19 82年度には朱雀門西方で第143次調査を行ない， 朱雀大路の側出＇rが二条大路南側溝ま

で延びていることが判明した。 19 84年度には， 19 6 5年度の第32次調査に続く東端部で第155次

調査を行ない， 南面大垣， 二条大路両側溝， 東南隅で大垣を横断する大部， 壬生門心から約

187. 5m東方で、大垣築造以前の南北問などを検出した。

＊ 朱雀門北方に展開する推定第1次朝堂院地域は近年作に間芥．のJP：点を円いてきたところであ

る（朝堂院の北に続く第1次大極殿地域の調究結果はさきに『平成官報告刃』として公刊した）。推定第

1次朝堂院地域においては， 19 7 6年度の第9 7次調査以降ほぼ毎年のように調在を進め， 19 81年

度の東南隅における第136次調在， 19 82年度の東第二堂南端部を含む第140次調査まで， 6次に

わたる調査によってその東半部の調査をほぼ完了している。 この結果， 推定第 1 次朝堂院地域

＊ にはまず東部に南北の幹線水路SD37 6 5が抗られるが， まもなくこれを埋め立てて東方に移し

(SD3 715）， 東西幅12 0 m (400天平尺）の位 l苫に木塀SA8410が計画きれて抑立柱柵形が掘られる

が， 柱を立てずに埋めもどし， 東西幅約21 4m ( 720尺）， 南 北長約2 84m (960尺） を木塀で囲

む。 木塀は後に築垣に造り称えられ， 郭内には 21来の長大な基壇建物が南北に並んで建てられ

た。 東第一堂SB840 0は桁行 1 0問， 4. 4m (15尺）等間， 第二堂SB8550は桁行21問， 4. 4m (15 

＊ 尺） 等間， 梁行はし、ずれも 4間， 3. 2 m  (11尺）等間で， 両建物とも特殊な基礎地業を行なって

いる D また， 第二堂の南に仮設的な建物が並び， その西に北に向って 3条の杭列があり， これ

は競馬・騎射などの行事に用いられた施設と推定された。

推定第 1 次朝堂院の南に朝集殿に当る建物とそれを囲む施設が存在したかどうかも， この地

域の性格を検討するうえで、重要な課題で、ある。 そのため19 82年度の第146 次調査・19 83年度の

＊ 第150次調査 ・19 84年度の第1 57次調査を行なった。 朝集殿自体はまだ確認されておらず， 推定

第1 次朝堂院の前には朝集殿に当る建物はなかった可能性が高くなっているが， 朝堂院東面築

垣の延長上に凝灰岩切石の陥渠があり， 築垣も一 部検出されて， 朝堂院前方には築垣によって

閉まれた空間が存在していたことは確かとなった。 第 1 57 次調査は朱雀門内東方で行ない， 掘

立柱塀が束へ延びて大垣との 問が宮内道路となることが判明したが， 推定�n 次朝堂院東而築

＊ 垣の延長部がこの地区．で、は現水路とm複するため， 初］堂院前而区画の東南隅の状況は確認され

ていない。 なお， 朝堂院南部および朝集殿推定地の第140・146・150 次調査では， 4世紀末か

ら6世紀初頭にわたる竪穴住居群， 堰状施設をともなう川，昨年， 土績などが発見されて， この

あたりの古墳時代の様相も明らかになってきた。

第2 次大施殿朝堂院地域は， かつて 19 2 4（大花13） 年に捻備に伴う調査によって大梅殿回廊

＊ 基檀と雨務前の一 部を発見し， 1955 cnr1tn3o） 年には回廊東南隅の調芥を行なってこれを平城

宮の第1次調杏．にあてている。 その後も， 大＊I殿・向後殿および北而回廊東半・大概殿東楼・

東朝集殿の発掘調査を行なっているが， 大部分は未調芥．である。 大＊I殿および後殿の調査Gn

113 次 ・ 13 2次）の際に掘文柱の下層逃構が発見され，第1次大柿．殿＝朝堂院地域と併せて平城宮

1 ）『年報1983Jp. 32。

2）『年報1982』p.36～37，『午報1983Jp. 21～22 0 

3）『年報1982』p.36～37， 『年報1983JJp. 24,

『年報1984』p.21。

4）上回三平『史蹟名勝調主予報告』（史蹟調芥報

告2) 1935。

5）『平城宮跡第1次発掘調主報告』（奈良国立文

化財研究所学報第10冊） 1961。

6）『年報1979jp. 1～4， 『年報1982』p.6～8,

『年報1969』p.38～44，「年報1972』p.31～35 0
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中心部の複雑な状況は早急に解明すべき重要な問題である。このため，1983年度から，第2次

大極殿！完＝朝堂院の調査を重点的に進めることとした。1983 年度には大極殿院閤門，同南面お

よび東面回廊を中心に第152・153次両調査を行ない，この一郭の規模を明らかにすると共に大

級殿前方に複雑に重複する掘立柱遺構を検出している。これらの椀立柱遺構は，烏形 ・ 日月の

i憧，四神の幡を立てた宝l憧の跡や舞台状あるいは廊状遺構などで，大概殿で、行なわれた儀式に ＊

関連する1¥：要な発見であった。侃立柱の下層建物も正殿の前に南門，北に後殿を備え，:j:J:ri立柱

塀で囲んだ状況が明らかとなり：今後の第 2次朝堂院地域の調究の進展にj閉すところがますま

す大きくなっている。

内哀・第2次大級殿東方の官街地域は，1 964年度から1970年度にかけて9次の調衣を行な

1., ，，一 部では遺構覆屋の建設，建物の復原が行なわれているが，この地域の状況を総休的に明 ＊

らかにするために1983年度に第 154次調査を行ない，大将殿東外郭東門および噂積基tf建物を

持つ特異な官街に接する広場的空間の存在を確認した。また 2 木の大部から木簡や木とんぼ，

銅製人形など多数の遺物を発見した。

平城京に関する調査はそのほとんどが開発計画に伴う事前調脊ーであるが，近年の大規模なも

のとしては1 983年度の大和郡山市九条町の右京八条一坊十一坪における第 1 4 9次調査がある。 ＊ 

坪内の遺跡の状況は良くなかったが，西一坊坊間路がー坊大路なみの，1頃員をもち，特に西側間

は約lOmの幅があって東堀河に匹敵することが明らかとなった。

その他，中小規模の発掘調査は数多く，重要な成果があがったものも少なくない。1981年度

における右京二条二坊十六坪の第137次調査，左京三条四坊三坪の第13 8次調査では，坪内の地

割りや掘立柱建物群の配置・変遷の状況を確認した。1982年度に行なった太安麻呂の居住地で、 ＊

あった左京四条四坊九坪の第 1 4 1-9次調査においては，九坪の一部分の調査で、はあったが，四

坊坊間路の！幅員を確認，3期にわたる遺構の変遷が明らかとなり，また羊を形どった珍しい形

象硯や巻銭の状態の 100 枚近い和同銭などの重要な遺物の発見があった。藤原仲麻呂の田村第

推定地に含まれる左京四条二坊十五坪の第 1 45次調主では，3期にわたる遺構のうち第2 J切は

礎石建ちの正殿と脇殿で構成され，この時期には少なくとも西側の十坪を含めて 2 坪以上の敷 ＊

地を形成していたことが判明し，同じ九坪内における198 4年度の第 156- 8次調査においても5

j明の遺構を確認した。

北辺坊における 調査では，称徳天皇御山荘跡と伝承する中島を持つ苑池西の，1937 年開基勝

宝金銭出土地に隣接する右京一 条北辺四坊八坪で，1983年度に第 156-26次調究を行ない，大型！

の掘立柱建物を含む計画的配Rの建物群が確認されたo ,1，荘跡の可能性が強まるとともに，北 ＊

辺坊の状況の一端が明らかとなった。また，9 -1止紀前半の灰利l骨J武器が発見され，平安時代に

はこの地が葬地となったことも知られた。

1）『年報1984』p.22～25
2）『年報1984』p.26。
3）奈良国立文化財研究所『平城京右京八条一坊

十一坪発掘調査報告書』19840

4）『年報1982』p.38～40，奈良国立文化財研究
所『平城京右京二条二坊十六坪発掘調査概報』

4 

19820 

5）奈良国立文化財研究所『平城京左京四条四坊
九坪発掘調査報告』1983。

6）『年報1983j] p. 260 

7）奈良国立文化財研究所『平城京右京一条北辺
四坊六坪発掘調査報告J 1984。



このほか，左京二条二坊十三坪の第141-5次（1982年度） および第151-11次（1983年度），同コ

条二坊三坪の第151-32次(1983年度），同四条二坊ー坪の第151-1次（1983年度），同四条二坊三坪

の第141-31次（1982年度），同九条三坊三坪の第148次（1982年度），右京二条二坊十六坪の第151-

22次(1983牛度），同二条三坊十二坪の第156-10次（19841f度），同三条三坊十五坪の第141-26次

* (1982年度） などで坪内の顕著な泣椛を確認した。条坊関係の調査成果で‘は，左京九条三坊条問

路と東tm河の交点（第141-23次調査）で，豊富な造物とともに橋の材料と焼損した建築部材が発

見されている。京東南隅に近い五徳池の西における第141-37次および
、

第151-30次調査で、は九条

大路側前を，羅城門西方では1980年度の第125 次，1981－年度の同補足調査につづき，1983年度

の第125-4 次調査においても九条大路北側病を検出した。また，左京三条二坊二坪の第141-25

＊ 次調査では朱雀大路東仰I] z;'tf:と築垣跡を確認している。

当研究所による調査のほか，奈良市教育委員会の京内の発掘調査でも，1979年度の左京五条

二坊十四坪，1981年度の左京五条五坊七坪・十坪，1982年度の左京二条二坊十二坪，1983年度

の同三条五坊四坪，1984年度の同五条一・八坪，1981～83年度の東市北辺部をはじめ，各所で

貴重な成果が挙げられているが，平城京の調査については今後に残された課題が多い。

＊ 京内寺院の調査では，西大寺東塔，薬師寺南大門・問中門・同苑院推定地など の調査があ

り，とくに1982年度の薬師寺中門は再建計画に伴う全而調査であった。

3. 保存整備の進展状況

平城宮跡の整備は，1963年度に奈良県教育委員会によって始められ，1970年度から当研究所

が引き継いでいる。近年の事業では南面大垣の復原が第ーにあげられる。1982年度には朱雀門

＊ を挟む南面中央部で各々長さ約50mを再現した。いずれも第130次および第143次調査で事前調

査を行ない，発掘調査の成果と関係資本｜により，下｜｜届2. 7m，総高5.6mに復原した。地下遺構

の保存や管理上などの理由から，基礎は浅い鉄筋コンクリ ー トベタ基礎とし，壁体は本来版築

の技法によったものであるが，骨組を鉄骨造，表而は土質の実感を生かすために土塗壁，中塗

仕上げとし，桁・梁・軒・屋根は伝統的技法により，木部は朱土塗とした。1983年度には同じ

＊ 工法によって南面西端部を復原した。その他の南面大垣部分は，凝灰岩切石で大垣と同じ幅の

低い壇を作って植栽を行ない，前商には二条大路側栴を復原し，二条大路路面および宮の塙地

には適宜植栽して宮南辺部の整備を進め，1982・83年度に西半の大部分を完了した。南面大垣

の一部復原によってその中央に建っていた朱雀門やその前而の朱雀大路の復原稔備を促進し，

南辺部の古都景観が直接l'i'Jに理解で、きるようになるものと期待される。

＊ 1982年度には第2 次大将殿後殿および北而同廊束半部の基砲を復原し，また1;H 139 次調査を

1）奈良国立文化財研究所『平域京左京二条二坊
十三坪の発掘調査』19840奈良県教育委員会
『平城京左京四条二坊ー坪発掘調査報告J 19840 

奈良国立文化財研究所『平城京左京三条二坊三
坪発掘調査報告J 1984。

2）奈良国立文化財研究所『平城京東堀河 左京
九条三坊の発掘調査』1983。

3）奈良市教育委員会『市道九条線関係遺跡発掘
調芥概報(I）・（Il)』1983・84。

4）奈良国立文化財研究所『平成京朱雀大路発掘
調脊報告1982』1983。

5）奈良市教育委員会『奈良市埋蔵文化財調査報
告書昭和54年度～58年度」1980～84。

6）『年報1983』p.10～11。
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行なった北方官街地区で，東大病を含め遺構配 l官 表示を行ない，その地区の構成を理解できる

ようにした。1984年度には第152 ・ 153次調査の成果により，第2次大極殿院閤門および南面回

また内裏東方官街地区の一部において版築の技法に廊東半部・東面回廊の基壇復原を行ない，

よる築垣の一部復原を計画している。その他，未発掘地では将来の発掘調主主をj閉して水系移

1nn，土中の遺構・造物の保存と修景を兼ねて草閤整備などを進めている。

報告書の作製4.

発概調夜にたずさわった関係者は概めて多く，すでに当研究所を去り他機関において活躍さ

れている者もかなりの数にのぼる。ここでは先に発掘責任者（所長 ・ 部長）と発掘調査担当者名

＋＋ 

発掘調査担当者
日 向 忠 平
石 松 灯. tfif;
佐 原 n 

森 郁夫
H汀 m :i'?
伊 東 太 作
間 中 哲 雄
村 上 初 ・
中 村 雅 治
岩 本 正 二
小 林 謙 一
上 原 n 人

足

士
口

部 長
:JI: ?i'f·

木 嘉

野
｜召

j平

J>l;. 
I町

を掲げ，その他の関係者については一括して列記する。

同Jj

.，，.・p・．I.I －．． 

正
三
足

所
林

下 降

山
川 修
:!Iニ ii'i

長

‘、、
、、

r
i

4bAト

内

坪

発掘午皮
(1968イn
(1968年）
(1968年）
(1968イn
(1969イド）
(1969千！っ
(1970年）
(1970年）
(1974年）
(1974年）
(1977年）
(1980年〉

次 数
第 47 次
郊 50 次
第 51 次
W 52 説く
第59 次北
第59次南
第 63 次
第 71 次
第88-1次
第88-13次
第103-14次
第127次

＊

久男

安達厚三 阿部義平 天国起雄 石井則孝 井上和人 稲田孝司 牛川喜幸 小笠原好彦 甲斐忠
彦 加藤允彦 加藤優 狩野

久
河原純之 鬼頭清明 木下正史 栗原和彦 黒崎直 佐藤興治

沢村仁 菅原正明 巽淳一郎 田辺征夫 東野治之 西弘海 西谷正 西村康 八賀晋 藤井功
藤原武二 藤村泉 細見啓三 松下正司 宮沢智士 宮本長二郎 三輪嘉六 木村豪章 山岸常人
山沢義貴 山中敏史 山本忠尚 吉田恵二 横田拓実 横田義章（あいうえおJI頂）

英同

報告書の作製は1981年度から開始し，遺構関係の整理については遺構調査室 ・ 計測修景調究

室があたり，造物については考古第一 ・第二 ・ 第三調査室および史学｜調究室が分担した。1982

年度以降，執筆分担者を中心とした検討会を随時行ない，巡 t，時の配斤．・時期変遷等を中心に討

議を重ね，全体の構想をとりまとめていった。この間，研究員の移動があり，執筆分担者の変

3年間余を費してようやく出版のはこびとなった。執筆分担更を余儀なくされたこともあり，

1・2・3 岡田英男， 4 
1 ・ 2・3 ill木忠尚

r百傾要一， 2-A～E
2-H 山本忠尚
1 mm制！ (332即｜県丘朝倉氏判 2 ＼ 跡資料館学芸員 ／ 
1・5 lli木忠，，＇（］， 2 佐藤信， 3 興作一郎，
内田昭人
山木忠心＇(j

はつぎのとおりである。

｜｜｜木忠尚�� I f;1: 
u� n J戸

w 町，；'i: 上野邦

杉l Liff

2-F・G

4～6巽淳一n日.
光谷拓実

／伊奈良市教育委只＼1[EJIイr!1uJf; ( ' )
＼ 会文化財課長 ／

tf永省三，3
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第 I 章 調査概要

L 調査地域

今回報告する調査地域は，平城宮西辺部の西国中門（佐伯門）から同北門（伊稲部門）推定地

に至る，西面大垣沿いの南北約 280m，東西約 llOmの範囲で、ある。北は県道奈良谷回線（通称
＊一条通り），西は県道木津郡山線，東 は宮跡内を北から南へゆるやかに蛇行しつつ流下する用水

路で画されており ，1973年以降，当地域には平城宮跡資料館・収蔵庫等が建設され，現在では

発掘調査および遺物整理・収納の基地となっている。

本調査地域を当研究所の遺跡表示方法にしたがってあらわす と，6ADC区G・H・K・L・調査地域の
区・地区名

M・N・0・P地区，6ADD区L・M・N・O·P·Q地区，6ADE区A・B・K地区に相当す

＊る。この地域の西南隅部分，すなわち西雨中門付近は第25次調査区に属し，すでに報告済みだ

が，馬寮官街域の遺構を一部含んでいるため，重複をいとわず木報告 に一部を再録することと

した。西北隅のー画は3軒の民家が現存しているため調査が及んで、いない。なお，当地域の西 西ー坊大路
の調査

方において西一坊大路に かかわる調査を数件実施している。いずれも小規模な調査であるが，

大路の両側締を検出してその幅員を確認し，また西両大垣の塙地の状況を明らかにするなどの

＊成果をあげ
、

たものも含まれており ，馬寮地域における建物配置等を考える上で重要な関連を有

すると思われるので， それらのうち第88-1次，第88-13次および第103-14次調査の成果も本書

に収めることとした。調究地区・而積・期間等をとりまとめて Tab. l に示す。

（納次数）｜
17 次
50 次
51 'Jz 

52 次
52次（補）
59次（北）
59次（南）
63 次
71 次
88- 1次
88-13次
103-14次
127 次

（調？？区・j血｜夫名）
6ADD-L・0
6ADD-M • N • P • Q 
6ADD-L • M・0・P
6ADC-H • K・M・N
6ADC-P・R
6ADC-M・O·P
6ADC-O • P・Q
6ADC-G • H・L ·M 
6ADD-Q • N, 6ADE-A・B·K
6ADB-I 
6ADB-M 
6AGA-P • Q, 6AGG-B 
6ADC-L 

（珂 r1EWl問）
1968・5・16～68・8・26
1968・7・12～68・10・15
1968・9・7～68・12・11
1968・11・18～69・2・26
1969・5・8～5・14
1969・12・20～70・4・3
1970・1・6～70・4・1
1970・5・1～70・7・27
1971・2・22～71・4・10
1974・4・5～4・16
1974・9・19
1978・1・9～78・3
1980・10・13～80・12・1

Tab. 1 7凋有Jlil問と発抑而m

1）『平城7け·�f'�·医』。

Ge抑面T'J'D
33.0 a 
33.0 a 
37.6 a 
35.0 a 
1.3 a 

39.0 a 
16.0 a 
44.6 a 
40.0 a 
0. 8 a
0.1 a
5.0 a
7. 8 a
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2. 調査経過

9 回に分けて行なった馬寮地域の発掘調脊ーは， 3 つの段階に区分してたどることができる。 調査を3段
階に区分

まず， 1968年度にあいついで実施した第47次， 第50～52次調査を第1段附とすると， 翠1969・

1970両年度の第59次北・市， 第63次， 第71次調芥J土第2段階と捉えられ， 第127 次調査は約10

＊ 年後になって補足的に行なったものとみなせるのである。 第 1段階・第 2 段階はともに平城宮

跡資料館・収蔵庫等の建設に伴う事前調杏で、あり， 有力者は対象地域のほぼ中央部， 後者はその

周辺部（北・南および丙）の調子守ーにあたる。 また第127 次調脊．は， 当地域北辺の民家買い上げに

よって同有地が拡大し， その部分に見学者用の便益施設をつくるために行なった事前調脊で、 あ

る。

＊ 調査の成果は， 次数が進み発掘商都が拡大するにつれ次第に詳しさを増していったが， 大き

な画期をなしたのは第1段階の末， すなわち第52次調査時のことであった。 つま りこの時点で

はじめて当地域が馬寮跡に相当することが想定でき， 遺構群の分期と大まかな変遷の構図が組

み立てられ るようになったからである。

以下においては， 調査後間もなく作成した調布終了報告や調芥A概報にしたがって， その聞の

＊ 事情を述べることにしよう。 遺構の名称や分別等については調査直後のものを用いるので， 木

報告の内容とは若干相違する点もあるD なお， 第1 ・第2段階の各調斉． はほぼ継続して行 な

し、， 一部は併行して進んだこともあったが， 土様j由の関係から， 調査区は連続せず飛び飛びに

なっている。

A 第47次調査

＊ 調子守地域は「西宮」比定地のほぼ中央， 前年度に行なった第37次調有区域の西側に接する。 第1段階

517・城宮時代に属する遺構としては概立柱建物31＊，柵2条，i1W2条を検出しただけに過ぎなし、。

発掘区東部では， 南北柿SD5960 (111日3.0m）と南北柵SA5950 C住間2.7m）が平行して走る。

その西側に東西棟の椀立柱建物SB5951 C 2間以｜て×2間，村：間2.7m）と南北棟SB5955 C 1間以

上×2問， 村ー問2.4～2.7m）があり， SB5951から西へ32m限れて南北棟の椀立柱建物SB5965 C 3 

＊ ！日，］ '< 2 /7：］， 杭問1.8～2.0m）があったo filf: SD5961 （＇間1.0m）は発掘区中央を東西に横断し， 南北

白＇i'f:SD5960 に注いでいる。 そのほかの巡構としては， 柵SA5941 C村·11月5.6m）と平城宮廃絶後の

ものと考えられる小規模な抑立柱建物数棟と井戸がある。

出土造物には瓦・土探があるが，j山Ni：が符j簿なのと同様造物も少量である。

B 第50次調査

＊ 第50次調査は， 日時の上では第47次の後半と併行する。 土感地の関係から隣接地では実施で

きず， 第47次調査区の南方において1 調査区分だけ間隔を空けた地域で、 行－なった。 西面中門を

含む第25次調夜区の東北に接するところである。 なお， 調査次数が2 次分飛ぶが， 第48次は第

9 



00000 2 次朝堂院地区における東朝集殿の調査(1968年5月20日～9月18日）であり， 第49次 調査は宮

跡西北隅に近い民家密集地のー画における住宅建設に先立つ小規模な調査（1968年6月3日～7

月30日）である。

第50次調査では， 掘立柱建物 5棟， 同柵 1条， 術2条を検出し， その状況から発掘医内を 3

小医に分けて捉えることができた。

東部 南北柵SA5950と その東方約4 m隔てて並走する2条の南北部SD5950・6061を検出し

た。 このうちSA5950・SD5960は， 先に 北方で行なった第 47次調査で、検出したものの南への

連続部分である。 柵SA5950は 14間分を検出し， この柵造営’時の足場穴かと思われる小型の柱

抜取痕跡が 一部重複している。 SD5960も柵に沿ってさらに南の発掘地域外へ延びている。 こ

＊ 

の府の埋土からかなりの量の藤原宮式の瓦を採集した。 SD6061は著しく削平され ており， 詐 ＊

細は不明。 柵SA5950の西側では建物の商妻 1問分を検出した。 これは第47次調査で一部発掘

していた南北棟建物SB5955の南妻と推定される。

中央部 南半において多数の柱穴を検出したが， 建物としてまとめ得るものはSB6075 C桁行4

m×梁行2問， 柱lti15.5尺乍問），SB6080 O、II行・梁行とも2 rin， 柱問8.5尺〉の2棟に過ぎなし、。

西部 SB6100・6095の2棟の祝立柱建物を検出した。 SB6100は柱問8尺で， 東側柱筋におい ＊

て南へ拡張して追求した結果， 桁行16間， 梁行2間と判明した。 この建物は第25次調査で、検出

したSB3690と南妻柱筋が揃っており， 同時期の造営によるものと推定される。 その北西にあ

るSB6095は桁行3間， 柱問10尺， 梁行2間，柱問8尺の東西棟建物である。

平城宮造営前の遺構として古墳時代の楕SD6060(1!1高約2m）を検出した。 これはSD6100を

西北から斜に横切って東南に抜けるが，SB6100の遺構保存のため一 部を発掘するに留めた。 ＊ 

以上の遺構が互いに時間的にどのような関係にあるのか， あるいはー官街に属するものとし

たばあいどのようなまとまりを示すかについては未だ判断し難い。

c 第51次調査

第25次調査区およびその東北の第 50次調査区に北接し， 第47次調査区の南に接する位置であ

る。 平城宮の遺構としては掘立柱建物 8棟， 柵2条などがあり， ほかに弥生時代・古墳時代お 発

よび中世の遺構も検出した。

溝と柵 調査区東端には満SD5960(1！席2m）が北から南に流れており， その西7 mには南北柵

SA5950 C柱間2.6m）がある。 この前・柵の南・北延長音I）は第47・50次調査ですでに検出済で

ある。 一方， 調査区の西端近くには南北柵SA3680 C柱問2.6m）がある。 この柵の南延長部は

第25次調査で、みつかっており， 今回の間分を加え総長15間以上となった。 北延長部分はさらに ＊

未調査地へと続く。 SA5950とSA3680との距 r�mは 84mある。

長い建物 調査区の東端部には， 南北柵SA5950の西5.5mのところに， 南北 棟建物SB5955

( 8間×2問）とSB5956 C 9 IHJ×211り）が南北に相接して建っている。 両棟の間隔は桁行2間分

あり， その聞にも柱穴が存在することから， 両棟は棟続きで， 間の部分は馬道をなしたとも考

えられる。 発銅区の西端近くでも， 南北柵SA3680の東側で， 南北棟の長大な建物SB3690を ＊

検出した。 これらの長い建物は第47次調査のSB6100と類似しており， 当地区の性格を決定づ

JO 



けるであろう極めて独特なものである。

その他の建物 7棟 検出し， そのうちの 6 械は発掘区の北半にある。 南半には南北柵 SA368 0

の西側に 2間×2聞の小建物があるのみ。

以上の建物群をA ・B 2期に分ける ことがで、 きた。 長い建物 3棟（S B3690 ・ 5955 ・ 5956） は

＊ 両南北柵（SA5950 ・ 3680）によ って区画した地域の東端 ・南端に配した建物として， 柵 とと も

に同時期に属する（A期） と考えられるのに対して， SB6120はその 西がSA3680と重複する た

め新しいものと想定され， SB6 140は SB6 1 20と南の妻通りをそ ろえるのでこ れと同時期（B期）

と考えるのである。

以上のほかに， 前期弥生式土器を含む土墳や竪穴住居のほか， 古墳時代の土器を包含した自

＊ 然、流路を 検出した。

D 第52次調査

00000 

この調査は第47次調査区に北接する地域で行なった O 制査区東部で検出した南北柵 SA5950第2段階

は， 第47次調査以来， 第50・ 51 次調査においても検出し， 連続したものと 捉え得る。 しかも ，

すべての掘立柱建物 はこの柵の西側にあるので， この柵 SA5950がこの地区の東を限るものと

＊ 考えられる。 84mへだ てて西辺に位置する南北柵SA3680との聞が一つの官街ブロ ックを形成

するのである O また ， 調査も第4次回を数え， i針，tJJ は柱穴の重複関係や建物配置から3時期に

大別して捉えられる ようになった。

A期 発掘区東端近く， 南北柵 SA5950の東16mに南北築地 SA6 1 50がある。 SA5950の 西 に

は， 6 間×2聞の南北棟建物 SB6 170 C東3mに10間分の柱穴を伴う）， さらに西に北妻を SB6 170

＊ の北 から3間目の柱筋に揃えた SB6 177がある。 この建物の北方20mにある SB6 1 87も小規模

ではあるが柱間寸法が上記建物と 一致するので同H寺則と考え， SB6 177と SB6 1 87の間にある

SB6 1 8 0も東妻柱が SB6 177の西側柱筋と 揃うのでこの 時期に入れる。

B期 掘立柱建物 4 棟と井戸1基がある。 SB5951 は第47次訓査で南妻を見つけて いたが， 桁

行14間， 梁行3聞の南北棟と判明 ， この北にある SB6 172， 西辺で検出した SB6 1 85 は共に SB

* 5951と 柱筋が揃う。 また ， SB6 1 85とその北にある SB6 1 95は東妻を揃えて配置されているので

同時期と考えられる。 SB5951の西南方に井戸 SE61 66が掘られている。 この井戸から「主馬」

と墨書された土師器杯等が出土， 4 次にわた って調査してきた当地域を「馬寮J跡と見る手懸

りが得られた。

C期 第52次調査区内においては， C JWおよびそれ以降の建物 は少ない。 SB6 190・ 6 1 65・ 6 1

* 67・ 6 1 9'5・ 6 1 86などが候補となるが， 調査地外にかかり全貌が判明しないものの他はいずれも

小規模なものである。 SB6 170・ 6 171 ・ 6 173・ 6 1 88 などは時JV]不明。

2条の南北柵 SA5950と SA3680に扶ま れた 東西約84m (28丈）の官袷jブロ ックは馬寮と考

えられるに至ったが， その北限については調査地外にある ため不明， だが西面北門から東 へ延

び る道路の位置に仮定できょう。 南限については， SA3680の南端が西面中門の北側に ある こ

＊ と からこ こに考え， とすれば官街ブロ ックの南北長は約250m以上となろう。
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E 第59次調査（北・南〉

馬寮官街域西辺部 の調査である。 調査地は第47・50・51次調査 の西側（南区） および第47 次

の北 ・第52次の西側にあたる南北に長い範囲（北区） で， 南・北両調査区の中聞は約43mほど

あく。

掘立柱建物 27棟 ， 柵4条， 溝2条， 土嬢5などほか， 鍛治工房跡を検出。 柱穴 の重複関係や ＊

建物配置から少なくとも 4期に分け得る こととなった。

A期 調査区西端部にある南北柵SA3680は24間分検出， さらに北ヘ延びる。 この西約lOm の

位置に西面大垣の東側出·SD6303 (1!1百l.4m残存） および犬走りSA6370 の一 部が遺存していた。

SA3680の東では長大な南北棟SB6425がある。 この建物は当初7間×2間， のちに改造して北

に6間分を付け足し， 桁行13間となった。 南北相ltSA6341もこの則に属する。

B期 A期の柵SA3680が取り除かれ， 西面大垣に至る範囲まで拡げて利用するよ うになっ

た。 新たに掘立柱建物 4棟（SB6403・6380主f）， 土娯1 (SK6350， 尚北42m， 東四6 m， 移民さ60cm)

が造営される。 鍛冶工房SB6360もこの時期に操業された。 柱穴は円形で小さく， 堅固な建物

＊ 

とはみなし難い。 内部や周辺から 焼土・輸羽口片・鉱j平等が多く出土し， 建物内のすり鉢状土

擦（SK6358・6359・6361・6362） は炉と考えられる。SA3680の廃絶後に設けられた南北に長い長 ＊

方形の大土墳があり（SK6350）， 内部には焼土等工弱からの投棄物が充満しており， 工房に｜却

係するものと み られた。

C期 建物配置はA・B両期に比較して大きく変化し、 大規模な改造が認め られる。 この｜｜寺則

に属するものとしては掘立柱建物 5， 柵1など がある。 調査地西北｜偶のSB6400は4間×11間

以上で東西に廟がつく南北 棟である。 その東に柱通りを揃えて 3械の東西棟SB6185・6195・ ＊ 

6385が並ぶ。 それぞれ東半部は第52次調査で‘検出， 今回全規模が判明したものである。

D期 c 期と ほぼ同位置で、 似た構造の建物を造蛍している。 刺立柱建物 7 �来，1i'i'i 1条が含まれ

る。 調査地西北隅のSB6401は4間×7間の東西両府付｜羽北械で， 礎盤として土専を用いる。 胤

は広願。 この東14mにある東西棟SB6190・6381は南北に並び，柱通りが揃う。

今次調査と これまでに行なった第25・47・50・51・52次調査結果をま とめ， 次のような総合 ＊

的見解がと れるようになった。

宮の西面中門を入ってすぐ左手には， 西国大垣と平行して南北 に延びる 2 条の柵がある。 北

へ約215m確認しており， 西面北門に通ずる東西の宮内道路にまで達していた のであろう。 両

相Htの東西山隔は約84mある O 建物はこの 2条 の相l｝で、 区画された範聞の周辺部に配u立されており，

中央音I）は広い空閑地とな る。 ここに東西約84m (28丈）， 尚北 約250m (80丈余） ， 約 2.1 haの ＊

広さをもっ一つ の官街域が想定できる。 官街の性絡を推定する手懸りとして，井戸SE6166 C郊

52次調査） 出土の土師器に墨書された「主馬」 がある。「主馬」の名をもっ官司には東宮の「主

馬署」と令外官の「主馬寮」とがある。「主馬寮」は奈良末から平安初頭まで の 25年間，「左

（右）馬寮」を統合して機能していたと考えられ， 墨書土器 が奈良時代末期のものである点と

符合 する。 また このブロ ックは東宮の一 部署である主馬署にしては大き過ぎる。 した がって， ＊ 
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ここを主馬寮およびその 前身の左（右）馬寮と考えて大過なかろう。 平安宮古図における左右

馬寮の 位置 ・ 規模とも類似しており， この 点からも上の想定は裏付けられる。 なお， 平安 ・ 平

城における当該官街の 東西幅を比較すると， 南面西門に通ず
、
る南北の 道路と西面大垣との間を

平安宮では 2 分してその 1 を占め， 平城宮では 3 分の l を占めている。

F 第63次調査

第52次調査区の北， 第59次北調査区の 東に接する。 馬寮と推定している官街の北限と東北隅

の 状況を明らかにする ことに主眼を置いた。 本調査では掘立柱建物14棟， 築地 2条， 柵 1条，

溝8条などを検出， 柱穴の 重複関係や建物の 配白から， AJ切・Bjリj・c,JJおよびそれ以降に分

けて理解した。

* A期 調査区中央部東寄りにある南北柵 SA5950は この 官街の束｜恨線で， 今回23間分を検出，

北端はさらに北へ延びるc 調査区西北方にある東西方向の築地 SA6475 はこの 官街の北を限る

ものと思われ， 東はSA5950に接続する。 柵SA5950と築地SA6475の接点が この官街の 東北隅

をなし， この 入｜潤で‘は築地の 下に木樋の i暗渠を設けて水を北外方へ、流すようになっている。 築

地SA6475 の北にある平担地SX6502 は西面北門から東に延びる宮内道路の 一部であろう。 調

＊ 査区西南部の SB6450は 7間×4間の 南北廟付東西械で， At切で唯一の 両府付建物であり区画

内における位置からみて馬寮の 正庁に近い性格が想定される。 この 建物の 北に ある SB6469 は

2間×4間以上の東西棟で， SB6450と桁行の柱通りが揃う。

調査区東部は馬寮東方にある別な官街に属する。 第37次調査と一連の も のであろう。 南北方

向の築地SA6150は この官街の 西辺を画するも ので， SA6475 の ほぼ東延長線上で‘ 東に折れ曲

＊ り， 調査区外に延び， 第37次調査で検出した東西柵 SA5270と合するも の と見られる。 南北柵

SA5950と築地SA6150との 聞は 2つの 官街の ILUにある道路であろう（SF6503) 0

B期 新たに掘立柱建物 4械が造泊された。 東西棟 SB6385・6430， 尚北棟SB6172 などであ

る。 SB6385は桁行7聞の 東西似， SB6430は梁行4 IL\J， 桁行131Ll1以上の 尚北町胤付東西棟， SB

6172は2間×9間の 南北械である。

* c期および以降 この 期のもの としては， 桁行7間， 梁行4聞の 東西両府付南北棟 SB6173 と

桁行5間， 梁行4聞の 東西両府付南北棟SB6460がある。 両者は柱通りを揃える。 SB6175は

時期下がる桁行21間， 梁行4聞の 南北に長い建物で， 北側柱穴は浅く 一 部削平されていた。

これまでの 調査で， 馬寮と推定される官街の 東西lllffiは84mで、あることがIY〕らかとなっていた

＊ が， 南北長については不明であった。 今回検山した築地 SA6475 を この 官術の 北｜浪とすると，

南北長は 252mとなる。 ただし，相II} SA5950は この築地よりさらに北に延びているので， 官街

の北限はさらに北となる可能性も伐る。 この 官街が馬寮である ことを推定してきたが， 今回の

発掘でも「主馬J「内厩」 の 墨書土器が出土し， 従来の 想定を強化した。 なお， 今回新たに検出

したSB6450は， この 区画内ではAl切で唯一の 南北両府を有する東西棟建物であり， その 規模

＊ や区画内における位置からみて， 馬寮の 正庁に推定される。 出土遺物は少ない が，「嶋掃進兵

士」が他の 仕事に従事したため員数に不足を来した報告の 木簡
a

などが出土している。
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第3段階

G 第71次調査

西面中門を含む第25次調査区に東接し， 第50次調査区の南にあたる。 馬寮の一 部で， 西 面中

門との関係からその南限にあたる地域と推測された。 掘立柱建物 10棟， 柵 7条， 満2条， 井戸

4基などが検出され， 少なくともA～Cの3期に区分できる。

A期 調査地の東部を南部に走る柵 SA5950 は馬寮の東を限るもので， 今回 13間分を検出する ＊

と共にその南端を確認した。 その結果， SA5950 は西面中門の中軸線から約4 m北のところま

で延びることとなった。 この SA5950の東 8.5mの位置で、柵と平行する南北満 SD5960 は柵の

南端に対応する位置で東に折れる。 調査地西北部の南北棟 SB6 100 は第50 次調査ですでに桁行

16聞と判明していたが， 今回南妻から3間分だけ西に！相を伴うことが判明した。 調査地中央部

阿端， 西面中門中軸線上で バ ラス敷面 SX7000を検出した。 これは西面中門から東に通ずる道 ＊

路敷の一部と推測される。 バ ラス敷に先行して，，幅1. 8mほどの東西満 SD6 980がある。 この i ，時

は西面中門の中軸線上にあり， 地割りに関係するものと考えられる。

B期の遺構は当調査区内では検出されなかった。

C期 平安時代に属する遺構で， 柵3列， 土墳3， 井戸4などがある。

以上のほか， 造営期の不明な小規模建物がいくつかあり， 宮造営以前の遺構とし て弥生時 ＊

代・古墳時代の穴や溝がある。 出土遺物は瓦・土器が主なものであるが， 他の地域に比較して

量は少なし、。 瓦では藤原宮式がめだっ。

今回の第71次調査によって官街の南の境界を明らかにすることがで、きた。 これによって， こ

れまで行なった 7回の調査を含めて， 一つの官街の全規模を明確にすることがで、きた。

H 第127次調査

馬寮推定地北辺中央部にあたり， 第63 次調企と束および
、
F:Jが抜し， 第59次訓査区とも一音l)J去

する。 検出した遺構は刺立柱建物 5 i札築地塀1条， 制立柱塀1条， 井戸状土墳 1基である。

掘立柱建物 SB6430 は， 従前の調査で一部が検出されていたが， 今回桁行14間以上， 梁行4

聞の南北廟付東西棟であることが判った。 SB6 46 9は桁行7間， 梁行 2聞の東西棟で， SB6430

＊ 

より新しし、。 SB 9552は 3 間×2聞の東西棟で， 南側柱筋が SB6 46 9の南側柱筋と揃う。 築 地 ＊

SA6 475は地業の痕跡を検出した。 南・北に雨落ti'i�� SD6 4 73 ・ 64 77を伴う。 SD6 473 の埋土上面

には凝以岩の細片が一回に認められた。 この築地が馬寮の北限を画すとみられる。

I 西 一坊大路の調査

第103-14次調査は幹線下水道工事に伴う事前調査として， 県道木津郡山線の西側で実施した

ものである。 小範囲の調査ではあったが， 西一坊大路 SF154とその両側満 SD152・ 153を検出 ＊

し， 大路幅員を明らかにした。 第52次補足調査はこの北方で行なった小規模調査で， 東側出

SD152の一部を検出した。
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3 調 査 日 誌

A 第47次調査 6ADD-L・0地区
1968年5月16日～ 8月26日

5・16 表土の排土11日始。肥土， 床土（淡褐色砂

質土） の順に掘り下げる。
6・ 3 発掘区西方 co地区） から， 陥褐色斑入

灰色砂質土面で遺構検出を行なうが， 奈良川代の
遺構は見あたらない。
6・ 4 前日より l 層さげて遺構検出。陪褐色斑

入灰色砂質土は少量の瓦器および瓦片を含み， 二

番床と思われる。遺構検出面は灰褐色ないし黄褐
色の粘質土で， 南方では一部粘質土のところもあ

る。68ラインまで達したところで奈良時代のもの

と思われる柱穴や土墳の存在を確認した。ほかに

中世以降の細溝が縦横に走る。
6・5～7 引き続き遺構検出。63ラインのアゼを

越えると， 暗灰色砂質土の堆積が始まり， 徐々に
厚さを増して60ライン付近で、は約30cmある。この

土層中には瓦， 土器（瓦器， 須恵器， 灰紬陶器，

土釜）が含まれている。北方のDライン以北では

やや薄い． 西北隅で小型南北陳SB5945, B ラ イ

ンでは東西溝SD5961 検出。潜はさらに東に延び
る。 Sラインアゼ以南には， 埋土に瓦器・瓦を含

む小さな柱穴が多数ある。
6・ 8 黄褐色粘質土面にて遺構検出航行。発掘

区中央部にはほとんど遺構はなく， 鍔釜や瓦器の

断片の出土が多い。
6・11 55ラインアゼに近づくにしたがって， 奈

良時代の遺構が多くなる。東西溝SD5961はまだ

東へ続き， その北側で小規模な南北棟SB5965 を

検出。溝の南方には小柱穴が点在する。

6・13 55ライン以東では再び追構 が稀薄と な

る。55ライン以東， SD5961の南側では土居の堆

お状況が変り， 一面に灰褐色粘質土がかぶさる。

この土層中には瓦・土器片（＼，、ずれも奈良時代）
が入り， この上面では柱穴等の遺構は見えない。

しかも厚さ20～30cmあって一度では取りつくせな

いので， 遺構検出を中断， 灰褐色粘質土の排土の

みを行なう。その下は貰褐色粘質土だが， 東へ行
くにしたがって黒味を帯び， 褐色に近くなる。
6・14 引き続き灰褐色粘質土の排土。LB 49区

で東西方向に据えられた木樋検出（SX5947）。浅
く埋められており褐色粘質土面から浮いてしまう
ため， 時期の下るものと思われた。
6・18 発掘区東端に達する。東から折り返し遺

構検出再開。46ラインで 南 北 溝（SD5960） の 東
肩を検出。発掘区東辺を南北に縦断する模様。
6・19 南北溝SD5960 の西肩を検出する。幅約

3mで埋土は黄褐色砂混粘土である。南方L048・
49区にまたがって東西潜あり。南北溝にそそぐも
のか。溝内には瓦片がつまり， ヌL瓦の完形品が含
まれている。 田植が；最盛期に入り， 作業員の休み
が多い。
6・21 50ラインに沿って南北塀かと思われる柱

穴列を発見。北半部の 7間分を検出。さらに南・

北へと延びる模様。掘形は巨大で， 柱聞は 9尺と

推定される（SA5950）。
6・22 SA5950 の柱穴， Sライン以北を 掘 る。

20～30cmで－底面に達し， みるべき造物ほとんどな
し。 Sライン以南では柱穴の輪郭が不明瞭で あ
り， そのまま残して様子をみる。
6・27 西方へ進むも北半で東西前SD5961 を確

認した他みるべき遺構なし。貰褐色粘質土層には
瓦片が含まれていることが確実なため， これを排

除して青灰色粘土面まで下げながら遺構検出を行
なう。一方， 発掘区西南隅において西方へ拡張区
を設定する。幅6m，長さ30mで，西面大垣等宮西
辺部の状況を確認するためのものである（西区）。
6・29 西区床土取りと並行 し て主調査区 の精

査。
7・ 4 西区において遺構検出。79～80ラインで

南北市， 北壁沿いで東西方向の小さな 柱 穴 列 cs

B5941） を検出。
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7・ 5 西区遺構検出終了。西面大垣に関する巡

構はない。主調査区清抑。

7・10 耐圧試験。

7・22～7・26 実担lj。

7・27 補足調査。

7・29 補足調査。 L 地区南端で南北棟建物の北

妻部分検出（のち SB5955 となる）。

8・ 5 i立構の再確認。本日にて発掘調査終了。

B 第50次調査 6ADD-M ・ N·P·Q地区

1968年 7 月 12日～10月 15 口

7・12

7・26

杭打ち。

肥土排土開始（西から）。

肥土取り終了。床土除去にかかる。地区

8 • 6～7 一番床を取り終り， 東から折り返し二

番床排土開始。50 ライン付近から西では二番床は

徐々に薄くなり， 二番床を剥ぐと瓦片の散布が認

められる。西方では既に奈良時代遺構面に達して

いる可能性がある。

8・ 8 前日の所見にもとづき， 西側から遺構検

出開始。黄灰色粘質土面である。東西・南北にl陥

30cm位のn'tJ.が走る。

8・ 9 68 ラインに沿って 4 個の柱穴を検出。掘

形はlm角で‘柱根の追存するものもある。黄禍色

粘質土を掘り込んでいるが， この上に厚いところ

で・約20cmほどの鉄分を含む褐色の砂がかぶってお

り， 掘形はこの砂を除去しないとみえない。

8・10 68 ライン沿いの柱穴と平行して， 66 ライ

ンでも 2 個の柱穴検出。梁行 2 聞の 東西棟建物

となるか。

8・13 66・68 ラインに沿う 2 本の柱穴列は， 梁

行 2 間（柱間 8 尺） の南北棟と確定。 L ラインが

北妻となり， 南は発掘区外へ延びる（10間以上，

→SB6100）。

8・14～19 63 ラインのアゼを越え， M·N区の

追構検出。南半のN区では小さな柱穴が群在する

が， M区部分にはほとんど遺構なし。西北から東

南に向って， 幅 2m1立で

干任が認、められ， 古墳時代の溝と思われる。M区0

ライン付近では幅 3mほどの黄色土が東西に走る

が， 性格は不明。その南北は灰褐色土が拡がる。

8・20 55 ラインを越え遺構検出。M地区では現

検出回下に土器・瓦片の入った間が続く。土器内

面に漆の付着したものが多い。

8・21～22 50 ラインで南北柵を検出（SA5950）。

掘形は大きいが不整形で浅L 、。柱聞は10～ 7 尺で

不揃し、。埋土も一定しない。NJ49 には柱根遺存。

49 ラインには浅い南北溝あり。雨落溝か。

8・23～24 48～46にかけて遺構検出。K ライン

の北側で数個の小穴を検出しただけ。MP47 に北

から東へ曲る幅 2mほどの溝がある。47次で検出

しているものに続くと思われる（SK6098）。 その

南には灰褐色粘質土が滞状に広が るが， SD5960

とは確定できない。

8・31～9・5 M地区O ライン付近で検出してい

た黄褐色土の帯を追う。東は56 ライン， 西はP地

区に入り66 ライン付近に及ぶ。版築状に盛られた

形跡はなく， また南北側に広がる灰褐色土も56～

66 ラインで切れる。

9・ 6 写真撮影。

9・ 7 遺方設定。

9・ 8 水糸配り。

9・10～11 平面実担I], レベル記入。Q地区で検

出した S B6100の南妻を確認するため67 ラインを

南へ拡張する。

9・12 柱穴セクション， 北壁土層 図 作 製。 SB

6100は14間分まで確認。

9・16 西壁土層図作製。拡張部遺構検出。

9・17 アゼ土層図作製。

9・18 南壁土層図作製。SB6100 は梁行 2 間，

桁行16聞の建物と判明。南妻に は 2 本柱根が残

る。

9・19 拡張部実測。SA5950 柱穴の断面図に と

りかかる。土層は複雑で あ る。M 地 区 47 ライン

M～Pにかけて南北に長い土焼発見。P地区古頃

日、5代講を掘り下げる。

9・20～21 SA5950 土居図作製。47 ライン土焼
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Fig.3 第50次調査地域の地区割と主要遺構
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の下で、南北滞検出。これがSD5960 で47次につな

がる東北隅で東に曲ると見た潜はより新し いもの
であると判明。SD5960はSA5950を検出 し た面

より10～30cmほど灰褐色土を取り去ると見えるの
でSA5950 より古し、。
9 ・ 24 P地区西南でSB6095発見。 3 r;J］×2／甘］

の東西棟で， SB6100を検出した面を下げ
、

て初め

て検出可能なので， SB6100より古い。古墳時代

c 第51次調査

出の発掘。
9・28 SB6095と 古墳時代前の写真撮影。
9・30～10・ 2 SD5960の掘り下げ。

10・ 3 SD5960の写真撮影。各セクションの再
検討。SD5960は 地山を掘 り込ん だものでSA59
50より古いものであることを再確認。 本日にて調
査終る。

6ADD-O • P • Q地区
1968年9 月 7 日～12月11日

日
千

曲目141

9 ・ 7 北側 co 地区）から肥土排土開始。
9 ・ 21 引き続き床土の除去に かかる。

10 ・ 11 遺構検出開始。 Q地区東南および P地区

南端の2カ所に分れる。Q地区：第25次調査 で知
られていた柱間 9尺の南北棟SB3690の東側柱筋

を13閉まで検出。 P地区：Cラインま で達する

が， 東西方向の細溝数本があるのみ。 P地区東半

は床土排土 である。
10 ・ 12 Q地区：Kラインまでを 西に掘り進み ，
76ラインでSB3690の西 側柱列を 検 出。 QH75 に

円形土墳がある。 P地区：Fラインまで達す る

が， 顕著な遺構なし。
10 ・ 14 P地区：あい変らず碁盤目状の 細溝多

く， Gライン以北やや深く掘り 下げつつ 遺構検出

を行なう。PG74～PH75に径4mの大穴 あり。 P

I I I I I 

�
� SO 75 

地区中央部 でも遺構検出開始するが， まだ手がか
り得られず。 Q地区：SB3690は Kラインアゼを

越えて まだ北（すなわちP地区）へのひ
、

る。 第25

次検出の南北柵SA3680を77 ラインアゼ下で検
出。 計6個あるがさらに 北へのびると思われる。
10 ・ 15 本 日からO地区1カ所， P地区3カ所，

Q地区1カ所の計5カ所に分散し て遺構検出のピ

ッチをあげ る。 P地区：西 南のL～Nラインで

SB3690の北妻検出。 第25次調査のぷんを合せ計
15間と なる 第50次調査のSB6100より 1 間少ない

が柱聞が， 長 いため桁行総長は一致する。この付
近には小さな柱穴が多数あるが まと まらず。 瓦器
の出土が多い。
10 ・ 16 P地区：中央部64～66ラインで 5 間×2

間の南北棟検出 （SB6141）。PG64, PE64の2カ

用
品門ハハυ

-K

-A 

土壁i -5 

S刈5950

日日「一一
＝

一一－

65 60 55 50 

Fig.4 第51次調査 地域の地区割と主要遺構
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所に中世の井戸あり。前者は北辺に井戸枠あり，

後者の方は曲物の可能性あり。この付近でも瓦器

が多い。西南方68～70ラインに数個の柱穴がある

が， いまだまとまるまでには至らず。Q地区：K

ラインおよび77ラインアゼ土層図 作 製。SB369 0

が地山面から掘り込んでいることを確認。西方で

小型東西棟まとまる（SB6101）。 Q地区西端で西

面大垣の 残存部と思われる南北 方向の高まり 検

出。東肩かみなので断定はできない。 P地区西南

部で古墳時代の斜行溝がみつかる（未掘）。

10・17 本日でQ地区全体と P区西半部の遺構検

出が一応終了した。 Q地区77およびKラインアゼ

を除去。この状況で写真撮影。

10・18 写真撮影の続き。 P地区中央部では併行

して遺構検出を行なう。 3間×3聞の倉庫風総柱

建物（SB6140） と その南で東西柵（SA6138） が

みつかる。SB6140は柱根が5本残る。 0地区東

北隅には円形小柱穴が多数あるがまとまらず。中

央西寄りで南北にならぶ柱穴 4 個検出（SB6126

の東側柱列〉。

10・19 10時までにP地区63ライン以西のすべて

の遺構検出完了。ただちに写真撮影に入る。午後

遺方準備。

10・21 遺方設定。水系配り。

10・22 実測開始。ただしP区西端 C ～J区につ

いては急拠もう一層下げることにする。75ライン

上に 8 個の柱穴がならび 8間×2間以上の南北棟

にまとまる（SB6120）。PH75 の円形大土墳は井

戸らしいので一段下げる。

10・23～26 この間連日降雨のため作業で、きず。

10・28 実測再開。30日までかかる。この間併行

して P地区西部の遺構検出を行なう。弥生時代の

土境・住居祉がみつかる。

10・30～31 土層図作製。古墳時代の溝を一部掘

り下げる。柱穴のチェ ック等ダメ押調査。

11-・ 1～19 この間， P地区東半部の床土排土作

業のみで， 実質的な調査はなし。

D 第52次調査 6ADC-H・K・M・N地区

11・20 P地区63ライン以東において調査再開。

西から東へと進む。55～58ラインに細柱の小規模

建物 2 ～ 3 棟あり柱穴埋土から鍔釜・瓦器が出土

する。PI58を中心に円形の土境状のものが規則的

にならぶ。性格不明の遺構である。その周囲には

柱穴がある模様。

11・21 遺構検出東へと進む。53ラインで調査区

南北を縦断する形で柱穴列検 出。柵 と 思 わ れ る

が， 第 47 次南端でみつかっている建物の西側柱列

になるかもしれない。

11・22 昨日柵とみたものに並行して51ラインで

も柱穴列検出南北棟建物になるO 19間ぶんある。

PD52とPF52にも柱穴があり， ここを馬道とした

2 棟に分れる可能性もある（SB5955・5956）。

11・25 19間南北棟の南妻検出のため， 南で発掘

区を拡張する。20日にみつかって いた PI58 を 中

心とする円形土境群は5間×2間の東 西 棟SB61

30の内側にあること判明。50ラインで南北柵SA

5950の大穴みつかり始める。

11・26 SA5950 の検出・発掘。柱穴はその西 北

隅に西へ尾をひく抜取穴をもっ。

11・27～28 SA5950ほぼ掘り終る。SB6130の精

査。

11・29 調査区東南隅に大土墳あり。 南北溝SD

59 60を切る。PC57 を中心として小柱穴多数あり，

1群は 9 間×3聞の総柱建物となり （SB6133),

その西に 3間×1聞の南北棟がある。

11・30 SB6130には北側に隔がつくこと判明。

従って5間×3間となる。47ラインの南北溝SD

59 60を掘り始める。

12・ 2 SD59 60完掘。発掘区東端に達し， お り

返し清掃にかかる。SA5950 の精査。

12・ 3～9 写真撮影。実測。

12・10 レベル記入。柱穴の断ち割り調査に入る。

12・11 東南隅大土境 SK609 8 は第50次調査で検

出していたものにつながるため， 再発掘し全体を

明らかにする。本日にて調査終了。

1968年11月28 18日～1969年2月26日

11・18～29 肥土排除（実働10日）c

11・29～12・ 6 床土排土。

12・ 7 西方の床土排土と並行して東端から遺構

検出開始。床土直下の暗褐色斑混入土を取ると黄

褐色土になる。この粘質土は瓦片を含み整地 土と

考えられる。この上面をけずり， 41ラインで 2 条

の南北溝を検出。北端は土演で切られているか。

12・ 8 西側からも遺構検出を始める。N地区の

検出面は褐色砂質土である。

12・11 K地区：P～Oライン以南では黄褐色粘

質土が灰褐色 土にかわる。H地区東北の土墳はほ

18 

とんど無遺物。M·N地区西端部では無数の細泌

が縦横に走り， その聞にいくつか柱穴が認められ

る。

12・14 H地区東北の土墳は複雑に屈曲して45ラ

イン以西へ延びる模様。北岸に杭列を伴う。M～

N区は前日と同じ状況。柱穴が並び始めるがまだ

まとまらなし、。

12・16 M地区の柱穴は 2棟の東西棟にま とま

る。北のSB6195は5間以上でさらに西へ延びる。

南のSB6185 については規模不明確。 Rライン以

南K地区になると遺構検出面上に砂の堆積があ



1 ・ 19～23 雨・清掃の繰り返し。

1 ・ 24～25 写真撮影。

1 ・ 27 造力設定。

1・ 28 水糸配り。

1・ 30～2・5 平面実担I］およびレベル記入。

2 ・ 6 補足調査。SE6166 の東南隅外側 を掘り

下げ。 枠板 1 段毎に土を叩いて和んで いる。 SA

5950の部分写真撮影。

2・ 7 補足調査。写真撮影。

2 ・ 8 補足調査。柱穴の断ち割り。45ラインで

南北溝検出。整地土層から掘り込んでいるので見

えにくし、。発掘区東南隅で東へ折れ曲り， 37次の

東西部 SD5280 に接続する模様。

2 ・ 12 補足調査。43ラインで幅広の南北出発

見。45ライン南北潜との聞は築地となるか。東南

隅東西部内で暗渠 S X6514発見。

2 ・ 13～21 51～57ラインの間， 南へ拡張， 47次

と重複させて SB5951 の妻柱を検出。 3 間× 14問

となる。

2 ・ 25 南拡張部の写兵撮影。SD6151 ・ 6152 を

北まで掘り下げる。これらよ り東西潜 SD5280 が

新。

2 ・ 26 築地 S A6150および両雨落市の写真撮

影。実測。木日にて調査終了
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Fig.5 第52次調査地域の地区割と主要遺構

6ADC-N 

る。

12 ・ 17 M地区で SB6188 ・ 6180 を発見。

共に東西棟になりそう。H地区東北の大

土旗 SK6155 は46ラインで、南へ屈［lllする。

HB46 で木簡が 1 点出土した。

12 ・ 18 M • N地区は60ラインプゼまで，

H ・ K地区は50ラインまで達する。M地

区では SB6188 の南で東西塀 SA6186 を

新たに検出。H ·K地区では， 49ライン

で南北に縦断する溝， その西50ラインに

かけて SA5950 の掘形 3 個検出。灰褐色

整地土を切っていることが判明した。

12 ・ 19～24 50～60ライン聞の灰褐色土

の排土。

1・ 7 謹賀新年。遺構検出再開。H地区西南隅

で SB6180 の東妻検出。 5 間× 2 問東西棟と確

定。57ラインで南北にならぶ柱穴 5 個発見。50ラ

インアゼの土層図作製。

1 ・ 8 50ラインのアゼ除去。下で SA5950 の掘

形南半の 9 間分検出。N地区56ラインで比較的大

きな柱穴 6 個が南北に並ぶ。

1 ・ 9 SA5950 の柱穴ほぼ出そろう。 南から 4

番目のものには柱根遺存。H地区西北の南北柱列

は 6 間以上× 2 間西廟付南北棟になる（SB6173）。

1 ・ 10 SB6173 にはさらに東廟がつく。これと

重複してさらに南北柱穴列 2 条あり。K区56ライ

ンで検出していた南北柱穴列に対応するもの54ラ

インで発見。これに重複して47次から続く南北棟

SB5951 の北妻柱を HR53 で検出。桁行141111 と な

る。

1 ・ 16 KJ56 で井戸検出（SE6166）。 井戸枠は

1 辺 130 cmの方形。本日 5 段分を掘る。H～M地

区にかけて SB6187 検出（2 間× 1 関東西棟）。

1 ・ 17～18 井戸 SE6166 の掘り下げ。 240 cm で

底に達する。バ ラス敷。側板は10段。45ライン以

東の灰褐色土を掘り， 清掃を行なう。M·K地区

にかけて検出していた東西棟 SB6185 は南にのび

て北廟付建物になる。

6ADC-M·N・0・P地区

1969年12月20日～1970年4月3 日

第59次北調査E 

りそう（SB6401）。

1 ・ 26 N • P 区北から遺構検出。N区東半で多

数の柱穴検出。複雑に重複し， いまのところ建物

にまとまらず。 P地区ではめぼしい遺構なし。

1・ 27 M地区も南から追構検出。柱穴と思われ

るものはあるがまとまらない。M· p地区は新し

い出などのみ。

1 ・ 28 M地区A ラインで東西潜 SD6181 検出。

N ・ P地区Mラインに東西潜あり。整地土を切り

込む。この前底73 ・ 74で柱穴検出。建物にまとま

19 

12 ・ 20～ 1 ・ 14 表土排土（実働10 日間）。

1 ・ 16 床土排土開始。

1 ・ 20 床土取りと併行して， O地区西側から遺

構検出。検出面は寅褐色粘質土で， 整地土と考え

られる。

1 ・ 21 0地区： 81ラインで細し、南北部検出。そ

の東側に4個の南北柱穴列あり。 うち3個には底

に堵を敷く。東西棟の可能性あり。

1 ・ 22～24 0地区：遺構検出 75 ラ イ ン ま で達

し， 埼を敷いた柱穴群は二面廟付南北棟にまとま



2・13～17 M地区：追わI
�検出北端まで達する。

SB6425は南北 7 間で 終 ら ず， さらに北に延びる。

ただし， 北では同じ 10尺等間だが掘形が小 さし、。

SB6385・6386・6419など東西棟建物が南 北に並

び ， これらに重複してSB6425をはじめ， SB6429

など南北棟が ある。 北端で東西にな らぶ 9間以上

の柱穴列検出。 柵になるか東西棟 か不明（→SB

6430）。 P 地区：西南拡張部 。 土田状の高まり が

あり， 炭化物まじり， 小ピットは この上に掘 られ

る。 これ らを とり囲むように南北にな らぶ小穴を

検出。焼土 ， フイゴの羽口， 鉱倖多く， 鋳造所跡

と考えら れる。 小穴はピット群を とりかこむ寝屋

であろう（SB6360）。

2・18～23 0 ・P 地区 Oライン以北 ， 73～75ラ

インまで の掘り残し部分， 表土 ・床土 取り。 2・

20には鋳造跡部分写真撮影。
2・24 0地区： 北 から泣構検出開始。M地区に

かけて小規模な東西棟 3間×2間（SB6428）にま

とまる。

2・25～3・1 雨の ため作業進展せず。

3・2～3 0地区：北半でSB6400, 6410 がみつ

かりはじめる。

3・ 6 0地区：SB6400は二面廟付南北棟に な

り， Gラインよりさらに南へ延ひ
、

る。 Hライン以

南には底に培を敷く別棟が重なる。M· O地区に

かけてAライン沿いに東西溝あり。 南北土旗SK

6350はBラインよりさらに北へ延びるが ， 東西市

は ここを越えさらに西へ延 び る。前後関係は 不

明。 81ラインに南北前検出。位置的に西面大垣に

関係するもの と思われる（SD6303）。

3・ 7 0地区：南北土嬢SK6350はBラインで

終る。 その北で底に堵を敷いた柱穴 のSB6401南

妻検出。 2間×7間， 東西に廟をもっ南北棟に確

定。 北でSB6400と切り合い，それより新しし、。SB

6345の妻柱をS ラインで検出。桁行6聞となる。

3・ 9～12 M・O地区 の遺構精査。 SB6400 の

南妻をBラインで検出。 11間以上となる。 77ライ

ンで 大きな掘形列がみつかる。59次南で、みつかっ

ている柵SA3620 のものではないか。 その束には

小 さな南北柵SA6402あり。M地区：SB6190・63

81・6195・6387等重複する建物の柱穴切り合いを

検討する。断ち割り調査で結論を得た し、。

3・17 南北土旗SK6350の掘り下げ。 規模は 6×

42m。 埋土上面でSB6400, SB6401は検出され ，

しかもSB6401は 6400の柱穴を切るため， SK6350

→鍛冶造物包含層→SB6400→SB6401 の順とな

る。 M· N 地区境に あるSB6185 の内部で総柱建

物SB6340発見。 黄禍色の整地土を除去すると初

めて見えるので ， SB6185より古L、もの と考え ら

れる（切り合いでも古い）。

3・18 SK6350をほぼ掘り終る。 底 部で南北柵

SA3680を検出。 した が って土嬢より古いこと に

M地区：H～L ラ イ ン ま で 遺構検

山。 SB6195は 2間×7聞の南北棟にま とまる（の

ちさらに北へのびること となる〉。 6間以上に な

る 4 木の東西柱穴列を検出する。 いずれも東西棟

になる。 残り部分（79～82, H～Lに かけて） を

拡張すること と し， 表土取りを行なう 。

るヵ、。

1・29～31 床土取りのみ。

2・ 2 N ・P区南端部の調査。 確たる遺構検出

でき ず。

2・3～4 N · P 地区 。南から折り返し泣構検出。

東端で総柱 のSB6330を発見。 3間×3聞か。貰灰

砂地山面から掘りこみ， 一部に柱恨が残る。 N ·

P区境南端でSB6342, SA6341検出。 75～77ライ

ンに かけて地山が さがり厚く整地土堆積（のち大

土焼SK6350 となる）。鋳造関係の造物が多い。

2・ 5 SA6341 の柱穴を切る 2間× 4間以上の

南北棟SB6345発見。 さらに北に延びる。 N ·M

地区境で北廟付東西棟SB6185を 新たに検出。 52

次で検出したものに つな がり， 桁行7 間×梁行 2

問と判明。 これに重複する建物あり。M地区B～

Dラインにかけて 3棟以上の建物が重複する。 P

地区：土旗SK6350はMラインを越えさらに北方

へ続く。

2・6～7 土境SK6350を P ラインまで掘る。埋

土は 2層からなる。 土境 の西側に炭化物混りの小

ピット が群在する。M地区：B～Gラインに かけ

ての多数の柱穴はSB6190・6245・6195などに ま

とまるが ， まだま とま らぬ穴もある。

2・ 9 SK6350をRラインまで掘る。 さらに 北

に続く。

2・10～12

P

K
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なる。

3 ・ 19 写真撮影準備。完全に終らぬうちに降雪。

3 ・ 20 再び清掃後写真撮影。

F 第59次南調査 6ADD-0 • P • Q地区

1970年1月 6 日～4月 1 日

1・ 23 床土を除去しながらO地区西側から遺構

検出を開始する。 北半部は黒褐色土面であるが，

瓦片を含み整地土と考えられる。 OR80 で柱穴 1

個検出。整地土面は南端部で急激に落ちる。

1 ・ 24～25 0地区遺構検出。 OR80 か ら 10尺東

でさらに柱穴1個発見。南端の落ちは土墳となる。

77から78ラインにかけ 2 条の南北溝検出。潜底で

径lmばかりの柱掘形がみえ， 南北に並ぶ模様。

1 ・ 27 77ラインで南北柱穴列確認。前日検出面

より10cmほど削り始めて見つかる。 Rラインで見

つけていた東西柱穴列は3間分でこの南北柱穴列

に重なる。

1 ・ 28 午前中清掃。昼写真撮影。 P ·Q 地区耕

土とり。

1 ・ 29 0 地区遺方設定。 P ·Q 地区耕土排土。

1 ・ 30～ 2 ・ 17 P • Q地区耕土・床土排土。床

土は 5 ～ 7 cmと蒋し、。 この間 2 ・ 3 ・ 4 両日 O 地区

実測， 南北柵と東西柵がクロスする OR77 の掘形

を断ち割った結果， 掘形は一つであり， 2 本の柵

は同時存在と判断した。 2 月 6 日O地区埋戻し。

2 ・ 18 P • Q地区南から遺構検出開始。 77ライ

ンの南北柵（SA3680）， 南半部 6 間を検出。 76～

77にかけて大きな土嬢によって失われている。 78

ライン I ～ Kにかけて 2 間分の柱穴列あり。南北

棟になるか。

2 ・ 19 C ラインまで， P 地区南半の遺構検出。

PL79で井戸発見（SE6300）。井戸枠内から鬼瓦・

瓦器等出土。 81ライン西に南北溝検出。 59次北で

検出のものと一連になるだろう。 PJ78付近に古坑

時代の市がある。

G 第63次調査 6ADC-G • H ・ L ・ M地区

1970年5月 1 日～7月 27 日

5・ 1 発掘地区設定。JlE土除去作業を開始す

る。
5 ・ 11 手作業による肥土排土 が進Jゆしないの

で， パッ クフォ ー を導入する。

5 ・ 14 三角測量により基準杭設定。

5・ 19 地区杭打ち。

5 ・ 20～6 ・ 1 床土排土。 5 ・ 22にはパ ッ ク フ ォ

ーによる肥土排土終了。 G · H区の中央と束とで

は床土下位の土層の状況が異なり， 中央では灰褐

色砂質土， 東部では赤褐色土である。

6 ・ 2 G ・ H区中央から遺構検出開始。 N～ R

3 ・ 23～28 近方設定。実測。

3 ・ 30～4 ・ 3 補足調査。 これにて調査終了。

この間しばらく調査中断。

3 ・ 23～24 P 地区北半部の泣栴検出。 SA3680

を10間分検出。 その西に重複して新しい南北柱穴

列あり。 一部に柱根残る。 51次調査で検出したも

のにつながり， 8 間× 3 聞の南北棟としてまとま

る（SB6120）。

3 ・ 25～26 写真撮影後， 遺方設定。実測。

3 ・ 27～28 ダメ押調査。

Fig.7 第59次南調査地域

の地区割と主要遺

構
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50で南北方向の溝， HK50 で SA5950 の柱掘形と

思われるもの検出。 また， G 区 C ライン以北に沼

状の落ち込みがある。東半では床土取り続行。

6 ・ 3 G 地区： A49で柱根の残る大きな柱穴 1

個とその北に掘形の一部を検出。 SA5950 の 一 部

であろう。 この柱穴は砂層（地山か） から切り込

んでおり， その上の青い斑入りの粘土層を取らな

いと検出できなし、。 H地区： 50ライン地山面で幅

lmの南北部を検出。 たまりの所で檎
．

皮多数出

土。 G～ I 52で柱穴 3 個検出。南に続く建物の一

部である。
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まで掘り下げて検出。

7・ 2 G ・H区双方でSA5950が出かかる。 検

出面は空色の粘質土で， 埋土は黒っぽい色を帯び

る。SA5950のすぐ束に南北前あり， 北の築地SA

6475をこえて発掘区北端まで延びる。講中から斎

串出土。

7・ 3 SA5950柱穴検出困難なため， さらに 掘

り下げてみる。 Dライン潜以北でも 3個連なった

柱穴検出。 発掘区外北へさらに延びる模様。 東側

の南北溝は柵の柱穴を埋め埋土した後に設けられ

ている。 盛土を除去し地山まで下げないと柱穴は

見えない。 H区西南部で， 58ライ ン 西 でSB6450

のもの以 外 に 4間分の柱穴検出。

7・ 4 SB6450の柱穴すべて出揃う。北 廟部分

のみ柱根遺存， すべて八角形に面取りしている。

柵SA5960の東側で， 52次に続く溝 2条検出。 G

M 182これらを切る新しい東西溝検出。 H区西南

隅に 4間×1聞の南北棟まとまる（SB6454） が，

妻は不明。

7・ 7 G・H区47～48ラインに南北溝 1条 検

出。 Kあたりで途切れる。 L ·M地区にピット群

でるが， 現在のところまとまらず。

7・ 8 GC56 で土境検出。瓦器・木の葉など出

土。 H区46ラインに溝の西肩でる。

7・ 9 45・46ラインの潜掘り下げる（SB6152）。

G地区でA ・B ラインに東西溝検出。 西側から続

くものと，思われる。

7・10 G地区：46ラインで潜の西肩検出。 Bラ

インで、東へ折れ， ここで暗渠あり。

7・11 G区40ライン以 東， 用水路まで拡張（ 63

次補足と呼ぶ）。

7・13 拡張部床土取り。 G区42ラインで築地東

側の溝が見えはじめる。

7・15 G区40ライン西側で数本の東西溝検出。

一番北側の溝から木，m出土（SD6499 ）。 S～Rに

かけて南北棟と思われるものの柱穴 6個検出。 L

地区で柱穴 2個検出。 南北両廟の東西棟か。

7 • 16 G • H区にかけて昨日みつけた柱穴， 25

6・ 4 G地区：昨日 H地区で検出した南北部は

G地区ではl隔1.5m で， C ラインで終り西方へ土

焼状に広がる。 H地区：52ライン沿いの柱穴は 4

間分となり， Jが北妻となる辿物にま と ま り そ

う。

6・ 5 G地区：A～D49でSA5950の一部と思

われる柱穴 4個検出。 一番北側のものはDライン

の東西溝によって切られている。 この溝から木簡

出土。 Cライン50～52に築地様のもの出る。 H地

区南端53ラインで柱穴 3個検出。

6・ 6 G地区：東西築地 はさらに西に続く（SA

6475）。 南 側の溝は53ライン付近で狭くなる。 G·

H区 L ～S 53ラインで9間分， O ～ R ラインで 3

間分の柱穴検出（SB6175 の東半部）。 H地区南方

では52次で検出したSB6172 の北妻と思われる柱

穴 3個などがみつかる。

6・ 9 H地区：52～54ラインにかけ続々と柱穴

がみつかる。SB6175・6172 のほかに 2 棟ほど ま

とまりそう。

6・10 H地区：56ラインアゼの東側で南北柱穴

列11個検出（SB6175身舎西側柱）。 その東で54・

55ラインにかけ 5間×1聞の南北棟がまとまる。

のちSB6460の東半となる。

6・11 東側の床土取りすべて完了。 西側の床土

取りに移る。

6・27 M地区西端から遺構検出再開。北で 3 問

×2聞の東西棟が 1 棟まとまる（SB6453）。 その

東南 で南北両府付の東西棟がでる。 1問3 mあり

正庁か。 L地区は何もなし。

6・28 M地区：二面廟付東西棟は 4間×7間に

なると思われる（SB6450）。 これに重なる新しい

時期の柱穴あり， 2 間×5 聞の南北棟にまとまる

(SB6451）。 H地区56ラインのアゼ西側がSB6450

の東妻になるはずだが， 妻柱なし。替りに重複し

ながら南北に連なる多くの柱穴あり。 一部 はSB

6175 の西廟， また一部はSB6460のものである。

7・ 1 50ライン以東で遺構検出。 柵SA5950の

柱穴はなかなか判別し難く， 白味を帯びた砂質土
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8 ・3 ～5 G 区東の拡張部遺構検出。東西溝 4 本
と建物 1 棟検出。南の2本は重複する。建物は2
問×4間以上の 南 北棟となるが （SB6500）， 北妻
は溝底で、みつか ったので潜より古い。北の溝は西
方で土旗状に広が り， ここから木簡10点出土。兵
士関係の記載と天平9・10・11年の紀年あり。

8・ 3 拡張部写真撮影。
8・19 遺構の再確認。木日にて調査終了。

間×2間でまとまる （SB6487）。 G区 西端で 2間
×3聞の東西棟検出（SB6453）。写真撮影準備。

7・17 写立撮影。
7・18 泣ブj設定。
7・20 7Jく糸配り。
7・21～22 平面図作成。
7・23 レベル記入。
7・24～27 土層図作成。柱穴断ち割り等の補足

調査。

6ADD-N • 0, 6ADE-A-B • K地区
1971年2月22日～4月 10 円

第71次調査H 

柱穴検出。柵 4， 建物 3が まとめられた。
3・ 2 NS55～NB55にかけ2つの大土墳を掘る

(SK7040・7041）。南のものが新しく黒色土器， 土
師器小皿出土。北のものは奈良末か。NN53の西
北 で柱根跡と柱穴検出。柵SA5950の一 部か。

3・ 4 Q·K地区西端から床土排土開始。
3・ 5 東半54～49ラインで遺構検出。49ライン

でSA5950の掘形を確認。顕著な遺構あまりな く，
NC53に井戸（曲物を伴う ） 1基があるのみ。

3・ 6 SA5950の抜穴・掘形を掘り下げる。南
端が AR49にあることを確認。その南に 小規模な
井戸発見。埋土に黒色土器含む。めぼしい遺物な
し。

3・ 8 SA5950の調査。掘形と抜取穴との判別
は極めて航行。48ラインC～Sに浅い溝あり。

3・ 9 W·A地区東端に達する。46～47ライン
でl隔3mの南北溝検出 （SD5960）。西側にオ ーバ
ー フローしている様子。 AQ46でSD5960は東に
曲る。 Qラインに東 西溝がありSD5960に切られ
ている。この東西溝（SD6980） は60ラインのセク
ション所見でバラス敷の下から切 り込んでいる。
3 ・10 午前中写真撮影準備。午後写真撮影。

Q・K地区床土排土。
3・11 写真撮影続行 （ 午前）。引き続き， 調査

区東半部につき遺方設定。Q·K地区の床土排
土。

3・12 午前中水糸配り終了。午後実測開始。プ
ランは 8割完了。Q•K地区床土取り。

2・22 ノ〈 ッ クフ オ ー による盛土および表土の除

去作業開始。
2・23 上記作業と併行して， 手作業によって床

土およびその下の茶褐色粘質土を排土しながら遺
構検出 を開始する（ 東から）。茶褐色粘質土は多量
の瓦を含む。N地区では南 北に並ぶ柱穴 6個（う
ち3個に柱根残） を検出するも， 一連のものかは
まだ不明。A区東端 で新しい土焼が半分かか る。

2・24 床土 ・茶褐色粘質土を取りながら遺構検
出。49～52ラインまで進む。50ラインで大きな柱
穴（SA5950のもの） が 一 部あらわれる。埋土は
黒褐色土で 2 ～ 3m 大。

2・25 ノミ ッ クフォ ー による排土ほぼ終了。引き
続き床土 および茶褐色粘質土を除去しつつ遺構検
出。55 ラインに近づく。N ライン以南では茶褐色
粘質土の上に土師器細片を含む黒褐色土がのるo
jft栴はほ，とんどなし．

2・26 57ラインまで進む。N地区S 56を中心に
方形の土境あり。その西に細長い南北部。 B地区
Q57でパラス敷検出。さらに西へ続く模様。
2・27 床土・茶褐色粘質土の除去 60ラインまで

完了。本格的に遺構検出 をしながら東へ戻る。 B

区のパラス敷は幅1.5mで， 南北は新溝で切られ
ている。路面の一 部であろう。N地区では小柱穴
が無数に見つか りつつある。また， 古町時代の出
を 一 部検出。

3・ 1 B地区パラス敷は57ライン付近で途切れ
る。B 地区 北からN地区 R ラインにかけ多数の小

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 
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3・13 プラン終了。レベル記入も終了。Q·K

地区床土取り。

3・15～16 SA5950柱穴断ち割り， 井戸の写n

撮影。土居図作製。Q·K地区床土取り。

3・17 60ライン以西（西地区 ） 床土排土終了。

東から遺構検出開始。

3・18～19 遺構検出67ラインまで進む。B地区

パラス敷は62ライン付近でなくなる。バ ラス下回

の東 西部は西方へ延びる。N地区西北で建物 1 棟

(2 間×2 間 ） の他， 弥生時代ピ ッ トおよ び古町

時代前があるのみ。古墳時代前はN・ Q区境を北

上し50次調査区へ連なる。

3・22 67ラインで， 50次調査において北半を検

出していた南北棟建物 SB6100の西側柱列と南妻

を検出。南から 6番目の柱穴は大きな土墳によっ

てこわされている。B～ K 地区南端に古墳時代の

東西溝あり。

3・23 SB6100は15間×2聞に確定。西側 に 柱

筋を揃えて 31111分の柱穴検山。l}lj建物と推定する

（のち西隔に訂正）。90ライン以西L～O間には陥

第127次調査 6ADC-L地区

灰色土が広がり， 造物を多量に含むため掘り下げ

る。K区下層の東西庖70ラインまで掘る。

3・24～25 遺構検出西端まで達する。Q区西北

隅で 3間×2聞の東西棟建物， Q007で方形の井戸

検出。井戸埋土から10世紀後半の 土器出土。B区

下回東西潜は西端まで存在。

3・26 写真撮影準{iii] 0 

3・29 写真撮影。のち泣方用杭打ち。

4・ 2 午前中造方設定。午後水糸配り。
4・ 3 西地区平面実i1J.1J o 東 地区：SD5960掘り

下げ， 北端から， 青色砂までさげる。出土造物は

瓦のみ。

4・ 5 午前中にて平而図完了。レベル記入と共

に 土問図作製にとりかかる。東地区はSD5960の

掘り下げ。

4・ 7 南北部 SD5960掘り下げ。

4・ 9 遺構の再検討。

4・10 古墳時代・弥生H与代の潜を精査。一部掘

り下げて実測。建物の柱穴断ち割り。実測。柱恨

等とり上げ。木日にて調査終了。

1980年10月13円～ 12月1日

10・13 純張り。第59次北・ 63次調査区と一 部重

複させて調査区設定。

10・15～27 ノミ ッ クフ ォ ーなど重機により表土排

土開始。

10・23 ト ラパースにより基準点移動。

10・25 西側から床土を排土しながら巡構検出を

開始する。床土下は黄褐色土で， 南北に走る耕作

i,Ytがあるのみ。第63次調査時より 一層上である。

10・26 引き続き黄褐色土面で遺構検出。68ライ

ンまで進む。遺構は中世から現代までの前および

土焼のみ。

10・28～30 床土排土東端まで完了。一部では地

I LI （淡茶褐色粘質土 ） がみえる。束南隅で， 既服

部分より高いレベルで‘掘形検出。 SB6430のもの

と思われる。

10・31 黄禍色土を削り， 木格的に遺構検出を行

なう（ 束から）。SB6430の南府部分が明確化する

が， 北側はまだ掘り足りないか。SB6430の 北半

に重複して SB6469を検出。63次調査と合わせ 7

問×2 間の東西棟にまとまる。：｜ヒ半部は整地土厚

く今のところ遺構なし。

11・1～5 引き続き遺構検出。SB6430は70ラ イ

ンまで検出。まだ妻とならず。 68・ 70ラインで S

B6430を切る柱穴列あり。南北棟建物になるか。

北部で築地の南北雨落らしき 2条の前あり。両者

の聞は茶褐色砂質土となる。抑込地業か。

11・ 6 遺構検出西端まで達す る。 SB6430は西

妻にまで至らず， 4 間×13間以上となる。築地 S
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A6475の 茶褐色粘質土 上に 3間×4聞の総柱建物

あり。柱穴小さし、。南雨落部は上・下 2 層ある模

様で， 上層には凝灰岩く ずがつまる。

11・ 7 検出し足りない造棋の調査のため， 部く

削りながら東へと戻る。

11・10 写真撮影準備。午後3fl、？から全景のみ撮
J;I./, 
；，ジo

11・11 午前写真撮影。午後近方設定。

11・12 水糸配り。

11・13 実視｜！。平面図終了。

11・14 レベル記入。土周図作製。

11・19 井戸断ち害ljり。アゼはずし。

11・21 築地南雨落潜の掘り下げ。

11・25 築地北雨落溝の掘り下げ。

11・26 築地および S B9553等写真撮影。

11・27～28 柱穴等の断ち割り調査。後写真撮影

および補足の実測。

12・ 1 調査終了。砂入れ後埋戻し。

I I I I I I I I I I I I 

何 60

Fig.10 第127次調査地域の地区割と主要遺構



第E章 遺 跡

1 遺跡の形成

今回報告する調査地域内には西北隅の県道沿いに数棟の民家が建ち並んでいるだけで， 残り

はすべて水田である。 全域小字「大りの宮」に属し， かつて関野貞によって「西宮」の遺祉に

＊ 比定されたことがある。 その後， 1965 年の『平城宮報告N』の段階までは一貫してこの関野説 調査前にお
ける想定

を採用していた。 しかしながら， その根拠は不確かなものである上， 後述のように地形的には

ほぼ平坦で奈良時代の遺構の痕跡を示すような水田の地割りは認められず， 土壇等の地物も一

例を除いて存在しなし、。 そのため， 平城宮内において当地域がどのような役割りを果したのか

については， 調査前には全く白紙の状態であったO

* A 発掘前の地形

調査地は大和盆地西北隅にあたる盆地底に相当し， ほぼ平坦ではあるが全体に東南方向へ緩

やかに傾斜する。 海抜高は西北部で70.5m， 東南部で69.5mで、あり， その高低差は南北280m

の間で僅かlmに過ぎ
、

なし、。

当地域内において唯一建物跡の存在を窺わせる地物として， 西辺部の小土檀がある。 西面中 唯一の地物

＊ 門跡から北へ約160mのところに位置し， その大きさは南北14m， 東西8mほどで， 周囲の水

田面との比高は70cm内外で、ある。 西面大垣に接する位置にあたるため， 宮門跡のーっかと考え

られてきたが， 発掘調査の結果， この土壇は近世以降の盛土によるものであり， 宮域北部に所

在する佐紀神社の御旅所に関連するものであろうと推定されるに至った（第四次北調査，Fig.11）。

19 72年に当研究所が行なった地質ボ ー リング調査によると， 当調査地域を構成する基盤層は 地 山

＊ 北方の奈良山丘陵からのびてくる洪積層台地である。 そしてその上を沖積層が覆う。 沖積層の

厚さは北部では薄く， 南へ行くに従って次第に厚くなるが， 2～3mの範囲内である。 弥生・

古墳時代の遺構も含めて， 遺跡はこの沖積層上に形成されており， この沖積層が当地域の地山

に相当するのである。 地山上部の層序を概観してみよう。

Fig.11お旅所土田東西断面図

1) 関野貞『平域京及大内装考』（東京帝国大学
紀要 工科3) 1907 p. 152。

2) 『平城宮報告E』p.11。
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土 層 調査地域は南北に長いが， 層序は北と南での変化は少なく， むしろ東・西での差異が顕著で

ある。 とはし、え，西半から中央部にかけての調査地大半の層序は比較的単純で，厚さ20～30cm

の耕作土の下に厚さ10～30cmの水田床土が一面に拡がる。 この床土を除去すると， 厚さ10～50

cmの粘質土があらわれるが，この粘質土中には弥生時代・古墳時代の土器片と奈良時代および

それ以降の瓦片，瓦器の小片などが入り混っており， 平城宮廃絶以後に撹乱を蒙った土層と判 ＊

断できる。 さらに下層が沖積層の地山であり，ここに遺跡が形成されているのである。ただし，

地山の上面は沖積した土の違いによって，砂から粘土あるいはその中間の土質と場所によって

異なり，色調にも様々な変化が認められる。

一方，調査地東部においては，地山との聞にさらに別の厚さ10～20cmの粘質土が部分的に存

部分的に存 在する。 この中には瓦片や土器片が包含されており，かっ少なからぬ奈良時代の柱穴や滞など ＊
在する整地
土層 の遺構はこの上面から掘り込まれている。 平城宮の造営あるいは改作に伴って行なわれた整地

の際の盛土層と考えられよう （第I • II期の遺構は地山而において検出されているのに対して， 第班則

以降の遺構は整地土上面で見つかるばあいが多L、。 しかし 場所によって整地土問の状況が異なるため， 何

時行なわれた整地土かは特定で、 きない）。

以上のように， 今回の調査地では東部において部分的に盛土整地層が存在したものの，大半 ＊

の地域では地山面が遺構検出面であった。 この地山上面では， 平城宮およびそれ以降の遺構と

ともに， 平城宮造営以前の弥生時代・古墳時代の遺構も同時に検出している。 宮造営前の旧地

形にも関連するので，これら宮造営WTの遺構についてここでその概要を記すことにしよう。

B 奈良時代以前の遺構

弥生時代の建物 1棟， 満 2 条および土旗 6 基と， 古墳時代の滞 5 条および土嬢 6 基がある。 ＊ 

古墳時代の満SD6496を除くと， 他の遺構はし、ずれも調査地南部に集中している。 また，滑に

ついては調査地南端部のSD7016を例外として，すべて西北から東南に向って流れる。 土境の

うちいくつかには完形の土器が埋置されており，埋葬施設の可能性が強し、。 検出した建物が僅

かに 1棟であるため明確にはなし得ないが，この近辺にそれぞれの時代の集落が営まれていた

ことを示唆するものである。 なお，弥生時代の遺構から出土した土器が畿内第I様式のものに ＊

限られる点が注目される。 宮跡内では第14次調査などにおいて弥生時代の遺構を検出してい

る。 これらのうちほとんどは宮西南部に集中し，しかもすべてが畿内第V様式に属し馬寮地域

のものとは時期を異にしているのである。 このことは，弥生時代の居住範囲がごく限られたも

のであったことを物語ると同時に，弥生時代の期間内において居住地を替えたことを示す。 一

方古墳時代になると，宮内各所で遺構が検出され， 利用空間がはるかに拡大したと判断され ＊

る。 馬寮地域における古墳時代の遺構から出土した遺物は 4世紀後半から 5世紀の年代 を示

し，宮内各所のものと変らなし、。 これ以降宮造営に至るまでの遺構は全く存在せず，6～7世

紀における此の地の利用状況は全く不明である。

1) 宮西南部における弥生時代の遺構については
別途報告書を準備中である。 また， 第E～IV様
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式（中JJJDの遺構は宮跡内では未検出である。

2) 『平城宮報告X」。



i) 弥生時代の遺構

SB6121 (PLAN 23; PL44) 6ADD-P区

調査地西南部にある奈良時代の建物 SB6120内部において検出した不整形な平面の掘立柱建

＊ 物である。径約3 mの円形状に柱穴が分布する。竪穴住居の竪穴壁体部が削平されて床面だけ

が残った可能性が強し、。とすれば東北が入口となる。

807023 (PLAN 21) 6ADD-Q ・ N区， 6ADE-B区

調査地南辺を鎚の手に折れながら西南に流れる素掘り溝である。l隔 60cm， 深さ20cm内外O 自

然、の流路であろう。堆積土中に畿内第 I 様式の弥生土器片が含まれていた。

* 806985 (PLAN 17) 6ADE-A区

調査地東南隅で奈良時代の南北溝SD5960の断ち割り調査を実施した際， その下層で検出し

た素掘り溝である。幅20cm， 深さ 60cm程度で， 西北から東南に流れるものと思われるが全体の

状況は判らない。木質有機物を含む黒灰色粘土で埋っているが遺物はなく， 埋土の状況と層位

から弥生時代ないしはさらに古い溝と判断した。

* SK6122 (PLAN 23; PL 44) 6ADD- P区

SB6121 の東南にある長方形の土墳である。長さ 3.0m， 幅1.4m， 深さ 20cm0 中央部から畿

内第 I 様式の壷形土器が出土した。かなり削平されているが， 土墳墓の可能性が強い。

SK7067 ・ 7123 ・ 7124 ・ 3676 (PLAN 26; PL 44) 6ADD-Q区

いずれも調査地南部にある不整円形の小土墳で， やはり畿内第 I 様式の壷形土器を内包して

いた。壷棺墓と考えられようが， どの壷も小型である。

ii) 古墳時代の遺構

806496 (PLAN 3 ・6) 6ADC-G ・ H ・ L区

調査地北東部を斜行する素掘り溝である。幅8 0cm。深さ30cm。延長83mにわたって検出した

が， 溝底の確認は北部のみで行なった。埋土は均一な砂層で， 顕著な遺物もなく年代を特定で

＊ きないが， この溝を切って平城宮の遺構が掘られており，宮造営以前であることは確かである。

806137 (PLAN 18 ・19) 6ADD- P • M区

調査地南半中央を斜行する素掘り滞である。l幅 2.0m， 深さlOcmo 後世の削平によって部分

的にしか残存していなし、。満内から5世紀頃の土師器片が出土している。

806060 (PLAN 17 ・18 ・21 ・23・24 ・25; PL45) 6ADD-N • P • Q区， 6ADE-A区

* SD 6137の西南をほぼ並走し， 調査地東南隅へ至る素掘り慌である。 延長140mにわたり，

幅2.0m， 深さ25cm前後。平城宮の遺構と重複するため， それらを避けて部分的に掘り下げた。

溝の堆積は 2層に分れ， 上層からは5世紀後半の須恵器（高杯脚部， 杯身など）が， 下層からは

5世紀中頃から後半にかけての土師器（高杯， 器台， 小型丸底査など）および須恵器（査など）が

出土し， 5世紀中頃から後半にかけて存続したことが知られる。西北から東南に向け， 地形に

＊ 沿って蛇行しながら流れており， 自然流路であろう o

807016 (PLAN 26) 6ADE-B ・ K区

調査地南辺で検出した素掘り満である。 l隔70cm， 深さ 15cm。SD 6060に交文する方向に直線

27 



また西端部で、南に直角に曲がるので， 人為的に掘られた溝と考えられる。的に掘られており，

満内から5世紀代の土師器高杯・壷・窪が出土した。

6ADD-Q区SK6310・7120・7101・ 7080・7088・ 7098 (PLAN 25 ・ 26; PL 45)

内部に5世SD6060の西側に分布する土墳群である。 平面形は不整円形で， 底は丸く窪む。

＊ 

れる溝はすべて西北から東 ＊

南に流れていることが判っ

た。 また， 今回の調査で確

平城宮造営

以前の地形

以上の宮造営以前の遺構

のうち， 特に溝に注目して

みると， 自然、流路と考えら

c 

認した地山の高さをもとに

等高線を描いてみると，

Fig. 12 のような地形 図 が ＊

Fig.12 

＊ 

この地形図は現 、況の水 ＊

＊ 

られる溝を重ねると， 等高

時代以前の自然流路と考え

地山面が奈良時代以前の旧

つまり， 当地域の地形は弥

化していないと言えるので

作成できる。 この図に奈良

とは， いくらか削平されて

で， 基本的にはほとんど変

ことを裏づけている。 さら

いると言えども， 残存する

地形を反映したものである

線にほぼ直交する。 このこ

生時代以降現代に至るま

宮造営以前の地形と弥生・
古墳時代の遺構

田面の傾斜にも近似する。

ある。

紀中頃を中心とする年代の土器を含んでいるが， 性格は不明である。

u、
’h 

－－ 
co 

， 

回

．

旬

匂
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2 1息 構

報告の対象となる地域が広大なので， ill梢の位置表示法等についてあらかじめ触れておくこ

とにしよう。

まず， 調査地域東部を南北に縦断する掘立柱塀 SA5950 あたりを「馬寮」官街域 の東限と

＊ み， その東側の道路 SF6503 を含む空間は馬寮域外と考える。 道路の東側には別な官街域が想

定されるが， 西辺のごく一部を調査したのみで、その性格については未解明な点が多いため， 仮

に「馬寮東官街」と呼んで記述を進める。 馬寮東官街

個別の遺構の記載にあたっては， 調査時の地区割りに準拠して遺構の位置を表示するが， そ 調査地域の
区分法

の基本的な構成は以下の通りである。 すなわち， おおよそ北半部は 6ADC区，南半部は 6ADD

＊ 区にあたり， 南端のごく小部分が 6ADE区となる。 これらの大地区内をさらに水田一枚分程度

の大きさの中地区に区分するが， 区分法は大地区毎で異なり， 6ADC 区のばあいは井字状に 9

中地区に分れる（西北隅には調査が及んでいないので， 実際には 8 区画）。 6ADD 区の基本はキ字状

の6分割であるが， 都合でP区の北3分の2ほどが東に張り出し， M区が小さくなっている。

このようにして， 例えば 6ADC-P 区といえば西辺の中央やや北寄りの区画を指すことになる

* (PLAN 2参照）。

奈良時代から平城宮廃絶後12世紀頃まで、に構築されたと考えられる遺構とし て， 西面中門

（佐伯門SB3600）， 西面大垣（SA1600） の一部をはじめ， 宮内の官街域を画する築地 ・塀 ・建物・

溝 ・ 井戸・土擦などがある。 これらのうち， 佐伯門および
、
その周辺の遺構については『平城官

報告医』において既に報告済みであるが， 必要に応じて再度取り上げる。 また， 平城宮西面大

＊ 垣に接する西ー坊大路についても， ごく小面積について調査したに過ぎないが， 馬寮の占地や

建物配置の問題と抵触する部分があるので， 合わせて報告することにしたい。

検出した遺構のうち， 建物および塀はすべて掘立柱による。 したがって， 以下の記述におい 掘 立 柱

ては単に「建物」あるいは「塀」と称することにし， 特に掘立柱であることをことわらない。

また， 建物 ・塀 ・ 溝などの遺構の多くはいわゆる平城方位（内裏北面築地廻廊SC060の北雨落溝の 方位と基準

＊ 東西方位を基準としたもので， この座標系は国土方限座標第VI座標系の方限方位に対してN0°0 7' 47"W振
点

れる） に近い方位をとっている。 特に振れ等に言及しないばあし、はこの平城方位に則ってい る

ものと解釈されたい。 以下の報告においてN ・ E ・W を付して示す数値は， 基準点No. 14 C国

土方眼座標第刊座標系でX＝ ー 145,500.22, Y 二
一 18,983.42の伯） を基点（0, 0） にした平城方位で、

の値である。 たとえばNlOOとは基準点No.14から北へlOOm, W60とは同じく西へ60 mとい

＊ う意味である。

建物規模に関する記述は，「東西」「南北」 の全長を実寸法で記し，必要に応じて桁行 ・ 梁行 ・ 用 語

腐の出および柱間間数 ・ 尺値を（ ）内で述べる方法をとる。「柱穴」 ・ 「柱掘形」などの用語

については『平城宮報告四』に， また個々の柱穴の呼称 ・ 位置表示については『平城宮報告

沼』にしたがう。

＊ 主要遺構の記述にあたっては， 退織を可能な限り時期別に区分し， 同一時期のものについて 記述の順序

は原則として官街区画施設， 主要建物， 中小建物， 塀， 井戸， 土墳の順に行なう。 検出遺構は

大きく平城宮造営当初（第I JLJJ)， 奈良時代初期（第IIJ山）， 奈良時代中頃（第IIIJLJJ)， 奈良時代末
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期（第MVJ）， 平城上皇時代（第V1明）および宮廃絶後（第VIJVDの6時期に区分できるが（第IT·

皿期についてはさらに細分可能であり， また一部の建物等は複数期にわたって存続したと思われる〉， 時期

区分の根拠等については後にまとめて提示する。しかしながら， 重複する遺構も出土遺物もな

いため時期を決定し難し、遺構も少なくない。 特に小規模建物にその傾向が強し、。 これらについ

ては「その他の遺構」として宮廃絶後のものと一括して報告する。

A 第 I 期〈平城宮造営当初〉の遺構

宮の造営にあたり， 土地造成に伴なう排水路の掘削や官街区画等を設置するための基準線の

設定および仮設的な閉塞施設の構築などが行なわれた時期で、ある。 まだ官街建物等は完成して

いない。 主な遺構として溝2， 塀2がある。

＊ 

806980 (PLAN 17 ・ 21 ・ 26 ; PL 36) 6ADE-A ・ B ・ K区 ＊

馬寮地域南端にある素掘り東西溝で， 幅1. 7～2.0m， 深さ 60cmある。東端は調査範囲外へ延

び， 西端は未確認であるが， 延長85mにわたって検出した。 このSD6980は， 佐伯門SB3600

の基壇掘込地業の規模から求めた門基壇南北中軸線の東延長線上にほぼ乗る。年代を決める手

懸りとなるような遺物は出土しなかったが， 地山面に掘り込まれていること， 宮内道路の路面

の一部とみられる小磯敷SX7000がSD6980を埋戻した後に設けられていること， また調査地 ＊

域東南で検出した馬寮東官街南半部の西限をなすと思われる南北満.SD5960 C第町田）よりも古

地 割 溝いことから， 宮造営にかかる地割溝の可能性が強い。ただし， 佐伯門の基壇掘込地業との古新

関係については未確認である。

長大な塀

N14 

Fig. 13 SX7000とSD6980の関係

SA3680 (PLAN 12 ・ 13 ・ 22 ・ 23 ・ 25 ・ 26; PL 16 ・ 25 ・ 33 ・ 34)

6ADC-0 • P, 6ADD-O・ P ·Q区

馬寮地域西端近くを南北に縦断する長大な南北塀である。 南端は佐伯門SB3600の基壇東北

付近から始まり， 北端は調査範囲外へ延びるため未確認で、あるが， 延長211m (80間）以上に及

ぶ。柱掘形は概して不整形であるが一辺1.2m以上と 大きく， 深さは 50cmほどの浅いものが多

い。柱がすべて抜き取られているため柱間寸法は不明確であるが， 等間とはならず9尺を標準

＊ 

に前後若干のばらつきがあったと考えられる。多数の遺構と重複し， 切り合い関係ではいずれ ＊

よりも古し、。なお， 第25次調査で検出した南北塀SA3590とは， 佐伯門に対して南北に振り分

けの形をとって一直線上に並ぶ。門の位置だけは開くのである。

SA3680については， 従来奈良時代初期における馬寮官街域の西限をなす塀と考えられてき

1）模式図の記号 ・柱根をとどめる掘形 ⑨柱痕跡をとどめる掘形 ③抜取痕跡あり O掘立柱掘形
……推定（すべて方位は上が北， 縮尺約600分の1)
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たが，第IO切の建物配置計画線上には乗らず，しかも第H期の土塘SK6350より古いため，西仮蓑の遮閉

商大垣が完成するまでの仮設的な遮閉施設と解釈する方が妥当である。柱聞が不定であり，ま

たすべての柱が抜き取られている点も消極的ながら傍証となろう。

W88 W82 

Fig. 14 SK6350とSA3680の関係

SA6315 (PLAN 22; PL 25) 6ADD-O区

SA3680の南端から47問自の柱穴と柱筋を揃え，その西方に延びる東西塀である。 2間分検

出，柱聞は10尺である。SA3680との間は13尺と広く， これに取り付いたものとは思われない。

位置は佐伯門と西面北門推定位置との中間より 4.2m ほど 北にある。 性格は不明であるが，大

垣造営の際の工区割りのような施設であろうか。柱穴内からIIFF平瓦6664F型式が出土しているo

806488 (PLAN 3) 6ADC- G区

＊ 馬寮東官街域北端近くを東西に走る素掘り満である。 ，11高約60cm，深さ25 cm ほどで，西端は馬

寮域東限付近にあり，東は調査範囲外へ延びる。この聞の長さ24mを検出したが出土遺物はな

く， 性格は不明である。 馬寮東官街の西面築地SA6150やその両雨落満SD6151・6152 よりも

先行して 地山面に掘り込まれている。 南の地割満SD6980から北257.6mの位置にあ たり， 尺

値に直す と870尺（ 1尺＝0.296mとして） となる。

B 第 I 期（奈良時代初期〉の遺構

官街としての体裁がはじめて整ったlfj:J切で，iliWi としては， 西面大垣SA1600， 佐伯門SB

3600のほか，建物7，宮内道路1, {1'11: 3 などがある。 南北二面崩付東西棟建物SB6450はこの

｜時期の正殿と考えられる建物で，他の建物等はこれを基準に整然と配置されている。 ただし，

宮造営当初に構築された仮設の南北塀SA3680は一時併存したらしく，建物配置は全体に東に

＊ 寄っている。 この時期，馬寮官街域の北・東・南を区闘すべき築地ないし塀等の遺構は検出さ

れていなし、。 南と北については宮城門を入って直ぐのところでもあり，何らかの遮閉施設があ

ったはずで、ある。 すべて削平されてしまったものと考えざるを得ないが，なお検討を要する問

題である。 また，j二｜二戸が一つも検出されていない点も不可思議なところである。

馬寮東官街地域で・は ，�rJ半f}I）にのみ�，＇，＇；：を巡らした区白がで‘きる。

ネ SX7000 (PLAN 21 ; PL 36) 6ADE- B区

馬寮地域南端中央で検出した陳敷面で， 東西梢SD6980を埋め戻した後の整地土上面に小磯

を敷きつめである。 南北両縁は各々旧水田床土直下に掘られた年代の新しい 2条の東西滞によ

って失われているが， 長さ約9 m, 1j1高1. 5mにわたって東西方向に分布する。 部分的にしか造

存していないため断定はで、きないが，佐伯門の南北中III由線上にあたるので，門から東へ展開す

本 る宮内道路の路面であろう（Fig. 13参照）。
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807013 (PLAN 21; PL 36) 6ADE-B IZ 

SX7000の北約3 mのところを並行する素抑り東西ti','i:で‘ある。 1!1i50cm， 泌さ 25cmほどであ

るが， SX7000同様部分的に巡存するに過ぎない。年代を決定するに足る逃物は出土し な かっ

たが， SD69 80と同じく地山面に据り込まれ， 埋土も互いに類似するため， 両者の時期は さ ほ

ど隔らないであろう。 SX7000と併存した可能性が強く， 両者の位置闘係からみて佐伯門東の

宮内道路の北側泊wと考えられよう。

805960 (PLAN 14・15・16・17; PL 21・26・36・37)

6ADC- K, 6ADD- L • M・N ・ 0 ・P, 6ADE-AIメ

馬寮東官街南半部の西を回する素掘り南北術で， l陥3～4m， 深さ60cmある。 馬寮東官街北

半部との境をなす東西出SD5280の西端から発し， 佐伯門の南北中1II1IJ線の東延長上で、 東へ折れ， ネ

主長は160mに及ぶ o t,',j：埋土から木簡1点および多誌の土器・瓦等が出土した。木簡は和il1U 5年

と推定されるもので， 土器主tiは平城宮土器Hを主体とし， 瓦は j除l京宮式が多い。 また， SD5960

の中ほどで検出した C'.:j斗｜ヲに皆、山する大土域SK609 8はこの�，'i'{:を切って刷り込まれているが，

土境埋土に含まれていた土器は平城宮土器E ・皿に限られる。 したがって， SD5960は宮造営

当初からさほど隔らない｜時点で開削され，奈良｜時代前半内には埋め戻されたと考えられてきた。 ＊

しかしながらSD5960からは平
一

城宮土器Wも併せ出土し て お

り， また平城宮瓦編年皿JUJに属

する6282F ・671 9 A型式が山土

している。 したがって， 少なく Fig. 15 SD5960とSK6098の凶係

とも第皿期までは機能していたと考え直さなければならない。 なお， SD5960を馬寮東官街間

半部の西面築地西m始前とみるむきもあるが， 調査範囲内では築地の痕跡すらみあたらず， も

し築地 があったとしても， それは東側の未調査のところとなる。 今後の検討課題としたい。

SD5960は北端で東に折れ， 第37次調査で検山している東西r i'i'J SD5280へと述なる と山、われ

4・

る。今回検出したSD5280の西端部と忠われるt,Wは｜｜幅約3.2m， 深さ1.lmほどの規模である。 特

第37次制査においては， SD5280は東方へと11 5m 以上の長さになること， 当初は｜幅約6.5m で

あったものが， 後に北寄りにl隔2.4m ほどの狭いi,W (SD5280 B）に改修されているこ とを確認

している。 SD5280西端部と思われるt，可はSD5280東部と北肩を揃えるものの l隔は狭く， 改修後

のSD5280B に比定するのが妥当となる。 しかし， このSD5280B西端部は第W JUjまで存続し

たことも確実であり， この時期にはSD5960は既に埋っているわけだから連なりょうがないこ ＊ 

とになる。 この部分は現水路下にあたり十分な制査が行なえなかった地点で‘もあり問題点とし

て残さざるを得ない。

SB6450 (PLAN 9 ; PL 8) 6ADC- H • M区

.Ut寮地域北部中央にある｜匂北二国民i付東西棟丈�物で， この川：

正 殿JUJの正殿と考えられ る。 東西20.5m ( 7 11JJ, 10以下山）， 南北

11. 7m （身舎2 �＿＼－ J・南北［1ILl嗣の11＼とも10尺守日！〉の規模である。 身舎

および南の柱掘形は一辺1.2 m Hii後， 深さl mほどの方形状を

なすが， 北胤の柱掘形は一辺0.8m， 深さ 0.5m と小娠りで浅ー

1) I平城宮第37・39・40・41次発掘調査概報j 1967 p.2
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い。 北府は後に追加したものであろう。 北！布の柱掘11ヲ4カ所に断面ノ＼角形状に力n工した柱恨

（径20～30cm， 長さ50～80cm） が残り，柱聞を計測すると平均2.93mとなる。 多くの建物と重複す

るが，柱穴の切り合い関係ではSB6173・617 5・6451・6454・6460のし、ずれ よりも古い。

SB6425 (PLAN 9・10; PL 12) 6ADC－恥f区

十四

十三 脇

十二

十一

殿

SB6450の西方に建つ南北棟建物で， 東西5.9 m ( 2 /UJ, lOX �rllm ， 南北38.4

m (13rMJ, 10尺字削） と長大である。 正殿SB6450に対する脇殿に相当する建物

と いえよう。 南半7間分の側柱掘形は一辺1.0～1. 5m，深さlm強の方形で ・あ

るのに対して， 北半のものは一辺0.8m，深さ0.6mとひとまわり小さし、。 同時

施工ではなく，北半は後の増築であろう。 南半部には， 南から2・3・4・7間 九 北半は増築

ネ 目の棟通りに柱穴 があり， 特に 7問自のものは側柱の抑 flラに匹敵する大きさを

もつため，これを当初の北妻柱とみるのである。 また，悦通りの柱穴のうち南

から2 ・ 4間目のものは掘j肢の大きさからみて間仕切柱と考えられるが， 3 ll=U

目のものは著しく小型であるので、床束の可能性が強く，SB6425 の南半の 一 部

は床張りであったと言えそうである。 南端部を中心に6カ所で、八角形断面の柱

中 根（径20～30cm， 長さ50～130cm） が残り，柱間寸法は平均2.95mで、ある。

SB6450 との配置関係をみると，当初の北妻柱筋はSB6450の身舎南側柱 筋

/\. 

七

五

四

／＼ 口 イ

に揃い，またSB6425の東側柱筋とSB6450の西妻柱筋との距離は11.6m (40尺） であり，10尺

を基準に計画的に配置したことは明らか で あ る。 な お，SB6425 はSB6190・6195・6381・63

8 5・6386・6419・6420と重複するが，切り合いからいずれの建物より古い。

* SB6180 (PLAN 10; PL 11) 6ADC-MIメ

SB6450の南にあり，西妻柱筋を揃えて建つ小規模な東西棟建物で ‘ある。柱？＋＋＋や一？

根はおろか柱痕跡さえほとんど残ってし、なし、ため建物規模は正確でなし、が， 人」一九J」九一人

東西12m弱（ 5 /MJ, 7 .5尺手／1JJ) ， 南北4.4m C 2 /L\J, 7.5J辻�Y/l:lJ) ほどである。 柱掘形は南側柱筋では

一辺1.Om，深さ0.5mの方形だが， 北側柱のものはやや小さく不整形をなす。 SB6450の身舎

ホ 南側柱筋からSB6180の南側柱筋までのb日111tは29.5m (100）�）であり，両者は計四！
＇

I句な配置閃係

にあるとみなせる。SB6180 はSB6450の11tf殿相当の組物であろう。 他の逃t,Wとは重複しない。 前 殿

SB6170 (PLAN 7; PL 20) 6ADC-H区

SB6180の東南にある｜鴇欠きの東府付南北棟建物である。建物規模は東西 8 .8

m（身舎2刷・陶
・

の出とも10尺人引品］），南北24.8m ( 6 /IJJ, 14尺片手間） である。 身舎の

ネ 柱掘形は一辺0.8～1. Om，深さ0.5mで、あるが，j拍のものは一辺0.5～0.7mと 小

J辰りで，北端の 111?ilを欠く。府iには半｜同毎に｜間柱が立つが，柱穴 はさらに小さ め

である。 長大な建物であり，正If一 手，�に付随するような｛立山にあることからl

｝））と考えられる。SB 5951 と一 部の柱穴が重複しており，SB6170のブjが古いo

SB6330 (PLAN 11; PL 17) 6ADC-Niメ

* SB6425の南妻から約24m南方にあり，SB6425 と東側柱筋を揃えて建つ総柱建物である。 東

西5.7m ( 3 /1\J, 6.5尺引UJ)， 南北6 .3 m ( 3 /UJ, 7尺手11\J）で， 市北がや や長い。柱？？？？四

掘形は一辺lm前後， 深さ 0.8mとかl格的で，一部に柱恨が成るほか柱痕跡も明やや＋や二

馬 房

｜僚である。 正庁一 郭に付属する倉庫と考えられる。 二ハ口 イ 倉 庫
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馬

SB5955 ・5956 (PLAN 15; PL 28) 6ADD-L・M［三

！：号寮地域東南にあり，l剖北に並んで・建つ 2械の南北棟建物である。 向 tUSB59 十

55は東西5.9m ( 2間，10尺等｜品J)，南北 19.2m ( 8間， 8 尺等「Mj) であるのに対して， 九

/\ 

北棟SB5956は東西5.5m (2間，9. 5尺等間）， 南北21. 3m ( 9間， 8尺等間）で， 梁 七

間寸法が異なる。 しかし， 両者は棟通柱筋を揃えている。 柱掘形はともに方形
ーノ 、

＊ 

で， 大きさは一辺0.8～1. Om， 深さ0.8mを標準とし若干のばらつきがある。 SB 四

5955の北妻とSB5956の南妻の聞は 5. 4m (18尺）離れるが， 両側柱筋中央にも柱

道 穴があるので，両者はこの2問（9尺等間）を馬道として共有する一連の建物であ
。 。

った可能性もある。 両者とも柱根の遺存率が良く， 断面八角形状をなし， 径は
九

14.5～23.5cmと共通するが，SB5956がコウヤマキであるのに対してSB5955はヒ /\ 

1〕 七

ノキを用材としている。 基準尺もSB5955の方がやや長し、。 したがって，SB5956 ー2」＼ 

がまず建てら れ， その南にSB5955を増築した段階で両者を馬道で結んだと考え 五

四

るのが妥当であろう。 正殿SB6450の東妻か らSB5956の東側柱筋ま での距離

は14. 9 m (50尺）， またSB6450身舎南側柱筋とSB5955の北妻と の聞は 101. 0 m

(340尺）であり， これらの建物もまた正庁殿舎群と一体の計画のもとに造営さ れ ハ 口 イ 斗c

房 たものと理解できる。 規模と形状から馬房と判断する。

SK6350 (PLAN 13 ; PL 16) 6ADC-M・Niヌ

正庁殿舎群の西南方， 倉庫SB6330の西にある長大な長方形の窪みである。 東西 6. 5m, F布

北 45m， 深さ0.5mあり， 南北方向に規格的に掘られている。 同様の巡；構は藤原宮西 方官街地

区において検出されており（SK1140），建物配置の類似性と合わせて関連が注目される。 馬寮に ＊

馬の洗い場ふさわしい性格づけをするとすれば馬の洗し、場とでもなろうか。 底部に堆積した茶褐色粘土に

は， 全般的に瓦・土器片とともに多量の炭化物がまじる。 また， 南半音，�特に西寄りからは， 締

羽口・鉱浮. tJ'l石等， 鍛冶に関係する造物が多量に/l＿＼土している。 しかもこれらの造物は西側

から投棄されたように堆積していた。SK6350を， その機能が終った後に， 西側に作ら れ た鍛

冶工房ーのj先棄物捨場として再利用したものとみられる。 なお， 仮設の南北塀SA3680はこの s ：ド

K6350の底ではじめて検出されており（Fig.14動的，SK6350はSA3680を撤去した後に掘り込

んだものである。 土墳底から出土した土器は平城宮土器II· illでそ れ以降のものを含まず， ま

た埋土の状況から投棄場としての役目が終った時点で一気に埋め戻されたと判断できる。SB

6400・ 6401の柱穴はこの埋土上面から掘り込んでいる。

806303 (PLAN 12・13) 6ADC-N, 6ADD- 0・P区

.H�寮地域西端において断統的に検出した素侃り南北町i'f.である。 1j1高約60cm， 泌さ35cmあり， 検

出できた分だけで、 全長45m以上におよぶ。SK6350の西側あたりで支えりが良く， ti'li:埋土は黒色

粘質土で，革mi羽口や瓦片等が多id；に出土した。i行方で部分的に検出された南北出SD6360はほ

大垣犬走り ぼSD6303の南延長上にあり， 両者は一迫のt1Wで、ある可能性が強い。 こ れらのzi1t;:vま西面大垣推
東側溝

定心から東へ約3.5mの位置にあるので， 大垣犬走り東側の側溝と考えたい。

1) SB5956のばあいは平均1尺＝0.2958m, SB
5955は1尺＝0.300mである。
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c 第 E 期（奈良時代中頃〉の遺構

第E j切の諸遺構のうち，佐伯門から東へ延び
、

る宮内道路や大土i墳SK6350などは第田朋にな

っても存続する。この時期になって新規に造営された遺柿‘としては建物11，塀3，井戸1 など

がある。これらのうち，馬寮地域の東而をiffilする南北塀SA5950が設けられた点が特に注目さ

＊ れる。SA5950の南は佐伯門東の宮内道路北縁からはじまり，北は西町北門の推定南北中rl1!!1線

を越え，調査範囲外へと延びる。 したがって，区画としては西面北門以北の地域も含んでひと

まとまりになっていたと考えざる を得なし、。馬寮地域内の建物配置は，北半中央に主要殿舎で

ある東西棟が建ち並び，F百三｜こは西側に数棟の建物があるのみで他は広大な空閑地である。

馬寮東官街においては南半部西限のSD5960 を埋めたてた後，官f,'\j域全体 を築地で、 区ITTiiする 円

* SA5950 (PLAN 5 ・ 6 ・ 7 ・ 14 ・ 15 ・ 16 ・ 17; PL 5 ・ 20 ・ 26 ・ 37 ・ 38)

6ADC-G ・ H ・ K, 6ADD-L • M ・ N, 6ADE-A区

馬寮官街域の東 を画する南北塀で，先述のように南

端の柱穴は佐伯門東の宮内道路北縁にあり，北は調禿

範囲外へ延びるが，この間約273m (102問） ある。柱掘

＊ 形は不整形なものが多いが，標準的なもので一辺 2 m_

ほどの方形状をなし，深さ1.5～2.0mと械めて大きい。

全体で 3カ所に柱根が残るほかは全て抜き取られてお

り，特に南半部では掘形に匹敵する東西方向の大きな

抜取痕跡がある。 一部の柱穴底部には数枚の切板を礎

＊ 盤として敷いている。柱根は下端から 0.9～l.2m残存

し，太し、ものは径45cm (1. 5尺）ある O し、ずれも特に面取

りはしていない。これらの柱根 をもとに杵問寸法を計

測すると平均9尺（ 1尺＝－－－0. 2976m）の仰を得る。

このSA5950については，従来馬寮官街域における

＊ 造営当初からの区岡塀と考えられてき立が，馬寮東官

街南半部の西辺を限る第E期の南北( i'if:SD5960の廃絶

後に盛られた整地土（灰相色土）の上面から柱穴は掘り
ー

込まれており，造営当初までは遡り得ない。したがっ

て，SA5950の設問時期は従来の見解よりやや降るこ

＊ ととなる。 また，SA5950の柱穴は，第IV J明に柿築さ

れる馬寮北限築地SA6475の北雨務t 1'lf:SD64 77 の(i'I；底

で検出されているので，この時までは存続し得なし、。

なお，SA5950は第E期の建物配置計四とはそぐわず，

第皿期のものと合致するが，この点もSA 5'950を第皿

-N273 

＊ 期の施設とみる有力な傍証となろう。 Fig. 16 SA5950の牲恨と柱抜取穴

1）『年報1971J p. 24～260 

2m 
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SF6503・806483 (PLAN 3・4・5) 6 ADC-G・H区

S A5950の東側に接して南北に走り，馬寮域と東官街域との境をなす道路である。 SD6483は

その東側慌で，幅1.2m，深さ20cmあり，道路幅は 6 m内外となる。S D6483 はS A5950と並行

して調在範囲北端からさら に北へと延びる。南 については約85rnまでは良好に辺存するが，同

年ーは自IJ平のためほとんど消失している

806499 (PLAN 3 ; PL 2) 6ADC-G区

SD6483 の北端近くから而.fTJに分岐する東西t i'i'J：で， ，11日lm前後 ，深さ25cmの素抑りri1"r-で、ある。

東は調査範囲外へと延びる。 東端から西約lOmの地点を中心に土域状に広がるri1存底から天平

10・11年の年紀のある木簡が出土した。

886185 (PLAN 10・11; PL 11) 6 ADC-M[>Z 

馬寮地域北三r：のほぼ中央に建つ北府付東西 1司！で，この時期の

＊ 

司z

介2 ，�り. 10尺乍問。隔の11\14尺） の規模である。柱掘形は身舎・府

とも 一辺lmほどの方形で，深さ 0.7m あり，三へに柱痕跡が
チ ト

ヘホニハロイ

残る他は柱痕跡す らとどめないが，一部の柱捌形成に礎株が遺存する。北方にある 2 i来の東西 ＊

四

中心建物群巾心建物である。東西20.9m (7 nn, 10尺呼J?'d），南北10.2m （身

棟建物 S B6 195・638 5とは桁行規模が等しく両妻柱筋を揃えており， 一 連の殿舎群を構成す

る。この地域に建つ多くの建物 は時期を問わず に 方（立を平城方位に揃えているのに対して，こ

れ ら 3 棟だけがEl056'Nの振れを持つ点が注円される。第IV j切の総柱建物SB6340と一部の

柱穴が重複し，切り合いからこの S B6 18 5の方がずTいo

886195 (PLAN 10; PL 11) 6ADC－乱f区

SB6 18 5の北に位置する東西棟建物で，その規模は東西20.9m

＊

 

( 7 �O, lOR'U�-fl），…（ 2 11',J, 9問！HJ) -c�� o町工方ピご

形であるが，一辺0. 5～0. 8 mと大きさにややばらつきがある。前

後に建つ S B618 5の市側柱筋とSB638 5の北側柱筋の問は3 5.7m (120尺）であるが， SB6195の

南側柱筋はちょうどその中間に位円する。SB6425・6190と前夜し，柱穴の切り合い関係から * 

SB6425→6195→6 190のJI聞になる。

886385 (PLAN 9; PL 13・14) 6ADC-M区

S B6 195の北にあり両妻を揃えて建つ東西棟建物で・あ る。東西 平ーかベ〉ベ)----0ーか--0--Q

長は20.9m (7問，10尺等間）でSB6 195と等しいが，南北は6 . Om Y j
( 2 ,rn. 10尺乍問）あり，S B6 195より梁聞が1尺ずつ広し、。柱概形 ：ド

は不部門形だが，一辺0.8 m，深さ0.7mほどのものが 一般的で，一部 に柱痕跡が残る。 S B638 1

後 殿と一部の柱穴が切り介い，S B638 5がtiし、。SB6195・6385は SB6185 に対する後殴と考えられ

ょう。’

886419 (PLAN 9; PL 13) 6ADC-M区

SB6385のさらに北にある小型の東西棟建物である。東西 8 .1 m ( 3 l?fJ, 9尺乍かもーやーや

11-0），南北 2. 7m ( 1 nn, 9尺〉で，南側柱筋はS B638 5の北側柱筋から3 0尺の位置 『で「で「「ノ

にあり，東方の南北棟 SB6 172の北妻と揃う。件.ffi1形は一辺0.6m前後で，東西にやや長く，一

部に柱痕跡が残る。第IIJU1のSB6 425とは西妻柱柵形が1ft複し，このSB64 19の方が新しい。
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SB6454 (PLAN 9 ; PL 13) 6ADC- H区

SB6419の東方にあ り，SB6419の北側 柱筋と北妻 を揃えて建つ南北棟建物 で、ある。 yy 

妻柱がなく東西は1間であるが， 北で 4.2m (14尺）， 雨で 4.Sm (16尺） と子．み， 南北1 l 

は11.lm (4川）で柱聞が不揃し、 な ため，仮設的な建物 と忠われる。柱侃形は円形状人 人

＊で，SB6419と共に 3 棟の主要殿舎訴の付属屋と考えられる。 ひ--Q

SB6172 (PLAN 6; PL 10) 6ADC- H F‘ 

主要殿舎群の東方にある南北棟建物で，東西6.6m ( 2  rnJ, 11尺？問），南北28.6 

m (10問，9.5尺学問） の規模である。柱掘形は一辺0.8m前後の方形状をなし，深

さ 0.3～0.5mと浅し、。しかし，柱根の残存状況が比較的良く，特に東側柱筋では

9木も残ってい た。柱間寸法は平均2. 844mで、あり， 1尺＝0.2994mとなる。 SB

6195・6385の東妻 からこのSB6172の丙側柱筋までの距献は26. 9 m (90尺）であ

り，またSB6172の南から 1問日の梁行柱筋まで の距離も 26. 9m (90尺〉であり，

SB6195の南 側柱筋と揃う。中心建物SB6185とともに，これらは一連の配円計四

によって造営されており，このSB6172はし、わば東脇殿に相当する建物 と考えら

＊れよう。SB6173・6175・6464と前複し，柱穴の切り介い関係ではし、ずれよりもハ

古いo

SB5951 (PLJ\N 7; PL 22) 6ADC-H 灰

SB6172の市にあり，西側柱筋 を揃えて建つ南北棟建物である。その規模は｛・

東西8.lm ( 311Jl, 9尺等間），南北40.6m (14山，］， 10尺咋問） と長大で， 梁行 3間

＊ の特異な建物であるo柱掘形は東西0・Sm，南北1・5～1・Smと南北に長い長方
？

形で，深さは0.Sm前後である。桁行中央に両妻にあわせて梁行を3間割とす

る間仕切柱が立つ O

一 部の柱穴に柱根が残り，桁行の柱間寸法は平均2.97m, 

梁行は2.70mとなる。：｜ヒ妻からSB6172の雨妻までは6.Om (20尺），桁行中央

の間仕切柱筋 は中心建物SB6185の雨｛JlJJ;j;てUtiから 11.6m (40尺） の依円にあ た

＊ り，このSB5951も一連の配円計四｜に則っている。SB6170およびSB6168と前
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九

j\ 

七

ーノ」、

五

四

東 脇 殿
。一

口 イ

四

三

二

一

十

十

＋

十

十

九

八

七

五

複し，柱穴 の切り合い からSB6170→5951→6168のJI聞に造？冷され たことになる。」， l 四

建物規模と位置から馬房と考える。 。 。三 馬

SB6120 (PLAN 23; PL 25) 6ADD-P I烹 Y y 

馬寮地域中央やや南 の西而大垣治い にある南北棟建物で，東西7.9m ( 3 nn, ニハロイ

＊ 9尺乍11\D， 南北23.3 m ( 8 11n, 10尺 ノ

��ミ／！わである。 柱痢形は0.6×0.8mほどの長

方形状のものが多く，深さは平均 0.5mである。西側れの折Fi形は仮設の南北塀

SA3680の柱穴を切る o n：根の巡存不がt� ＼， 、が，柱問寸法は桁行で平均2.93m, 

梁行で 2.63mで‘ある。 柱根は何20cm内外で、細い。こ のHりDJの「｜コ心建物群SB61

851＇：干の西妻からSB6120の西側れM'jまでのm1附は23.7m (80尺），またSB6185

＊の南側柱筋からSB6120の北妻までは68. lm (230尺）で， か なり南方に隔って

いる とはいえ同 ー の計画に基づいて造営された もの と いえる。 な お，SB9551

とならんで，こ の時期には梁行3問の建物が 2i来存在するこ と になる。

SB6120も馬］）｝ーであろう。

房

五

四

一

ニノ、口イ
馬 房
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SB6360 (PLAN 13; PL 19) 6ADC－孔f区

SB6185の西南， 大土焼SK6350と西商大垣との聞に建つ南北棟建物であ るo 東 ？〈サマ

側柱筋を除き遺存状態は良くなく， 柱穴の 一部を欠くが， 東西5.2～5. 6 m (3間），

南北19.3 m ( 9 Pin, 7尺年間）の規模になる。 東側柱筋が比較的撃然、と並ぶのに対し，

西側柱には若干の／－ H入りが認められる。柱穴は径0.4～0.5mの円形状で， 埋土には

よ116土が混じる。 建物内部の床而， 特に南半部は周囲の辺橋市より0.5～0.7m日く，

焼土 が充満した無数の大小ピット群のほか， 炉跡と思われる周辺が焼けて固くなっ

た佳25cm前後の土塘状の窪みが数基あり，rJ't土とともに締羽口や鉱浮・土器・瓦等がかなり

鍛冶工房 の畳間土した。 これらは鍛冶工房跡と考えられ，SB6360はその簡単な夜屋であろう。 なお，

東にある大土域SK6350 にはこの工房からの大荒の廃棄物が投入された形跡が窺え， この時期 ＊

まで存続したこと が知られる

SB6403 (PLAN 12; PL 15) 6ADC-M区

SB6360の北方にある南北棟建物で， 東西 6.0 m ( 2問，10尺等間）， 南北 17.8 m 

(6問，10尺等間）以上あり， 北妻は調査範囲外へ出る。柱掘形の大きさは不揃いで，

一辺0.6～0.7 mの方形状をなす O SB6401と南 妻部分が重複し， 切り合し、からこの

SB6403の方が古い。 中心建物群等に見られた配置計画にはこ のSB6403は乗ら な

し、。 これは大土塘SK6350によって制約された ためで、 あろう。 と言うのは ，SB6403

のすぐ東にある目隠し塀SA6402は中心建物群の西妻から 20. 9 m (70尺〉の位円に

あるからであるo

SB6140 (PLAN 19 ; PL 32) 6ADD- P 医 φφ・φ四 ＊

庫 SB6120の東に ある総柱建物で， 第E期のSB6330と構造的に類似し， 倉席と考:{YY雪二

えられる。 東西4.5m (3問，5尺下問）， 南北5.4m ( 3 r1山 6尺等間）で， 南北方向が ニハ ロイ

倉

Fig.17 SB6360内部の状況（網は村て穴， 断面はN183ライン〉
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やや長い。柱掘形は一辺0.8 mで、規格的で‘ あり，柱根ないしは柱痕跡が比較的良く残る。雨
妻はSB6120の南妻と揃い，またSB6120の 西側柱筋からSB6140の東側柱筋との聞は29.6m

( 100尺） で，計画的に配置されたことを示す。

SB6095 (PLAN 24 ; PL 28) 6ADD- P区

* SB6140 の南妻から26.6m (90尺）悶に位円する小規校な東西iJI！建物である。東令ーか合一φ
西9.Om ( 3問， 10尺制的，南北4. 8m ( 2 ri:1, 8尺？��IIり）である。柱掘形は一辺0.6～人（ （ 工

0.7m，深さ0.3～0.5mと 小さく浅し、。黄褐色粘質土の務地層下位から掘り込まれて お り，東
南脇に位置する第IVJ！万の南北棟建物SB6100 が格地土上而において検出されていることか ら，

それより古いも の とみなした。
* SB6500 (PLAN 3; PL 3) 6ADC- G区

馬寮東官街北？？｜：で検l=H した丙府付F目北1来建物であるO 」証舎の規模は東西5.4m ( 2；一十ひ一

？
rin. 9 尺咋［同打），南jヒ10.8m (4問，9尺てfn-n）以上であるO 柱掘形は一辺lm内外，深 l t 9 
さ0

の礎韓を敷くO 北妻の柱穴はいずれも第IV J閉の 東西川SD6507の底においてはじめ？？ ! 

ネて検IHされており， この満より肯い。身舎の西2.6 m ( 9尺） に南北に並ぶ筏0.8m: : :

大の円形柱穴は，従来独立した南北JMとみなしていたが，SB6500 の身舎の梁行柱

筋 に揃うので，西府と判断した。 ただし，北 2問分は欠ける。

SA6341 (PLAN 13; PL 18) 6ADC- NIメ

大土域SK6350 の東にある南北塀で，全長29·.'4m (10問，10尺手間） を検出，さらに 1～2間

＊南方へ延ひ、 る余地がある。柱掘形 は一辺0.7m内外で，深さ0.4mと浅く，柱痕跡はほとんど残

っていない。第W期の南北棟建物SB6345の南妻柱と柱穴が切り合い， この SA6341の方 が古

い。時期の決め手を欠くが，第皿期の中心建物SB6185等の西妻から11. 9m (40尺） の位置を占

めることから，同時期に属し，西方にある鍛冶工房覆屋SB6360 および投棄場となったSK63
50の目隠塀と考える。

* SA6402 (PLAN 12) 6ADC-O区

大土：蹟SK6350の北，SB6403の東にある南北塀である。全長12.5m, 5問分を検出した。柱
間寸法は一定でない。柱掘形は一辺0.4mの方形状でやや小さい。SA6402の南端は西にある

南北棟建物SB6403の南妻と揃い，またSB6403の東側柱筋から SA6402は3.Om (10尺）の位置

にあるため，同建物の目隠塀と考えられる。

* SA6138 (PLAN 19 ; PL 32) 6ADD- P区

総柱の倉庫SB6140の南2.9m (10尺）にある東西塀で，全長12.5m ( 4間）を検出した が，
柱問寸法は不揃し、である。柱捌形は一辺0.8～1.Omの 方形状をなすO は るか北方にある殿舎群

の正殿相当建物SB6185の南側柱筋から94. 8m (320尺〉の位？
i.にあたる。

SE6166 (PLAN 7・11; PL 41) 6ADD- K区

馬房と推定した南北棟建物SB5951の西南脇にある井戸。掘形は一辺2.7mの方形で，深さ，
 

d
イ

2.5mあり，ほぼ中央に井戸枠を据える。井戸枠は長さ1.3m，成25cm前後，厚さ 2.5cmの板を

蒸能組としたもので，底から10段目までが遺存する。枠板を一段据える度に裏込めの土をつめ

るとしづ丁寧な仕事になる。井戸底はパラス混り灰色砂層に達する。井戸の上限については明

1）『年報1971J p. 24～25。

目隠塀
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らかでないが， 建物配置からみて第E期の ものとは例：存し得ず ， 第皿j坊になって押Iられたもの

と考える。 井戸枠内堆積土から平城宮土器W ～ Vに属する土師器・須恵器や削り掛け ・ 曲物等

墨書土器 の木製品が出土した。なかでも「主馬」の墨書を有する土師器界1点が注円される。 したがっ
「主 馬」

て， 次の第I
V

J明まで存続したことは確実である。

SX6119 (PLAN 20) 6ADD- P区 や

倉町SB6140の西市にある2条の東丙方向の柱穴列である。1主j問形は一辺0.5mほどの方形状

をなし， 5.2 ～6.5mの間隔で·3個宛並ぶ。 各々の柱穴は5.2 ～5.5mの間隔で、雨 ・ ：｜ヒで、 も 対応す

る 。しかし，柱穴が小さい上に柱聞が極端に 広い ため建物とは考えに くく， 性格は不明で、 あるO

馬房にふさわしい性格を想定するならば，馬を仮につないでおく施設の ような ものであろう か。

SX6380 (PLAN 10; PL 11) 6ADC-M灰

中心建物群中のSB6195 の西北部でm複す る東西棟建物風のれ：穴群である。 東西9. Om C 3 

＊

rin. 10尺手間）， 南北3. Om C 1間，10尺）と 小規模ながら幣然とならぶ。抗TI形は一辺lm内外の方

形状で， 深さ0.8mと大きし、。柱穴の重複関係からSB6425 C第TIN］） より新しく， SB6190 C第

πNDより古いので， この聞の ものと判断される。 しかし， 第皿期のSB6195と も重複し てお

り， これとは並存し得なし、。東南隅柱穴 を断ち：iilJった結果， 柱痕跡も抜取穴 も無いことが判明 ＊

したので， 掘形は侃られたもの の計画変更の ため埋め戻され たものと考えられた。

SX5941 (PLAN 22 ; PL 25) 6ADD- 0 区

O区の南西部馬房SB6120 の東北にある2列の東 西柵状遺構。 柱穴はし、ずれも径0. 6m ほど

の円形状であり， 各柱穴は南北で対をなして東西にffしく並ぶ。柱穴の間隔は東西方向が5.7 

m (19尺）， 南北が6 m (20尺）である。SX6119と同様の機能を もつ ものと考えられようが， 詳 ＊

細は不明と言わさ
’

る を得ない。

D 第百期（奈良時代後半〉の遺構

馬寮官街として最も充実した様相が窺える時期で， 遺構としては建物1 5 ， 築地4， 塀5, 7i111: 

12 ， 土塘1などがある。 井戸SE6166 はこの時期まで存続する。 馬寮域の東限は掘立柱塀SA

5950A から同位置に築かれた築地SA5950Bに変る。 ただし北端は ， 西而北門から東へ通ずる ＊ 

位匠に設けられた馬寮北限の東西築地SA6475と合し， 北へは延びない。 内部の空間構成は基

木的には第II • III期 を踏襲したもので， 北半中央北寄りに主要殿舎群を置き ， その南に中・小

の雑舎を配する。 南半中央は何らの遺構 もない広場的空間で， 南西隅に大型の南北棟建物2 ��！ 

が並び建つので、 ある。 主要殿舎群の周囲はJjf.で閉まれるが， そのさらに東・西・北には巨大な

内・外郭の 二而府付建物が建ちさらにこれを囲む。 このように内・外郭の二重柿造と なっている点はこの
ニ重構造

時期に固有の配置で、ある。

馬寮東官何の西および 北 も築地によって区｜面される。北而築地SA6510は馬寮の 北而築地SA

6475と棟通りを揃え ており， この時期には馬寮ばかりでなく， かなり広範に宮内の幣備が促進

されたようである。

SA5950B, 806160 ・ 6161 (PLAN 5・6・7・14・15・16・17; PL 5・20・26・37・38) *

東面築地 SA5950B は抑立柱塀SA5950A を取り壊した後， 同位問に構築された南北築地で， 東西両
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側に雨孫自1lf:SD6160・6161 を伴なう。 東雨務 iiiiSD6160は1j1jl.6～2.6m， 深さ4.0cm， 北端は別

の！？存SD6513によって切られているが， 西へ曲り東西築地 SA6475の北雨落前SD6477と合して

いた と思わ れる。 西雨落満SD6161はl幅0.7～1.5m， 深さ30cmあり， 北はSA6475 の南雨落前

SD6479と合するほか， 北雨務柿SD6477からも木樋117''r渠SX6504を通して水を受けている。 西

、 側H庁SD6161がこれらと合流する什近はオ ー バ ー フロ ー のためか大きくえぐられ， 土域状にひ

ろがっている。 東西両雨落fill；問の心心距献は約1mで、あり， 細i深混り黄禍色Ui土の右＇I:土が部分

的に遺存している。SD6160から平城宮土探I
V

·Vの士宮号が什1土しており， 奈良末ま で存在し

たと判断で‘きる。

SA6475, 806477・6479 (PLAN 5・8 ; PL 4, 6) 6ADC- G • L区

馬寮地域の北を限る築地 とその雨・北雨孫自1/f:である。 東端は南北築地 SA5950Bに接続する。 北面築地

北雨務折SD6477は1j1高1.0～1. 5m， 深さ約20cm， 東端は氾i＼：�；のためやや乱れる。 一部は 木樋陪

渠SX6504によって築地下を横断して南北青年SD6161に注ぎ， また 一方SA5950Aの柱穴埋土を

掘り込んで南北楕SD6160にも注ぐ。 南側部 SD6479は全休的に遺存状態が悪いが，幅1.5～2.0 

m， 深さ40cmあり， 東端はSD6161に注ぐ。 第皿期の市北塀SA5950Aの柱穴は北雨落精SD64

：� 77の精底で検出されており，SD6477はSA5950Aより新しい。 また，SD6477 の埋土から平城

宮土器Vの土探が出土している。市雨？？年間の広く、、 雨 に並行する東西部tSD6473がある。この満

は東方にある馬寮東官何の北而築地が改修された後の市市落問と 一前線上に並ぶので，あるい

は改修後のSA6475Bの南雨務部であるかもしれない。

SA6150, 806151・6152 (PLAN 3・4; PL 2) 6ADC-G・II・K区

＊ 馬寮東官街の西面を画する南北方向の築地である。 東西の雨落満SD6151・6152 に挟まれた 馬寮東官街
西面築地

｜｜幅約4 m の範囲に築地基底部のものと思われる褐色粘質土の積土が厚さ20cmほど残存する。 築

地の 北端は西国北門の推定南北中1!t1l1線の東延長上にあたり， 東へ折れて調査範囲外へ延びる

(SA6492）。 東西部SD5280 の北岸まで、lOOmほどを検出したが， 以南の状況は不明である。SD

5280Bには， ちょうどSA6150の市の位行Jこ賠wが設けられており， a:� 地がさら に雨へと延び

ホ ていた可能性は高い。 東雨？裕子11/f. SA6151は1j1高2.0～3. Om， 深さ30cmほどであるが， 南部ではオ

ー ノく ー フロ ー したため両岸が崩れ， 土滅状に拡がっている。 西雨務fli'1:SD6152は，，暗1.0～2.5m, 

深さ40cmで， 両満開の心心距肉mは平均7 mで、ある。

SA6150の構築時期については， 両雨訴前SD6151・6152 の埋土から平城宮土器H・皿を主

休と した 土器が出土しているこ とから第田期に遡る可能性も否定できなし、。しかし，このあた

＊ りの撃地土を切って 2条の前は掘り込ま れており， また両目行からは平城宮土保V～VIの土器も

あわせて出土しており， 第IVj切のものと考えても矛盾はない。 次に述べる 北而築地は第IV期の

「ドで改修され， F日雨孫自Ii'；を当初のSD6512から若干雨につけ枠えて SD6507 としているが， 南

北築地 SA6150との交文点部分 に附架SX6505を設けている。こ のSX6505部分での埋土から平

城宮土探IV·Vの土器が川土しており， また，SA6150 のほほ中央部を切るC字形に替、向する

ネ 問状土域SK6155からは平城宮土器V～刊の土器がトH土している。このため，SA6150の 下限

は奈良時代の末におくこ とができる。

SA6510, 806511・6512 (PLAN 3 ; PL 3) 6ADC- G [><: 
馬寮＊官街

馬寮東官fr-u域の北限築地とその南北雨1ir,wであるc 北而築地SA6510は西而築地SA6150の北面築地
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北端から始まり， 東は調査範囲外へと延びる口 北雨落f
i
'i1rSD6511 は幅0.4～0.9m， 深さ15cm,

また南側溝SD6512は｜｜幅1. lm以上（次に述べるSD6507によって南岸を切られている），深さ20cmで，

両溝心心距離は約 4.5m である。 北雨落溝SD6511から奈良時代末の土器や土馬が出土した o

SD6507・6513, SX6505 (PLAN 3; PL 34) 6ADC-G区

SD6507は馬寮東官街北而築地SA6510の南雨務｛ i'i'J:SD6512の南半に煎複し， これを切る東西

稀である。 西端は馬寮域東南築地SA5950B付近にあり， 築地外周の雨？制作東北隅を切りつつ

北折して南北街SD6513となり，調査範囲外北方へ延びる。東も調査範囲外へ延びる。幅約2m,

深さ40cmある。 東官街の西商築地SA6150と交叉する部分には暗渠SX6505を設け ているた

め， 築地と同時存在とみる。 しかし， 当初の南雨務部を切っており， 築地を改修して若干規模

を大きくした後の南雨務fi＇与と考えるのが妥当であろう。 築地の下を11市東によってくぐり抜け，

さらに西北へと続く環由については不明である。 附.j渠SX6505はa与 の南北両岸に沿って径15

cm， 長さ60cm以上の木杭を約25cm間隔で、 内傾させて打ち込み， 背に側板を同くとし、う簡単な杭

造をなす 。 内部の埋土から平城宮土器W～Vの土器がけl土した。

SX6514 (PLAN 14; PL 21) 6ADC-K, 6ADD- L区

馬寮東官f,,ijのほぼ中央部を杭i析する東西溝S D5280Bに設けられた附架で‘ある。 西而築地S ：� 

A6510と交叉する地点にあ たり， SA6510はさらに以南へと延びていたことになろう。 SD5280

B のほぼ中央に幅約1.5m， 深さ40cmの侃形を設け， 南北両側に径10cm， 長さ 90cm 以上の杭

を約40cm間隔で・ 内傾させて打ち込み， 側板を背に置く構造はSX6505と同ーのもので ある。 設

置した時期は同時で、SA6510の改修に伴うものと考えられよう。 既述のように． この時点でSD

5280がどのように機能していたかは不明で、ある。

SB6420 (PLAN 9 ; PL 13) 6ADC-M区

中心建物 馬寮地域北半部中央やや西北寄りにある南府付東西棟建物である。

東西17.9m (6問， 10尺乍nm， 南北7.8m （身� 21!\J, 8尺宇問。 同］の川10

尺）とやや小規模だが， この時期の中心建物である。柱侃形は径0.8

m ほどの円形で， 深さは40cm秤ー度のものが多い。柱根はほとんど抜き取られている。 第 IIJリ！＊

の脇殿SB6425の柱穴を 2ヵ所で切り合い， SB6420が新しい。

SB6381 (PLAN 10; PL14) 6 ADC-MpZ 

SB6420の雨にあって西妻を揃えて建つ東西棟建物で、ある。 東西15. Om ( 511\1, 10尺等間）， 南北

3. Om (1問，10尺） と小規模で， 柱掘形も一辺0.5m ほどと小さし、。 この建物の北側柱筋は， 北

のSB6420の南側柱筋と南の BS6190の南側柱筋との中間にあたり，また

三者とも西妻を揃えているところから， 一 体のものとして計｜面的に配!l'f.

されたとみなせるc 第即期の後殿SB6385と切り合い，SB6381が新しい。

SB6190 (PLAN 10; PL 14） ・6ADC-M区

2棟の前殿 SB6381の南にあり， SB6420と共に西妻を揃えて建つ東西棟建物である。 東西15.Om C 5 rl\J,

10尺等間）， 南北4.8m (2問， 8尺手間） で， SB6381と桁行規模が等しく， 東妻柱筋も揃う。 一 ＊

部の柱穴は検出されていないが， 柱掘形は一辺0.7m ほどある。SB6381との聞の東妻柱筋中央

で も柱穴を検出しており， 少なくとも東側面は連なっていた可能性がある。 SB6195 ・ 6425 ・

6380と柱穴が重複し， 切り合い関係では他のすべてより新しし、。 SB6381 ・ 6190はSB6420に対
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rド

33. 3 m (14/BJ, 8尺引MJ) 以上， 南北 10. 8m （身

ホ ニ ／＼ 口 イ

外郭建物

五

回

合 nu, 10J＇（等問。両廟の山各8. 5）＜） の規模であ

る。 柱掘形は一辺0.8mほどの方形状が一般

的で， 深さは0.4mと浅し、。柱痕跡が明瞭に残るほか， 5カ所に柱根が遺存する 。北廟柱筋は

する前殿と考えられる。

SB6451 (PLAN 9 ; PL 8) 6ADC-M区

SB6420の東に建つ南北棟建物 。東西5.2 m (2 WJ, 9尺字削）， 南北 14.9 m ( 51品J,

10尺等間）である。柱掘形は一辺0.7～0.8mの方形状のものが多く，柱痕跡はあまり

水 明瞭でない。東側柱筋はSB6420の 東妻から15.Om (50尺）の位置にあり， 北妻柱筋

はSB6420の北側柱筋に揃う。SB6451はSB6420の脇殿と言えよう。 第H期の正殿

SB6450と重複し， 柱穴の切り合い関係からSB6451が新しい。

SB6175 (PLAN 5・6 ; PL 9) 6ADC- G • H区

SB6451のさらに東方， すなわち馬寮地域の東北｜塙にある東西二面府付

本 南北棟建物 である。 東西 10. 8m （身舎 2 間9尺等間， 両踊iの出8.5尺〉， 南北

52. 4m (22間，8尺等間）と極めて大型である。 南から10問自の梁行中央に

間仕切柱があり， これを境に南半10間と北半12聞に分れる。 南半の柱掘形

は 一辺0.7～0.9mで、南北がやや長い方形状のものが多いのに対し， 北半で

は一辺0.5～Q.8m と全体に小振りでしかも若干丸味を帯びる。北半部は

,1ミ 増築の可能性があろう。西側柱筋は中心建物SB6420の東妻柱筋から東へ

26. 8m (90尺），前肢SB6381 ・ 6190の東妻柱筋からは29. 6m (100尺）の位置

にあり，SB6190の南側柱筋に揃えて南妻柱が立ち， さらに間仕切柱筋が

SB6420の南府柱筋に大旨揃うなど， 中心建物群と一 体の計画のもとに配

置されている。柱根の遺存率が悪く， かろうじて9本が残るが， 腐蝕若し

点 く径は33.5～17. lcmとばらつく。すべてヒノキ材である。SB6460・6172・

6173と重複するが， 柱穴の切り合 いで はSB6172より新しく，SB6460 ・

6173よりは古し、。

SB6430 (PLAN 8 ; PL 7) 6ADC- L ・ M区

中心建物群の北にある南北二回府什東西棟 一一一＠→

ヨ カ ワ オ ル ヌ リ チ ト ヘ ホ ニ ハ 口 イ

k 東方に建つ二面崩付南北棟建物SB6175の北妻柱 筋と揃い， 南府柱筋から正殿SB6420の北側

柱筋までの距i維は8.9m (30） ＇（）である。 このSB6430は， 第63次調査の段階では第皿期に属す

ると考えられていたが， 第127次調査において柱加形から平城宮土器lV～Vの土器が出土した

こと， 第IIIjUJの並行して建つ 3 械の I �I心建物SB6185 ・ 6195 ・ 6385とは械の方位を違え， しか

もこれら 3棟は整地土下位で検出されているのに対してSB6430は整地土上面で検出可能であ

ド ったことから， 第W期に変更することとなった。 また， 東方の南北棟建物SB6175および次に

述べる西方のSB6400と共に同じ長大な二面府付建物であり， 柱筋が互いに揃うことからこれ

らは同時期のものとするのが妥当である。SB6469 ・ 9552 ・ 6429 と重複し， 柱穴の切り合い関

1) 『年報1971J p. 24～26 0 
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係によればいずれの建物よりもSB6430が古い。

SB6400 (PLAN 12; PL 15・16) 6ADD-O 灰

SB6420の西方に建つ東西二面府付南北棟建物で‘ ある。 北半は調査範囲外

に 出るが， 東府のみは11間分まで検出した。 東西11.8m （身舎2間・別府iの山

とも10尺等間］）， 南北33; Om (11叫10尺等山J) 以上の 規模となる。柱掘形は一

辺0.8m ， 深さ0.5mほどで， 柱痕跡は鮮明でないが， 一部の柱穴底部には木

製礎盤が遺存する。 南妻柱筋の 2つの柱穴は第E～E期の大土：蹟SK6350の

埋土上面から掘り込んでいるので， SK6350よりは新しく， また柱穴の一切り

合いからSB6401より古し、。SB6400の東府柱 筋はSB6420等中心建物群の

西妻柱筋から9.Om (30）�）の位置にあり， しかも南妻柱筋は前殿SB6190の 【・

南側柱筋に揃えており（したがって， 東方はおか1,1ff：れたSB6175とも市妻を揃える

ことになる），SB6175 ・ 6430および6400という 3械の大型二面崩付建物は ，

中心建物群の周囲に計画的に配置されていることは明らかである。 なお ，SB6400 の東府南端

の柱穴は土旗SK6397によって切られているが， 土域埋土から平城宮土器Vの土器が出土して

おり，SB6400 の下限の時期が窺われる。

SB6345 (PLAN 13 ; PL 18) 6ADC-M • N ・ 0 ・ P区

SB6190の西南， SB6400の東南にある南北棟建物である。 規模は東西 7.lm 

( 2 l1」J, 12尺等「i\J) ， 南北21.1 m C 6 ll\J, 12尺���，日J) で， 村J行 ・ 梁行ともに柱l�Jの広

ヰミ

、，.－．、

·X· 

倉 庫

いことが特徴である。柱掘形は 一辺1.0～1.2mの方形状で， 移民さ0.5m あり， 北［・

半部に柱痕跡が残る。械の方位はN2°Wほど偏し ， 第皿JWの中心建物SB6185�｝ c
・

の振れとほぼ等しいが， 柱穴の切り合い関係から第血期のSA6341より新しく，

また 一部の柱掘形から平城宮土器Vの土器が出土しているので， 第IVj明に属す

ると考える。SB6345の東側柱筋はSB6190の西妻柱筋から 3.Om (lOJ\:）の位立ハ

にあり， 共通の配置計四に基づいているら しいこともその傍証となろう。

SB6340 (PLAN 11; PL 17) 6ADC-N lメ．

SB6345の東側にある総柱建物で， ;g-ltjiと＝考えられる。 第IlJOJの SB6330 ， 第llI

期のSB6140とよく似た椛造をなし ， 東西4.Om C 31討し4.5�刑判〉， 南北5.4m ( 3 

間，6尺て�I品J) と南北にやや長い平面であることも共通する。柱者ffl形は方形状だが大

四 ＊

口 イ

ホ

四

三

二

一組
二／＼口イ

きさは一定せず， 一辺0.9m前後， 深さ0.7mのものが多い。柱痕跡が明瞭に残るほか ， 柱根も

3本遺存する。第皿期のSB6185との柱穴の切り合いからこの建物の方が新しい。SB6345の東 北

側筋柱からSB6340の西�11］柱筋まで11.8m (40尺）， またSB6190のj'yj側柱筋からSB6340の南妻

まで17.7 m ( 60 ）＇（）であり， 中心建物群と一 体の計lilliのもとに配idされたものと迎併できる。

SB6177 (PLAN 11) 6ADC-K!K 

SB6430の東南方にある南北棟建物。 SB6345とは.＇.�察官佑j域中�illl線に対してほぼ対

称の位置にある。 しかし規模は小さく， 東西4.5m ( 1間，15尺）， 南北12.6m ( 311\J, 

14尺等間）である。これもSB6345と同様柱聞が広し、。柱掘形は円形状で， 径0.4～0.6

mと柱問の割には 小さい。しかも妻柱を欠いており， 仮設的な建物と忠われる。 ある

．一 ．’・、

いは上部構造を欠いた単なる馬の固い場のようなものかもしれなし、。ただし， 東側柱筋は内事I)
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の東を画す南北塀SA6455とJ前い， 二｜ヒ妻は内郭南をlmiす東西塀SA6186から17. 8m (60尺） の

位置にあり， 規制が働いていたとみなせる。

SB6168 (PLAN 7 ; PL 22) 6ADC- H · K区

SB6177の東北方 に建つ小規模な東西棟建物。 東西5.0 m C 3 「lU, 6.5尺等間）， 南北？ひ＋？

* 4. 2m (2 ／制， 7尺等間〉で， 柱 掘形の大きさは ・辺0.4～0.8mと不揃いである。 柱穴6--o--o-ゐ

の重複からSB5951より新しし、。 西側柱筋は北側の長大な東西二面府付南北棟建物SB6175の

東府柱筋と揃う。

SB6165 (PLAN 7 ; PL 22) 6ADC- K区

SB6168の南方で， 井戸SB6166の東側にある東西棟建物。 東西8.1 m ( 3間，9�Q

尺等間J)， 南北5.4m (2 /l」J, 9尺手間）で， 柱掘形は方形状のものが多く， 一辺o. 7 T T

m， 深さ0.7mある。 柱穴の一部が第E j切のSB6170と重複し， より新しいことがわかる。SB

6168の南側柱筋とSB6165の北側柱筋との聞は18.0 m (60）＇（）であり，かっ四妻柱を揃えて建つ o

SB3690 (PLAN 25; PL 33) 6ADC- P • Q区

佐伯門の東北， すなわち馬寮地域西南｜偶にある長大な南北棟建物。 東西5.3

* m(2間，9尺等間）， 南北39.7m (15出J, 9尺等間）！である。 柱掘形は一辺1.2mの

方形状で， 深さは0.8～1.Om程度のものが多し、。柱穴には柱抜取痕跡を持つも

のがあるが， 一方 柱根を残すものもあり， すべてが抜き取られているわけでは

ない。 快適りには間仕切柱のほか， 側柱筋に合わせて床＊と｝J!,われる径0.4m 【・

前後の小柱穴が掘られるばあいが多い。 特に北から41品！日の間仕切柱以北のー
［・

＊ 室は全体に床張りである。 南半においては部分的に床束の柱穴を欠くが， 恐ら

く同様に床張りであったものと思われる。 なお， 東側柱筋南から4～6問自に

小府（刷の山 2.lm, 7 尺） が付く。 またこ れとは別に， 側柱中間の入側および棟

通りに規則的に並ぶ一辺0.2～0.4mの小柱穴群がある。 建物外部において対比、

する柱穴が見つかっていなし、点で問題を成すが， 足場穴と:lillfgギできょう。 この

SB3690は東に並ぶSB6100と共に， かつては第TIWJに属す ると考え られてい

た。 j)j存する柱根から求められた基準尺が l 凡＝0.294m と短い点を主たる似

拠としたものである。 しかし， この数値は第E jリJとしても短か過ぎるし， 建物

配置の面からは第IV期と見るのが妥当であろう。 まずSB3690の東側柱筋がは

るか北方にある大型二面府付南北棟SB6400の東側柱筋と揃うこと， 東に並ぶ

�＇ SB6100とは南妻を揃えていて同時期と見られるがこのSB6100の柱穴は整地土

上面から掘 り込ま れ第H期には遡り得ないことがその理由である。 建物の形態

から馬おと考えられ床張り部階上は倉庫であろう。

SB6100 (PLAN 24; PL 35) 6ADD- N • Q区

S B3690の東側に並んで、辿つほぼ同鋭校のTf-J北株建物である。 東西4.8m

／＼ 口 イ
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四
* Czr l=U, BR（凶J)， 南北38.2m (lWU, 8） ＇（�11首J)で， 西側柱南端から3間に胤

が付く。 府の出は3.3m (1 1尺）である。 身舎の 柱掘形 は一 辺0.8～l.2mの

方形状で，深さ0.7m内外であるが， 府の柱掘形は一辺0.6～0.7mと小さい 。

全体に柱根の逃存率が良く， こ れらから求めた基準尺は 1尺＝0.298m以上
占－

ニ ノ＼ 口 イ

1) 『年報1969』p.34～37
0
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となり，｜燐りのSB3690とはかなり相違する。 柱穴は鎧j白土上面において検出されており，ま

た一 部の柱掘形から平城宮土器Vの土器が出土しており，当期に属すと考える。西側のSB3680

とは先述のように南妻を揃え， ほぼ同規模の長大な南北棟建物であることから， 両者は対を

馬 房 なして配置され，馬房として機能していたものであろう。

内郭を囲う
塀

SB6487 (PLAN 3 ; PL 3) 6ADC-G • H区 ＊

馬寮東官街の西北隅にある南北棟建物。東西5.4m ( 2間， 9尺等間），南北12.Sm( 5 

間， 8 .5尺等間）である。柱掘形は方形状だが規格的でなく，一辺0.6～0.9mと大きさ ”

がばらつく。南2間には棟通りに柱穴があり，そのうち南から 1問自のものには柱根匂

が残る。 この掘形は一辺0.4mと小さく，床束と考えられる。 2間目は間仕切か。西
戸

側柱筋は築地SA6150の東雨結構SD6151の満底において検出されたが， 位置的にみ ヰ：

てSB6487は築地と併存した可能性が強い。

SA6186・6455・6456・6317・6318 (PLAN9・10) 6ADC-H・M区

これらは馬寮地域北部中央にならぶ中心建物群を囲う区画塀である。 長大な二回崩什建物

SB6l75・6340・6400が東・北・西にあっていわば外郭を形成しており， これらの掘立柱塀は

中央殿舎群を囲って内郭を形成すると考えられる。 ＊ 

SA6186は前殿SB6190の南側柱筋および東方の二面廟付建物SB6175の南妻柱筋を結ぶ線上

にある東西塀である。全長15.Omで， 柱穴の一部は未検出だが 8間分ある。柱間寸法は 1.8～ 

2.0mと一定しない。

SA6455はSB6175と脇殿SB6451との間にあり， 内郭東を回す南北塀ーである。 全長14.0m

( 4間）で，柱間寸法は3.3～3.6m (11～12尺）の範囲内でばらつく。柱剣形は一辺0.5mのプj形 ＊

状で，柱痕跡はない。南2聞を改修し，柱聞を広くしている。

SA6456とSA6317は脇殿SB6451および正殿SB6420の北， すなわち二面崩付東西棟SB6340

の南にあり，内郭外面を画する東西塀で，同 一線上にあるため両者は一連の塀で、ある可能性も

残るが，両者の聞がlOmほどあくので別扱いしておく。SB6456は全長11.5m C 311，�）. SA6317 

は14.6m ( 4 l'MJ)以上あり，柱抑形はともに一辺0.3～0.4mほどの方形状をなす。 * 

SA6318はS B 6420の西，SB6400との｜剖にある南北塀で，内郭西国を回する。 全長16.5m 

( 4出J)と考えられるが， 南から 1間目の柱穴は未検出である。柱掘形は径0.3mほどの円形状

をなす。

806181 (PLAN 10; PL 14) 6ADC-M ［ヌ

円リ殿SB6190および東西塀SA6186の南約3 mのところを東西に走る素掘り｛ 1
＇

！｛： で－ある。 ｜幅0.7 * 

～2. lm，深さ25cmほどで， 西端近くは一部消滅しているが，鎚の手に北へ折れて南jヒt i''-I:SD64

08へつながると思われる。東端も削平のため失われているが，全長64mにわたって検出した。

[l,'j-矧の決め手を欠くが，整地土である）.:k.制色砂質土上而
－
から刷り込まれており，SD6408と共

に北側の殿舎群を囲むような位置にあるので，これらと一体のものと考える。

806408 (PLAN 12 ; PL 15) 6ADC-M区

SB6400のすぐ西にあり，これと平行する素掘り南北満である。 l隔0.5 m， 深さ20cmあり，

北端は調査範囲外ヘ延び， 南端はSD6181 に接続する。SB6400 の西府柱筋心から満心まで約

1. 2m ( 4尺）と近接しており，この建物の雨格t1なの可能性もある。
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SK6098 (PLAN 16; PL 27・29) 6ADD-M・ P区

M· p区境東端にある滞状の大土域。 11幅約3 m， 深さ40cmあり， C字形に替曲しており， 東

半部は調査範囲外へ出る。 この土域埋土から平城宮土器H・皿の土器が出土しているが， 馬寮

東官街南半区域の西を限る南北大作SD5960が埋めたてられたのちの整地土を切って掘り込ま

＊ れており， 実年代は下る。

E 第 V 期（平安時代初頭〉の遺構

この時期に属する遺構には， 建物・満・井戸・土域などがある。 官街の範囲は第IV期までと

同様であるが， 中央部付近に東西前SD5961があり， これによって南北2つの区間に分割して 南北2区画ー
に分割

いる。 北半は， 正殿風の東西棟建物SB6386を中央に置き， 東西に二面府付南北棟 SB6173・

6460およびSB6401を各2棟あて配し， さらに北方に小規模な東西棟を並べ， 南方を広場的な

空間とする。 一方南半では， 北東部に北府付東西 棟建物SB6130を正殿， 南北 棟建物SB6141

を脇殿とした 1ブロ ックがあるほかは全くの空関地になったようだ。南半部においては， 前時

期までこの官街域を特徴づけた長大な南北棟建物はなく，官街の性格の変化したことが窺える o

805961 (PLAN 14, 17) 6ADD- L ・ 0区

＊ 馬寮地域中央付近を東西に横切る素掘り満。 ｜幅l.2m，深さ20cm前後で，東流して調査区外へ

出る。 西端は削平されているが， 全長70m以上になる。 SD5961が南北築地SA5950 B と交差

する地点で木樋が検出された。 長さ2.2m以上， 幅35cm， 厚さ 3.5～4.0cm の底板および2枚の

側板を組合わせたものである。 この木樋底のレベルは満底より25cmほど高いが， 周囲の状況か

らみてSD5961に伴うことは明らかであり， 築地SA5950 B を一部改修して再使用した可能性

＊ を示唆するものである。 なお， 溝の西端から約19m東の位置に東西に並ぶ2枚の敷石（1幅1. 65 

m， 西側のものは凝灰岩切石， 東側は踊平な白然石） があり， 橋脚の礎石かと思われる。

SB6386 (PLAN 9 ; PL 13) 6ADC- H区

馬寮地域北半中央やや北寄りにある東西棟建物。 東西17.6 m (6／品J，�日？？ベ？？？

10尺等l詰1)， 南北6.0m (2日」1, 10尺等間）と規模はやや小さいが， この時 T T T T T 

＊ 期の中心建物である。 柱掘形は一辺0.4～0.7mの方形状のものが多く， 柱聞に比べて小さい。 中心建物

東半 3 聞には棟通りにも柱穴があり， 床張りの可能性がある。 東・西 2 方に建つ 3 棟の二面崩

付南北棟建物SB6173・6460と SB6401の中心の位置を占め， また， 北方の 2 棟の小型東西棟

建物のうちSB9552の西妻と西妻を， SB6469 の西妻 とは東妻を揃える。 第皿期の後殿SB63

85の一部の柱穴を切っており， このSB6386が新しい。

* SB6173 (PLAN 6 ; PL 9) 6ADC-HIメ

S B 6386の東南方にある二面廟付南北棟建物である。 北妻柱を含め一 部の

柱穴は未検出だが， 東西12.7m （身舎2出1], 10尺等問。 同地
－

の出11尺），南北18.9

m (7 間， 9尺等間） の規模である。柱掘形は， 身舎東側柱筋のものが一辺1.0 

m， 深さ0.6mと大きく， 南寄りに柱抜取穴を伴うが， 他はこれらより若干

＊ 小さい。 柱穴の切り合い関係からSB6172・6175より新しく， SB6464より

古い。
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埠の礎盤

SB6460 (PLAN 6 ; PL 9) 6ADC- H区

SB6173の北に建つ二面崩付南北棟建物で， 東西10.8m （身合2 IL\J ・ ｜付刷の山

とも9尺呼出1)， 南北13.6m ( 51品J, 9尺等間） の規模である。 柱掘形は 一辺0.5～

0.8mの方形状で， 大きさにばらつきがある。 ごく一部に柱根が遺存するが，

他のばあ い柱痕跡さえ明瞭でない。 SB6173に比して規模は小さいが， 西府柱

筋を互い に揃え， またSB6173の 北妻から6. Om (20尺） の位置に南妻柱 筋 をk

しており， 両者は 一貫した計画のもとに建てられている。

SB6469 (PLAN 8 ; PL 7) 6ADC-G・L区

SB6460の西北に建つ東西棟建物である。 東西16.6 m ( 7 lt\J, 8尺ギφ＋＋や＋令サー0

均）， 南北4.8m(21/JJ, 8N,.等11\J)o 西4間分の柱搬形は 一辺0.6～o. 8m, I _ _ _ _ I I I * 

移民さ0.5mと大きさが比較的均等で、柱痕跡もよ く残るが， 東端2間分の柱掘形は不整形で， 大

小 の差が著しし、。 また ， 柱位置を柱穴中央に想定して東 3聞の柱間寸法をみると， 東から2.4

m (8尺），2.7m(9尺），1. 8m ( 6尺）となり，西 4聞が2.4m ( 8尺） と均一 なの に対して不揃

いである。 南側柱筋 の柱穴位置もやや北寄りにすずれる。したがって， 東 2聞は後の増築かあ

るい は別棟 の可能性もある。柱穴の 一部がS B 6430と重複し， このSB6469の方が新しい。 ＊ 

SB9552 (PLAN 8 ; PL 7) 6ADC-L区

SB6469の西方にある東西棟建物。 東西6.4 m C 3 IL\J, 7尺等間）， 削ヒ4.2m(21品］， ト十 4

7尺��SIL\J) である。柱掘形は後世の撹乱によ って一部が失われているが， 一辺 0.5～ム4→J

0.8mの方形状で， 深さ0.5mあり， 柱根ないし柱痕跡の 残るものがある。 SB 6469とは南北両

側柱筋を共に揃える。 ＊ 

SB6401 (PLAN 12 ; PL 15) 6ADC- 0区

馬寮地域北半西端近くにあり，SB6137と対称をなす二面崩付南北株主主

物。 東西12.4m （身合2 IL\J, lOJじf.-11-\J o fil,j刷の山ll)'-'.), 市北17.Om (711\J, 9 

＊ 

八

七

N233 jミ守山） である。柱抗日形は一辺0.6～0.8mの方形

状をなし ， 傑さ0.5 m前後で， 極めて整然、となら

ぶ。 柱恨は身舎東側柱筋のl本以外は退存してい

ない が ， 両府の柱掘形底に；培を敷き礎盤とする のホ ニ ハ 口 イ

B’F 五

回

が特徴的である。柱穴の重複からSB64 00・6403 より新しい。 東方に

建つSB6173と北妻柱筋を揃えており， 平面規模は異なるが両者は 対

をなす建物と考えられる。 東南隅柱掘形から平城宮土器VI～四の土器 ＊

が出土しており， 建物造蛍の上限を知る好資料となる。

:: : t----"T-"-ーも司ーーーー－＋＝： :,:, 

渋j；烹方計計烹会会三j｝：出
ジジ ：：〉小：ロ三10・＼｛＇＝＝＝，，，，，，：，，， lm

Fig.18 SB6401柱穴八ホ

SB6453 (PLAN 9) 6ADC-Mi>< 

SB6469の西南，SB6386との間にある 一辺5.4mの方形建物。 東西は1.8m ( 6尺） ひ＋＋や

等聞の三ツ割とするが， 南北 は 2間（ 9 尺等間） なので， 東西棟である。柱掘形は－ y �

） 

辺0.5～0.7mの方形状をなす O 西方の東府付建物SB6428 の身舎部分と規模が等しく， 柱筋も ＊ 

揃うので， 同時JV]の建物と考えられる。

SB6428 (PLAN 9) 6ADC-M区

SB6453の西方，SB9552 の西南にある東府付東西棟建物。 東西8.lm （身合3出J, 6尺等問。凶
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＊ 

＊ 

ヰ：

<· 
’a・

＊ 

比二日：ホニハ口 イ

6尺｛�－：1i:J)である。柱掘形は一辺0.5mほど のの出9尺）， 南北5.4m ( 31品J,

東方SB6453とは， 既述のよう に並存した方形状で， 一 部に柱根が残る。

と考えられる。

SB5945 (PLAN 18) 6ADC-N, 6A D D-0 

：：ト〈寸寸

LlJJ 
6ADC ・ 6ADD区の境， ほぼ中央にある東府付南北棟建物。東西8.Om （身

9 尺等間）である。北半部は舎21日］， 8尺等問。閣の出11尺），南北10.8m (4間，

水路にかかり未調査であるが， 北妻柱筋の 部が水路北側で、検出されたため

規模が確定した。 南半部の柱掘形は一辺0.7mの方形状で， 整然とならぶ。

身舎棟通り柱筋がはるか北方の中心建物SB6386の西妻柱筋と揃う。 なお， 西庇iが存在した可

能性も ある。

SB6130 (PLAN 19 ; PL 31) 6ADD-O ・ P区

馬寮域中央やや東南寄り， 0 ・ P区東寄りにある北府付東西棟建物 四

である。 東西15.0m (5出J, 10尺手間）， 南北10.2m （身舎2 rM], 10尺等

問。隔の山14尺）で， 北府が著しく広い。 柱掘形は身舎のものが一辺

0.8～ 1. lm， 深さ0.5～0.6mで， 一 部に柱根および木製礎盤が残る。
I!)""一丈I一「4←-u--u ー

へ ホ ニ ハ 口 イ

北府の柱掘形はこ れらよりやや小さく， 南北 に長い。棟方向は東で南に若干振れる（£2 °40' s ）。

身舎内東半部には， 半間毎に掘られ左右対称形に整然と並んだ11個の 穴（SX6137）がある。

いず

／古守
口＠

Hに与率

は柱痕跡らしきものがあって柱穴とみられぬこともなく， 調査途時において

は建物内に設置した棚の痕跡と考えていたが， 断ち割り調査の結果柱痕跡は

みあたらず， しかも丸底となっており， 穴の配置とも考え合わせ， こ れらは

柱穴ではなくむ しろ大喪等を据え置いた痕跡と考える方が妥当であろう。 こ
O lm 

の時期には， 周辺にSB6141のほかめぼしい建物がなく， このSB6130 は当
Fig. 19 SX6137 

断ち割り出i 地域南半区画における正肢と考えられる。

SB6141 (PLAN 19 ; PL 32) 6ADD-P区

SB6130の西南にある南北棟建物。 東西4.2m ( 21よ\J, 7 ）＇（ �Hm ， 南北10.4m ( 511,:J, 

7尺等間）である。柱掘形は 辺 1. Om， 深さ0.5mと建物規模のわりに大きし、。北妻

柱は後に井戸SE6143が掘られたため失われている。 棟方向が北で東に振れる が（N

2°12' E ), この振れはSB6130 のものとほぼ等しく， 両者の間には特に計画性は見い出

せないが， 配置状況からみてSB6130に伴う脇殿と考えられよう。

SE7110 (PLAN 24 ; PL 35) 6ADD-Q区

SB6100の西側柱筋に位在する井戸。掘形が3段になる。 上段は東西2.6m，向ゴヒ3.3mの長方

形で深さ0.6～0.7m， 中段は上段掘形の南寄りに東西2.2m， 南北2.4mの大きさで， 深さ0.4

mほど 掘込む。さらにその中央西寄りに3段目の掘形を径 1. Om， 深さ0.6mほどの円筒形に掘

り込む。 下段底部から， 刷物（径38.8cm， 高さ27.8cm）や木杭の ほか， 奈良時代中頃から平安時

代初めにかけての土器類や瓦片が出土した。 SB6100の柱掘形は井戸の抑形によって壊されて

いるので， SB6100廃絶後に掘られたものである。
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SK6397 (PLAN 13) 6ADD-O区

O区東南にある長円形の土滅。 東西1.3m，南北1.Om，移民さ0.65m。この土蹟は第W期のS

B 6400の東南隅の柱穴を切って掘られるが，埋土から平城宮土器町～ Vの土器が出土した。し

たがって，第N期の下限を知る資料となる。

SK6155 (PLAN 4 ; PL 21) 6ADC-H区 本

H区東南にある不整形な大土嫌。 東西18m以上，南北 6 mあり，最も深いところで0.9mあ

る。北岸に護岸用の木杭が10本ほど不規則に打ち込まれている。 奈良H寺代末期から平安時代初

頭にかけての多量の土器片や木簡・瓦等が出土しているので，馬寮東官街の西面築地は平安時

代初頭頃まで存続したことがわかる。

F 宮廃絶後およびその他の遺構

前節までに取りあげた諸遺構は，相互の重複・切り合い関係や配置の状況，出土造物等によ

って，時期区分がある程度可能なものであった。調査範囲内では，それら以外にも多くの建

物・塀・井戸あるいは土城などが検出されている。井戸については出土造物から年代を想定で

きるものが多いが，建物や塀については時期不明とせざるを得ないものが大半である。井戸 ・

＊ 

土蹟等から出土した造物や整地土に混入した巡物の年代を総合すると，宮廃絶後から14世紀頃 ＊

までのものが断続的に調査範囲内をほぼまんべんなく分布しているので，平城宮廃絶後もこの

地域が利用され続けたことは明らかである。 時期不明の建物 ・ 塀等の構築物のうちにはその範

院に含まれるものも少なくないと思われる。

本節においては，出土造物から9 世紀～12世紀末頃までに比定できる遺構と時期不明のもの

とを一括して扱うこととし，建物・塀ーなどと区分せずに北から順に個別に記載を進めてゆく。 ＊ 

ただし，これら諸遺構の中には，ある程度まとまりをもって存在し，その中で、重複関係を示す

ばあいもあり，幾つかのク
ー

ル ー プに分けることも不可能ではない。これらについては「小結」

の項で再度触れることにしたい。

建物はすべて第E ～ V期のものより規模が小さく， 3問×2間程度，柱間7尺以下のものが

大部分であり，また柱穴も小さし、。しかしながら，9 ～12世紀に属する掘立柱建物遺構につい ＊

ては従来ほとんど知られておらず，詳細な年代を比定できないとはいえ重要な意義をもつもの

と考えるo

SB9553 (PLAN 8 ; PL 6) 6ADC- L区

馬寮域北限に第NJ切に設けられた築地SA6475 が成絶した後，その上に建てられた

総柱の東西棟建物。 東西4.4m ( 2間， 柱間7尺強），南北5.2m （山i-OllJllli, 3間）～5.5m m. 
（東側面， 3出J)と歪んだ平面形である。柱穴は径20cmほどの円形で，柱間寸法は一定でなし、。

柱穴の埋土から平安時代の土器が出土しており，宮廃絶後の簡素な建物と考えられる。

SA9554 (PLAN 8 ; PL 6) 6ADC- L区

SB9553の南2.5mにある東西方向にならぶ柱穴列で，8.8m ( 4間分〉を検出した。 柱穴は径

10～20cmと小さく，柱間も等間隔でなし、。SB9553に伴う塀であろう。 ＊ 

SK6470 (PLAN 8) 6ADC- G区

50 



G区東南隅にある円形土域。 径2. 0m， 深さ0.7mで、 ある。 埋土から11世紀末～12世紀初頭の

瓦器（椀・皿等）が出土した。 井戸の可能性もあろうが浅く ，しかも井戸枠等の部材は発見さ

れてい なし、。

SK6509 (PLAN 8) 6ADC-M区

＊ M区東北隅にあり， 第N期の二百府付東西棟建物 SB643 0 の身舎東南隅柱穴を切って 掘られ

た円形土墳。 径1.5m， 深さ30cmである。12世紀前半の土師器・瓦器が出土している。

SA6457 (PLAN 8) 6ADC-H・M区

H·M区境北端にある東西塀で， 3間分6.3m (7尺等間〉ある。柱掘形は径0.5mの円形で，

東端の柱穴に柱根（径14cm）が残る D

* SA6508 (PLAN 5・6) 6ADC-H・M区

馬寮東限をなす S A 595 0 の廃絶後その北部に重複するように設けられた南北塀で，11間分延

べ32.lmあり， 全ての柱穴に柱根（径10cmほど）が残る。一辺0.3～ 0.7mの方形状の掘形を伴う

ものもあるが一部は未検出であり，柱根の下端は尖っている ので， 打ち込まれた可能性もあ

る。柱問寸法は2.9～3.lmの範囲で‘ばらつき，北でやや東に振れる （N0°58' E）。
ボ SK9560 (PLAN 8) 6ADC-M区

M区北端にあり，SB643'0 の身舎南側柱筋の柱穴（二へ） を壊して掘込まれた方形状の士墳。
一辺約3. 0m ， 深さ1. Omで、 ある。 井戸跡の可能性もあるが， 性格は不明である。

SB6429 (PLAN 8・9) 6ADC-L • M区

L・M区境西寄りにある南北棟建物。 東西5.4m (2 問， 9尺等間），南北16.2m ( 6 

＊ 間， 9尺等間）で， 一部の柱穴を欠く。柱掘形の大きさは不揃し、で，一辺0.5～ 0.8mの

方形状を なす。 第N期の二面府付東西棟SB6430と柱穴の切り合い があり， この SB

6429 の方が新し し、。

SB6464 (PLAN 6; PL 10) 6ADC-H区

SA65 08 の南端付近西側にあり，第E期の SB6172北半内に収まる総柱の小型建物。 東 0-0--0

0 0 () 
＊ 西3. 3 m (2問，5.5尺等間）， 南北3.6m ( 2 n月， 6尺等11\Dの規模で ある。 柱掘形も一辺6-0---<う

0.5mの方形状と小さい。 SB6177および6175 を 一部の柱穴が重複するもの の ， 新旧関係は明ら

かでない。

SK6194 (PLAN 6) 6ADC- H区

H区中央西端， SB6464 の西南方にある不整形土域。 東西3.3m， 南北3.lmほどで， 深さは

* 15cmと浅し、。 埋土から多数の 土器片が出土した。

886171 (PLAN 10; PL 23) 6ADC-H区

H区西南SB6464 の南方にある南北棟建物。 東西6. O m (3 nn, 6.5尺手間）， 南北ひす→叩

6. 3m ( 3 fl\'j, 7尺等間）の 3問×3問だが，南北が若干長い。 南北両妻柱筋の東か4 6 

らl問自の柱穴は未検出であるが， 2 間目の柱穴は梁行を三ツ害IJとした位置に立つ
- -

＊ ので，梁行3問の建物である。 柱掘形は 一辺1. Om の方形状を呈す る。SB6172・6173・6175

と重複するが，柱穴の切り合いなく新旧関係は判断で、きない。

SK6413 (PLAN 9) 6ADC-Miメ

M区西寄り中央にある円形状の土域。 径約1.7m， 深さ1.3mあり， 平安時代の須恵器ほか若
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干の造物が出土した。検出状況からみて年代はさらに新しい o

SB6410 (PLAN 12) 6ADC-O区

O区西北隅の西面大垣沿いにある 南北棟建物で，北部は調査範囲外に出る。東西4.8

m( 2 rrr] 8尺等間），南北3.3m (2川 6問rl\l）以上 o 柱抑形は方形状だが 一辺 0.4 LJ 
～0.7mとかなり大小の差がある。 ホ

SB6187 (PLAN 10) 6ADC-H • M区

SB6171の西北方にある 2 列の柱穴列。 東西8.4m ( 2 nn, 14尺手間）， 南 北4.2m

( 1問，14尺）と柱聞が板めて広いため建物とするには疑問が残る。柱掘形は径0.7

m前後の円形状で，柱聞の害｜！には小さし、。 SB6171の北妻柱筋とこの建物の南側

柱筋が揃うので，両者は同時期と思われる。 ヰ：

SB6188 (PLAN 10) 6ADC-M区

SB6187のすぐ西北 にある小規模な 東西棟建物で， 東西5.4m (3rl\l, 6尺乍間）， 南φ＋＋や

北4.8m ( 2問， 8 尺等間） あり，東妻柱は未検出。柱掘形は径0.5～0. 8m の円形状。 エ 血一八人

棟方向は東でや や南に振れる。

SA6164 (PLAN 7) 6ADC-K区

K区中央北寄りにある 南北小塀で，一辺0.4～0.5mの方形状の柱穴が2. lm ( 7尺） ～3.0m

(10尺） の間隔で3問分，延べ7.8m並ぶ。柱穴は 南北川SD6161の埋土を折り込むので，時期は

降ることになる。 位円からみて， 西方にある小規模な建物SB619'8 • 6199と同時期の塀と考え

られる。

SB6198 (PLAN 7) 6ADC-K区 ＊

K区の中央やや西寄りにある南北棟建物で， 柱穴の 一 部は未検出であるが，肺 門

3. 3m ( 2間，5 .5尺等間），南1ヒ4. 5m cnn, 7.5尺判）の小規模建物と なる o 柱穴は － L」

‘， .. 
伺．

辺o� 4～0. 6mの方形状のものが多い。柱穴の切り合し、から第E期の南北棟建物SB5951より新

しい。

SB6199 (PLAN 7) 6ADC-K区

SB6198の北にある南北棟建物である。 柱穴は径O'.4～0. 6mの円形状で一部は未検

出だが，東西4.2m ( 211\l, 7尺手間）， 南北4.8m ( 2 rl日， 8尺等間）の建物になると思わ

＊ 

wi川
」

γ
ハ

Tふ

れる。

SB6342 (PLAN 13) 6ADC-N ・ P区

N·P区境南端にあり，東西棟と推定される建物。南半は水路にかかり未発掘<;r--oーすー勺 ユド

であるが，東西9.Om C 3 li'il, 10尺判），南北2.4m ( 111\l, 8尺）以上の規模で， し 一一一一一了

恐らく3間×2間程度の建物であろう。 柱穴の 一 部がSA6341の柱穴を切っているので， これ

より新しいことがわ かる。

SB5965 (PLAN 7・18) 6ADD-L区

L区北寄りにある南北棟建物で，東西は 3.8m (211\l, 6.5尺等間），南北5.OmC311\l,

北2間5.5尺，南1間6.5尺）の平市になる。柱椀形は方形状のものが多いが， 一辺0.5～

1. Omと大きさにばらつきがある。

SB5968 (PLAN 18) 6ADD-L 医
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SB5965の西方にある建物で，東西3.Om ( 1問，10尺），南北2.7m ( 1問，9尺）以上になる。さ

らに北へ延ひ、るかと思われるが，6ADC-N区で関連する柱穴を検出していないので，最大も

う1間分程度ある小規模な南北棟になろう。柱銅形は一辺0.8m前後の方形をなす O

SA5969 (PLAN 18) 6ADD-L区

* SB59、
65の西方にある東西塀である。柱穴の一部は未検出であるが，一辺0.4～0.6mの方形

加形がほぼ2.Im ( 9尺）等間で、東西に並ぶので，延べ7問，全長約19mの東西塀が想定され

る。位l古からみてSB5965 ・ 5968と同時期と考えられる。
885947 (PLAN 18) 6ADD-L区

L区中央南寄りにある概めて小型の雨北棟建物。東西3.6m ( 2川，6尺咋17\J)，南北ひ勺

* 2. lm (7尺），柱掘形は径0.2～0.3mの円形状である。 ふゐ

885953 (PLAN 18 ; PL 26) 6ADD-L区

L区西南にある南北棟で，北で西に9°35＇ほど振れて建つ。東西7.8m ( 4問，身 ·�>---<rQ 

舎 ・ 両府6.5尺等「rn，東府8尺），南北11.3m (6fl-n，身合6.5尺手間，南府6.5尺，北踊5 ·� 1 ·i 9

尺） で，隅を欠く四面府が付く。 柱穴は径0.2～0.5mと一定でないが，柱筋を正ふ 5 t ¢,
＊ しく揃える。柱穴の1つには柱根が遺存するし，また柱穴の底には河原石や埼が b勺－る

＊ 

敷かれている。 これらの柱穴の埋土は，周辺に多数分布して瓦器や羽釜片が出土する小穴群の

ものと類似し，また近くにSE5963 ・ 6143 ・ 6144といった平安時代末期の井戸が分布するので，

これらと一連の住居跡のーっと忠われる。

885944 (PLAN 18; PL 26) 6ADD-L区

SB5953の南半に重なる南北棟建物。 西 北部の柱穴は未検出ながら，東側柱との対

応から東西4.5m ( 2問，7.5尺等間），南北6.3m ( 3問，7尺等間）の規模が想定さ れ，

総柱となる可能性もある。柱穴は径0.4m 前後と小さし、。 SB5953同様，平安時代の

住居跡と考えられる。

SA5952 (PLAN 18) 6ADD-L ・ 0区

一｛｝ベトイ1

－ 
ll ( J 

＊ L区西南隅からO区にかけて建つ平安時代の南北塀で，全長約8 m, 4問分を検LI＼。柱穴は

径0.3mほどの円形状で，柱間寸法は1.5～2. 4m ( 5～8尺）とばらつくo

SA5948 (PLAN 18) 6ADD-0区

SA5952の南西にある 東西塀。柱穴は径15～30cmと小さい， 3間延べ 6.7m の小塀である。

柱間寸法は2.1～2.4mとばらつくが，そのうち2カ所はSB5947 の柱筋に揃し、両者が同時期で

＊ あることを窺わせる。

885958 (PLAN 18) 6ADD-L ・ 0区

SB5944の西南にある南北棟建物で，北妻柱および西北隅の柱穴は未検出であるが，

東西4.2m (2問，7尺手間），南北 6.3 m ( 3 1rn, 7尺���1111）の規模になる。柱穴は径0.4

mほどの円形で，東北隅柱穴には径約15cmの柱根が残る。SB5944とは棟方向を同じ

＊ くするので同時期と考えられる。

885949 ・ 5957 ・ 6145 (PLAN 18) 6ADD-L ・ 0 ・ P[>Z

百

いずれもSB5958の西側に建つ 2問×1聞の小型建物である。SB5949は東西2.lm ( 1問，7

尺〉，南北3.9m ( 2問， 6 .5尺咋rnDの南北棟。SB5957は東西3. 6m ( 211\l, 6尺引1\1），南北2.lm 
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( 1問，7尺〉の東西棟で， これら2棟 は互いに重複する。 SB6145 はやや南に位置し ，東西1. 5 

m ( 1問，5尺）， 南北 3.Om ( 2間，5尺等間）の南北棟である。 これ らの建物の柱穴から は黒

色土器・瓦器・羽釜片等が出土しており，平安時代の雑舎と思われる。

SB5974 (PLAN 18) 6ADD-O区

O区北端中央にある小規模建物で， 東西4. Sm C 2 ri1, 8尺等間）， 南北2.4m ( 1問， : : : *

8尺）であるが，さらに北へ延びる可能性がある。柱掘形は径 0.6～0.9m の円形状でふふ－－（）

ある。

SE5963 (PLAN 18) 6ADD-0区

O医中央 東寄りにある井戸。 町i形は径1.6mの円形で， 深さ0. 7mほど ある。底部は径1.lm 

で， 中央に井戸枠に用いたと思われる長さ50cmの杭桟材および
、
ftl］物が部分的に残存する o H：＼土 ＊

遺物の量は少な いが，11世紀頃の黒色土器が含まれていた。

SA6126 (PLAN 22 ; PL 25) 6ADD-0区

O区西寄りにある逆L字型の塀。柱穴は一辺0. 6m ほどの方形のもの が多く ，2.7～3.0 m

( 9～10尺）間隔で東西2間， 南北2間分直角に並ぶ。 建物の 一部の可能性も ある。

SB6131 (PLAN 19; PL 31) 6ADD- P区 3ド

P区東半にある東西棟建物である。柱穴の 一部は未検出だが，東西8.2m ( 4問，？？ベ〉＋ベ？
f、 「＞ ( I 

中央2間6尺，両脇間7尺），南北3. 6m (2間，6尺等間）で，西から 1問自の柱通りふふ←：」

筋に間仕切柱が立つ平面になる。柱穴 は 径0.2mほどと小さし、。北側に建つ SB6133と東側柱筋

を揃えるので同時期と考えられる。

SB6132 (PLAN 20; PL 31) 6ADD- P区 ＊

SB6131のすぐ南に建つ東西棟建物である o 東西6.3 m ( 3間，7尺等間）， 南北 2.lm ロ立
( 1問，7尺）の規模となる。SB6131と は柱筋をほぼ揃えており， 両者は柱間1間

分ほどの距離を置いて建つので， 同一建物である可能性もない ことはな い。 ただ ， SB6132を

柄成する南北両側柱筋が東で北に振れるのでこ こでは別棟に扱う。

SB6133 (PLAN 19; PL 31) 6ADD- P区

SB61 32の北にある南北府付東西棟建物で，柱間寸法は身舎が東西7. 5m ( 4問，ひ＋＋ひ〈〉：
中央2問6尺，脇間6.5尺）， 南北7.2m ( 4問，6尺等間）である。 柱掘形 は径0.2m中c ,:i i 

ほどと小さい。 柱穴から11世紀後半頃の土器が出土している。 SB6131・6132 等と吟-0-0-0-ー！

と同時期の平安時代の住居跡と認められ よう。

SA6134 (PLAN 19・2; PL 31) 6ADD- P区

SB6131・6132と重複する南北塀。

SE6123 (PLAN 23; PL 42) 6ADD- P区

P区西北 ， 南北棟建物 S B6 120の東側柱筋に掘られた井戸。掘形平面は円形状で， 上端の径

3.7 m 。0.3mの深さまで鍾状に掘り，さらに径1. 5mの円形に掘り込んで遺構検出面からの深

＊ 

＊ 

さ はl mとなる。底 宇部中央に径70cm ，成約10cmの曲物を据え置く。埋土から11世紀頃の土師 ＊

器・須恵器が出土した。

SA6079 (PLAN 21 ; PL 39) 6ADD- N区

SB70 60の北方7.5m にある東西塀で，8. 4m (4111）を検出した。 知i形は径0. 3m ほどの円形
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である。南 にある建物群の いづれかの時期 に北を区画した塀と考えられる o

SB6070 (PLAN 21 ; PL 39) 6ADD-N区

N区中央 やや北寄りにある東西棟建物で，柱穴の一 部は未検出であるが，東西6.3・＋＋勺

m (3問，中央問8尺，脇間6尺），南北2.5m ( 1間，8尺）の規模になると思われる。（！）－－－＜＿＞－－－－＜＿円J

＊柱掘形は径0.6～0.7mの円形状である。 棟方向は東で南に若干振れる。

SB6074 (PLAN 21; PL 39) 6ADD-N区 ・-0

SB6070の西隣にある 南北棟建物である。 東西2. lm ( 1 問，7尺）， 南北8.4m ( 4問， λよイヲ

7尺）の身舎に南 2間の東府が取付く。府の出は約2 m (6.5尺）である。 111

SB6075 (PLAN 21 ; PL 39) 6ADD-N区

＊ N区中央北寄りにある南北棟建物で，東西3. Om C 2 fir], 5尺等間），南北7.2m ( 4間， Q-0マ

6尺等間）と小規模である。柱穴の 一部は未検出である。 柱掘形は一 辺 0.6～0.8m と柱中 ·�· 

間寸尺に比して大きい。 φ合。

SB7060 (PLAN 21 ; PL 39) 6ADD-N区

SB7026の北 にある建物で，府が複雑に取付き，その点がSB7026と共通す

＊ る。径0.4mほどの柱穴が東西2.0m ，南北2. lmの間隔で、 規則的に多数並ぶ。

これ らは，東西4. Om C 2 問，6.5尺手間），南北10.5m ( 5間，7尺等間）の身舎に

東・西・北の三面に廟が付き，西府の北部に孫府がつくと考えられる。 府・ 孫

腐の 出 は各2.0m である。身舎内部には，棟通り筋北から2間目以南に柱穴があるので， 南 3

聞は床張りであった可能性が強し、。この建物周辺の小穴群から10世紀末以降の土器が数多く 出

＊土してい るので，平安時代中頃の住宅遺構と考えられる。

SB6080 (PLAN 21 ; PL 39) 6ADD-N区

SB7060の北南に接してある南北棟建物であるo東西川m (2 問，8尺等間），南北
？十［

5. 4m (2 問， 9 尺等間）の小規模建物であり，一部の柱穴を検出してい ない 。柱掘形は t

？ 

一辺0.5～0.7mの方形状で，深さ0.2mで一部に柱根が残る。南北中軸線を揃える の

＊でSB7061と同時期と推定できる。

SB7061 (PLAN 21 ; PL 39) 6ADD-N区

SB6080の南7 mほど にある南北棟建物で，東西 3.6m ( 2 問， 6尺等間），南北 4.8m

(2 間，8尺等間）の小規模建物である。柱掘形は著しく不揃し、で，径0.3～0.8m の円

形状であり，深さ は約15cmと浅い。

* SE7008 (PLAN 21) 6ADD-N区

N区中央東寄りに設けられた井戸。掘形が円形状で二段になる。上段は径1.2m ，深さ15cm。
下段はやや北寄りに径0.4m ，深さ15cm あり，中に径35cm ，高さ15cmの曲物を据える が，井

戸枠は残らない。埋土から古墳時代の土師器および奈良時代の須恵器の小片が出土した。これ

らからでは井戸の年代を特定できないが，近隣に建つ3 棟の建物 SB6075・7061・6080 と同時

＊期と考える。

SB7024 (PLAN 21 ; PL 40) 6ADD- N区

N区南端にある東西棟建物である。 東西10.0m (5間，6.5尺等間），南北4.0m

(2 間，6.5尺等間）で，東から2問目の柱通り�こ間仕切柱が立つO 柱掘形は一辺 CD 
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0.4～0.7mの方形状だが，東端2聞の柱穴はやや長方形状に な る。また ，桁行柱問寸法は西 3

聞が1. 9m前後であるのに対して東2聞は2.2m前後と広く，梁行柱間も若干広い。東2聞は増

築されたものと理解できょう。なお，東妻柱穴に柱根（符約15cm）が残る。

SB7026 (PLAN 21 ; PL 40) 6ADD-N区

SB7024と重複する位百ーにある南北棟建物である。東西4.2m ( 2 nn, 7尺乍

n司），南北10. 5m (5川7尺十字問）の身舎に，南を｜徐く3而に府（府のIi\7尺）が

付く平面が考えられ ，東には孫府がつく。東府は北で欠けており， こ れは SB

7027と同時存在してい た ためで、あろう。あるいは数棟の建物が連なったもので
1...>--1.. 「大；－－－＜

ある可能性も否定できず，そのばあいは平而が変ってこよう。柱穴は径0.5m前後の円形状の

＊ 

ものが多く，底に1専を放くばあいがある。柱根は6木残るが，最も遺存状態の良好なもので径＊

20cm ，長さ50cmと細い。西南隅柱穴から10-J.t！：紀末～11世紀初頭の土探がII\土しており，年代の

一端を示す。

SA 7056 (PLAN 21 ; PL 39) 6ADD-N区

SB7026とSB7060とをつなぐ南北塀で，長さ8.4m ( 4間） を検出した。 SB7026の西側柱筋

とSB7060の 妻柱中央に取付く。北から2問目は柱聞が狭く，他は2.2mと揃 う。 北から2問＊

目が狭いのは出入口であるかもしれない。

SB7027 (PLAN 21 ; PL 40) 6ADD-N区

SB7026の東にある東西棟建物で，柱穴の 一 部を欠くが， 柱穴の並びから東西ひす令。→I
fト� l I 

6. Om C 3間，約7尺等間）， 南北4.4m (2間，8尺等間）の身舎の西北に 1聞の張り - lxこ」

出しのある平面が考えられる。SB7026と同時存在で，計画的に配置されたので、あろう。 ホ

SB7030 (PLAN 21 ; PL 40) 6ADD-N区

SB7026の西南にあり，こ れと一 部重複して建つ建物である。東西10. 5m 

(5問，7尺等間），南北4.8m (2間，8尺等間）の身舎の北面西から3間に胤が

付き（廟のH:\ 2.4m, 8尺），身舎の西3聞は総柱になる。柱穴の重複関係から

SB7026より古い。

�

SB7024 ・ 7026 ・ 7030の平而形式を比較すると ，SB7024→7030→7026の順に発達してい るの

で，建築年代もこの順とみられる。

SA 7021 (PLAN 21 ; PL 40) 6ADD-N区

SB7024の南にある東西塀で，この建物の柱筋と揃うので同時期の存在と考えられる。全長

ll.2m (6問）あり，柱問寸法は不揃し、である D

SA7020 ・ 7022 (PLAN 21 ; PL 40) 6ADD-N区

6ADD-N区西南端にある東西塀。柱穴はし、ずれも径20cmほどの小さな円形である。SA7020

は全長15.Om ( 8 n\l）あり，東で、 南に振れる。SA7022は全長12. 9m ( 7 /1fl)であるが，SA7021

の西延長上にあり， 一連の塀の可能性がある。いず

等に関連する区画塀．と考えられる O

SK7040 (PLAN 21 ; PL 40) 6ADD-NIメ

N区中央にある東西約3.0m ， 南北約4.0m ，深さ約0.4mの不拡形な土域で，SK7041と重複

し ，SK7040が新しし、。SK7040からは10世紀末葉の土擦が出土した。
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SK7041 (PLAN 2 1 ; PL 40) 6ADD- N区

N区中央にあり，SK7 040とill：複する土墳であり， 東西5.5 m ， 南北7. 0m ， 深さは南端で1 0

cm， 北端で：－ 25cmで、 ある。SK7 041の埋土から， 奈良末期～平安初期の土器が出土している。

SA6991 ・ 6994 (PLAN17; PL 37) 6ADD-N, 6ADE-A区

調査区東南隅， 馬寮東官街西辺にある柱穴列である。 SA6991は一辺0.6～0.8mの方形状の

柱穴が2. 4m ( 8尺）間隔で2間分並んだものO SA6994は，SA6991の北延長上10.5m の位置に

あり， 同様の柱穴が2. 2m 間隔で2間並ぶ。 雨の聞のtl：穴に律2 0cm， 長さ40cmの柱根が残る。

また両者の聞には， 柱根の造ー存した柱穴が検出されているが， SA6991 ・ 6994との関係は明ら

かでなし、。 どちらの場合もその一部を検問したに過ぎず， 建物の一 部， たとえ ば妻柱などにあ

＊ たる可能性も ある。

SB6115 (PLAN 25) 6ADD-Q [5<. 

SB61 06に京複する位iRーにある南北棟建物 で， 東西4.8m (2問， 8尺等Im)， 南北1 2 ,; 

m (5問，8尺宇問）の 規模である。柱掘形は方形状であるが， 一辺 0.4～0.8mとかな入

りばらつく。 柱穴の切り合いからSB61 08より新しいわ また，SB63 0 2およびSB6101 ? 

＊ とは柱筋を揃えて建つので， 同 一時期と考え られる。 ん→

SB6101 (PLAN 25 ; PL 34) 6ADD-Q区

SB6115の西8mの｛立！？？．に ある南北棟建物で， 東西2.7m C 1 flD, 9尺）， 南北5.4m ( 2 

flD, 9尺等11D）の規模である。 柱櫛形は方形状で， 一辺 0.4～ 0.8mとばらつきがある。柱

穴の 切り合いからSB61 04 より古い。

* SB6302 (PLAN 25) 6ADD- P区

口

SB61 01の北 7 mに建つ南北棟建物で、 ある。 東西3.3m ( 2問，5.5尺等間）， 南北7.8m Q-0ゃ

( 3問）で， 桁行の柱聞は北から 2. 1 m ( 7尺）， 2. 7 m ( 9尺）, 3. 0 m (10尺〉と 一 定でなよ よ

い。柱掘形は一辺 0.5～ 0.7mの方形状D 南妻柱筋はSB6115の北妻柱筋に揃える。 ()-(};:,

SB6108 (PLAN 25) 6ADD- P区

SB6115の中央東寄りに軍複して建つ小型建物 O 東西3. Om C 1 f!D, 10尺）以上， 南北 九J下

3. 6m (2問，6尺刊）の規模が考え られる。柱侃形は一辺 0.7× 0.6m ほどで東西にふ＋一ー

長いものが多し、。 柱穴の切り合いからSB6115より古し、。

SB6106 (PLAN 25) 6ADD-Q区

SB3682の北西にある東西棟建物である。 東西4. 2m C 2 f!D. 7尺等間），南北4. lm ( 2 

ホ 問，7尺等間）で規模は小さし、。柱穴は径 0.4～ 0.6mの円形状で，柱痕跡がよく 残る。

北側柱中央柱穴から101止紀末以降と推定される土探がIU土している。

SB7114 (PLAN 24) 6ADD-Q [X.

SB7 061の西方にある南北棟建物で， 東側柱筋の 一 部と妻柱は未検出であるが， 東

西 4. 2m ( 1問）， 南北 9.6m (t!川）の規模である。 西側柱筋の柱間寸法は， 南か ら

... 2. lm ( 7尺）， 2.4m (8尺）， 2. lm ( 7尺）， 3. Om (10尺）とかなりばらつ く。 また，

柱掘形も 一辺 0. 5～ 0.9m と不揃し、である。

SA7118 (PLAN 25) 6ADD-Q区

口

fl I ’ 

I I 
(1 I 

SB71 00の西にある南北塀で， 総長6. 3m ( 3「l\j, 7尺手H\Dを検出した 。 SB71 00の西側 柱と
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柱筋を揃えているので， 両者は関連し合う遺構かもしれず， その場合はSB7100の平面が異な

っ てこよう。

883678 (PLAN 25) 6ADD-Q区

SB7100の西にある小規模な南北棟建物である。 東西3.6 (1間，12尺）， 南北4.2m 十�

(2間，7尺等間）で，柱穴は径0.6～0.8mの円形状を なす。 ι--6 * 

883682 (PLAN 25) 6ADD-Q区

SB3678の北約 3 m隔てである 南北棟建物である。 柱穴の 一部は未検出であるが， 東。ィ：，

－q

西3.Om C 2間，5尺等間）， 南北5.4m ( 3間，6尺乍間）の平而規模と なる。 。 。

887100 (PLAN 25 ; PL 33) 6AD D-Q区

SB3678の東に建つ東西府付南北棟建物で、 ある。 身舎は東西4.2m ( 111日），南北8.4 �）－－－＜；） * 

m (4間，7尺等間）で， 東側南3問の隅 欠 き府（隔の/-1:\2.lm, 7尺〕および 西 側 北品 占占

2問分の小府（廟の出1.2m, 4尺）が付くo 両妻柱は未検出であるが，他の柱穴も径 L
斗
1

0.3～0.5mと小さ いので， 本来妻柱があり， 梁行 2間であったと考えられる。西府が南で欠け

ているのは ，SB3678と同時存在 していたからと考えられる。

883671 (PLAN 26; PL 33) 6ADD-Q区

西面中門の東北に ある東西棟建物である。 従来2列の塀と考えてきたが（『平ひ＋合＋→4

城宮報告医』ではS A3671, S A3673）， 柱穴の形態が類似し， 柱 筋も揃 う の で， r -- － 白 I

一棟の建物とみる ことに変更する。ただし， 東妻柱および東西隅柱の柱穴は未検出である。東

西 6.3m( 3間，7尺等間）， 南北3.6m (2間，8尺等間）の平面とみるが， さ らに東方4.2mの位

＊ 

置に柱穴が2個あるので， 東西10.5m (5間，7尺等間）の可能性もある。 ＊ 

SA3669 (PLAN 26 ; PL 33) 6ADD-Q区

SB3θ71の南に ある東西塀で， 総長12. 3m ( 7問）を検出した。 SB367'1と接近しているが，

SB7024 ・SA7021の関係に対応するものであり， SA7021とSA3669は東西に柱筋が揃うので同

時期と考えられる。

886102 (PLAN 25) 6ADD·-Q区

SB6101に重複する位置にある小型の南北棟建物である。 柱穴に大きさのばらつ き がQ-Q

目立つ。東西 2.7m ( 1間，9尺） ， 南北4.8m (2間）で， 桁行の柱聞は等間でな い。 南Y ' 

妻柱筋はSB6106の東側柱筋と 揃うので， 両建物は同時存在と推定できる。

886104 (PLAN 25) 6DD-P区

＊ 

SB6101の東北部 分に重複する東西棟建物である。 東西5.4m ( 3間，6尺等間）， 南ひ＋ひ0 ＊ 

北2.Om C 1間）と小規模で， 棟方向は東でかなり南に振れる。柱穴の切り合い から ， Cトひィ：r{)

SB6101より新しい。

SE7094 (PLAN 26; PL 42) 6ADD-Q区

Q区南辺SB3671のすぐ東にある井戸である。 掘形は一辺6.8mの方形で， 深さ1.7m あり，

東北寄りに縦板組の井戸枠が残る。井戸枠は内 、法でブ1590cm ， 四隅に丸杭を打ち込み隅柱とし， ネ

各面に二段の横桟を渡し， その外側に幅15～20cmの縦板を6枚ず、つ置く。板は上端が腐朽して

いたが下端から約1.5mが残存する。 井戸枠の上面周囲には人頭大の河原石や瓦片を配する。

埋土は大きく二層に分けられ ， 主と して下部の灰色砂層からは10世紀頃の土器類， 上部の黒灰
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色粘土層からは櫛が出土した。

SK7097 (PLAN 26 ; PL 39) 6ADD-Q区

SE70 94の東北にある長方形の土墳。 東西9.6m， 南北2.lm， 深さ0 .3mあり， このあたりの

整地層（暗灰色土）の下から検出。埋土から 9 世紀後半～10世紀初頭頃の土器類が出土した。性

＊ 格は不明。

SE6143 (PLAN 19; PL 32・43) 6ADD-P区

P区北寄り中央にあって， SB6141廃絶後その北妻柱位置に設けられた 井戸。 掘形は径約

1. 7mの円形状で， 西南寄りに東西80cm， 南北 50cm の縦板組の井戸枠が残る。 枠板のうち北側

のものは一枚板であるが，他は2～ 3枚を組み合わせている。 枠板は陪灰色砂直上に設置され，

下端から約50cmが残存するが， この間に横桟等はなし、。 底部中央には少なくとも2段の曲物を

据える。 上段の曲物は径50cm， 高さ15cm あり， その下に径35cm， 高さ15cm以上のやや小型の

曲物を置く。 井戸内埋土から10世紀末頃の土器類が出土した。 なお縦板組の井戸枠周囲には，

人頭大～挙大の河原石や瓦片が分布するが， 井戸庶絶後に投棄されたものと思われる。

SE6144 (PLAN 19; PL 43) 6ADD- P区

* SE6143の北4.5mの位置にある井戸。 掘形は地山である黄色砂に径1.lmの円筒形に掘られ，

深さは0.8m以上ある。 中央に縦板 7枚を組み合わせた径60cmの円形井戸枠を据える。 板は幅

15～18cm， 厚さ2～ 3cm， 長さ60cm以上ある。 井戸枠上端は腐蝕していたが， 周縁には平瓦片

を立て廻らしており， さらにその周囲に瓦を敷きつめてあった。 年代決定をする手懸りになる

ような遺物は出土していない。

* SE6300 (PLAN 25 ; PL 42) 6AD D-P区

P区西南にある井戸。 掘形は径 1.8m の円形で， 深さ0.8mあり， 底は灰色砂層に達する。

掘形の西北寄りに横板組の井戸枠が残存し， その内底部に曲物を据えてある。 井戸枠は東西

77～79cm， 南北74cm， 成34cm， 厚さ 3cmほどの板を突き留めにしただけの簡単なもので， 最下

段のみが残存する。 曲物は枠内やや北寄りにあり， 径50cm， 成llcm， 厚さ 3cmほどである。 枠

＊ 外は灰色砂（下層）および陪灰色砂質土（上層）で裏込めとする。 なお， 井戸枠内埋土および裏

込めから瓦器片が出土している。

SK6136 (PLAN 25) 6ADD- P区

P区中央部にある方形状の土鎖。 一辺2.lm， 深さ0.4m以上ある。 井戸の可能性もある。 時

期不明。

* SE6135 (PLAN 25; PL 43) 6ADD-Q区

Q区西北にあり， 南北棟S B 3690 の廃絶後， その西側柱筋に設けられた井戸で、ある。 掘形は

東西1.6m， 南北 1.9m， 深さ 5cmほどの浅い方形状の窪みのほぼ中央にあり， 一辺 1.Omの方

形状をなす。 井戸枠は縦板組， l隔10～50cm， 厚さ2～ 5cmの板材ーを2～ 4枚並べ， 2段に組ん

だ横桟で支える構造になり， 隅柱はない。 底部は未掘のため不明で、ある。 井戸内の埋土から瓦

＊ 器椀・羽釜などの遺物が出土した。 なお， 井戸上面から多数の人頭大河原石が見つかっている

が， これらは井戸廃絶後に投棄されたものと思われる。

SE6146 (PLAN 25; PL 43) 6ADD-Q区

SE6135の西北に設けられた井戸。 掘形は径2 m， 深さ 10cmほどの不整円形土墳の下から検
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出さ れた。 一辺 1. 5mの方形をなし， 深さは 1. 3m以上あって， 中央に縦板組の井戸枠を据え

る。 井戸枠は内法一辺 1. Om あり， 底部から 1. 2m ほど成存する。 縦板は111高10～20cm， 各辺に

5 ～10枚ほどを適ぎ重ね置き， 内側には底および＇.30cm上位に縦支柱で‘ 支持した二段の横桟を設

ける。 井戸底は平たい石を敷きつめ， 中央に内径40cm， 高さ40cmほどの曲物を据える。 井戸枠

内埋土からは， 土師器・瓦器・白磁片などが出土しており， 11世紀後半には廃絶したことがわ ネ

かる。

SK6110 (PLAN 25) 6ADD-Q区

Q区北西部に ある円形状の大土嫌。 SB3690の間仕切柱を一 部地して掘ら れたものO 上面は

径2. 4～3.0mの不整円形だが， 2段にわたって掘り込まれ， 底部は陥鉢状にな るO 、深さは検出

面から約0.8mあって， 埋土から奈良時代の土器類が出土した。 井戸跡の可能性もあるO
＊ 

SE6988 (PLAN 17; PL 42) 6ADE-A r�r 

A区西北｜塙に あり， 南北塀SA5950の南端柱穴に位置する井戸。 掘形は一辺 1. 7m の方形 で

深さは北端が深く1. lmあり， 南端では95cm と浅し、。 中央部に縦板組の井戸枠が残る。 井戸枠

は土圧でかなり歪んでいるが， 四隅に木杭を打ち込んで隅柱とし， 掘形底カミら50cmの位置で

桟を背合わせに渡して側板を支えるO 側板は最も良く残る西側で 4枚である。似lj板の上端は腐

蝕しているが， 下端から 平均l mほどが残存していた。

小 結

奈良時代以降の追慌のうちには， 出土造物や柱穴の重復関係から 9 世紀～11世紀末頃に比定

できる遺構があり， また柱筋が揃うもの， 建物の振れの同じものを手懸りにして時期分けを考

本

えることができる遺構がある。 馬寮地域南辺部の第V期以降の遺構群は， こうした考察が可能 ＊

なので， 時期分けと各時期の特徴を抽出してみ たい。

6ADD-N区， 6ADD-Q区に柴中するm:+,'qは，

AJ目 SB7024, SA7021, SB7061, SB6080, SB6075, SB6070, SB3671, SA3669, SB7114 

SK7041 

B j羽 SB7030, SB6074, SK3682, SA7118 

C;I=明 SB7026, SB7027, SK7040, SB7060, SB7100, SB3678, SB6102, SB6106 

に分かれる。 A期 に属する建物は， 奈良時代の遺構に比べれば柱穴は一 回り小さい70～80cmで、

あるが， B期に属する遺構に比べれば一 回り大きし、。 また建物は梁行2聞か1間で身舎のみの

胤の付かない簡単な建物が多い。 建物はB期以降のように振れずに， ほぼ平城方位と合致し，

＊ 

この点も B期以降と性格を異にする。 B期は建物密度が蒋くなり， 平城方位に対してわずかに ＊

東や西に振れる。 SB7030・6074のように片胤を付けるも のが山てくる。 CjOJの建物は平城 方

位に対して北で・ 東に約12度振れている。 またSB7026・7060・7100 のように府の取付き方が複

雑で規模の大きい建物がある。 これらの一群の中では大型の建物は， それぞれの区画の中心建

物 として機能していたので、あろう。またSB7026やSB7100は近接する同時存在の付属建物のた

めに隅を欠いており， 建物群を複雑に， しかし計画的に配置していたことがわかる。
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G 西面大垣SA 1600と西 ー坊大路SF 154 

馬寮地域においては， 第51次調査において西面大垣SA1600の基壇東縁部 と思われる土壇を

一部検出している。 高さ約30cmで，大半 は灰褐色砂質土からなり，上部の約5 cmが黄色砂質土で、

ある。 基壇の東端部幅 l m強を長さllm余にわたって検出したに過ぎず， したがって築垣本体

＊ には調査が及んでいないが， 玉手門心および佐伯門推定心を参考に多少の振れを考慮すると，

大垣心の座標はWlll ～112の聞に想定される。 第133次調査で検出した南面西門（若犬養門SB

10200）から西面大垣心までの計画寸法は820尺であるから， 1 尺＝0.295mとすれば241.9m西

方 ， すなわち Wl l l.0 が大垣心となり（1尺＝0.296では242.7m iz!.i, Wlll. 8）， 先の想定と違わな

し、結果を得られる。 SA1600の基壇東端は W108.3 あたりにあり， これらから復原される基壇

ネ l幅は5.4 ～7mということになる。

第103-14次調査においては， 佐伯門のすぐ北方において西一坊大路とその両側溝を検出して

いる。 東側溝SD152は幅3.8 ～5.6m， 深さ0.5 ～0.8mの素掘り溝である。 粘土と砂が交互に堆

積し， 大きく3層に分れる。 上層からは8世紀後半の須恵器壷・杯が， 中層からは須恵器片の

ほか軒丸瓦6308型式と6316 型式が各1点， 平瓦片数点が出土した。 西側溝SD153 は幅1.5 ～

* 2.0m，深さ 0.2mで， 埋土は一様な砂質土である0 11��：中からは8世紀後半の須恵器杯が出土し

た。 これらの満間が西一坊大路SF154 で， 路面｜｜幅は20.2～20. 8m， 側柑心心距雌は24.0mと

なり， 80尺（8丈）の大路｜｜幅員が想定される。 また， 大垣推定心から東側溝東肩までは約 l lm

あるが， これから大垣基底幅の 1/2 すなわち4.5尺をヲ｜し、た9.7m (33尺）ほどが塙地の幅とな

る。 なお， 条坊計画線は大垣心から西へ80尺， すなわちW135.3のあたりにあったことになり，

＊ これは西ー坊大路の中心ではなく， 5尺西へ寄る。 第32次・39次調査で明らかにされている東

一坊大路と比較すると， 側溝心心距離が8丈であること， 宮域に近い方の側出：の規模がより大

きいこと， 大路と宮大垣との間の塙地の1/1高が約lOmで、あること， 以上の諸点では共通する。 し

かし， 東一坊大路西側部の 1／屈8尺に対して西ー坊大路東側／ 11/Jの｜｜屈は16尺前後で2倍の広さとな

り， 四一坊大路西側溝の幅も約6尺で東一坊大路東側存在11癌4尺よりも広い。

ところで， 西面大垣については以上のほかに第88-1, 88-13 次調査によって， 小規模ながら

も発掘をおこなっている。 どちらも馬寮地域西北方の西面大垣推定線上における個人住宅の建

設に伴う事前調査として実施したもので，小面積のため確たる成果を挙げ得なかったが，第88-1

次調査においては大垣基壇の一 部と思われる遺構を検出しているので併せて報告しておこう。

調査範囲は東西20m， 南北4 mで， 近世には墓地であったらしく， 3個の蔵骨器および埋葬

ネ 用土墳と思われるものを発見している。 これらの土墳等が奈良時代の遺構を撹乱していたが，

調査地の西寄りで， 東西11幅約6 mで、 南北にのひ
、

る基壇状遺構を検出した。 地山上に約40cm程度

の盛土をしたもので， その東西には大量の瓦片が散乱している（軒平瓦6641型式・6727型式各1 ｝誌

を含む） ため， 大垣基壇と考えた。 この基壇を挟んで東西両側に南北方向の潜がある。 西側の

1) 『年報1982』p.9～10。

2) 『昭和52年度平城宮概報.］ p.31～33。

3) 平城宮外の追構に関しては， 宮とは別個に，

左京側と右京側に分けてそれぞれ独自の遺構番
号を付与している。

4) 『昭和49年度平城宮概報』p.21。
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Fig. 20 西ー坊大路関係の遺構
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ものは基壇の西方lmに， 東側の出は約3m／�lfれて位置する。 西のものは雨落泌の可能性があ

る。基壇盛土を除去して下層の南北講を検出している。この満は盛土の東縁下に 位置するた

め， 平城宮造営時のものと考えられた。

大垣基壇と考えた盛土の範囲はW110からW116に及び， そのl幅約6mで、先の第51次調査の成

戸 果と矛盾しなし、。 しかし， 基壇の心はW113付近にあることとなり， 2mほど西に偏する。 約

360mほど北方にあたるため振れを考慮しなければならないが， 振れは20 ＇ ほどあり大き過ぎ

る。ただ， 大垣本体が基壇の東寄りに構築されたとみれば許容されるところではある。いずれ

にしても基壇外西方lmにある南北溝を雨落溝とみるのは妥当でない。下層で検出され造営時

のものとみた南北満二はW111～112の間にその中心がある。大垣推定心と一致するため地割溝の

＊ 可能性が強いが， 断定はできない。

3 遺構の相対年代

目白節まで， 何らの説明を加えることなく， 平城宮関係の造椛を第I 期～第V期の5l切に区分

（廃絶後を含めると6期）して各々の記述を進めてきた。ここでは， 記述の順序が前後することに

なるが， 遺構相互の前後関係およひ
、

同H寺存在についての記載を整理し， 遺構の相対年代決定の

＊ 根拠を提示し， 遺構についての事実報告の結びとしたい。

建物等の建つ地面の層位関係については， ほとんどが地山面で検出されており， したがって

整地土上面で検出したものは少ないこと， 場所によって整地土が異なるため， 特に遠くl司ftれた

遺構間では比較し得ないことから， ここでは間わないこととし， 必要に応じて確実に層位関係

から遺構の前後が知れるものについてのみ取り上げる。

まず， 遺構相互の切り合し、から前後関係の知れるものを抽出， ついで追構の配置状況（造営

ブ＇J("SL， 株通り ・ 柱1i9'iの揃lい， 建物1品jの距14lt， 柱 ，m寸法）・柱掘形の形態や埋土の類似性等によ って同

IJ寺存在の明らかな逃構をグル ー ピングする。これらの他にも， 切り合いはないが重複し， 同時

存在ではあり得ないばあいがあり， 傍祉となる。以下の表示では一→は前後を， ……は継続

を， II は同時存在の可能性をあらわす。

＊ 前後関係 遺構相互の切り合い関係によって前後を決めることができるものを列挙する。

S B 6173寸S 86454 

SB6450 SB6175→S 86460 

S B 6415 

S B 6195→S 86190 

lsB 附→SB側
SB 6425: ヤ 86仰

SB 6386 

ーS 85951→S 86168→S 86401 
S B 6170イ

‘S B 6165 

_ S K6350→S 86400→S 86401 
SA 3686' \. 

、S 86120
、
S K6397 

SB 6172→S J3 6175→S 86173→S 86464 

SB 6180→ S I3 6185→ S 86386 

S A6341→S 86345 

SB 6403→S 86400 

‘S 86340 
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H60. 10111 

。

Fig. 21 柱穴の切り合い関係
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同時存在 確実に同じ計画によって造蛍されたと忠われる遺構をグル ー ピングする。

S B 5956= S B 6450= S B 6180 S 86385 SB 6420= SB 6451 S 86120 
｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ 

S B 6425= S B 6330 SB 6195 SB 6381 S 86140 
｜｜ ｜｜ ｜｜ 

S 86460 S 86469 S 86185 SB 6190 S A6138 
｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ 、

SB 6173 SB 9552 S A6341 S A6186 SB 6340 
｜｜ ｜｜ ｜｜ 

S B6401 S B6386 S A6455 S B6345 
｜｜ ｜｜ 

SB 5945 S A6456 S B 6175 
｜｜ ｜｜ 

SB 3690 S 86130 SB 6172 S A6317 S 86430 
｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ 

SB 6100 S B 6141 SB 5951 S A6318 S 86400 

1 [l 田 IV v VI 

S 86360 S K6397 
｜｜ 

S A3680でSK側｜ SB 6401 

S 86403 SB 9552 
｜｜ 

S A6402 

S 86120 ｜｜ ｜ ｜ ｜｜ 

S 86140 
｜｜ 

SB問1 rs B 6

S 8617山S 86464
｜｜ 

S B 6170,.;::オ→S 85%1→＋十→S 86168 I • S 86460 

S 86180 
｜｜ 

｜｜ SB 2 
｜｜ 

SB 6330 

Tab.2 ；昌備の壮1 4関係 ・'ti
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第百章 遺 物

1 木 簡

木簡は， 第50次調査地区（6ADD-MI�）から1 点， 第51次調査地区（6ADD-O区）から4点，

第52 次調査地区（6ADC-H区）から1 ／�， 第63次調査地区（6ADC-G凶から15点， 合計21点が

出土した。 このうち馬寮官街域内から出土したのは第51次調査（SA5950）の内容不詳な4点の ＊

みであり， 他はすべて馬寮官街域外に属する4条の満（SD5960・6155・6477・6499）から出土し

た。 したがって， 木簡には馬寮の性格や機能を示すような内容はみられず， 調査地域の大部分

を占める官街を，「馬寮」に比定する手懸りは得られなかった。

以下， 退渦ごとに主要な木簡の出土状況を述べ， 釈文を掲げるとともに， 記載内容の概裂を

記すことにする（木｛副首：サはPL46・47の番ち； と共辿〉。 持ミ

A SA 5950出土木簡（第51次調査〉

SA5950は， 馬寮官街域の東を幽する第副知jの南北城である。 木簡は南から44番目の柱穴か

ら4点出土した。 内容は詳かでないが， 文書風の木簡2点がふくまれる。

口

口

口口

口

口

口

口

引

口

也
記

口

表

裏

簡木

223×（20）×5mm 6081 ヰz

五－ 裂は天地逆で巣筆。 浜田iは細身のl皆吉）瓜の筆で， 文tl；の古止にあたるfa�1I氏かと忠われる。

下端は二次的な力1-1工。 ヒノキ ・ 板｜ヨ材。

B SD 5960出土木簡（第50次調査〉

SD5960は馬寮東官街域南半部の西辺を画する素掘りの南北満二である。 木簡はこの惜の埋土

から1点出土した。 岡市埋土からは， 多数の藤原宮式を主体とした瓦， 平城宮土器Eを主体と ＊ 

し同町までの土器が出土している。 またSD5960を切って掘り込まれた土旗SK6098 からは平

城宮土器E ・ 皿の土器が出土している。 したがってSD5960は宮造蛍当初からさほど隔らない

1) 釈文の右の数字は木簡の長さ・幅・厚さおよ
び木簡の型式番号を示している。法量にパーレ
ンがついているのは木簡が欠損していることを

示す。型式番号および釈文の表記方法について

は『平城宮木簡三』を参照されたい。なお， 主

な型式番号について簡単に記しておく。 011型

式：短冊型。019型式：一端が方頭で，他端は折

損などによって原形不明のも の。 039型式：長

方形の材の一端の左右に切り込みがあるが他端

は原形不明のもの。051型式：長方形 の材の 一

端を尖らせたもの。081型式：折損などにより
原形不詳のもの。
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時期に抑穿され，第皿期まで存続したと考えられる。

木簡 2 志摩国志摩郡手前里戸主大伴古i白人口亡コ捕監詰月廿日

(274）×31×6mm 6039

口藻根は海藻根か。その 海藻根二三Hこ付けられた貢進荷札である。年号は朽損のため読みき

＊れないが，郷里制施行（gj._f弘元年）以前のものであること，年紀に「五年」とある こと，さら

に元号の第1字目の偏が「不」であることから，和銅5 (712）年と判断できる。手前里は『和

名類緊抄』の答志郡答志郷にあたる。志摩国は養老2～3 (718～719）年以前には志摩ー郡で

あったと考えら Ji，本木簡は その時期の 一例である。海藻根は賦役令調絹縮条に調の雑物とし

てみえ（『令義解』），延喜主計上式の志摩｜司貢進物中で、も調の品目として海藻根を掲げており，

＊木木簡が志摩国からの調の貢進物荷札であると思われる。ただし調の貢進月からはずれる4月

のものであり，費的な性格をもった志摩国独特の御調にあたろう
）

0 ヒノキ・板目材。

C SD 6155 出土木簡（第52次調査〉

SD6155は，馬寮東官街域の西辺をl面する南北築地SA6150 と，その両雨落純SD6151・6152が

廃絶したのち，これらの精を切って招られた土域状の短い 東西溝である。木簡はSD6155 の西

＊端近くの埋土から1点出土した。伴出の土器は平城宮土器V～VIで，平安時代初頭に属する。

木筒3 阿波国阿波郡秋月郷庸米物部小龍一侠 218×30×5mm 6051

阿波国からの庸米 の貢進物荷札である。延喜主計上式の 阿波悶貢進物中にも庸の品目として

米が掲げられてい る。秋月郷は「和名類家抄J 『·こも阿波郡秋月郷とみえる。ヒノキ・板目材。

D SD 6477 出土木簡（第63次調査〉

* SC6477は，馬寮官何域の 北を回す第IVWIの築地SA6475 の北雨落川で、 ある。 このSD6477 の

黒色粘土層から木簡1点が出土した。平城宮土器W～V の土器類が伴出している。

木簡 4 コ十六一又七 七百廿九 八十一 九一 三百廿四口亡

(146）×（35）×2mm 6081

数字が列記されているが，何の数を示すか不詳である。ヒノキ・板目材。

* E SD 6499 出土木簡（第63次調査〉

SD6499は馬寮東官街域の北限をなす築地SA6150 の北雨落持のさらに北に掘られた東西溝

1) 『平城宮木簡三 解説J 2893号の項参照。

2) 東野治之「志摩国の御調と調花｜！の成立J （「日本史研究』192号） 19780 

67 



である。切り合い関係から第皿期に位置づけられる。 このSD6499の東寄りの ところから計11

点の木簡が出土した。清掃のために派遣する兵士に関する文書木簡がま とまっている点が注目

される。これら の木簡は馬寮東官街と関係するも のであろう。

〔的カ〕

木簡5 （表） 口問進兵士四人依蓮池之格採数欠
〔状カ〕 （典乍） （兇JO

（哀） 口注「坂」以移「坂坂J 天平十年六月九日 197×31×3mm 6011 

移の文書形式をとっているが，文頭に発信者 ・受信者の記載がなく，日付の次に署名もない

など，公式令に定める移の書式とは大きく異なる。文章も正規の漢文としては繋っておらず，

宮内で日常的に使用された簡便な公文書のあり方を示す例とし、し、得る。文意は「蓮池の格（長

い枝）を採る数（人数）が欠けたので，l鳴を掃く兵士四人を進める」ということであろうか。あ

＊ 

るいは「嶋掃」が「l鳴掃部所」といった小官司で、あった可能性もあろう。「嶋Jは園池をともな ＊

う庭関をさすが，この木簡 の 「l鳴」が宮内のどの位置にあたるかは判らな＼， :0 ヒノキ・柾目材。

木簡6 （表） ゴ進兵士三人依東南仁

（裏） 口以移 天平十年間七月卜二じ (145）×29×2mm 6081

上下共に欠損しているが，t!'l：き出しは木簡5 と同じく「l鳴掃」である可能性がある。東蘭は

平城宮東張出し部東南隅における第99次調査のS 05815 C東面大垣東雨落前）出土木簡にもその ＊

名が見え，東張出し部東南隅の庭園をさす と思われる。ヒノキ ・ 板目材。

木簡7 （表） ！鳴掃進兵士四人依人役数欠

（菓） 状注以移 天平十一年汗．月二日

木筒8 （表） 口口進兵士内人依人口

（裏） 口以移亡ゴ 口

木簡9 （表〉 嶋掃進仁

（裏） 以移仁

177×14×2mm 6011 

(142）×31×3mm 6019 * 

(52）×37×3mm 6019

以上5点は内容 ・ 記故形式が同じで，形態も長方形の材（6011迎式）を基木とし て おり，一

連のもの とし、し、うる。年紀は天平十・十一年に集中する。諸国から京上する兵士であ る「fむ

士」ではなく「兵士」と記していることから，この兵士は左右京の兵士で、あろうか。宮内でこ ＊ 

うした「兵士」が雑使された事実が知ら れるが，どういう形で、 兵士が組織されていたかは不詳

である。木簡7はヒノキ ・ 柾目材，木簡8・9はヒノキ ・板目材。

1) ｝￥：俊男「“
111鳥”雑考」（『相原考，-i,学研究所論

年第五：』） 1979。

2) 『統円木紀』にみえる「，鳥池塘」「西池宮」に
あたると思われる現杭の佐紀池と木ilW11：＼土地が
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3) f平城rr 発侃調査II＼土木簡概報十一』16JU-.
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2 瓦 堵 類

9次にわたる発掘調ヨヰーによって出土した瓦埼煩のうち， 大部分は丸瓦・平瓦が占める。つい

で軒丸 瓦・軒平瓦が多く，そのほかに少量：の商戸瓦・隅木惹瓦・鬼瓦などのj並具瓦とi専がある。

1汗瓦は873点出土し， 54型式110種に分類できる。1984年3月現在， 平城宮・京内から出土し

＊ たi肝瓦は150型式485積（軒丸瓦80型式263桁，)!if平瓦70型式222:f,f（）あるが， そのうち1/4 ほ ど が出

土したことになる。宮内他地域と比較したばあい， 総 点数のわりに型式・積が多く， 特定の型

式・積に集中しないことが指摘できる。たとえば， 第1次大概殿地域では総点数4591点あるが

その内訳は68型式152積で、あり， また内哀北外郭地域で‘は3399点で：.56型式120荷なので、ある。

出土した軒瓦873点を1 aあたりに換算すると3.03点になる。馬寮地域の内・外に分けると， 出 土 量

＊ 馬寮外がlaあたり 4.26点であるのに対して馬寮内では2.60点， 建物の調密な馬寮内北半部に

限っても2.65点に過ぎない。これを平城宮内の他地域における軒瓦出土最と比較すると， 内裏

北外郭では17.7点， 朱雀門周辺では5.7点， 内裏内郭では5.1 ，点， 推定宮内省大膳職では 5.0点

であるから， 馬寮地域では概めて少ないことがわかる。瓦葺とみられる一 般の寺院遺跡では

laあたり10点を越すことからみて， 瓦苦：建物は1啄めて少なかったと考えられる。ただし， 丸・

＊ 平瓦が少なからぬ量出土しているので， 木瓦葺建物が全く存在せず棟にだけ瓦を用いた檎皮葺

なし、し板葺の建物ばかりであった， と断定することはできない。

瓦主事類のうち， 椀立柱の掘形や抜取穴・li＇号・井戸など；遺構に伴うものはごく僅かで， 大部分 分布状況

は調査地域の広範囲にわたる整地土層から出土したものである。馬寮域内の北半部は建物の数

が多いが， 先述の軒瓦の分布が示すのと同様， 瓦主事類総体としてもまばらに分散して出土して

＊ おり， 建物の少ない南半部での分布状況と大差ない。南半部では中央の空閑地および佐伯門の

東側から比較的多く出土した。調査地の西辺部は西田大垣に近接するが， ここでも瓦類の出土

呈は少ない。馬寮域外では， 馬寮東官何の西而をiilllする築地SA6150 vこ｛下う雨訴前SD6151・

6152から多量に出土している。

54型式110碕の出土肝瓦のうちほとんどのものについては『平城宮報告I～刃』および『基

* l�t資料瓦編I～医』において報告済みで、あるので記述を簡略化し， 新出型式・純については詳

しく述べることにしたい。軒瓦個々の記述にあたっては， 当研究所がし、かにして型式・種別の

認定をおこなっているかに意を注ぐこととし， 弁数・珠紋数・鋸指紋数 な どについては別表

2・3 にとりまとめ， 特別なばあいを除いて本文中からは省いた。また， 各祈（］肝瓦の寸法，H=l土

個体数， および相互の出土比率についても別表に示した。なお， 木文中に関示した軒瓦拓木は

＊ 馬寮地域から1:1-\土したものとは限らず， 宮内各所から出土したもののうち最も残りの良いもの

で代表させ， 縮尺は 5分の 1に統一しである。

1) 奈良国立文化財研究所『平城宮HI土ili.T瓦別式
-:ff』1978， 同『-'17·城宮IJj土lJil瓦担式－T7 <ffl1
5fU古川1983を合わせた数ff�lである。 1984午12

月現花さらに10数利を追加認定している n

2) 『平城宮報告医j] p. 1150 

3) 『平城官報告VII J] p. 600 
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型式分類A 

型式番号は4桁の数字とアルファベット1文字の組合わせで表示するが，第1位の数字は時代

501～899 を示す（6は奈良時代）。 第2位以下の数字によって瓦の型式を示す（001～449は軒丸瓦，

は軒平瓦）。 型式をさらにA以下の アルファベットで細分し穐別を表わす（ただし， アルファ ベ ッ

＊ 以上の分類のうち， 軒丸瓦・1汗平トは認定した順序に付しているので， 年代）I回を示すものではない）。

i喰商紋

禽獣紋
その他

420～429 

430～439 
440～449 

瓦は時代を問わずその紋様梢成によって次の順序に従って配列する。

単弁 複弁混合紋
宝相率紋

横花紋

370～399 

400～409 
410～419 

幾何学紋

単弁蓮華紋

複弁蓮華紋

010～039 

040～199 

200～369 

瓦丸軒

＊ 幾何学紋軒丸瓦はさらに重圏紋（010～019）， 稿状紋（020～029）， その他（030～039） に細別す

単に子葉をる。 単弁蓮華紋はまず子葉の有無などによって子葉のないもの（040～099, ＊弁），

1{同おい たもの(100～119， 単子葉弁）， 子葉をさらに輪郭線によって区間iしたもの(120～129. 市：

凹弁(160～179）， 忍弁）， 菊花状のもの（130～1'19）， 問弁と弁とが重なり合うもの（150～159),

さらに外区の紋様によって細別する。 複弁蓮司R紋のばあいは， J手前、ーと冬弁（180～199）に分け，

＊ は逆に外区の紋様によってはじめに分類する。素紋縁（200～209），鋸歯紋縁（210～229），珠紋縁

(230～259）， 重圏紋縁 （260～269），珠紋＋鋸歯紋縁（270～324）， 雷紋縁（325～339）， 平行線縁

(340～344）， 唐草紋縁（345～359）， 雲紋縁（360～369） である。 鋸歯紋縁 はさらに商違い鋸樹紋・

また ， 問弁の形態も分類の重要な要素になる凸鋸商紋・線鋸歯紋・複線鋸樹紋に分類でき ，

その他810～899 壁紋800～809 唐草紋580～799 幾何学紋501～579 瓦平軒

＊ 主幾何学紋軒平瓦はさらに重弧紋（550～559）， 変形重弧紋（560～564）， 剣菱紋（565～569),

忍冬唐草紋圏紋（570～579） に細別する。 唐草紋も銀杏紋（580～589）， 忍冬唐草紋（590～609),

くずれ（610～619），葡荷唐草紋（620～629）， 単位紋（630～639），偏行唐草紋（640～654），偏行唐

草の影響を受けた均整唐草紋（655～659），均整唐草紋（660～799） に分ける。 偏行およびj勾幣唐

さらに支禁・「1:i心飾等の形状等によって細別する。草紋については，

，
 

d
d ・瓦（PL. 48～53, Fig. 22～29) 丸軒B 

貴闘紋軒まず瓦当の紋様によって ，軒丸瓦は310個休，28型式，55種出土した 。 これらは，

丸瓦・単弁蓮華紋軒丸瓦・複弁蓮華紋軒丸瓦に 3大別できる。

重圏紋軒丸瓦

ーJ

'·; 

r ぃ.1.-.r/·
、、 、 ， ー

‘～ ，· •. ' ....... a・ ・C ,.,, • , 

6018-B 

1型式1粁がl:H土した。

A～Cの 3杭に細分される。 Bがti\6018型式は4m圏紋で，

Bは第1 ・土。 閤線を内側から)I民にお
（

0圏～第4圏と呼ぶと，

第 2 圏の間隔が狭く， 第 2 ・3 圏および第 3 ・4 圏の間隔が広

し、。 閤線の幅は， 第1 ・2圏が細く， 第3 ・4闘が太い 。 Aは

Bは瓦当中央に目釘穴が瓦当中央に珠点をもつがCにはなく，

ヰ：世間紋if汗ヨLT[Fig. 22 あるため珠点の有無ーは不明で‘ある。
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ii 単弁蓮華紋軒丸瓦

4型式8種が出土した。 これらはし、ずれも外区内縁に珠紋帯をめぐらせるが， 外縁の紋様に

違いがあり， 線鋸歯紋縁のもの， 凸鋸歯紋縁のもの， 素紋縁のものに3分できる。

線鋸歯紋縁 6130型式は弁が短かめで、弁端が丸味を帯び， 問弁がこれを囲むようにのびる。

ホ 「｜コ房が弁区よりも突出する。 A・Bの2積がありBが「II土。 BはAより小型で， 問弁が弁を完

全に囲み重弁風になる。 蓮子の中央の 1願が大きい。6134型式は6130と似るが中房がへこみ，

問弁が弁を囲むようにはのびない点で異なる。 A· Bの2利がありAが出土。 Aは弁が細く弁

端が丸く， 問弁がY字状をなす。

凸鋸歯紋縁 613 1型式は中房が弁区より一段突出し， 瓦当而径が小さい。 弁は納長く弁端が

＊ 九味を帯びる。 外区内縁・外縁間には界線がなし、。 A・Bの2荷！がありAがLH土。 AUこは問弁

がありBにはない。

素紋縁 6133 型式は問弁がなく弁どおしが接するのが特徴。 蓮子数・弁数・珠紋数の差を基

準にA～ D , I～Pの12栢に区分でき， A・B・D a・Db・M· pが出土。 Aは弁が短かく弁

端が尖り気味。 中房とう「「ー区の高さがやしし、。 BはAUこ似るが， 蓮子数・珠紋数が異なり， 弁が

＊ やや細い。 A・ B は外区内・外縁の境に界線がめぐる。 Dは弁端が丸く， 外区の界線がない。

Da ・Db の2者があり共に出土。 Daは中房と弁区の高さが同じで あるのに対し， Dbは中房

が突出する。 MはA・Bに似て弁端が尖るが， 中房が突出し外区の界線がなし、。 PはDUこ似る

が蓮子数が異なる。 蓮子に対応する4弁は弁端が尖り弱く反り上るが， 他の弁の弁端は丸い。

外区内・外縁聞の界線がない。
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Fig. 23 q，.弁連帯紋ifiT::JL]L
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iii 複弁蓮華紋軒丸瓦

複弁蓮華紋軒丸瓦は23型式46積出土した。 これらは外

灰内・ 外縁の紋様を基準に， 二重圏線十凸鋸掬紋縁， 珠

紋縁， 珠紋＋素紋縁， 珠紋＋凸鋸1指紋縁および珠紋＋線

鋸歯紋縁に区分できる。

ニ霊園線＋凸鋸歯紋縁 6225型式はまず第一に巾房の

径が大きいことを特徴とする。 複弁の形状は単弁 2 つを

接合したような形をなし， 照りむくりが小さし、。 「 ｜コEは

外区内縁と同 一 平而上にある。 A～E,Lの 6 fi:Hがあり，

Dを除いた 5 f;if:(が出土した。 Aは弁会出が尖る。 子実は短

かめで高く突出し， 細長い杏仁形を呈する。 蓮弁はやや

腐り上り， 弁端が外方へ垂れ下る。 蓮弁中央部にある 2

つの子葉の輪郭線が合する部分が中央寄りに深く入り込

むため， Jf弁 2 つを介わせたような複弁の形状の特徴が

明瞭である。 また， これに対応して， 問弁は人字形に大

きく枝分れする。 蓮子と凸鋸歯紋が大振りで，内・外区の

界線が太し、。 B はAに酷似するがやや大型で， 弁・問弁

が共に長い。 また， 蓮子が械めて大きい。 Cは弁端が丸

い。 子葉の突出度がAより小さく， 細長い無花果形を呈

する。蓮弁がやや盛り上り， 弁端が外方へ垂れ下る点は

Aと同じであるが， 2つの子葉の輪郭線が合する部分が

Aほど深くは中房寄りに入り込まないため， 蓮弁全休の

形状はAに比してより複介らしし、。 これに対応して問弁

端部の枝分れが小さい。 蓮子と凸鋸街紋は小振り。 Lは

超大型で， 紋様の特徴はCに似る。 Eは新砲である。 従

6227Cを 来二重圏線＋素紋縁の6227Cと認定していたが， 外区外
6225 E lこ
変 更 縁に凸鋸歯紋のあることが判明したため変更した。 弁は

ごド

＊ 

＊ 

＊ 

＊

 

6225-E 
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珠紋縁 6231型式はし、わゆる大官大寺式の軒丸瓦である。

で， 弁端が強く反り上る。 外区は斜縁で， ここに珠紋が密に

めぐる。 珠紋；許の内 ・ 外に細し、界線をめぐらす。 外区外縁上

＊ 而に段をつける。 A ～Cの3粁があり， BがIf ＼ 二！こ o Bは巾IZ

f毛 ・ 弁区径 ・ 弁，1同 ・ 珠紋数が3砲の 「ドで最小。

珠紋＋素紋縁 6235型式はし、わゆる東大寺式肝丸瓦で あ

る。 「h房は大きく弁区より低し、。 概して弁の照りむくりが強

い。 問弁はT字状で， 枝分れした先端が弁に抜する。 外区に

＊ 大振りの珠紋を疎らにめぐらす。 A～Hの8利がありCがII\

土。 C は弁に照りむくりがなく平板で， 「ド房と弁医の高さが

等しい。 子葉が長く， 弁の輪廓線と問 弁と を線的に表現す

る。 外区の内 ・ 外縁を画す界線はなく， 外縁は直立縁。

珠紋凸鋸歯紋縁 6273型式は藤原宮式ii汗丸瓦の 一 つで あ

＊ る。 A～Dの4杭があり， 共に蓮子の配円ーが1十 5+8, ぅn数

が8， 外医の珠紋数が400 このうちBがII I土した。 Bは「l·JJJ

が突出する。 弁には照りむくりがなく弁端のみが強く反り上

るD 珠紋は4秤（中最も大きいが低い。

珠紋＋線鋸歯紋縁 外区に珠紋帯と線鋸商紋縁を持つイ中間

＊ は非常に多い。 弁と問弁との関係に注目し， 問弁が独立する 、私：、
ものをA系統，問弁が界線状に弁をめぐるものをB系統，間弁 ‘川” b下り．り，：句 ミ�＞苛7♂

（＇；＇
•＂ 商弁の牙類

のないものを C 系統としてさらに細別することが可能で、 あるO Fig. 25抱弁蓮華紋軒丸瓦（2)

イ）問弁A系統

6274型式は朕原宮式市千九瓦の1 利である。 i= -p)J}ーが突II＼し， 弁が大きい。 弁には照りむくりが

＊ あり， 弁端が強く反り上る。 A ・ Bの2れがあり， AbがIH土。 Aは弁区が盛り上り弁の照り

むくりが大きし、。 外区内 ・ 外縁問の圏線が2世。 外区外縁上而に凸線をめぐらす。 Aはさらに

瓦当箔の彫り直しの状況からAa～Acに区別できる。 Aaは蓮子の周囲に円圏をめぐらし， 外

区内・外縁関の界線が2重。 Abは箔の磨粍が進行し， 蓮子の周囲の円圏が消滅した段階で、蓮

子を小さく高く彫り直し， 外区の界線を2木まとめて1木としたものO

＊ 6275型式も藤原宮式軒丸瓦で、ある。 中房が高く突！十iする。 弁は小さく平板で， 弁端がわずか

に反り上る。 外区の珠紋は密だが， 線鋸指紋は粗い。 A ～ E, G ～ Iの8利がありA·C·D

が出土。 Aは蓮子の配，n:ーが1+4十12で， これはAのみ。 Cの蓮子は1+8+15でこれはCのみ。

A系統 B完：fk C系統
Fig. 26 弁と問介の閃係
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珠紋が小さし、。 外区外縁が幅広く， 線鋸歯紋が特に粗し、。 Dは蓮子の配置が 1+4 十 8 で， 中房

はあまり突出しない。 弁・問弁ともに端部が反り上らず， 外側へ向う幅広の緩斜面となる。 C

同様に外区外縁が幅広く線鋸歯紋が粗いが， Cに比して外区外縁の傾斜がゆるい。

6278型式も藤原宮式である。 瓦当面全体が扇平。 弁は線的な表現で細長い。 問弁の先端が 2

＊ 又に分れない。 外区外縁の幅が狭く低い。 A～Fの6種があり， B · Cb・ Eが出土。 Bは中

房が比較的高い。 弁は全く反り上らず， 端部が外方へ向う幅狭の傾斜面となる。 子葉をかこむ

輪廓線の合する部分が2又に大きく分れる。 Cは瓦当面全体が凹レンズ状にくぼむ。 中房は弁

区と同じ高さで， 凹線によって弁区と画す。 蓮子に円圏をめぐらせる。 弁・問弁は太目の凸線

で表現し彫りが深い。 外区の内・外縁を回す界線がない。 Ca ・Cbの2者があり， CbはCa

＊ の蓮子・珠紋・弁の一部を彫り直したものである。 Eは中房が突出し， 蓮子に円闘をめぐら

す。 弁は長大で弁端・子葉端が反り上る。 外区の界線はない。

6279型式も藤原宮式である。 中男が小さく， 蓮子は中央の 1 ｝誌のまわりに 1 重にめぐる。 こ

れは藤原宮式軒丸瓦では唯一の例であり， その点以外は6275によく似る。 A· B の 2 種があり

共に出土。 Aは蓮子を方形に配置する。 弁端が反り上るが B ほどではない。 外区外縁が幅広

＊ く， 線鋸歯紋が粗い。 Bは蓮子を六角形に配位する。 子葉が短く弁端が強く反り上る。 蓮子・

外区の珠紋が大きし、。 外区外縁の，，，面が狭い。

6301型式はし、わゆる興福寺式の軒丸瓦である。 中房が大きく蓮子を 2 重にめぐらす点で藤原

宮式の6274・6275・6276・6278と同じ。ただし，面径が小さく珠紋・鋸歯紋が粗い点が異なる。

弁には照りむくりがある。 A～Cの3種がありCが出土。 Cは面径が最小で， 蓮子数・珠紋数

＊ はAと等しいが， 線鋸歯紋が細かい。 子葉をかこむ輪郭線と問弁は鋭い稜をもち， 弁端はA·

Bより強く反り上る。 A・Bは外区外縁上面に凹線をめぐらすが， Cにはなし、。 瓦当は薄い。

6308型式は6279の系譜を引き， 中房が小さく蓮子を 1 重にめぐらす。 中房は外区内縁と同高

ないしやや高い位置にあり， 弁区よりわずかに突出する。 A～D・F ・H ・L ・Nの9種があ

り， A· Dが出土。 なお旧GはDと同箔と判明したので消去した。 Aは弁の根元がしまり末広

中 がりとなり， 弁端わずかに反り上る。 8弁のうち3弁については問弁がB系統状を呈し， 弁の

周囲をとりまく。 箔削れ痕のあるものが多く， 剖れ目に粘土が入りこんでできた突線が中房端

を走る。 外区外縁上面に凸線がめぐる。 DはAによく似るが， 中房がやや大きく， より高く突

出する。 弁は根元がしまるがAより短かい。 珠紋数がA・ B より多し、。 A・ B ともに珠紋と鋸

歯紋の割り付けが整っているのに対し， Dでは乱れる。

＊ 6311型式は6308によく似るが， 中房の高さが外区内縁と同じないしやや低く， くぼみ加減な

点で区別できる。 A～Dの4種があり， A・ B ・Dが出土。 A・ B は酷似し， ともに中房が深

くくぼみ， 珠紋・線鋸歯紋が密。 両者の差は， 弁端がAでは高く反り上り B では垂れ下る点に

認められる。 Dは中房がA・ B ほどくぼまず， 弁 1j1Th)がもたい。 弁端が垂れ下る点は B に似るが，

！照りむくりは小さい。

* 6313型式は複弁 4 葉， 面径 llcm ほどの小型瓦である。 A～D の 4 種があり， A～Cは問弁

がA系統であるが， DのみB系統に属す。 蓮子が1個できわめて大きい点が共通した特徴をな

す。 A・ B ・Cが出土した。 Aは瓦当径が最大で， 内区全体が盛り上る。 B は瓦当径がAに近

いが， 内区がAに比して平板。 Cは瓦当径が最小で， 内区はBに似て平板。
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Fig. 28 複弁蓮華紋軒丸瓦（4) 問弁 B 系統



口）問弁B系統

6281型式はj保原宮式のII汗丸瓦で・ある。中房が大きく蓮子を2重にめぐらすが， これはB系統

中で唯一の例をなす。弁は凸線で表現し， 子葉をかこむ輪廓線どおしが離れる。珠紋 ・鋸歯紋

は共に密。A～Cの3種があり， Ab ・ Bが出土。Aは中房が弁区と等高。弁は短か く， 子葉

＊ をとりまくi愉廓線をBVこ比してより線的に表現する。蓮子と珠紋が高く突出する。線鋸歯紋が

Bより細かい。弁の彫り直しの進行状況からAa ・ Ab ・ Acの3段階に区別できる。Bは中房

が突出し， 弁が長い。蓮子 ・ 珠紋はBより低く頭が丸し、。

6282型式は6281の系譜を引くが， 中房が小さくなり， それに付随するように蓮子は1重であ

る。弁は線的に表現し照りむくりがない。外区の珠紋 ・ 線鋸歯紋の数が少なくなる。A·B, 

* D～Lの9種がある。A ・ Fを除く7租は瓦当面が凸レンズ状に盛り上り， 外区内 ・ 外縁聞の

界線が内区 ・ 外区間の界線より太し、。 また， Aを｜徐く 8砲は中j万の中心の蓮子が大きし、。 本調

査区では Ba・Db ・ Fa・ F b・G ・ Hbが出土した。Bは瓦当面の盛り上りが比較的小さく中

房が平坦。蓮弁は短かく， 子葉を囲む輪廓線どうしが離れる。 Ba・Bbがあり， Bbは中房と

弁区との境に界線がなくなり， 弁を一部彫り直す。Dは小型で， 弁の子葉をかこむ輪廓線どう

＊ しが接する。Da・Db・Deがある。 Dbは Daの中房の中心蓮子をひとまわり大きくし， 弁

を一部彫り直す。Fは中房が弁区よりわずかに突出する。弁は長めでわずかに照りむくりがあ

る。子葉をかこむi愉廓線どうしが雌れる。Fa・ F bがある。 F bは弁の一部を彫り直し， 子葉

が細くなる。外区外縁の線鋸歯紋が太くなる。 また， 箔の謄粍後に弁と中房 ・ 弁区間の界線を

深く彫り直したため， Faに比して中房が低くなる。 Gは瓦当面の盛り上りが大きい。中房は

＊ 弁区より一段低いが， 凸レンズ状に中高となる。弁はBとFの中間位の長さで， 子葉をかこむ

輪廓線どうしが離れる。Hは瓦当面の盛り上りが大きいけれど中房は平坦。弁は長めで， 子葉

をかこむi愉廓線どうしが離れる。弁をかこむ輪廓線が太く， 高く突出する。 8 弁のうち1 弁は

紋様が崩れ， 子業がなく， 子葉をかこ、むべき！愉廓線の－ riHが欠ける。Ha・ Hbがあり， Hbは

弁およびl品J弁を全体的に彫り直す。

* 6284型式は6282に似るが， 1-1ュωが小さく弁が長い。 1 -Jゅjィド心の蓮子は6282型式のように大き

くない。A, C～Fの5種がある。A ・ D ・Fは弁が盛り上り， 1-Jコ房も中高に盛り上る。C·

Eは中房・弁が平板で， 中房が弁区より一段突出する。A·C·Dの3種が出土。Aは中房が

外区内縁より高い位置にある。蓮子相互の間隔が均整でなく， 全体に片寄る。弁端が外方へ垂

れ下がる。外区の線鋸歯紋が細かい。DはAに酷似するが， 中房の高さが外区内縁とほぼ等し

＊ く， 凸レンズ状に中高な点で異なる。蓮子は中房の中央に集まる。弁端はAと異なりやや反り

上る。Cの特徴は上述の通り。

6285型式は6284よりさらに中必が小さく， 弁が長し、 o 1－ドb｝は外区内総よりかなり j •jjく， 蓮弁

が盛り上る。子主主は幅広で， 端部が外方に垂れ下がる。蓮子・珠紋ともに小さし、。A ・Bの2

種がありAが出土。 Aは弁の盛り上りがBより大きく， 中房も凸レンズ状に低く盛り上る。

* 6303型式は大阪府船橋遺跡・後期難波宮出土の軒丸瓦と同箔の6303Aを標識とする。6303A

の特徴は， 内区全体がきわめて強く盛り上り， 中房が弁区より一段高く突出し凸レンズ状に中

1) 大阪府教育委員会『河内船橋遺跡出土造物の
研究』（大阪府文化財調査報告書8) 1958,

p.37。難波宮祉顕彰会・研究会『難波宮祉の研
究6 J 1970, p. 108。
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尚な点にある。ただし，6303Bは6303Aよりむしろ6284A・D・Fに近似する。弁は盛り上る

が6303Aほど強くはなし、。中房は外区内縁上りやや高く6284Aに近し、。中巧がほぼ平坦な点は

6284Cに近い。弁端が反り上る点は6284Dに似る。

6304型式は中房が弁区よりかなり高く突出する点で6284・6285・6303とは大きく異なる。A

6304Fは ～E, Lの 6種があり，旧FはDと同箔であることが判明したため消去した。中房が外区内縁＊63040と同
去のため消 よりやや高いものが多く，同じ高さのものが少数ある。弁は長めで盛り上るが，弁端が尖り気

味な点でも6285と異なる。A·Lが出土。Aは弁が特に長く，子葉をかこむ輪廓線が太い。弁

の盛り上りが6304の中では大きく，弁端が垂れる。Lは超大型品。中房は外区内縁とほぼ同じ

｜高さにあり，上面が凸レンズ状に低く盛り上る。弁の盛り上りがかなり大きく，弁端が低く垂

れ下る。 ＊ 

6291型式は，問弁がB系統であるが，弁の形態はi-MJ弁A系統の6308 ・6311型式と類似する。

A・Bの2種がありAが出土。Aは中房高が外区内縁よりかなり高く，弁区からも一段高く突

出する。外区外縁の断面は蒲鉾形で，その上面に凸線をめぐらす。

6314型式は複弁4業の小型瓦。問弁がB系統であるため6313Dに似るが，蓮子が 1個ではな

く，中心の 1似の周囲に5 ないし 6 個をめぐらすa A～Eの5砲があり B が出土。 B は中Mが＊

低く突出し，外区内縁よりやや高い。蓮弁は平板。子葉が幅広で，弁端が丸 l床を帯びる。

ハ）問弁C系統

6296 型式は単弁と区別しにくいが，従来から複弁としてきたもので

B • Iが出土。 B は単弁を2つ合わせたような複弁で，弁どうしが駿

新種63071 する。中房はくぼみ，外区内縁とほぼ同じ高さ。Iは新種。単弁を2

する。A・Bの2種がありAが出土。Aは中房がくぼむ。弁端が尖り

気味で，子葉をかこむ輪廓線が内区・外区間の界線に接する。

6307型式も問弁がない。A～I, Lの10種がある。複弁の形状には

弁中央に凸線のないものと，弁中央に凸線があり，単弁2つを接合し 6296-A 

たような形のものとの2者がある。また弁と弁との関係においては，

すべての弁どうしが離れるもの，すべての弁どうしが抜するもの，弁 rノ ＇.／...勺つふ〈＼九 ＊ 

が按する箇所と離れる箇所があるものの3者がある。本調査区からは

＊

 

〆’＼：－，－：.：－c.eてそ�：；，－－，：：＇�＇；；：

より若干高し、位置にある。丸瓦の瓦当への接合位置はやや低く，多量 ι ：ιγ三ヌベ、三
＼／‘

／
’ ご...， �·丈二＂ ,· .• 

の接合粘土を用いるO 丸瓦音，�凸面は縦方向にへラケズリする。 z、吋c：之とえ1:Jl//ご、シ 、 〆4

6316 型式は弁の形状に特徴があり，弁の中央に凸線がなく，子�2 ‘ ,. 6307-1 

新種6316K本を輪廓線で囲む形をとる。A～Kの11程がありKが出土 aKは新位。

中房がくぼみ，外区内縁よりやや高い位置にある。中房径は大きい。

＊ 

＊ 

坦。丸瓦の瓦当への接合位置は低く，多量の接合粘土を用いる。
、 ，F ，、 － -.... __ ... - ···-.· 

6316-K 

Fig. 29 複弁蓮華紋軒丸瓦（5) 問弁C系統
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瓦（PL54～58, Fig. 30～43) 平軒c 

重圏紋II汗平瓦は563点，26型式，55種出土した。 こ れらを瓦当の紋様によって大別すると，

l！：平瓦 ・ 偏行唐草紋軒平瓦 ・ 均整唐草紋軒平瓦に分けられる。

,, 
F与、！札 J’づ a,•: :, ... ..，.よ、：－－. ，.，··〆：J .,, 。’，イ＂＇＇cl引f \; 1�：

：
· 町三、、

． ジ．刊．；是：ユ勺1 ＼�ぷ�l. ,: i, ．てえt、草 f; 、．封i】F，‘＜：三－－，.守之C司：τ司え之士、，J包ちJ守 ·：�.－：＂＇.＇／二て：�ノf，’々 .f1泣•；＂、， ‘、：：•，，，、‘二、，.：�＿..，，.＿句”．γぐゴ，7コ－－：，：·＇ ，.�－＇：乙，／一Aニ二，：へtニ，タ・..-,-;,::.; ·，.、・～： ，.··『 Y，，ぺ～ー···－‘ー＿.；，__ ..• －－－〆乞／’〆，·－· ,c''- y，ー\·., ..」一一：‘：＼ーで了.：：：：.‘ 々τ子守口，. ,,c. �－－ ··c:♂；：で；Ji.＇.〆，‘．，：ぐ d 、：； . f、、『 ．－‘一コ～伊－ - --- .-· f.－＇ヴ下；、：／：＜えーい：‘ .:1，：－：.·ゴ三』句‘.. ，υ叱‘．、·－·ごミζ：．－ツ－叫..；：.’．－ ·j,.f°.i·�－�， .－・ 6575-A＇·；－，，二＇•＂＇＂－＂日’W 戸；：；：－－；，＇•＂＂
0 ・2、に色『ーヲ4・’f -

重圏紋軒平瓦

重圏紋軒平瓦は 1 型式 1 種のみ出土した。＊ 

A·Bの2種に細分される。

Aが出土。Aは圏線の断面が方形で、角張る。圏線｜閣の満

6575型式は 3重圏紋で，

部分の底面は平坦。顎は深い｜曲線顎。

重闘紋�i.「半瓦Fig. 30 偏行唐草紋軒平瓦

偏行唐草紋軒平瓦は4型式15種出土した。 こ れらは唐

草の形状を基準に，支業2個からなる唐草紋と変形忍冬

11 

:(. 

唐草紋とに区分できる。

こ のrmはさらに外区 紋様を支葉2個からなる唐草紋

基準にして，上外区珠紋＋下外区線鋸歯紋のもの，上外

区 ・ 下外区とも珠紋のものに2分できる。.J, ... 

イ）上外区珠紋下外区線鋸歯紋

／｝；司
！？、＜�ト＼ －·�イタF

〆／ ·－，仏
日（1 ，.＞主主さとh」 ヂベ；；： －�－，｛， ") f j ！ミ子、ごすで�：.... .－～iと二竺九九一一三三／二？／〈ζコ ’J・，，，�－－....... － ）、＼一二；ベ」志 .---.. －ー－ーーτ’きて－－－ －－· f 、， f「 て／メ
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－
－

：玄宮九三、；ニ♂；／
＇

ジ：；プJ

－ 〈
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六三、ミ｛♂三ミミ；っとi河町三
草紋で If�＂－， Jゴ

’
ぐ�2¢＂.�3�f:i泣ジ；：／＿：t··日＼。＼

ある。数は段顎。A ・ C ・ E ・ F ～ I ・ L ・ N ・ 0の10

Aは茎の

起点と末端を反転させ，それぞれに 1 支業を付す。支業

にはa類 ・ b類がある（Fig. 32)o 下外区 ・ 脇区の線鋸

Abは脇区 ・ 下外区

の線鋸歯紋を削り落す。Cは茎の起点が反転せず，遊離

した2支葉を置く。茎の末端は反転するが，支葉は付さ

Ab ・ C ・ E ・ F ・ 0が出土した。

歯紋が連続する。Aa ・ Abがあり，

種があり，
,_ ’h、

偏行唐草紋4tr-'f・瓦（ l) 

脇区の線鋸歯紋が連続しなし、。Eは茎の起点が反転し，遊lえltした1支葉を置く。茎の末端は反

Iiiせず，逆方向の支葉を上下各2個配すo支業はa ・ b ・ c類がある。 F はEに似るが，茎の末

Fig. 31 ない。支葉にはa ～ c類のすべてが含まれる。下外区 ・＊ 

端が反転し 1 支業が付く。支葉はa ・ b ・ c類。下外区 ・ )lあ区の線鋸幽紋が連続するo Oは新

部しか判l』Jしないが，支葉がC類で逆方向の小支柴を加える点は種。小片のため紋様構成の

しかし支業が大振りで巻きが弱く，内区幅が広い点は異なる。

史9〆�〆注皇〆湾P三Fノ

G·Hに近いD‘＂’a、
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口）上外区下外区ともに珠紋

6642型式は右偏行唐草紋軒平瓦である。顎は段顎。A

～ C の 3砲がある。3混ともに茎の起点・末端が反転し，

支葉はb種に限られるなど，種聞の差異は小さし、。3種

共に出土し， C は新種。Aは左から 4 単位目・5単位自

の唐草の右側支葉が大振り。6単位目の唐草の左側支葉

が小さい。4 単位目の唐草の支菜と支葉の中間に上外区

の珠紋がくる。B は上外区の左から7番目と8番目の珠

紋との間隔が広し、。4単位目・5単位自の唐草の右側支

業が小振りで，5単位自の唐草の左側支葉が大きし、。C

は麿草の巻きこみが全体的に強く， 唐草の線が太い。4

単位自の窟草の支業，5 ・ 6単位目の唐草の左側支業が

大きい。

6643型式は左偏行で，顎は段顎。A～ D の4粧があり，

共に茎の起点・末端が反転する。Aa・ B ・ C が出土。 .:;:, 

Aは唐草が小振りで，支業はすべてc類。下外区と脇区

を画す界線があり， これは A のみの特徴。Aa・ Abが

あり， Ab は唐草各単位の左-Olll支業が茎に接する。B は

Cは6643中で支業が最も大きく，支業はb釘（・ c紅（を併

用する。

変形忍冬唐草紋 外区紋様は上外区珠紋＋下外区 線鋸

歯紋のもののみで，上外区・下外区共に珠紋のものはない rぐト Fig. 33偏行唐草紋軒平瓦（2)
ii 、＼店子、

66吐7型式は左偏行の唐草紋である。顎、は段顎。A～G { --- ＇－＂：： 白、
t ～～、、 ＇－ � ：ζζ.：－ ,_.,,,_, 
J 、、、． e‘ 司、‘・ー “ ’ a － 

の 7砲がありA C·D· Gが出土o Aは渦問と副市況史実安宅ヲZ庄内）のj限状が忍冬紋の原型に近いが，花弁は不規則な世＇＊史で ・，； ＂
＇
.＜，＿＼�）：：r--－一、こ�jl／乞�）＜：�三ノ，；（J;;>'

p
'， 

k くどぬ忌釘宅担訪レJ …
あらわすo c はFと共に6647中では渦巻形碍・奮・花弁 : ＼� ',, �－－；； 

すべてが原型をよく残し，忍冬紋の祖型に近い。下外区 h心＼ト ／〆分弓l
＼＼＿；、テス袋、、午一＝·�ヂtr�－ バ刊

の線鋸歯紋は上下の界線から離れる。D は単位紋様がか ＜��ゴぬ羽下j号と号去三夫乏蕊絵診f
、－－－�コビニボ三と二tフー占法主三託会長グ

／

なり崩れてしら。右から2単位目・ 4単位目の唐草の先 ·－－－.：：，と之勺告と��と乙会二�＞－－－
6647-C 

端が水滴形である点が特徴的。上外区の珠紋・ 下外区の ／��� 一ム ？？企＼
＇�＼－�f＂－らー ，．；メーに＼

仰向に
川

o G山紋川れ唐印、去菜、、 ぷ殺さすミ位の先端部をひしゃげたかI J肢につくる点がH徴。瓦当が ザポ芯ペ辛： - ：��：；1;;!..f｛以＜·－－－：：：.tくj》f一．一一 一一 、 一一

ぺ宗三元；コ｝号： J守ミ三／（＜fだ仁小司宇 6647-D 

:Mも治く，珠紋・鋸歯紋が故も細かい。

／｛�0、 ふザ
iii 均整唐草紋軒平瓦

lミ淳史！？－ 0>:?dt：－�J 
、，亡、－�＼＼）：：�·；.－'0・τπ下F ぞ h ム包 7；可f」；二主与t.. ＿』了‘

均盤唐草紋1�： 1：平瓦は21型式39極出土したO これら』ま斗 I ＼＼ご：：－ tよ弓1む；3ち4三三f安t):f;『三白
6647-

心町Iiの形状を基準に15の類型に区分できる。 Fig. 34府唐草紋軒平瓦（3)
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花頭形の中心飾を下から上へ巻きこむ唐草で阻んだものO これらは外区の紋様を基花頭形

2重閤線のもの， 上外区・下外区ともに珠紋のも準に， 上外区珠紋十下外区線鋸歯紋のもの，

のにさらに細別できる。
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イ）上外区珠紋下外区線鋸歯紋

666 1型式はいわゆる大官大寺式の軒平瓦で、ある。中心＊ 

飾は楽譜の四分休符を2つ対称に合し たような形であ

る。上外区の珠紋は杏仁形。唐草紋は3回反転。顎は段

顎。A～Cの3種がありCが出土。Cは上外区の珠紋が

細長い。唐草の巻きが弱く， 唐草第1単位第1支葉の基

音j）が曲折せず滑らかにカ ー ブする。 中心飾の花頭形は伸＊ 

びを欠く。

ロ）外区が2重圏線のもの

6663型式は花頭形の基部を平行線で表現し， 基部が｜什

圏線に接する。唐草は3回反転。A～F,

がある。 B ・Fの一部が段顎で， その他は曲線顎。A・

B ・C・Fが出土。Aは唐草の主葉・支業の元が内圏線

位の主薬・第1支葉の先端が脇区圏線に接する。 B は唐

に接し， そこから流れ出るように派生する。唐草第3単

＊ 

草の形状がAUこ酷似するが， 内区｜｜屈がAより狭いため唐

草はAより扇平になる。 唐草第3単位の近くに珠紋を位＊ 

く。 本調査区では段顎のものが多く73%を占める。Cは

唐草の基部が圏線に接しなし、。唐草第3単位主薬の先端

が脇区圏線に接するが， 右第3単位第1支葉を欠く。 左

第2単位第1支葉の巻きこみが通常と逆。Fは唐草の基

音，�が閤線に抜し， 唐草はそこから立ち上るように派生す＊

る。 第3単位主業・第1支北の先端が脇幽線に技さずに

巻きこむ。今回出土のものはすべて曲線顎。
均整唐草紋軒平瓦（1)Fig. 35 

ハ）上外区下外区共に珠紋のもの

6664型式は唐草が3回反転で， 唐草の基音！）が内・外区を回す界線から流れ出るように派生す

る。 唐草第3単位主葉が脇区界線にとりっき，第1支業は先端を巻きこむ。顎は段顎。A～D,＊ 

C・D・F・Ga・ H・ Iが出土。Cは中心自Iiの花頭基部が細く上端がF～Oの14極があり，

Ul」き， 斜線には抜しなし、。外区珠紋が大きい。｜什区，11討が狭く， 唐草各単位が横長。紋様の彫り

は線が浅く細い。外区と脇区の境に凸線を江く。Dは中心的！の花頭基部を平行線で、表·.Dlし， 基

部上端が界線に接する。唐草主業の巻きこみが小さい。紋様の彫りは深く線が太い。外区と脇

呼ぶ。 唐草の 1 単位内の部分名称は， 中央に流
れるものを主葉， 他は支葉とし， 支葉のうち主
葉が巻きこむ側にあるものを第 1 支葉， 反対側
のものを第 2 支葉とする。

1) 均整唐草紋の単位分割法と各単位の部分名称
は『奈良国立文化財研究所基準資料I J瓦編 1

解説p.13による。 唐草紋の各単位は中心部か
ら JI頂に第 1 単位・第 2 単位・第 3 単位のように
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区の境の凸線は杏仁形珠紋状を皇する。FはDに酷似す
J、 す今るが，中心街IiがDに比して多少扇平。また，花頭基部の fl，＼ ；，、 〆十 1
必然トN 〆：:1:\1真上明紋が，Mま花頭基部山線に対してや位 以隠れと守＇�＇；－�子引けに寄るのに対し，Fではやや右に位置する o 唐草第3単 ＇＜》ぶミ初2記��＜；二’

、、＼ ‘ ？～三二－ノ ... ～＿，r 6664-C 位主柴と右脇区珠紋の位置関係が明瞭に異なる。珠紋は 凡
”�：. .... �』」�い μ

Fの方が密。Gは中心flifiの花頭の先端が横に大きく広が！山、 パ：
＇

＇？；＼
,. �I：；ば示、 〆て午 ；iる o 花頭基部は上方でやや開くが直線的で，界線に按し �l'•• l�＼，ぷ下、宇一一戸市川そシht[:tf- _,_ ＇＼，，＇弐iぷ弘法・一一一一ご、ンマλ 叫 ） ，：－＂ 仰

ない o 唐草従業の巻きこみは小さい o 唐草左第 1 靴 、内主ミ盗辺；ミち〆
が他に比して長い。外区と脇区の境に杏仁形珠 紋を置 � ........い」三円·：ぶ二ム·－�－·

－
7 6664-D 

く。Ga・Gbがあり，Gbは唐草を太くする。Hは中心

飾の花頭基部が直線的でJi!.布JJ!に按しなし、。花頭の先端は

小さし、。唐草第 1 単位主業の巻きこみが小さく， 唐草第

2単位主葉の巻き込みが大きし、。外区と脇区の境に杏仁

珠紋を置く。外区 珠紋が密。Iは中心飾の花頭基部

大きく聞き，界線に接さなし、。唐草の巻きこみが6664中

最も強く，特に第 1 単位が強い。外区と脇区の境に杏仁

形珠紋を置く。外区珠紋は密にめぐる。

6666型式も3回反転唐草紋であるが，唐草の基自，�が内・

外区｜間の界線から立ち上るように派生する点で6664と異

なる。唐草第3単位主薬が脇区界線にとりっき，第1支

業は 巻きこむ。顎は段顎。A種のみが ある。中心飾は

6664D・F と同じく，花頭基部を平行線であらわし，界

線に接する。唐草各単位は長さが短かく，巻きこみが小

さい。外区の珠紋が小さし、。

菱形珠点 中心的lが菱）恨の珠紋で，これを上から下へ

巻きこむ唐草 によって阻む）｜ヲのものO

．、～一一例..：－�o－·ザ

6671型式は唐草が3回反転で，第3単位が脇区械に 1＂�t＞、 �1.t; 
t｝＜下：と：？＇.

＼
..，，. �－＇.＂；＂＆仏l.i§とりつかない。上外区と脇区に杏仁形珠紋，下外区に線 じ＼品川トギゴヤ�

w

:-C:�＿：：ぺ（01fr:，，，� ·ia 
＇－＇＜：，三g�（），＇lW5可抗－�；；ィJ

鋸歯紋を配する O 外区は内区より一段高し、 O A～Dの4 『～苛·.－：ミ：ご��＝て－ア
種がありCが出土O Cの唐草は主葉・第 1 支業・第 2 支

2長からなりCB・Dと共通），唐草の巻きこみが 6671中 U 戸、、 �：·（－－
’＇ill ノ·jj

t ，；·；円以九 .／＇：二／！ ii,11
っ と もうか、。内区両端に遊l組した小支業を配す 0 !;Jiは直i込ic.. �と｝：�：：九＞ ：，·. ,· ·：：；／

＇
＼·／ご·:J)

J「ー，／ぐiフラd
，－：（.�i:::,,;プ（�＼‘？とJと；一三：三 乙仁川·－＞「つy線顎に近い曲線顎。 ·<: 1 ：－�＂い’ l 』 ・ゾ一一 ..• , . γ／ 

＼、ごふ〉丘、とてづ’ ；－／＜：；；、 三日－.c-r:;1りん／

～ 

逆十字形 逆十字7防の中心�iiiを下から上へ巻きこむ唐 h、叫；：三J了二；主乙，＿－；－.，：、E’．

草で囲む形のものO これには，外区紋様が二重閤線のも Fig. 36 均整唐草紋軒平瓦（2)

のと，珠紋のものとがある。

イ）二重圏線

6681型式は唐草が3回反転で，唐草第3単位主業が脇区界線に接する。 A～E, Sの6 :fillが
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あり，B・C・E・Sが出土。Bは唐草が界線から流れ

出るように派生する。唐草第3単位第1支葉も脇区界線

に接する。内区が狭く，唐草第1単位の長さが6681中も

っとも長い。顎は曲線顎。Cは中心飾の花頭の先端が，

i,.’込
、

ii ［犬、 ィィグ’..,); 
t\\C�＜土、， .，；t.：＞：·！ ’ ！
)-lt\\R竹山九 ‘jウシケ ., 

、 、 i 九 ,cc」’ ー’シペー／｝. i 

～・：t＼·�：�，「心！ 去三ごと：午づ－て竺�｝：よィ：；＼）t，ペ、＼ーと：？岳山ろと：ー＼：．で·.：.：·：：.ーで二：－て／了－ υ ，、、；7、でと：：.＂ミと�，.0,\.. <':1／.予＞�·－＇－プ：ン〆 ... 
＊花頭をとり聞む唐草と接する。唐草が界線から立ち上る

ように派生する。唐草第3単位第1支葉も脇区界線に援

する。唐草の巻きこみは小さく，左第 3 単一位の主1fと支

葉が直線的に平行する。顎は11!1線顎。Eは中心飾がA・

Bより横長で，唐草が界線カミら流れ1:1-1るように派生する

(• .. ＼二人：＂：：＂＇..－主主土て三’
J

・ 4 ._,·: 6681-B 

* (A· BとJ

草第3 J'')'r.｛立が小振り O 唐草第3 J予.｛�［ tn1支葉が脇区界線

に接する。顎は，ta線顎。Sは超小型肝to 中心飾の花頭が

小さく，基部は界線に接しない。唐草第3単位第1支葉

を欠く。顎は直線顎。

＊ 口）外区珠紋 �－ 

＊ 

6682型式はA純のみがある。唐草は3回反転，界線か

ら流れHIるように派生する。唐草第3単位主薬：が界線に

接し第1支葉が巻きこむ。顎には段顎と直線顎の2者が

あり，本調査区出土のものは直線顎。

6685型式は6682を小型化したものO 差異は唐草第 3 単

位の主葉のみならず第1支葉も界線に接する点にある。

A～Dの4種がありDが出土。Dは中心飾の花頭基部が

左に傾く。花頭を囲む唐草の右半が左半より大きく，巻

l:／下、．，
［ベ丈ごt··：三三，〉‘

i酬

•• ...‘‘－：－－ごe ··:.,,· 

6681-S 
Fig. 37均整府草紋軒平瓦（3)

きが強い。上外区の珠紋が和いo顎は段顎o fミ＼ー �：＜（i1� ふ：lふi；三子t＂；＇�. 〕－－：：：：＂＂て：：�；：：lk-; : }j 
2ド 三葉形三葉形の中心仰を下から上へ巻きこむ間fで ミ芯六二三三三�；ii;:x，去三三シジ

f

一 一 一－ --- ,,. 『町t .：－つよーγ・ 日＂＂
，·.二：＿；；，，－ 6685-D 閤んだものO

輔、モにυ：一子‘

6問式は唐草が4回反転o唐草第4単位主葉が直線 ff0��� ρ；1 －�－.＜九パ；と二？j: !:1] 
的で，第4単位第1支葉が巻きこむ。外区には珠紋を置 γ人弓子ぷざ～～、～一一 ーγヲご�：て’巧勺夕、

，f、＼〈父、「：℃Jο乙与：白〈ミ；三う：�：..：��，；三／χ土
／ 

／ 

ジくO 顎は曲線顎O A· B の 2 種があり Aが出土O Aは司コ Nさ」さミ；空ミ鍔ど2斗プ；4
-:,.,_;,: Jム：� － 66引 －A

＊心飾の花頭基部上端が小さく二又に別れ，界線に接しな ～U孔てふ止ー戸

いo内区l隔がBより狭く，店草の巻きこみも小さい。 川、
� i ・ I＼＇：三点、 A夕，：�：l

下方に広がる五葉形 下から－とへ巻きこむ唐草で冗芸5 �l;. ミ寺4々 、時芯争－

[, ； 
形の中心ti布を囲むO

、；：：＼尽にと；:2�：｝－�：：：了；冬子ヲ’ベモン）!J--·-c-/
，，，，込j ご：（し J〔刃巧勺イ3とゥ－；，.：•：－

6694はA純のみがある。唐草は3回反転で，第3単位 、匂ごうや；ーニヂ七三vιy

吃ぷ品、己三：ふ：£＇.：＿：，；.�－－－－� 6694-A 

＊が脇区界線に接しなし、。唐草の主葉・支葉がともに界線

から立ち上るように派生し，巻き込んだ先端が王状を旦

す。顎は段顎。

Fig. 38 均整唐草紋軒平瓦（4)

中字形 下から上へ活きこむ府中で中字形中心fifµを問んだ形のもの。
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6704型l式はA砲のみがある。唐草は4回反転で，第4 企�＼＇－，.、
： 『同 事！ー＼、単位が脇区界線、 tこ接しない。庄草各単位は主k ・ 支業の ·dl:f��·持ミ�－－：：：：..＂：！·イ��

，；’，＿. ·�，＼＇.，｛］�
it （シテご？？、＂...＿ .. 。－－－－－iゥ，，.，：，.＿， 仁 ’ ・ ， ，

区別が明確ではなく，左第 2 単位のみ 2 葉で，他はゆ えミ持窓あ�ff/!!\;i
からなるO 外区に珠紋をπき，顎はfit!線顎O ～込よベξミ三云L三：i；ι話か 6704-

逆V字形下
．
カ、ら上へ巻きこむ唐草で、逆V字形を閉

む。

派生し巻きが弱し、。第3単位主薬・第1支葉が脇区界線
〆；ミ

に接しなし、。顎は直線顎に近い山線顎。A ・ Bの2析が r＞込ー ノゴク ・ ＼ I�い. �.
＂－；＼::e:_>- aメり：／｛1. ·�.

ありAがII：＇， 土o A は外区に珠紋を置き， と．下外医の珠 r:\t＇.、：一：
一
．

�， －－－� ..:: c.一＼（；：ム，：

紋日日にこ 各4カ所す9つXじ日を入れるO ＼ヘミミ（（；手：仁三三｝if ：；
，

三乙♂夕
J

逆牛頭形 上治ミら下へ巻きこむ唐草で逆牛訊形を閉 hミよ；二よ4三云；；：·�必二ρ：E♂
浄

6川A

む。 Fig. 39 均整唐草紋軒干瓦（5)

6714型式はA種のみがある。唐草はJi5状で各単位が述

続し， 5 回反転。第 5 1p.fi'.Lは脇区界線に接しない 。第2単位に主��と逆方向に反転する支莱てを

付す。第5単位にも主葉と逆方向に反転する支葉と遊間fした支業を付－す。外区は珠紋帯。顎は

rtl1線顎。

小字形 下から上に巻きこむ唐草で，小字形ないし逆小字形を囲んだものO これには外区が

素紋のものと珠紋のものとがある

イ）外区素紋

67 19型式はA積のみがある。唐草は5回反転で巻きが

強く，各単位の第2 支葉が長い。第 5 単位が脇区界線に

按しない。平瓦の広端面を箔に押しこんで瓦当紋様をつ

けている。したがって甫．線顎で，平瓦背�凸而には瓦当而

近くまで平瓦製作時の縄叩き口が認められる。

ロ）外区珠紋

6721型式は内区紋様が6719に類似する。ただし6719に

比して唐草の巻きが弱く，各単位の第 2 支葉が矩かい。

A, C～Iくの10種があり，C ・ D ・ F ・ Ga ・ Gb・Hが

H l土。Cは中心飾の両支葉が上方に開く。この点はJ • 

Kと共通するが，J. Kでは両支葉の基部が中央薬の基

部近くにあるのに対し，Cでは両支葉基部が中央葉の巾

科の高さにある。脇区は無紋、顎は曲線顎。Dは中心街Ii

向、 ��Iご＼＼主テヘ：：�芝、4 _ .. －ぞ乏ぎつツラ／

＼＼よ子iミ�子守士三ごtポ：�ん汐7
＼よよよどど込虫色どよ�〆..r

6719-A 

FiJ. 40 均鞍J;IT-草紋軒干瓦（6)

{l� .�勺子：－，，， . ,<;ll "'. (,.-;.:.. ；；；，（、、i 川－＞＜·ィ泊
i:.ihl戸てき：王：，－－， ／）？メハ！？
芭旬、ふ、込子山；心、千 円�.－，.，�：：：.：くーより／；） ;-,

、ミ：！？下、ヤρ
、
しι二二己主一三丁 て1；少子：三二グ

、.，.＿，�.，－：三ζごS'；、台 ，ヨZ,J�ギィ：γ：／’つ T r 
、えよ：よz：ムて三：，；；－；.ι；，，；；；＿.－ ー」

1
州

、h #,1�｛1 
1,0慢丸＇？�'ir� ；�i�，＆，��；説
、；トミ：：.＿r:，�，下三竺？守吋f工：》A苧2ヂ

吋弘とt主下矛i芯玄：�仁；？ニ：よ，？ご；，，

－，，...匂ふ；7てーァーでで：」：ijご·;.;Jo·-- 6721-D 一． 0・�－：，，.－；：.：，.. ＿、.-rc:r-・ー

の両支葉が太い半月形でやや上方に反り，両支葉が中央がぶし ぷア1
前ぺ：や～ J三方.J 1 葉上半部と同じ高さにある。唐草の線がよく珠紋が大き＼ぐ°－－＇お＇i？�t� ; ., . / i'f l 
！（� .. ：・：－－，：－：－..，（·＿ ·ぺ土、：立たたい「→，－�：；：；：：：三�tiζ”ジ♂二j

い。脇区は無紋，顎はF↓ti線顎。Fは中心飾の両支葉がほ ＼いふ）�f｛／とと ア：で二て・亡ょう；�－�三プ，－�＞；＞＇

.＇.－�下ごい：.；：＿－－：�：.；：沼 ，�）広Ji�？＇：：：／；ル
ぼ水平で，両支葉の基部が中央葉の上端より」てに出る。 処九；よ〈ふ長三；忌三乙；云：，－.，J:>,,,- 6721-F 

中央葉の六上・真下の位 i?f.1'こ外区の珠紋がある。脇区は Fig. 41均整唐草紋軒平瓦（7)
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顎は段顎。 Gは中心飾の両支様が上向きの半月形でほぼ

る。唐草右第5単位第2支葉がない。外区珠紋は小さく

firJ%� A勾
：

i

渋谷t＼込，��－， ＝－－：－；；�J%!(aJ II 
＂－＜���，G λバミミモ？と二τこご二子だシアミγλ：：＇：：�r1可，、、．、、、 。＇＂ヘーー， ー～、島.：.＿，＿：..ニ・－－二 一’1 ん、、，.／

＼ミミミヰご：三c：丈0?1；�：·（コミ�｛！（／＿：｝＇：
＇

、、『、〈 ー、』』‘.：＿＿＿·二一一♂－－－－· . _ _... －－「
｝百三三万？－」三三二．ニー：二二三，r・ 6721-Ga

水平。両支葉の基部は中央葉の上端のやや下にある。中

央葉の真上 ・ 真下の位置よりもやや左に外区の珠紋があ

＊ 密に配され，珠紋の外側にさらに界線をめぐらす。防j 区．

があり， Gbは外区の珠紋の外側の界線を削りとり直 」ー・

ヤ
ト
λ一 、一一
時

、
弘－xJ一、・
、点「Jふ勺

は無紋。顎は直線顎と［！！？線顎とがある。GにはGa·Gb

縁にかえる。 H は中心飾がFに似ており，中心葉の真下

の位;r,＿に珠紋があるが，真上には珠紋がこなし、。唐草各
＊ 単位の第1支葉は基部が知かく，脇区に珠紋を3 ｛回配す

る。顎は直線顎。

下向き矢印形 下から上へ巻きこむ唐草によって，下

向きの矢印形を囲んだものO

6727型式は外区が珠紋。唐草は3回反転で，界線から
＊ 立ち上るように派生する。唐草第3単位が脇区界線に接

しなし、。顎は段顎。A·Bの2種がありともに出土。A

は中心飾と唐草各単位の主葉が大きし、。中心飾の真上に

珠紋がある。 B は中心飾と唐草各単位の主葉が小さい。

中心飾の真上には珠紋がない。
＊ 対葉 下から上へ巻き込む月

トを毘

6732型式は東大寺式]!Ff平瓦ー

＊ りつかないD 店草の支実数が多い。A, C～F, 

の11取があり，

CはAよりやや小型で珠紋も小さく，唐草の主葉・支葉

＊ の巻きが弱い。また，唐草右第3単位第1支葉の数がC 新種6732 Q 

の方が 1つ多し、。Qは新利。唐草各単位の主葉・支葉の

別がはっきりせず，第1 .11'r.fi1.m 2支架がなく，第2 J(i.fi'.1� 

第2支葉が2又に分れなし、o kとよく似るが， Kより内 Fig. 42 均整唐草紋軒平瓦（8)

区｜｜屈が狭く，唐草が小振りである。直線顎に近いrllr線顎で，平瓦部凸而は縦方向にへラケズリ

＊ し，平瓦部凹面の瓦当近くは横方向にへラケズリし，以下は布目が残る。

桐葉形 下から上へ巻きこむ唐草で下向きの桐葉形を囲む形のものO

1) 対葉花紋については川勝政太郎「法華堂本尊
の装飾文様」（『法華堂の研 究J) 1948，阿木束

」東大寺式軒瓦について一造東大寺可を背景と
して－_I （『古代研究』9) 1976を参照。
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j0,,, －�lがで＼、 dヲ＇�；－1 j
673 4型式はA稀のみが ある。外区は圏線を1本めぐら

せる。唐草は3回反転で，第3単位が脇区界線にとりつ

かない。唐草の支葉数が多く，各単位の 第1支業は 3 個，

第 2 支葉は 1 イ同ある。顎は直線顎。

ij1 ［�：泳、 �.；（�9.:;frk�J)11
1・��

＇ρ下旬ミ主主士子： ；�
－

；.：r切）�
弐、ミポ込��明石益法ペ；“F‘·�『h『ー～ーー一一二土三ニゴヱ二二，－�：.，·’，＜；＇，ぷ’

『司蜘叫内 ιーし以三平ιこι，•，：；.，：Cc"--

桃実形 対向するC 字形で桃実形を開み，さらにその

上に桃実形を百いた中心飾である P示、
J 、l告弘；－－.可 ＿，／�占『

6マ61型式はA積のみがある。外区に粗し、珠紋がめぐり

唐草は5回反転。唐草第1単位は支葉がなく，第2～第

4単位は第1支葉が11周，第2支菜が3個，第51'判立は

�o支奨が2個，第2支葉ーが ない。顎は曲線顎

t 過 i 去： · ，＿；；：－，晶主噌＂＂·－ · ___ ＿，.，，·�：＂
－
，.3イ；i ‘ラ [も tど：で；三二？：♂ご支�五ウ�:J少d‘喝ベ九守岨？ご～てご＇：＼ J〆〆一－‘

可匂弘司�杢、l 、』もご～，ゴ却ム企よこ：、ζニ�
－
令／グ

上向小字形 「｜コ心飾は線的な表現の 3葉パルメット D

6763型式は外区に粗し、珠紋をめぐらす。唐草は3回反

転で，第3単位は脇区界線にとりつかない。顎、は曲線顎。

A ・ B の 2 積がありA が出土。B の方が唐草の 各単位が

崩れておらず，基本形は第 1支葉 2 個，第 2支葉 3 個で

あるが，Aでは右第2単位第2支葉が 2伺，左右第2単

位第1支莱：が1{同，左第3単位．第1支葉が31同になって

いる。

花弁形 中心飾が単弁の蓮弁夙の も の O

6775型式は A種のみが ある。外区に珠紋を粗くめぐら

、、、i::;巴 ～t「·.可モ‘Eζ；：7三乞コ3巴•＇＂＂＇＇＇

jな＇＂，....＿ 〆〆ぎ1
い rよ〉ι2で～－.，＿＿..－.－／·＂＇ぺ；与：話1 ぺ
t L d；－：－γァく～とふ竺J旬、主c:),)J qJ 
＂＇���ょミ対�e6J(iフ＼��て兵三j ；：：，，え／ー、、、、，与 、、～』三こことこ；ご二：ームi，ー’

伊 ，／
＇

、、～．と一二国聞こ同工，，＿.，：：，；.〆ーゼ 6763-A 

Fig. 43 均整唐草紋軒平瓦（9)

す。唐草は4回反転で，第4単位が脇区界線に接しなし、。第1単位には第2支葉がなく，第1

支葉が 1個ある。第2～第4単位には第1支葉が なく第2支葉が1個ある。顎、は曲線顎。

D 道具瓦とま事（PL. 59, Fig. 44) 

面戸瓦 2 5点出土したO いず

の で、あるO 形態は いわゆる蟹面戸で‘，左右下部を切り欠き中央音｜：を舌状につくり出すO 完形品＊

はないが復原可能なもの が2例あり，長さ29'.6cm, 1j幅1 7.2 cmおよび、長さ19. 8cm，幅12. 5cmで、あ

る。凸面調整は，斜方向 のハケメ の もの1点を除くとすべてナデで，ナデの 方向には縦と横と

がある。第2 次成形伎法の判るもの が12点ある。すべて縦位の 縄叩き。他はナデないしハケメ

で��2次成形痕が完全に照り刑されているため不明で、ある。凹而縁部は削って而取りし，その

他の部分には布円圧痕を残す。

隅木蓋瓦 1点什1土した。11. 5cm×9. 5cmの断片で，先端隅部にあたる。下而は平坦で，J二而

の 縁辺部に高さ0.3～0.6cmの 額縁状の 枠をめぐらす。粋の1隔は2辺で異なり，5. 7 cmと7. 5cm0 

枠は内側が高く外へ向って緩く傾斜する。枠の中央部に1j1高1.5cm，深さ0. 5cmの凹線をめぐら

す。粋の ない部分の 厚さ は2.9cm。2側面の うちどちらが先端木口面で、あるかは不明。

類例は大正の保存強備工事，第6次調査（6AAQI天 ・ 内実地区），第70次南調査（6AA E区 ·m * 

2次大柿殿束外部j也灰），第73次調行（6AAQI天・内実地l文），第97次調ヂf (6A BF F： ・ 推定第1次明
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主院地区），第146次調査（6A B K区・J(t定第1次 I初旬：l民地区南方）において出土している。 第6次

調査を扱った『平城宮報告］I I Jでは「異形堵」と報告したが，その後の出土例から隅木蓋と判

明した。 上記の諸例を参考に復原すると，長さ40cm，幅47cm，劉形の深さ 19cm，制形の2辺の

なす角度87 °で，かかりはさリ形部のみにあり，｜｜！日2 cm，深さ0.7cmとなる。

鬼瓦 20点什i土したが，いずれも破片である。 2

利あり，そのうちわけは毛利光俊彦分類による平城

宮I式Aが6点， 平城宮E式A1が13点， 型式不明

が 1点である。

平城宮I式は鬼の全身をあらわす。 鬼 は顔を：IE而

に向けて健闘し，舌を11＼す。 腹部中央は半球形にあ

らわす。 下顎に巻毛の援を配し，休に沿ってl析而鋸

病状 の巻毛をめぐらす。 大（A） と小（B）の2利が

ある。 Aは胸 ・ 腕の筋肉の盛り上りや関節を写実的

にあらわす。 休部の巻毛の内側に1幅広な傾斜両をつ

けるのが特徴。外縁は傾斜縁。

平城宮H式は鬼 の顔而のみ をあらわし，しかも阪

而のすべてをあらわす。 上・下の闘をむき1-Hし，舌

を噛んだ態につくる。 下顎に放射状のfAを配し，そ

の外側に2列の巻毛をめぐらす。 大（A） ・ 小（B) 2 

＊ 耗があり， Aはさ らに細部の差によって A1・ A2に

傾斜縁。 Fig. 44 鬼瓦

埠 59点出土した。 そ のうち，長さ ・ 1[1Wiの双方ないし片方が判明するものが17点ある。 法ff

〔

＊ を基取にA～Dの4mに！ヌ．分できる。 Aは長さ30～3 1.3cm, l�If{22. 4～23cm，厚さ6.3～6.8cmで・

7点出土。 Bは長さ不明，1[1高17.6cm，厚さ 7.5cmで 1点出土。Cは長さ29.5cm, 1[1fil 15. 1～ 16.5 

cm，厚さ6.4～7.7cmで、 7点出土。 Dは長さ不明，｜｜幅13.2～13.5cm，厚さ7.8～8.3cmで2点出

土。 4類ともにブロック状の粘土を型枠の中につめこんで形を作り，その後外商をへラで調整

している。

E 丸瓦・平瓦・文字瓦（Fig. 45) 

丸 瓦

完全なものはほとんどないが，破片から判断するとすべて王縁丸瓦で，行基丸瓦は一片も な

い。 第 1次成形技法を基準に，粘土紐巻きつけ技法を用いるA類，確実な証拠を残すものは少

し、が粘土板巻きつけ技法を用いたと考えられるB類，小片のためA・Bどちらか不明のC類に

毛利光俊彦「日本古代の鬼而文鬼瓦」（『研究論集vu 奈良国立文化財研究所学報第38間） 1980。
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修

理

伊

大別できる。いす
守
れの類も第2次成形技法および凸面調整手法により以下の4純に細分でき

る。1) 縦位の縄叩き目が残るような叩きをおこなった後にナデを施すが，第2次成形痕を残

すものO 2) ナデで第2次成形痕を完全に消し去ったもの。3) 縦位の縄叩き目が残るような

叩きをおこなった後に横方向のカキメを施すが，第2次成形痕を残すものO 4) 横方向のカキ

メで第2次成形痕を完全に消し去るものO 名煩各府ともに内而には布目圧痕をとどめる。似I］而＊

調整手法は，恨I］而全休にへ ラケズリを施し平滑にするものが多いが，C類の2科 ・ 4純には分

割殻面と破面の凹凸をそのまま残すものが少数ある。また，へラケズリを施す際に側而の凹而

側を面取りするものとしないものとがあり，前者の方がやや多い。

ii平 瓦

平瓦は第1次成形技法を基準に，桶巻作りのA紅！と1枚作りと考えられるB好｛に大別できる ＊ 

が，B類、のばあいには確実な証拠がないものが多し、。A 類はさらに，粘土板桶巻作りの A1類，

粘土紐桶巻作りの A2類，どちらか不明の Aa類に細別できる。各類で用いる第2次成形技法

を，凸面に残る叩き目の種類を基準に分類すると，A 1 ・Aa類に平行叩きI=!, As類に格子叩き

目，A1 ・A2 ・As・ B類に縦伎の純叩き同， B 煩に横位の純叩き目がある。いずれの煩も内而

に布目圧痕をとどめる。凸面調整手法は，A1類は不調整のもののみで，A2 ・Aa ・ B類には不＊

調整のもの，ナデを施すもの，横方向のカキメを施すものの 3者がある。ナデないしカキメを

施すばあい，第2次整形痕を全く消し去るものと，そうでないものとがある。側面調整手法で

は，側面全体にへラケズリを施し平滑にするものが多いが，A2類には分害I] r.'主主主J足元ほ」土：f
裁面と破面の凹凸をそのまま残すものが少数あるo また，へラケズリを施す j 露設作T

刊＂＇�
＇
tit�亙If�際に側面の凹面側に面取りを施すものと，施さないものとがあり，A1 ・ B類 1 民nr う·潤七i：� F法』� • ＇「＼現時

では面取りを施すもののみである。 i 国ふ�耐詰
る｛苓�，＇！r.�ポ�；.二｝

文字瓦 丸 ・ 平瓦に刻印を押捺したものが14点ある。 へ ラ描きはない。 ·色�·）？..1官渦報告1法

文字の種類は「修」が1点，「理」が101長，「伊Jが 1 ｝.＇�，川が 1点である。努写�µ滋
マぬ剛志店内

「修」は陰刻で，平瓦の凹面に押す。刻印の中 d 心は側縁カミら4 cmの（止円に巴： ？与＝子今�ご口？了rご乞；．，．． 
2）子－モ－＞�·子．ふ；. ;,., ぜとt;:(

あり，字の向きは側縁に直交する。刻印「修」にはいgの 7 積煩があり， 三j 崎？ぬい ＊

木例はcで，2 .90×2 .95cm の大型の印であるo 第1画が短く屈折し，＃OJ [li :.t:E! {};
上部が扇と接し，各字画の幅が広い。

閣は陽刻で，平瓦の凹面に押す口 抑制位の判明するものが6点あり，言言二六滋
一一… 』一

刻印の中心位置）i1JUJ縁からυ～5.9肌端縁から川～7.6crnの範囲内にある。（診み安Jメ：
f山：；：：可市割払1，）－；ザ�,r._， ～ 1

これらのうち広端縁 ・ 狭端縁の也、が判るものが2 lXあり，し、ずれも狭端縁 A必ぷ！持 ＊ 
J』品企ぷ！.ぶ� －：.！�－ヨ凶

であるO 亥1印H「理」には土a～lの附；煩が弘刊Hら式，そのうちhカ
… …

3点， l が 2点出土した。hは1.80×1. 85cmで扇の第3・4回が太い。i tま江二；：；－；：二3てこ
2 .35×2伽の大型の印で，文字が輪郭に対して右傾し，扇が全休に太い。！浮きミ支持

.. τ＝＝’・・a

lは1.7×2 .3cmの横長の印で，扇と努が分離し，扇の第1 ・ 3 ・4画が太い。 �:ffi－－－·二�／＝唱
「伊」も陽刻で，平瓦の端面に押す。広端面か狭端面かは不明であ る。刻 Fig. 45 文字瓦 ＊ 

1) 陽刻・陰刻は瓦面にあらわれた文字の状態で－

いう。また大きさは瓦商での寸法である
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印「伊Jは 1積類しかなく， 1. 65×1. 75cmとやや横長。努の第4匝｜が太い。

「人」も｜湯刻で， 丸瓦の凸而に押す。刻印の中，心位置は狭端縁から 8 cmにあり， 字の向きは 人

側縁に直交する。刻印「人」は 1種類しかなく，1. 80×1. 70cmのやや縦長の印で、ある。 第1・2

回の下辺が不j官，jし、で， 刻印の左右辺・下辺部に腐りあがりがある。

＊ これらの刻印を押捺した平瓦はし、ずれも小片であり， 第1次成形技法は明瞭でなし、。 しかし

観察し得た範囲では， ti'i土利：巻きつけの痕跡・t11i土板巻きつけ時の合わせ目・布の綴じ合わせ

痕跡・模骨痕などを残すものはない。なお刻印「理」を押した平瓦は， 宮の西而中門（佐イ｜守r1)

の東側で 6点出土している。この門の修造に「修理J関係の官司がかかわった可能性が考えら

れることは， すでに『平城宮報告DU で‘述べたところである。

* F 小 結

i 軒瓦の編年と組合わせ関係

平城宮出土軒瓦の全般的時期区分および個々の軒瓦の年代観は，「基準資料H』（瓦編2）の

解説において提示し， その後『平城宮報告沼』で一部改訂した。今回報告した発掘区の調査成

果からは， 軒瓦の年代観を改訂したり， 年代不明であった軒瓦の年代を決定したりするための

＊ 材料は得られなかった。そこで， ここでは従来の成果に準拠することとし， 出土した軒瓦の編

年的位ii'!T.づけをTab. 3に示したが， 表作成上の留意点があるので以下に列挙する。

a) 6303Bは， すで、に述べたように6303Aよりも6284A・D ・Fに酷似する。6303Aは聖武朝

難波宮所用の軒瓦で， 平城宮ii汗瓦編年第H期に属すが， 6284A・D は第I期であるため，

6303Bも第I期とした。

* b）『平城宮報告刃』では6304C-6664 Kが組作うとした。 ところが以前には6304Cは6664D・

Fと組合い第E期に属すと考え， 6664Kは6664G ～ J・L～ Nとともに第I期に属すとして

いたので、ある。したがって， 両者が組合うとすれば， 6304Cの年代が遡るか， 6664Kの年代

が下るかのどちらかでなければならない。今回の調杏．で、 出土した6664G ・ H・ Iは内区紋様

が6664Kと類似するので6664Kの年代に合わせるべきであろうが， ここでは従来通り第I期

＊ とL Tこ O

c) 6225A～C・L, 6663A～Cの年代を『基準資料E』の解説ではすべて第E期とし てい

た。『平城宮報告刃』では6663A・ Bのみ第Hj明に残して6308に組合うものとし， 6225A・

C-6663Cを第皿期に下げた。6225A・C-6663Cは第2次大将殿院・朝堂院所用の瓦であ

るが， 平城宮第152次調脊．の市I；果， 第2次大級殿院の閤門・南回廊では6296A-6691A の組

＊ 合わせを用いていたことが判明した。したがって6296A-6691 Aの年代も6225A・C-6663

Cと同時期とする。なお，，1，背恭仁宮・法降寺東院では平城宮軒瓦編年第E期の段階ですで

に6691Aを使用していたが， 平城宮での使用は還都後のことであるという見解を『平城宮報

告刃』で採用しており， これに従う。

ところで， 仮に6296Aを複弁蓮華紋ではなく単弁蓮華紋i肝丸瓦とみなせば， 単弁12弁蓮華

1) 『平城宮報告刃J p.242～2430 
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和銅
第元年

養
I却

～
J 

老5年 ｜養
第

老天平�年
期

昨～｜ 天平仲
叩

天平勝l宝年間 間
｜

｜
神第話開

附

雲年～間 ｜
｜

｜
宝延叩日暦3年～｜ 開明

6231 B 6133A ・ B ・ Da ・ Db 6235C 6130B 
6273B 6301C 6134A 6131A 

,1庁 6274Aa 6308A ・ B ・ I 6225A ・ B ・ C・L 6133・ 九1·P
6275A· C· D 6311 A ・ B・D 6282 Ba ・Db・F ;:io 1' b 6225E 

メL 6278B • Cb· E 6313A ・ B·C G・Hb 6307B・I
6279A ・ B 6285A 6296A 6316K 

瓦6281Ab ・ B 6291A 
6284A ・ C・D ・ E·F 631'1 B 
6303B 

6641Ab ・ C ・ E・F·L 6575A 6663C 6714A 6663F 

Pl 守 6642A ・ B·C 6663A ・ B 6681 B ・ C ・ E・S 6732Q 6704A 
6643Aa ・ B ・ C 6664D ・ F 6691A 6761A 6727A・B
6647A ・ C・D ・ G 6666A 6694A fi775A 6731A 

1 ’h 
6661 C 6671 C 6710A 67631\. 

瓦
6661C ・ Ga ・ H ・ I 6682A 

6685D 
6719A 
6721C・D ・ F ・ Ga・Gb ・ H
ド 732A ・ C

Tab.3 if汗瓦編年表

紋となる。子葉が細長く，問弁が人字形を呈する点などが6320Aaに類似す る。6320Aaは

恭仁宮造営時に新調した軒丸瓦（恭仁宮KMOl）で，恭仁宮ではii汗平瓦 6691A (KI-IOI）と知

合わせて使用した。平城宮では6691Aは6296Aと組み合っている。上原真人は「平城6296A

は瓦当文様においてKMOlよりも後間的で，平城6133系の先駆型式と思われる」と指摘して

おり，注目される。

d) 6681は内区紋様が6682と類似し，外区紋様は6663と同じである。『基準資料II』の解説で

は，内区の紋様構成が第E期に属する6682と同じでやや後出的な要素があることから，第E

期から第E期にかけての頃のものとした口6663が第E期から第皿期のものであるので，6681

に第E期から第皿期のl隔をもたせて矛盾はないが，6681の内区紋様に6663A・Bよりも退化

＊ 

した形跡が認められることを勘案し，Tab. 3 では第田畑とした コ ＊ 

平城宮内における軒丸瓦・Wf平瓦の組合わせ関係は，原則的には 一定地域内における出土M!

軒丸瓦・軒度の高いものを選んで判断している。本調査地域のばあい，軒丸瓦と軒平瓦の出土点数に大き
平瓦の組合
わせ な開きがあるため，各型式の出土点数の多寡が，かつて屋根に奇かれていた実態をそのまま示

さない可能性がある。したがって，各型式の出土比率を比較してみても無意味であるかもしれ

ないが，一応試みてみた。その結果がFig.46である。馬寮地区の内・外それぞれの区域におけ＊

る出土比率をみると，馬寮内では平城宮軒瓦編年第皿j切に属する6282 (11.6,°6)-6721 (13.4,°6), 

6225 (9 .1,°6)-6663 C (8°6）の2組が成立し，前者は推定大膳職地区，後者ーはm2次大柿．殿－

I初堂院地区での組合わせと 一致する。第H j切の軒平瓦では 6664D・F, 666'3A・Bが 比較的

多く，それぞれ6311・6308と組合う可能性があるが，出土点数が少ないため断定で・ きない。第

IVl明の軒丸瓦6133・6134は推定大膳職地区・第1次大駆殿地区第H 期で6732と組合うことがと，�11 *

明しているが，馬寮内では6732はほとんど出土せず，組合わせは不明である。

馬寮外については，興福寺式系統の6301Cと6671Cが，出土比率には差があるものの，紋様

系統が 一致する点からみて組合うものと考えられる。第皿期では，6225-6663C, 6282-6721

1) 京都府教育委凡会『恭仁宮跡発痢調査報告 瓦編』19840
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• 

の 2 組の他に6719Aが多し、。6719A は従来から組合う軒丸瓦が不明である。6719Aの大半が馬

寮東官街南半部の西限をなす南北満 SD5960から出土しているが，SD5960から出土した軒丸瓦

の中にも特に候補となるものはない。馬寮東官街の本格的な調査に期したい。

ii 遺構の時期決定に役立つ資料

＊ i肝瓦のうち遺溝に伴うものはごく僅かで， 大部分は整地層から出土している。後者は二次的

に移動していることが予想される。軒瓦の時期区分に基いて，軒瓦の時期別の分布状況を調

べ，その変化のあり方と遺構配置の時期的変化との聞に何らかの対応関係が認められるか否か

検討した結果，両者は対応しないことが判明した。したがって，軒瓦の分布を手懸りにして個

々の建物について瓦葺か否かを決定することや，特定の建物に用いられた瓦の型式を決定する

* こと，ひいて は建物のH寺期を決定すること は困難である。

ところで，掘立柱建物の柱掘形や柱抜取痕跡から出土した軒瓦が少数ながら存在する（Tab.

4）。もちろん，ある柱掘形ないし柱抜取痕跡から出土した軒瓦のうち，最新のものがその穴 遺構出土の
軒瓦

を掘削した年代の上限の一点を示すに過ぎないのであって，軒瓦の年代から建物の建立年代が

遺構番号｜出土軒瓦時期｜制il 考 ｜遺構時期区分 遺構番号｜出土！阿 ・ 時期｜備 考 ｜遺構時期区分
SB5956 6641C SB6385 6663A ]l 

6719A HI 柱抜取痕跡JJサ B ]l 

SB6180 6664D ]l 6282G III 
SA6315 6664F n: 

]l 
6710A 国

SB6425 6664C 6721C HI 
国

I 

SB6450 6225 阻 柱掘形JJリ D 山
SA5950 6663A 柱掘形内 F HI 

n: 
G HI 

6671C n: 

SD5960 6274Aa I 田～IV
6278C I 

SB3690 6273B I 
6279B 

6284C I 
6641C I 

6663C 山 柱制 j防l什
6664F ]l 

SB6100 6303B 柱』aiHJ 1Jゴ
6282F HI 

6641 C IV 
6719A 山

SB6173 6291A II 柱故l[Jl民跡JJサ
6316K ？ 

6225A 山
SD6152 6225A 国

SB6177 6663B n: 
SB6185 6664D n: 

SB6430 6664F II 柱掘 j拶1)-J
6721 国 山

SK6350 6663B II 

SB6386 6721 C 6664D n: 

F ll SB6101 6304A ]l 柱掘形l付
6282F a 山 SE6143 6761A IV :J-j：戸出土｜人j

6691A 山 SE6300 6664 I I 

6704A フ SK7040 6225B 山
SB6360 6664G I 

6663C 山
6311A II 

SK7041 6281 B I 宮崎絶後
6721C 山 6641 C I 

6225A 
SD6477 6231 I 

6663C 
6641C I SE7094 6643Aa I 

6664F n: 6671C n: 

63078 SK7097 6714A IV 
Tab. 4 ill構から山土したJWF瓦一覧表
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判明するわけではない。 しかし， Tab. 4 にまとめた結果と後述の追ー惜の変造とは矛盾しない。

すなわち， ある建物の年代がその建物の柱抑形から出土した軒瓦の年代を遡らないという原則

は保たれている。 なお， 遺構H寺期区分第E却j （奈良JI;�：代初｝01)のSB595 6 から軒瓦編年第皿Jリjの

6719Aが出土しているが， これは柱抜取痕跡からの出土であり， 建物の解体が奈良時代中頃以

降であることを示すものである。

iii 馬寮地域特有の軒瓦の存否

前節までに報告した軒瓦の大半は， 平城宮内で通常出土するものであるが， 6301C ・ 6671

C • 6719Aの3積は， 本調査地域で比較的多く出土し， その他の地区ではあまりみられない型

式である。 これらははたして「馬寮地域の瓦」と呼べるものであろうか。

＊ 

分布状況を検討すると， 6301Cは馬寮内で 1点， 馬寮外で19点， 6671Cは馬寮内で5 点， 馬 ＊

寮外で13点， 6719Aは馬寮内で8点， 馬寮外で17点となり， むしろ馬寮外に多し、。 しかも馬寮

外出土のものの大半は馬寮東官街西辺部のSD59 60や， 築地SA6150に伴う雨落柿SD 6152から

出土しており， この築地に卦かれていた可能性が大きし、。 したがって， 馬寮地域独特の軒瓦で

あるとは言えないことになる。

Fig. 46 軒瓦の山土比率（型式名は山土中2.5?6以上の型式のみ衣示）
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3 土 器

調査地全域から，弥生時代から室町時代に至る各時代の土器類が多量に出土した。これらの

土器類は，遺構との関連によって，宮造営以前のもの，平城宮時代のもの，宮廃絶後のものに

大きく3分することができる。土器の種類 ・ 構成 ・ 器種は，当然のことながら時期によって相

＊ 互に異なり，また使用場所で、ある遺構と深く関連し，遺構の性格を反映していると思われる。

したがって記述にあたっては，前述の3段階に分け，まず各段階毎に出土状況を概括し，次に 記述の順序

各段階を特徴づける土器類，主として遺構に伴って出土したものを中心に観察結果を報告して

ゆくことにしたい。なお，宮廃絶後の土器類の検討に資するため，第15次調査で検出し，遺構

についてはすで！こ報告済みで、ある 土域SK1623出土の一括資料を併せ収録することにしよ

＊ 土器の説明に先立ち，特に奈良時代の土器類、についての記述の煩雑さを避けるため，あらか
用語に関す

じめ若干のとりきめをしておく。基本的に土器の成形・調整手法 ・ 器種名・｜時期区分について るとりきめ

は『平城宮報告W』および『平城宮報告XI』に従うものである。

1. 平城宮跡から出土する供膳形態土師器の成形法には次の3種がある。一つは大形の木の葉 供膳形態土
師器の成形

の葉脈のある面（裏面）の上で粘土紐を巻き上げる方法（木の葉成形手法）であ り，底部が広い 手法

＊ 杯・血類の製作に採用される。第二は同じく粘土紐巻き上げ成形であるが，木の葉を使わない

方法で，椀や小型壷（輩B）の製作に採用される（左手手法）。他のもう一つは須恵器の製作技

法と共通するもので，回転台（ログロ）の上で粘土紐を巻き上げ
、

て大方の形を作った後，細部の

引き出しゃ制整をロクロ回転を利用して行なう方法（粘土紐巻き上げロクロj幻隊法）である。平城

宮跡出土の供膳形態土師器の多くは木の葉手法・左手手法で成形されたものであり，ロクロを

＊ 使った例は極めて少ない。今回報告する地域からは，平安時代のものがわずかに 1 点出土した

に過ぎない。

木の葉成形手法後に行なわれる第l段階の調整法には3磁あり，a • b ・ c手法と呼んでい 第1段階調
整法

る。a手法は1方の草にのせ，他方の手を使って仁l縁部内外面を横方向になでる（ヨコナデ法）

b手法はヨコナデ制整した後，さらに底部外面をへ ラケズリする。c手法は外国を全体にわた

＊ って へ ラケズリする。左手手法に伴う調整法には，片方の草にのせもう 一方の手で口縁部上端

を強くなでるだけのe手法がある。e手法で調整後，さらにへ ラケズリを加えるものもある

が，b手法に対応する例はなく，へ ラケズリを施すばあいは全面を削る。

調整の第2 段階として，器面を整えるためへ ラミガキを施すが，その及ぶ範囲 ・ 部位によっ 第2 段階調
整法

て， O 手法：ミガキなし， 1 手法：口縁部外面のみをミガクもの， 2 手法：底部外聞のみをミ

キ ガクもの，3手法：外面全面をミガクものに分け，第1次段階のa ・ b・c3手法と組み合わ

せて a0, a1, a3, b1, b2 等のように表羽する。

成形 ・ 調整手法は時代とともに変遷する。9世紀初頭を境に，それまで優勢だった木の葉手

1) 『平城宮報告医』 p.22。

2) 「左手手法」は左手の上で粘土紐を巻きあげ
ることを想定して命名された（田中琢「古代中
世における手工業の発達 窯業一 畿内」『日本

の考古学VI』 p. 191）。ここではその手法の存否
は問わず，木の葉手法でない粘土紐巻き上げ手
法の総称として用いている。
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法は姿を消し， 左手手法が盛行する口 調整手法も次第に手！｜偵の省略化が進行し， 調整の第2段

階（ミカキ）を省く傾向を示す。また奈良時代後半を境に， それまで盛行したc手法はe手法

に取ってかわられ， 10世紀後半には完全に姿を消す。

胎土等によ 2. 平城宮跡から出土する奈良時代の土器の大半は， 胎土組成・発色・製作技法の上から， 次
る群別

に述べる2つのグル ー プのいずれかに属す。 I群の土師器の表面の色調は， 白色を帯ひ
、

た灰色 ＊

味の強し、灰褐色を呈す。断面の色調は燈褐色で， ほとんど砂粒をまじえない胎土組成を示し，

均質に焼きしまっている。一方， E群の土師器の表面は灰褐ないし！，音褐色を呈す。断面は暗茶

褐色系の色合いで， 白色粒子・くされ礁・チャ ー ト陳等を多量に含み， I群に比べ多孔質にt5't

き上がっている。 I群土師器は9世紀頭以降みられない。 E群土師器にあっては8世紀後半以

｜年次第に砂の含有量が多くなる傾向を示す。また， 9 世紀以降10世紀前半頃までの土師器もE ＊ 

群系統に属するとし、う分析結果を得ている。

群の違いに応じて製作技法にも差が認められる。i話杯を例にとって述べよう。杯古I�と脚部の

接合法は， I群では杯部底中央に粘土紐もしくは粘土の輸を積み上げる方法をとるのに対し，

E群では杯部中央に粘土を補填し， そこに棒を差し込み， 棒に粘土を巻きつける方法をとって

じ
法

応
技

に
作

別
製
差

群
た
の

し、る。接合後に行なわれるへラによる脚柱部の面取り方法も異なる。I群では杯音！）と脚部の付 ＊

け根から裾部に向って削りおろすのに対し， E群では裾部から一 気に， 時には杯部と附l部の付

け根でいったん止めるばあいもあるが， 砕を固定した補填粘土の及ぶ範囲まで削りあげる方法

をとる。また， I群の高杯の脚部内面は裾部をヨコナデ， 脚柱部をナデで調整するが， E群の

ばあいには裾部内外面と倒l柱部の外面をへラケズリで調整している。なお， 杯・l山等に｜対して

は， 8世紀後半以降になると， I群でへラケズリする例は少ないのに対しE群ではほとんどす ＊

ベてへラケズリ調整するとし、う相違点も指摘できる。

供膳形態須 3. 須恵器の供膳形態（杯 ・ 出 ・ 椀）の成形手法は，前に触れたように粘土紐巻き上げ ロ ク ロ 成
恵器の成形
手法 形であり， 粘土塊から直接製品を引き出す水挽きによる例はない。ただし， 奈良｜時代後半に

は， 一 部の器種GhlG・：illi:L · illM）の製作にこの方法が採用されている。

粘土紐巻き上げ ロ グ ロ 成形法において， ロ クロから製品をー切り14ltす｜際には， へラを押し込ん ホ

で切り縦す例（へラ切りが大半を占め， 切り縦しに糸を使用する例は組めて少ない。成形後に

行なわれる ロ ク ロ 回転を利用したケズリ・ナデをそれぞれ ロ ク ロ ケズリ ・ ロ グ ロ ナデと呼称す

る。

須恵器の群 4. 須恵器についても， 胎土組成・調整手法の違いによって， I ～ IVの4群に区分できる。 I
別

群は暗青灰色を呈する硬質のもので， 胎土中に白色粒子・黒色粒子を若干含む。杯 ・ 皿類に関 ホ

しては， わらを器開に挟んで重ねて焼成するため， 火棒を持つ例が多い。平城宮跡から出土す

る須恵器の大半はこの類で， 器砲も豊富である。E群はj火色味の強いV<.背－色を呈し， 砂粒は少

ないが黒色の粒子を多誌に含む。この黒色粒子はもろく， ロ ク ロ ナデ・ ロ グ ロ ケズリによって

墨をぼかしたような観を呈す。8世紀前半に顕著に見られる傾向であるが， 非常に丁寧なへラ

ケズリを行なっており， 土師器の手法に特有なへラミガキを施す例も多い。 I群と同様火棒を ＊

持つものが多く， ほとんどひずみなく焼きあがっている。平城宮跡では量的にI群に次いで多

くを占め， 器穫は供膳形態のものが主体をなす。皿群は組砂粒をかなり含むが， 硬質におJtき締

ー

1) 『平城宮報告沼』p.257。
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っている。器種は少なく，杯B・同蓋・皿B等に限られるようだ。これらの器種の製作にあた

っては，同心円状の刻みを持つあて板を使って粘土塊を平坦にのばして底部を作った上で口縁

部・縁部を作る点で他の群と異なる。また，形態的にも他群と異なり，全体に分厚く量感があ

り，杯B・皿Bでは高台部外側面が内傾し，杯B蓋は扇平でつまみが逆台形である等，一見し

＊て他と区別がつく。N群は灰白色を皇し，胎土は極めて細かいが焼きが甘く，粉をふいたよう

な焼き上りのものである。8世紀初頭の杯等に若干認められる程度で例外的な存在である。

以上の他，平城宮内では量的に少ないが， I ～N群のいずれにも属さない須恵 器 が 存在 す

る。京内ではこの I ～N群以外の須恵器がかなりの量知られており，今少し資料の増加を待て

ばさらに群別が可能な状況である。これらのうち産地が同定できるものとしては，美濃産・猿

＊投産・三重県産・兵庫県産等がある。

平安時代に入ると全体的に須恵器の供膳形態は減少の一途をたどる。9世紀初頭頃までは，

I 群須恵器がまだ若干見られるが，間後半になると I 群に替って 黒灰色～暗灰色を呈する別の
一群が出現する。この一群は，胎土・技法・器形の上から，京都府亀岡市に所在する篠古窯祉

群の産と考えられる。

* 5.黒色土器には内面のみを黒色処理するものと，内外両面を黒色処理するものと2種があり，

前者をA類，後者をB類とする。

6.平城宮・京から出土する土器の編年については，技法面の観察・器種構成の上でI～刊の

7グル ー プに大別している（Tab.5）。年紀のある木簡等の伴出によってこれらの 実年代の 一

端が知られており，記述にあたっては「平城宮土器I Jというような表現で型式と年代観を示

＊す。I～Vが平城宮時代に属し，VIは長岡京の時期であるが，基準資料となるような土器を検

出していなし、o VIIは平城上皇還都の時期にあたるO w以降につい 大別名称 I 略年代
ては，まだ詳細な型式変遷の構図を完成していないが，平城京左 平城宮土器I I 710A. D. 

京一条三坊における東三坊大路東側溝の下層（SD650 A), 向上 平成宮土器II I 725
平城宮土器国｜ 750 

層（SD650B），薬師寺西僧房床面出土一括土器という順で，大き 平城宮土器IV I 765 

＊ な区別を設定しており，SD650 Aが9 世紀中頃～後半，SD臼OB 平域宮土器v I 1so
平域宮土器VI I 800 

が9世紀後半～10世紀前半，薬師寺西僧房は10世紀後半代と考え 平城宮土器四I s2s 

られる（第V章3参照）。 Tab. 5 平城宮土器の大別
7.実測図は原則として 1/4 に縮尺するが，大型品や細部を表現する必要のあるばあいは，適

宜，より大きな縮尺を採用する。実測図に入れる線は，主として稜と凹部および調整の変換線

＊に限定する。また，土師器における手持ちへラケズリ，須恵器のロクロ目は表現しない。黒色

土器で口縁部内面に草花紋の暗紋を持つばあいは，内面へラミガキは表現しなし、。実測図に付

した土器番号はPL・Figに共通した通し番号で，土器の種類毎に以下のように分けて表示す

るようにしている。 1 ～199 が土師器（弥生土器），200 番代が須恵器，300 番代が黒色 土器，

400番代が瓦器，500番代が灰紬陶器・白釜系陶器，600番代が緑紬・三彩陶器，700番代が輸入

陶磁器，800番代が特殊土製品（硯・土錘・土馬） である。
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A 平城宮造営以前の土器（Fig. 47)

宮造営以前の土器には弥生土器および古墳時代の土師器・須恵器がある。 これらは馬寮地域

内を西北から東南に向って流れる旧水路S D 6060の埋土およびその両岸に ある小土旗や溝など

から出土した。

i 弥生土器

弥生土器は主と して SD6060の 両岸に あるいくつかの小土墳から完形に近い形で出土した。

SD 6060の埋土からも発見され ているが， これらは小片である。 弥生土器はし、ずれも遺存状態

が極めて 悪く， 器面が剥落し， 調整・施紋等を観察できるものは少な し、。 器種には壷と斐があ

り， すべて畿内第I様式に属す。 8は土塘SK6122 から出土したもので， 胴部最大径1 6.2cmを

＊ 

測る小型壷である。 頚部に2条の沈線がめぐる。 ＊ 

ii 土師器

土師器はS D 6060から大量に出土したが， 完形に近いものは少なく， 逃存状態が悪い た め調

整手法を観察できるものは少ない。 完形に近いもののみを図示し， 他の破片に つい ては器形の

紹介にとどめたい。

SD6060から出土した土師器には， 布留式の範囲に入るもの（4世紀末～5世紀前半）と須恵器 ＊

の生産が始まって後のもの（5世紀後半代）とがある。 両者は共に SD6060の同一層位（上層の荒

砂）から出土している。 布留式の系統に属するものには椀A( 1 ）， 高杯A(5・7）， 高杯X ( 6 ), 

小型丸底壷A (2 ・ 3）， 器台A， 器台B (4 ）， 壷A， 壷D (15）， 壷E (16）， 壷F (13）， 議A,

議I, �X C 9）等がある。 須恵器を伴う時期の土師器の 器種には高杯B， 高杯C， 小型丸底

宜C (10～12）， 壷B (14），甑， 翌E等がある。

iii 須恵器

須恵器はSD6060から総数10片，3個体分の破片が出土したの みである。 器程には高杯 ， 長

類壷， 設がある。 高杯（200）は短脚三方透有蓋高杯で， 脚部と杯部外国にカキメを施す。長頭、

壷（201）は頚部から上位を欠失するが， 胴部に二条の沈線によって区画を作り， その中に梢i歯

＊ 

波状紋を施す。 底部はナデで調整するが， 手持ちへラケズリの痕跡をとどめる。 ＊ 

B 奈良時代の土器（PL. 60～62, Fig. 48)

発掘面積が広い割には奈良時代の土器の出土量は少なく， 全般的に散在的な出土状況を示す

が， 調査地域東北部の馬寮東官街域周辺の滞や包含層からは比較的集中 して出土している。 馬

寮域内では， 井戸や西辺に ある長方形土域SK6350 ， あるいは建物周辺の包含層から 少量出土

1) 器種名は『平城宮報告 X 』にしたがって記述する。
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しているに過ぎず，塵芥処理用の土墳がほとんど無いのが馬寮地域の一つの特色となっている。

＊ 出土土器の内容からも馬寮域の特色を知ることができる。 まず施紬陶器は1点（三彩），陶硯

は 2 片と非常に少なく， 一方漆容器の出土量がかなり多い点が一つの特色で、ある。 つぎ
、

に須恵

器と土師器の比率をみると， 7:3の割で須恵器が多く， しかも須恵器の大半は壷・惑であり ，

杯・皿等の供膳形態は少なし、。杯B・杯B蓋等では， 硯として利用した例が多いのも一つの特

徴として把えられよう。 なお， 土器類の年代については， 8 世紀前半代のものは土旗 SK6350,

溝 SD5950・ 6151・ 6152 出土品以外は認められず， 大半は後半代に属す。
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i 包含層出土土器

土器類の大多数は遺物包含層から出土したものであり， 総じて遺構から出土したものより残

りが良い。ここでは包含層から出土した土器のうち， 主として完形に近いものと形態の珍しい

ものをとりあげることにする。

土 師 器 土師器の皿AI (33）はI群土器で， ao手法で調整する。底部外面には指頭痕および粘土紐 ＊

の痕跡をとどめる。土師器 椀A (32）はE群土器で， 底部外面から口縁部下半部をへラ ケズリ

する。口縁部上半部には2段のヨコナデ痕跡をとどめる。

須 恵 器 須恵器の杯 Bには Bill (231）と BIV (230）とがある。杯 Billは底部周縁よりかなり内側に断

面梯形状を呈する短低な高台がつく。底部外面は ロ ク ロ ケズリで調整， 杯 BIVは底部不調整で

ある。 両者ともに I 群土器。杯 BIV蓋（229）も I 群土器で， 頂部外面はナデで調整する。壷E * 

(232）は底部外面と体部外面を ロ ク ロ ケズリで調整する。底部外面のケズリは中心部まで及ば

ず， へラ切り痕をとどめる。体部外面はへラケズリの後さらに ロ ク ロ ナデを施す。 I群土器。

壷 Gには， 器高22cmを超える大型品（238）と19cm程度の小型品（237）とがある。両者ともに ロ

ク ロ ケズリを施さず， 底部外面には糸切り痕， 体部には ロ ク ロ 目をとどめる。 ロ ク ロ 水挽き法

によるが一気に引き上げられたものではなく， 体部と頚部を別々に引き出し接合したもの。 壷 ＊

M (235）は徳利形の小型壷。粘土塊から一気に引き上げられたもので， 頚部内面にはしぼり目

を残す。 ロ ク ロ ケズリは施さない。 壷 L (234）は横長の体部と外反する短い口縁部からなる。

体部はロク ロ ケズリで調整するが， 底部外面はへラ切りのまま調整しない。I群土器である。

壷H (236）は側面形逆台形状を呈する体部に大きく外傾する頚部がついた広口壷で， 口縁部上

位が外反し， 端部は上方につまみ上げられている。底部外面は不調整。灰白色を呈する軟質の ＊

焼き上りで， I～IV群のいずれにも属さなし、。 壷蓋（233）は口径よりやや小さい 径の平底と若

干内湾、気味に立ち上る口縁部からなる。双耳瓶等の頚部の低い 壷類の蓋と考えられる。口縁部

は ロ ク ロ ケズリの後ロクロナデを施す。底部外面は ロ ク ロ ケズリで調整。I～IV群のいずれに

も属さなし、。東海産であろうか。

以上の包含層出土土器のうち， 壷E ・Lは平城宮土器E～皿， 他は平城宮土器Vに属す。

ii SD 6499出土土器

馬寮東官街の北限をなす築地SA6510の北雨落溝である東西潜SD6499から， 量的に は 多く

はないが， 奈良時代末の土器類や土馬が出土した。

＊ 

土 師 器 土師器の器種には杯C ・椀A ・壷B等がある。杯C (18）はE群土器で，bo手法で調整する。

須 恵 器

椀Aの法量はほぼ均一だが， Co 手法によるもの（21・22）と C3 手法によるもの（19・20）があ ＊

る。どちらもE群土器である。 壷B (23）は， 一般に墨で人面を描きまじないに使用する護と

共通した特色をもっ O 口径が胴径を上回る広口議の形態をなし， 体部中程よりやや上位の相対

する位置に小さな粘土塊を貼り付けている。口縁部はヨコナデするが， 体部はハケメなどの調

整を施さず， 粘土紐巻き上げ痕跡を残す。火を受けた痕跡はない。

須恵器の器種には I 群土器の杯 BIVと壷蓋がある。杯 BIV (216）は底部へラ切りのまま不調 ＊

整である。壷蓋（213）は宝珠形のつまみを持つ広くて平坦な頂部とやや外方に開く短い 縁部か
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らなり， 頂部外面をロクロケズリで調整する。

iii SD 6477 出土土器

馬寮域の北を限る築地SA6475の北雨落溝SD6477から少量ながら土師器・須、恵器が出土し

た。小片が多く， 器形・法量を識別できる個体は図示したものにとどまる。すべて平城宮土器

* vに属す。

土師器の器種には杯 AIと壷Bがある。杯 AI (17）はI群土器で，ho手法で調整する。壷B 土 師 器

(24 ・ 25）は墨描人面土器の裂と共通した形態、で， 口縁部をヨコナデするが， 体部外面は不調整

で粘土紐巻き上げ痕跡をとどめる。 SD6499から出土した壷B (23）に較べ， 体部上位が丸味

を帯び， 底部近くが屈曲する。

＊ 須恵器には杯BIV蓋・壷・恋片がある。杯BIV蓋（215）は扇平で平坦な頂部と外反する縁部 須 恵 器

からなる。頂部外面はロクロケズリで調整。つまみ頂部に「井」の字の墨書を持つO

iv SD 5960 出土土器

馬寮東官街南半部の西限をなす南北溝SD5960から奈良時代初頭（平城宮土間I . JJ)の土器

が少量出土した。SD5960は総長160mを発掘したが， 土器は散在的な出土状況を示し， 全休

＊ で整理用木箱1 杯にも満たない。

土師器の器種には杯A・皿A・高杯等があるが， いすウれも小片で追
ー

存状態も悪、く観察に耐え 土 師 器

ない。

須恵器には杯A・杯B・杯B蓋. JTil B・椀A・壷葦・務等の器種がある。杯 AII 2 (202） は 須 恵 器

口径の大きさの割に器高の低い杯で， 底部外面をナデで調整するが， へ ラ切り痕跡が明瞭に残

＊ る。I群土器である。杯Aにはこの他I～IV群のいずれにも属さない杯 AIIIが 1点ある。杯B

I (205）は底部の器壁がきわめて厚く， 口縁部は内替、気味に立ち上る。皿群土器に近い胎土組

成を示す。杯 B II (206～208）には 3 種ある。20 6は内脅する口縁部で， 高台端面が外傾する。

底部外面をロクロケズリで調整する。I～IV群のいずれにも属さなし、。207 も口縁部が内替、す

るが端部近くで外反する。底部外面をロクロ回転を利用しないへ ラケズリで調整する。208は

＊ 外反する口縁部で， 底部外面周縁よりやや内側に低短な高台を付ける。底部は高台部より突出

する。杯BIII (209）は口縁部が直線的に外方に開き， 底部外面周縁近くに外方に踏んばる低短

な高台を付す。底部外面は不調整。I群土 器である。底部外而を硯に転用。杯BII蓋は （204)

I群土器で， 平坦な頂部と内替、する縁部からなる。頂部外面はナデで調整する。内面を硯に転

用している。杯BIII蓋（204）はI群土器で， 傘形の頂部とわずかに屈曲する縁部からなる。頂

＊ 部外面をログロケズリで調整する。椀A (212）は器高に比して口径が小さく， 口縁部の外傾度

も小さい杯A形態で， 底部外面をロクロケズリする。 E群土器。壷蓋には， 口径9, 5cm， 器高

3.3cmの小型品（211）と， 口径13.6cm， 器高2.6cm程度の中型品（210）と がある。 前者は平坦

な頂部に比較的大きい宝珠形のつまみを持ち， 口縁部は外反する。後者は扇平なつまみで， 置

にかぶせて焼成するため口縁端を小さくつまみ上げている。両者ともI群土器。

1) 従来「墨書人面土器」と呼んでいたが， 文字ではないので「吉」を「描」に変更した。
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v SD6160 出土土器

第IV期の馬寮東限を画す築地SA59 5 0Bの東雨落溝SD616 0から少量の土器と祭杷用の小型

カマド形土製品が出土した。 土器類は平城宮土器V に属し， 須恵器が多く土師器は少ない。

土 師 器 土師器には杯B・皿IA・椀A・高杯・盤・恋等の器騒があり， すべて破片である。杯Bil

(31）は Co 手法で調整する。 椀A (30）も Co 手法で調整， 底部外面に「主馬」の墨書を持つO ＊

両者ともにH群土器。

須 恵 器 須恵器の器種には杯A・杯B・同葦・壷G・壷L・壷葦・鉢C・護等がある。 杯 AIV (226) 

は口縁上部が外反する。底部外商はロクロケズリで調整。 I群土器である。杯B I (227）は頂

部外面をナデで調整。I群土器。杯BIII蓋（225）は頂部外面をナデで調整する。

vi SD 6151・6152 出土土器

馬寮東官街の西を限る築地SA615 0の東雨落溝SD6151と西雨落滞SA6152 か ら 土器が少量

出土した。 両溝から出土した土器には相互に接合するものがあるため， 一括して扱う。 出土土

器中には若干量の奈良時代末～平安時代初めの資料が含まれるが， 多くは奈良時代前半期（平

城宮土器H ・ 皿）のものである。

土 師 器 土師器は量的に少ないが， 杯A・.illlA・壷A・恋等がある。いずれも細片で残りが悪し、。

須 恵 器 須恵器の器種には杯A・杯B・杯B蓋・皿B・壷A・壷K・壷L・壷Q等がある。I～E群

土器があるが， I群が圧倒的多数を占める。杯BIVには， 口径がやや大きく口縁部が内管し，

高台の外側面が内傾するもの（220）と， 口縁部はほぼ真直ぐ外方に聞き， 高台が断面矩形で外

方に踏んばるもの（221）とがある。両者とも底部外面はナデで調整する。221はI群土器であ

＊ 

＊ 

るが，22 0はI～IV群のいずれにも属さなし、。 皿BII (222）は底部周縁よりやや奥まった位置 ＊

に外方に踏んばる低い高台を付す。 I～IV群のいずれでもなし、。杯Bil蓋は， いずれも縁部が

屈曲しない形態であるが， 端部が断面三角形で直角に折れるもの（218）と， 端部が丸く収まる

もの（217）， 端部が「く」の字形に屈曲するもの（219）の3種がある。すべて頂部外面をログ

ロケズリで調整する。218のみ I 群土器。図示した以外に杯 B E蓋は10片あ るが， そのうち7

点は転用硯である。

vii SK 6397 出土土器

馬寮地域西北部で検出した第rvimの二回廊付南北棟建物SB6400の東府南端の柱穴を切る小

さな円形土域SK6397から， 完形に近い状態の 土器が出土した。 平城宮土器Vに属し， SB64

00の廃絶の年代の一端が知られる好資料である。

＊ 

土 師 器 土師器には杯 AI1点， 椀A2点， 杯BI蓋1点がある。杯 A I (26）はE群土器で， C3 手 ＊

法で調整する。底部外面を一方向に， 口縁部外面は水平方向に4回に分けてミガキを施す。 椀

Avこは， 小さな平底と底部近くで一旦外反したのち内湾する口縁部からなるもの（27）と， そ

れよりやや口径 が大きく口縁部が内管し外方に大きく開くもの（28）とがある。 両者ともにE

群土器で， Co 手法で調整する。 杯BI蓋 （29）は口径2 6.4cmを測る大型品で， E群土器， C3 手

法で調整する。頂部はつまみを四方から挟む形で4回に分け互に直交する方向にミガキを施 ＊

し， 頂部から縁部にかけても4回に分けてミガキを施している。
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viii SK 6350 出土土器

馬寮地域西北部にある南北に細長い大土域 SK6350から， 少量ながらも土師器・須恵器が出

土し， 遺構の第皿期の 年代を知る上で貴重な資料と考えられる。その大半は細片で， 図示でき

るものは少ない。時期的には平城宮土器E～Eに属す。

＊ 土師器の器種には杯A・杯C ・皿B・椀A・椀C ・高杯・整・ 寵な どがある。 杯 AI (34) 土 師 器

はI群土器で，. ao手法で調整。口縁部内面に一段の細かし、斜放射暗紋を， 底部内面には螺旋暗

紋を有する。

須恵器の器種には杯A・杯B・杯B蓋・皿B蓋・皿C ・鉢A・平瓶・壷A・壷A蓋・ 壷C ・ 須 恵 器

壷K・惑などがある。杯BI (242）はI群土器で， 底部をロクロケズリで調整， 高台端部は外

＊ 傾する。杯Bill (243）もI群土器で， 底部のへラ切りをナデで調整している。杯Bill蓋（239)

は扇平で広い頂部と短い縁部からなり， 頂部には 小さく丸味を有するつまみを持ち， 縁部はほ

ぼ直角に折り返す。杯BI蓋には， 宝珠形のつまみを持つもの（241）と， 環 状つまみを持つ例

(240）とがある。両者ともI群土器で，頂部外面をログロケズリで調整する。壷A (244）は完器

で， 平底で肩の張った球形の胴部と， ほぼ真直ぐ立ち上る短い口縁部からなる。口縁端部は内

＊ 傾し高台は低く外方に踏んばる。底部外面をロクロへラケズリで， 胴部外面はログ戸ナデで調

整する。肩部には自然紬が降着し， 蓋をかぶせて焼成した痕跡をとどめる。小型の壷C (245) 

も完器で， 平底と矩形に近い胴部にほぼ真直ぐ立ち上る短い口縁部がつく。胴部下半から底部

外面をロクロへラケズリで調整する。護B (246）は胴部以下を欠損するが， 口径22cmの比較的

小型の惑である。護C (247）は肩部に半環状の把手を持つO 胴部はへラケズリで調整するが，

＊ 部分的に叩き目が残る。胴部内面には墨が付着し磨滅していることから， 破片になった後硯に

転用されたものと判断できる。

ix SE 6166 出土土器

第皿～IV期の井戸 SE6166から， 少量ながら土師器・須恵器が出土し

たO その中には「主馬」の墨書を持つ土師器杯Aがある。後に詳しく論

＊ ずるが，「主馬」は天応元（781）年から大同元（806）年までみえる令外官

である主馬寮に相当すると考えられ， 今回取りあげている官街域を馬寮

に比定するに際し有力な根拠となる資料である。ま た編年上 におい て

も， 既述のように， 奈良時代末期の基準資料となっている。土師器・須

恵器合わせて総数22点出土しているが（Tab. 6）， 完形品は少なし、。個々

＊ の資料については後に述べるが， 全体的にみてこれまで平城宮土器Vと

してきた一群よりも長岡宮出土土器に近く， 平城京における左京三条
一

坊十・十五坪の井戸 SE877・967出土土器と共通する特徴をもっO

土師器の器種には杯A・杯B・杯C ・皿A・皿C ・椀A・壷B ·�A 

があり， すべて E 群土器である。杯 AI(35）は完形で， 口径15.2cm， 器

＊ 高3.3cm 0 bo手法で調整し， 底部外面に「主馬」の墨書をもっ O 杯 All

｜器 種｜点数

杯 A 1 

土
杯 B 1 

杯 C 1 

師 皿 A 2 

皿 C 1 

器 椀 A 5 

椀 X 1 

� A 2 

杯 A 1 

須 杯B蓋 1 

杯CI 1 

言’巳王d、 高 杯 1 

査 L 1 

器 査 M 1 

護 A 2 

－
十
l

＝
＝
ロ

Tab.6 SE6166出土
(36）は口径 15.6cm， 器高 4.0cm で， Co手法で調整。底部が狭く， 口縁 土保の間部と人＇X数

1) 『平城京左京三条二坊』（奈良国立文化財研究所学報第25 冊）1975, p.25～27。

土 師 器

22 
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部は外傾度が高く内管する。口縁端部がわずかに内側に肥厚する。椀形態に近い杯である。杯

B Il (37）は完形 で， 口径20. 5cm，器高7. 6cm。器高の割に口径が小さく，径高指数の高い杯

Bである。内管する口縁部と断面逆三角形の小さな高台を付した底部とからなる。C1 手法で調

整し，口縁部外面は4回に分けて水平方向に磨く。杯CI (39）は口径18. 8cm，器高3. 6cmで，

a。手法で調整。皿Allよりわずかに大きく， 口縁端部が内傾する点を特徴とするo Jill A Il * 

(40・41）は口径17.2 ～18.4cm，器高2. 5cm前後，いずれもCo 手法で調整する。外傾度の大きい

口縁部をもち，口縁端部はわずかに肥厚する。皿C (46）は完形で，口径9.0cm，器高2. 3cm, 

e手法で調整。口縁部は外反し，端部は丸くおさまる。椀Aは口径 13cm，器高4.0cm前後で，

C3 手法で調整するもの（42・43）と Co 手法で調整するもの（44・45）とがある。後者の口縁部が

内脅するのに対し，前者の口縁部は底部近くで一旦外反したのち内轡する形態であり，長岡宮 ＊

から出土する椀Cと形態をーにする。椀X (38）は底部を欠損するが，口径 16.2cm を測る。口

縁端部はわずかに内側に肥厚する。Co 手法で調整。袈はし、ずれも小片であるが，口縁部が大き

く外反し端部が外傾する比較的口径の小さいもの（48）と，口縁部が外反し端部を内側に折り

返し丸く肥厚させるもの（46）がある。両者とも胴部外面をハケで調整するが，前者は内面を

縦方向のへラケズリで調整するのに対し，後者は胴部内面に当て板痕跡状のくぼみを持ち，粘 ＊

土紐巻上げ後叩きによって成形したものと考えられる。

須恵 器 須恵器の器種には杯A・杯B蓋・杯CI・高杯・壷A蓋・壷L・壷M・恋Aがある。杯Aは

底部の破片で，燈明器に用いている。底部外面はへラ切りのまま調整しなし、。I群土器。高杯

(250）は杯部を欠損するが，脚台径15.2cmを測る。脚柱部中ほどに2条の沈線を有す。脚柱 部

内面を縦方向にへラケズリする OI ～IV群のいずれにも属さなし、。壷L (251）は高台径 8. 5cm, * 

星部最大径16.0cm。胴部下位外面をロクロケズリで調整する。底部外面は不調整で，回転糸切

り痕をとどめる。焼成堅徹であるが若干焼けひずむ。胴部外面には暗灰緑色の自然紬の降着を

みる。東海地方産と考えられる。壷M (249）はロクロ水挽きによる小型壷で，口縁部を欠く。

底部径4. 6cm，胴部最大径7.2cm。胴部下位をロクロケズリで調整するが，底部外面はへラ切り

のまま不調整である。I群土器。斐A (253）は口径39.0cm，器高45. 3cm，卵形の器体と外反す ＊

る口縁部からなる。口縁部は，一旦斜め上方に立ち上り，端部近くで大きく外反する。外面の

叩き，内面の当て板痕跡、の切り合し、から，上部から下部に向って叩き出した状況が判る。胴部

下位 3 分のlあたりの断面は周囲に比して肥厚しており， この部分を境に内・外面の当て板・

叩きの原体を違えている。 このふくらみは平底に成形した後底部を叩き出し丸底にした時の名

残りと考えられる。I群土器。斐（263）は，胴部下半を欠損す る 地 区｜点 数
が，口径37.0cmを測る大型の裂である。外面を叩きによって調整す 6ADC-G区

るが，肩部と胴部の境をへラケズリで調整する。I ～IV群のいずれ H区
K区

にも属さない。東海産か。 0区
P区

x 漆付着土器 6ADD-L区
M区

総数675点にのぼる漆付着土器が出土した。各地区毎の出土点数 N区
P区

をTab. 7に表示した。これによって漆付着土器の出土状況を見ると， Q区

第50次調査区（6A DD-N・M区）と，それに接する第71次 調査区 言十

1 
5 
2 � 36 

14 
14 

86 
501 639 

33 
12 

675 

(6A DD-N区）とに集中する傾向があり，総個数の93%がこの地域Tab.7漆付着土器出土地侭
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から出土している。ほとんどすべて が 破片であり，器種の判別可能な

ものは少ない が ，Tab.8にみる よう に圧倒的に須恵器が多い。須恵 器

では護片が最も多く ，ついで 杯類，壷 ，横瓶，杯B蓋，壷蓋，皿A,

皿Bの順となる。懇で器種が判別できるもの には，蛮A(l点），護B(3

＊点），翠C(l点）がある。壷類のうちわけは壷A(l点），壷B(l点），壷G

(1点），壷K(l点），壷L (2点），壷Q(2点）である。 杯類は杯A(18点），

杯B (18点），杯E (2点）である。

土師器の器種はすべて供膳形態であり，貯蔵形態はない。

以上の漆付着土器は，壷－�は貯蔵容器として ，杯 ・ 皿類はパ レッ

＊ トとして使用されたものであろう。これら漆付き 土器が馬寮域の東南

部から集中的に出土 するこ とから ，このあたりに馬寮 に所属する漆工

房の存在していた蓋然性は極めて高い と言えよう。

｜器 種｜点数

杯 4 
杯B 1 

土師器 皿A 5 
不明 4 

杯 74 
杯B葦 13 

.!Ill 2 
須恵器 査 97 

査A蓋 6 
横瓶 17 

亨J礼n; 392 

EいEE－

－一
士
ロ 戸同υ唱ipnv

 

Tab.8 漆付着土器の
器種別個体数

xii 墨書土器

総数24点の墨書土器が出土した。このうち遺構に伴った例は， SE6166・SD649 9から各2

＊ 点 ，SD6160 ・6477・6151 ・ 59 60から各1点の計8点であり，他は造物包含層からの出土 に か

かる。

墨書土器の分布状況は転用硯のそれ とほぼ一致している。 すな わち墨書土器の多くは第皿期

における馬寮の東限塀SA5950より以東の地域から出土しており，特にその北部 に集中する傾

向が認められるのである。 SA5950以西では，わずか 7点しか出土していない。判読可能なも

＊のは13点あり（Tab. 9），中でも「主馬」 ・ 「内厩」の墨書は，当地域が馬寮であったこ とを示す

貴重な資料である。

番号｜出土地｜墨 書｜ 器種 ・ 部位 ｜時 期｜｜番号｜出土地｜墨 書｜ 器種 ・ 部位 ｜時 期

35 SE6166 主馬 土師杯AI 底外 土
平

器
城宮

v 227 6ADC-G 判読不能 須恵杯カミ皿底外
50 グ 判読不能 土師杯か皿 底外 219 II 八 グ壷G胴部外
30 SD6160 主馬 グ椀A 底外 平城宮 228 6ADC-H 判読不能 グ杯 底外土器V

須恵杯BW蓋
み頂

229 ／／ 授授 グ杯B蓋頂外215 SD6477 井 II 

つま 部 230 ／／ 水 グ査 底外
220 SD5960 代王 グ杯A 口縁外 平土城

器
宮II 232 6ADC-K 備 グ杯 底外

221 SD6499 因口 グ杯B 蓋頂外 232 II 判読不能 グ杯 底外
222 II 原了 グ杯A 底外 233 6ADC-L r邑ム『． グ杯 底外
51 SD6152 判読不能 土師杯AI 底外 平土

城器宮
v 217 6ADC-M 判読不能 グ皿A底内外

223 6ADC-G II 須恵杯B蓋 頂外 216 6ADC-P （記号） グ杯A皿外面
224 II 太 グ杯BN蓋頂外 234 II 内厩 グ杯B蓋頂外
225 II 右カ グ杯 底外

平
土

城
器

宮II 218 II 内 グ杯C 底外226 II 判読不能 グ杯B 底外

Tab.9 墨書土器一覧

xiii 特殊土製品

特殊土製品としては祭犯に使われた 土馬・話形土製品，土錘，硯が，また特殊土 器としては

三彩陶器等がある。

＊ 土馬 土馬は破片も含めて 4点出土している。遺構に伴なうのは 1点で ，他の 3点は包含層
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特殊土製品実測図Fig.48 

前足 ・ 後足とも逆V字形に開き，から出土した。804 は東西満SD6499 から出土した完形品で，

首をもたげ， 胴部が短く， 尾は先端を細め斜め上方にはね上げる。粘土塊から前足 ・ 後足 ・ 尾 ・

首の部分をそれぞれつまみ出し， 前後の足を適当な開き具合に内側に折り返したあと， 頭部 ・

腹部をナデで調整する。手綱・鞍の表現がなく， 裸馬を表わしたものである。803は804 とほぼ

＊ 同様な形態を持つ土馬であるが， 前足 ・ 後足 ・ 頭部を欠失する。全体に肉太で， 腹部はナデに

よってくぼむ。6ADD-N区出土。 他の2点は肢部の破片で， 6ADC-H区から出土している。

土錘は南北潜SD6152から1点（802), 6ADD-N区か ら1 点（801）， 計2点出土し土錘

た。 どちらも土師質の紡錘形で， 棒状の芯に粘土紐を巻きつけて作った粗製品で、 あ る。802 は

長さ6.4cm， 最大径3.4cm， 中心に径 1 cm前後の孔が通る。801 は組い調整で断面は正円形をな

＊ さなし、。長さ4. 8cm， 最大径1. 6cmの細長い形態である。

手控ねで作った土師質の小型寵（805） で， 下底が広い台形状の体部の一個所を竃形土製品

箆で切りとり焚口とし， 周辺に粘土紐を貼り付け廟をつくる。南北溝SD61 60 出土。

出土した陶硯は台付円面硯2点のみである。 どちらも破片であるが， 陸と海の区別が明硯
80 8は6Aまた脚台部に長方形透しを配す。瞭な圏足硯であり， 外堤外部下端に1条の突帯を，

＊ DD-M区の包含層から出土したもので， 器壁が厚く， 外堤部が陸部より突出する。脚台部の
807は 6ADD-L区の包含層から出土し11 ないし12個に復原できる。透しは縦長の長方形で，

たもので， 全体に器壁が薄く作られている。外堤部は陸部より低く， 外堤部下位に太い突帯が

3～4 個程度と少ないようだ。巡る。脚部台の透しの数は不明だが，

破片1 点が6 ADD-P区の包含層から出土した（303）。大型の瓶の脚台部の破片三彩陶器

＊ で， 外面と底部内面に緑和！と褐紬が部分的に残る。 白色の綴密な水簸粘土を使用しているが，

挟雑物として長石 ・ 雲母 ・ チャ ー トの微砂を含む。
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c 平城宮廃絶後の土器（PL. 63～6 5, Fig. 49・50)

9 世紀初頭，平城上皇が再び平城の地に還都し， 旧馬寮域にも掘立柱建物群が建てられる。

＊ 遺構の上では第V期に相当し，建物は調査区北部に集中するが依然、官街的な性格を保持してい

るように思われる。この時期に属する遺物は極めて少なく，遺構に伴うものはほとんどない。

第V期の終末以降， 宮あるいは官街的な性格は消失し，旧馬寮域を含む西ー坊大路東辺一帯

には集落が営まれるようになり，14世紀中頃まで続いたと思われる。第V期以降の土器類はこ

れらの集落に住んだ人々が残したものであるが，14世紀後半頃から始まったたび重なる開田耕

＊ 作のため，その大半は遺構から遊離し，包含層中に含まれることになった。遺構に伴った例は，

井戸や土墳等深く掘り込まれたものから出土したものに限られる。第V期以降の土器類には，

土師器，黒色土器，瓦器，須恵器，灰紬陶器， 自室系陶器（山茶椀），輸 入陶磁器（青磁・白磁

等）がある。ここでは主として遺構出土品を取り上げ，包含層から出土した灰粕陶器・白姿系

陶器・輸入陶磁器については節を改めて述べることにしたい。

＊ 

＊ 

＊ 

i SK 7040出土土器

SK7040は馬寮域南辺の SB7027など小規模な掘立柱建物が集中する一回の東北に接して掘

られた土域である。奈良時代の土域 SK7041を切って掘られているため，SK7041の遺物も含ん

でし、るが，大半は 平安時代（10世紀末葉）の土器類である。これらは近辺の建物で生活した人々

が投棄した遺物と考えられる。

出土した土器の多くは細片で，図示できる資料は少ない。土師器にはmと鍔釜がある。皿lに 土 師 器

は口径15.8cm程度で、 口縁部が外反し端部がわずかに肥厚するI類（51）と， 口径 10.9cm，器高

1. 4cm程度の小皿で， 口縁部が外反気味に聞き端部が丸くおさままる E 類（50）， および口径10

cm，器高 1. 5cm程度の小皿で，口縁部が大きく外反し端部が丸く肥厚する田類（48・49）がある。

I 類が胎土に多くの砂粒を含むのに対し， Il .皿類はまったく砂を含まない胎土で薄く作られ

ているが，ひす
ーみを持つO I 類 1 個体， E 類 1 個体，皿類は10個体以上出土した。

黒色土器にはA・ B両種があり，A類には椀と鉢がある。A類の椀（303）は口径15.lcm，器 黒色土器

高6.4cm程度の大きさで，外方に踏んばる比較的長い高台を持ち，底部近辺から急激に内管気

味に立ちあがるのを特徴とする。径高指数42程度。器壁は比較的厚く， 口縁部外面は丁寧にへ

ラケズリで調整する。図示したものについては，器面が荒れているため，ミガキの有無は定か

でない。別の破片では， 口縁部外面に粗いへラミカー キを加えた例がある。 口縁部内面・底部内

＊ 面については粗いへラケズリを施す。高台部・底部 にはへラミガキはなし、。B類椀（304）の形

態は基本的にはA類と同様であるが，調整手法が異なり，内外面とも細かく丁寧なへラミガキ

を施している。A類椀は3個体， B類椀は 2個体以上出土している。A類の鉢（305）は底部を

欠損するが，獣足が付いていた痕跡を有する。内面は丁寧にへラミガキを施すが，外面はケズ

リ調整のみでミガキがない。同種の鉢は薬師寺西僧房から出土している。

須恵器の器種には褒・鉢・壷があるが，いずれも細片である。鉢の口縁部は内轡気味に外方 須 恵 器
＊

に開き，端部が玉縁状に丸くふくらむ。 口縁部外面は不調整でログロ目の凹凸をとどめ，底部
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外面も不調整で糸切り痕が残る。

以上の他に灰紬陶器の長頚瓶の破片が1点出土している。

ii SK 7097出土土器

佐伯門SB3600の近くにある東西方向に延びる長方形土域SK7097から，少量ではあるが，

土師器 ・ 黒色土器・須恵器等が出土した。 これらは， SD650B様式の後に続く型式である。

土 師 器 土師器の器種は杯A (70～74）のみで， 約12個体ある。 いずれも調整は口縁部上端のみを強

くヨコナデするe手法によるもので， c手法によるものは皆無である。 法量はほぼ同一で， 口

径14.4～15.0cm， 器高3.0～3.2cmで、ある。 74は蒸箆として使用したもので， 焼成後底面に小さ

な穴を穿孔している。

＊ 

黒色土器 黒色土器には椀と恋がある。 椀は小片で外面の器商が剥落しているため， へ ラミガキの有無 ＊

は不明。 内面には粗いへ ラミガキを施す。護（302）は平底で高台を持ち， 外反する短い口縁部

と長胴で内脅する体部からなる。 体部外面にはへラケズリを， 内面には横方向のハケ目調整を

施し， 胴部上半部にのみ横方向のへラミガキを加える。（301）は胴部上半を欠失し， やや小さ

し、が302とほぼ同一形態で， 調整も同様である。

須 恵 器 須恵器はすべて誕の小片で， 奈良時代のものである。

iii SE 7094出土土器

SK7097の南約 3mの位置にある石組井戸SE7094から， 土師器の杯1点， 皿1点，灰紬陶器

皿1点が出土した。SK7097より新しい時期のものである。

土 師 器 土師器杯 （68）は口径 13.4cm， 器高2.8cm， 口縁部上位が外反し，端部はわずかに丸く肥厚

＊ 

する。 皿 （69）は口径 10.0cm， 器高1.2cm と小型である。 口縁部上位が外反し， 端部を上方に ＊

つまみあげわずかに肥厚させている。 両者ともe手法で調整。 口縁部外面には粘土紐の巻き上

げ痕跡を残す。

灰粕陶器 灰紬の皿 （500）は口縁部上半を欠失するが， 底部には低短な角高台が付つ O 外商はロクロケ

ズリで調整。 灰紬は内面にのみ施し， 暗黄緑色を長す。 この灰荊i1皿は前述の土師器よりも古い

時代のもので黒笹14号窯型式に属す。

iv SB 7060出土土器

SB7060の柱掘形から少量の土師器 ・ 黒色土器・灰利l陶器の破片が出土した。 土師器の器程

には小皿がある。 黒色土器にはSK7040と同様の椀と獣足の付く鉢， 把手付窓， 高台の付く大

鉢等がある。 黒色土器A椀 （300）は器面が荒れていてミガキ等の調整は定かでなし、。灰粕陶器

＊ 

には椀（502）があり， 口縁部外面をへラケズリ調整せず， 底部に糸切り痕跡を残すなど， 末期 ＊

段階灰利1陶器の諸特徴を備えている。 焼成が甘いため， 灰紬は灰白色に発色している。

v SB 5958出土土器

小規模な掘立柱建物SB5958の柱穴から， 黒色土器B類の椀 2点と瓦器の小椀 1点が出土し

黒色土器 た。 黒色土器B類椀（312）は口径16.5cm， 器高6.lcm， 外方に開く比較的高い高台部近くから ＊
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SK7097・SK7094・SB7060保土器Fig. 49 

口縁部外面には 4回に分け水平方向のミ内襲撃気味に立ち上る口縁部で，端部が丸くおさまる。

口縁部内面には連続回転へラミガキを施し，底部内面は一方向に粗くミガキを施してガキを，

いる。底部外面・高台部にはへラミガキを施さない。胎土は，SK7040や SB7026出土の黒色土

器Bに比して砂っぽい。同小椀（311）は口径9.4cm，器高4.lcmで，外方に踏んばる高台 をも

口縁部は下半から急に立ち上る。調整法・胎土は312と共通する。ち，＊ 

器瓦口縁瓦器の小椀（400）は口径 10.3cm，復原高 4.lcm0高台を欠損するほかはほぼ完存する。

ミガキの様子部外面上位の一部にへラミガキが認められるが，以下の部位は器表面が剥落し，

口縁部内面は瓦器特有の回転へラミガキ，底部内面は直交する 2方向にミガを観察できない。

キを行な うが，底部全面には及ばなし、。灰白色の水簸粘土を胎土とする。

SB 7026出土土器Vl ＊ 

後節で詳しく述B類の椀1個体が出土した。SB7026の柱穴から黒色土器A類の椀5個体，

SB7026の年代これらすべては薬師寺西僧房床面土器の後に比定される型式であり，べるが，

を考えるにあたって貴重な資料となった。

A類椀（306～309）は口径15～16cm，器高5.6～6. 3cm0いずれも口縁部は底部近くから急激

に内轡しつつ立ち上る形態で，内面の端部やや下位に浅い沈線もしくは段を有する。高台は比＊ 

較的高く，外方に大きく開く。外面にはへラケズリを施すが，308・309は口縁部上位を削り残

ヨコナデ痕をとどめる。器商が荒れているため外面のへラミガキの様子は定かでないが，し，

308には横方向の粗いへラミガキ痕が認められる。いずれも口縁部内面には連続回転 へラミガ

キを施すが，総じて組雑で，308のようにミガキの前段階で行なったへラ状器具によるハケメ
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B類の椀（310）は高台を欠損するが，A類のものとほぼ同一法量で，細長く外方に開く高台

を持っと考えられる。口縁部はA類と比べやや直線的であり，内外面のへラミガキも密であ

る。

Vll SE 6146出土土器

6ADD-Q区のSB3690 の屋内にあたる位置に，相接して2基の井戸SE6135・6146 がある。 ＊ 

共に縦板組みで平安時代後期に属す。SE6146からは土師器，瓦器，白磁片が出土した。

土 師 器 土師器の器種には杯（ 1点），小皿（2点）がある。杯（52）は完形で，口径14. 8cm，器高3. 5cm 

を測る。口縁部上端がやや屈曲し，端部を上方につまみ上げわずかに肥厚させる。e手法で調

整，内面のヨコナデは底部にまで至らず，底部は単にナデで調整するのみ。口縁部外面に粘土

紐巻き上げ痕跡，内面にコテを使用して調整した痕跡をとどめる。小皿はどちらも小片で，内 ＊

轡気味に大きく外方に開く口縁部で端部の丸くおさまるもの（55）と，口縁部上端が屈曲し端

部を上方につまみ上げ
、
て肥厚させたタイプ（56）がある。後者はSE7094の皿類の系統をひく。

55は灰褐色系の発色を示し胎土に砂粒を含むのに対し，56は灰白色に発色，砂を全く含まない

ねっとりした胎土で、ある。

瓦 器 瓦器椀は約8個体分あり，うち完形品は2点（401 ・ 404）である。401・ 404はほぼ同一法量 ＊

で，口径15. 4cm，器高6. 7cm，両者ともに外方に開く低短かつ太目の高台を持ち，口縁部外面

に底部から口縁部に向って横方向のへラミガキを 3回に分けて施す。口縁部内面には水平方向

の連続回転へラミガキを，見込み部分にはジグザグミガキを施す。401 の口縁部外面および見

込部のミガキは404に較べ粗し、。402は底部を欠失するが，401と同様な調整法である。406は前

述したものに較べ，口縁部があまり内管せず，高台も細く高し、。見込部分には互いに直交する ＊

2 方向からジグザグミガキを施し，格子状に見せている。403は口縁部上位を欠くが，406と同

様な高台を持ち，底部の中央付近に小さな突帯を巡らした珍しい例である。見込み部分には比

較的細かいジグザグミガキを施す。405は口径18.2cm を測る大椀で，口縁内面上位には沈線が

なく，端部も丸くおさまり，伴出した瓦器椀と形態を異にすえ口縁部外面には 3段にわたっ
て強いナデの痕跡を残すが，器表が荒れているため内外のミガキの有無は定かでない。胎土は ＊

他の瓦器椀と同様に水簸した白色の粘土である。小皿は小片で図示できないが，口縁部内面に

は横方向のへラミガキを，見込み部分にはジグザグミガキを施している。外面にはへラミガキ

はない。

viii SE 6135出土土器

SE6146の東南に接して存在する井戸SE6135からも少量の土師器・ 瓦器が出土した。

土 師 器 土師器の器種には小皿と鍔釜各1点がある。小皿（54）は白色を呈し，よく焼き締っている。

胎土は比較的ねっとりした粘土に粗砂を若干まじえる。口縁部上端のみをヨコナデ調整，底部

内面はナデで調整。鍔釜（53）は頚部よりやや下位に l幅2 cmほどの鍔を付す。内縁端部は内外

に折り返し丸く肥厚する。鍔の上下はヨコナデし，その他の外面はナデで調整。胴部内面はへ

ラケズリで調整。

1) 同様な大椀は薬師寺から出土している。『昭和58年度平城宮概報』p.620
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瓦器椀（407）は完形品で， 口径 15.2cm， 器高 6.0cm。 法量的には SE6146出土の瓦器椀と同 瓦 器

じであるが， 外面のミガキはそれより粗く， また底部内面の見込み部分のジグザグミガキは粗

雑である。 SE6146の椀に比べ後出的な様相をもっと い えよう。 椀にはこの他， 口 縁 部 を欠失

するが， 見込みに多重の螺旋陪紋を施した破片が1点ある。

* ix SK 6470出土土器

SB6430の東側にある円形土墳 SK6470から少量ではあるが土師器 ・ 瓦器が出土した。 土師器

には皿（4片）， 鍔釜（1片）が， 瓦器としては椀（5個体分の破片）と小皿（2点）がある。 時期

的には SE6135より後出の型式である。

土師器皿には口径 12.4cm， 器高 2.8cm 程度の中皿（58）と， 口径 9.4cm， 器高1. 9cm程度の小 土 師 器

＊ 皿（57）がある。 両者ともに灰白色を呈し， 胎土に若干の砂粒を含み， 堅く焼き締って い る。

いずれも口縁部上段をヨコナデ， 底部内面をナデで調整する。

瓦器椀には口縁部がゆるやかに内管する曲線で端部に至るもの（410）と， 端部近くで急激に 瓦 器

立ち上るもの（411～413）とがある。 両形態とも高台の断面は三角形だが， 前者は後者に比 べ

高くて大きし、。 すべて口縁部外面に横方向の粗いへラミガキを3回に分けて施す。 口縁部内面

＊ の連続回転へラミガキは密であるが， 見込みのジグザグミガキには細かし、もの（410）とやや組

い もの（413）と差が認められる。 小皿は口径 10cm，器高 2 cm 程度で，口縁部上位が外反する。

口縁部内面に水平方向のミガキ， 見込み部分にジグザグミガキを施すが外面にはない。

x SK 6508出土土器

SK6470の東方約 12 m の位置にある土塘 SK6508 から， SK6470 よりやや古い 時期の土師器 ・

＊ 瓦器が出土している。

土師器の器種には皿 AI と皿AIIIがある。 皿 AI にはさらに口縁部が内管気味に外方に開く 土 師 器

もの（59）と， 外反気味に開くもの（60）の2種がある。 い ずれも 口 縁部 外面をヨコナデする

が， 底部内面はナデで調整する。 皿A皿もまた， やや外反気味に外方に開くもの（61）と， 口

縁部が大きく屈曲し端部を上方につまみ上げて丸く肥厚させたもの（62）とがある。

＊ 瓦器椀（415）は 口 径 15.4cm， 器高 6.2cm0 口縁部外国のミガキは 3 固に分けて， 高台のすぐ 瓦 器

上方からほとんど隙間なく密に施する。 見込部のジグザグミガキは粗い。 高台は断面三角形状

で比較的大きし、。 同椀（414）は口径 14.4cm， 器高 5.9cm で， 415 に比べ幾分小型である。 口縁

部外面のへラミガキが粗く， 反対に見込み部のジグザグミガキは細くて密である。 底部には断

面三角形の小さな高台を付す。

* xi SK 6509出土土器

第W期の掘立柱建物 SB6430の東妻柱列の柱掘形（二イ）を切る円形土域 SK6509から， 12世

紀前半期の土師器 ・ 瓦器が出土した。

土師器の器種には皿A II C 1 点）， 同AIII C 4 点）がある。 皿A II (67）は口 径 15.0cm， 器高 土 師 器

2.3cm でやや外反気味に外方に開く 口 縁部を持ち， 口縁部上端のみをヨコナデ調整する。 皿A

＊ 皿には， A E を小型にした形態のもの（63 ・ 65 ・ 66）と， 口 縁部が内管気味に立ち上るもの（64)
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とがある。 前者は灰白色， 後者は赤褐色を呈する。

瓦 器 瓦器には椀（7個体）と小皿（ 1個体）がある。 椀（416～420）は皆ほぼ同 一 法量で， 口 径 が

14. 8～15. 0 cm， 器高5.2～5.5cmで、ある。 断面逆三角形を呈す小さな高台を持つ。 口縁部内面の

沈線も端部近くに存在し， 内面のへ ラミガキも組し、。 内面見込部のミガキは暗紋風に変化し，

螺旋状を呈す。 小皿（421）は口径9.3cm， 器高 1.7cm で， 外方に開く口縁部を持つO 口縁部内

面には横方向のミガキ， 底部内面にはジグザグミガキを施す。 ＊ 

D 施粕陶器

施紬陶器は， 土師器・須恵器に比べ量的には少ないが， 灰紬陶器・緑紬陶器・輸入陶磁器

（青磁・白磁）がある。 多くは造物包含層から出土したもので， 遺構に伴ったものは極めて少数 ＊

である。

i 灰粕陶器・白資系陶器

灰紬陶器は総数65点出土したが， 大半は小片で図上復原できるものは少なし、。 器種として

は， 椀・皿・唾壷・長頚瓶・広口瓶などがあり， 椀・皿が多数を占める。 これらは， 胎土・形 ＊

態・調整手法等からみて， 後述する2点以外はすべて東濃産と考えられる。

灰紬陶器の大半は包含層から出土したものだが， 比較的まとまりのある分布状況を示す。 す

なわち6ADD-N・ G区に集中しており， ここはSB7024等の小規模建物が密集する箇所の東

側にあたり， また井戸SB7094や長方形土墳SK7097にも近い。出土した灰紬陶器は，美濃地方

の灰紬窯の編年に従えば，光ケ丘 1 号窯式→大原 2 号窯式→虎渓山 1 号窯式の 3 型式にわたる0

9世紀前半 9世紀前半代のSD650 A型式は少なく， 馬寮北辺のSB6430周辺からわずか2点しか出土し

ていなし、。 椀（545）は口縁部を欠失するが， 腰の張る形態の小椀である。断面方形の高台が付

く。 刷毛によって内面にのみ施紬し， 見込み部分には三叉トチンの当りを残す。 外面には丁寧

なロクロケズリを施す。 皿（546）は， 低短な角高台をもっ平底と内管気味に外方に聞き端部近

くでわずかに外反する口縁部からなる。利は546と同様刷毛により内面にのみ施す。外面のロク

ロケズリは口縁部の上位にまで及ぶ。 両者は愛知県小牧市に所在 する篠岡窯の産と見られる。

光ケ丘窯式 光ケ丘窯式にあたるものには， 椀・皿・唾壷・長頚瓶などがある。 椀（517）は， 口縁部の外

＊ 

面数カ所に箆を押しつけて花弁状に見せる輪花椀である。 口縁部は内管し， 端部近くで外反す ＊

る。 高台は比較的細長く， 外側面が外傾し内側面が内湾するいわゆる「三日月型J高台であ

る。 外面はログロケズリで調整し， 利は刷毛により内外両面に施すが， 底部外面には施紬しな

い。 皿（518・519）は， 内管気味に大きく外方に開き端部間近で外反する口縁部で， 椀 に比 べ

て低短で太い三日月型高台を有する。 口縁部上位を除く外面をログロケズリで調整し， 刷毛に

より口縁部内外面に施粕する。 518 は見込み部分にも施紬してしら。 唾壷（548）は， 残存する ＊ 

部分には粕がかかっていないが， へ ラミガキはなく， 緑利lの生地とは思われなし、。体部と底部

の境を一段くぼめて切高台風に見せている。 底部および体部外面をログロケズリで調整。 長頚

瓶（525）は胴部以下を欠失するが， 外方に開く比較的短い頚部と外反する縁部が残る。 口縁端

1) 灰粕陶器の産地・時期は斎藤孝正氏（名古屋大学文学部助手）の教示による。
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遺物番号｜

500 

501 

502 

503 

504 

505 

506 

507 

508 

509 

510 

511 

512 

513 

514 

515 

516 

517 

518 

519 

520 

521 

522 

523 

524 

525 

526 

527 

528 

529 

530 

531 

532 

533 

534 

535 

536 

537 

538 

539 

540 

541 

542 

543 

544 

545 

546 

547 

548 

112 

出 土地点 種 ｜｜外面へフケズリの有無｜｜紬掛け法 ｜ ｜ 時口縁部｜底 部 期

6ADD-Q (SE7097) 

II 

，， (SB7060) 

，， 
，， 
，， 
，， 
II 

，， 
II 

II 

，，
，， 
，， 
，，
，， 
，， 
，， 
，， 
，， 
，， 

6ADD-N 

II 

，， 
，， 
，， 
，，
II 

II 

，， 
，， 
，， 
II 

，，
6ADD-R 

6ADD-L 

6ADC-H 

II 

，，
6ADC-G 

，，
6ADC-N 

6ADC-P 

6ADC-L 

，， 
，， 
，， 
，， 
，，

皿l

，， 

椀
椀
，，
II 

II 

，， 
，， 
II 

皿

椀
，， 

皿l

，， 

把手付瓶
椀

輸花椀
皿i

，， 
，， 

椀
，， 
II 

広口瓶
長頚瓶
広口瓶

椀
長頚瓶

椀
，， 
，， 
，， 

段皿l

椀
，， 

小椀
椀

段皿

椀
瓶
椀
椀
？庇

段血

小椀
.llli 

手付瓶
I盛宣

有 有
有
f照 無
有 ，，

fノ ，， 
，， II 

有
有 II 

，， ，， 

1取

有

有 有
，，

有
II 有
1ft€ 有
有 有
，， II 

実t� II 

，，
，， ，，

知：�

有
金正 無
，， ，， 
II ，， 
，， 
，，

有 有

書長

有
II 

1！在 実正

無 無
有 有

有 有
II ，， 
，， II 

Tab.10 馬寮地域出土灰粕陶器一覧

刷毛 K-14 

，， 

漬け掛け 虎渓山
大原 2

漬け掛け ，， 
，， ，，
II ，， 

光ケ丘
漬け掛け 大原 2

無紬
漬け掛け

漬け掛け 大原 2

漬け掛け
刷毛 光ケ丘

，， II 

，， II 

，， ，， 

漬け掛け 大原
，， 虎渓山

光ケ丘

無利 光ケ丘

漬け掛け 虎渓山
，， II 

光ケ丘
一

漬け掛け

無紬 西阪

丸石
漬け掛け

刷毛 光ケ丘
，， K-14 

，， ，，

光ケ丘



部を一旦内側に折り反し，さらに上方に小さくつまみ上げてある。灰紬長頚瓶としては特異な

口縁形態であり，猿投窯では今の所類例見出し難く，胎土から美濃産と判断した。灰紬は口縁

部および頚部外面と口縁部内面の上位に施されている。528は長頚瓶の底部破片で，底部外面

と残存する胴部外面をログロケズリで調整する。

＊ 大原2号窯式に属するものには椀・皿があるo 椀（504・聞は，いずれも外方に踏んばる室原2号窯

比較的高い断面矩形に近い高台を持つ。底部外面と底部よりやや上位の口縁部下位をロクロケ

丈
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ズリで調整。口縁部中位から上位にはロクロ目が残る。紬は漬け掛けにより口縁部内外面に施

す。皿（513） は外方に開く低短な高台を持ち， 口縁端部は丸くおさまる。漬け掛けにより口縁

部内外面に施紬する。椀と同様， 口縁部下位から 底部外面をロクロケズリで調整する。

虎渓山1号窯式にあたるものとしては椀類がある。531 は八の字形に外方に開く高い高台と 虎渓山1号
窯式

＊ 腰部からほぼ真直ぐ立ち上る口縁部からなり， 深椀の形態である。外面が不調整で， 口縁部外

面にはログロ目を， 底部外面には糸切り痕をとどめる。利は漬け掛けにより口縁部内外面に施

す。536 は小椀で， 内面に暗灰緑色の紬が掛る。

以上のほか， 自主主系陶器， いわゆる山茶椀も一点出土している（539）。灰紬陶器と同じく美 山 茶 椀

濃産と目され， 中でも西阪窯式の山茶椀に近い形態をもっO

* ii 緑粕陶器

緑紬陶器は包含層から総計16点が出土した。緑

紬陶器も灰紬陶器と同様， 小規模な掘立柱建物が

集中分布する 6ADD-Q・N区周辺 か ら出土して

し、る（Tab.10）。

＊ 緑紬陶器の器種には椀・皿・唾壷がある。605

は口径11. 2cm前後に復原で、きる小椀であり， 内笥

する口縁部は端部近くで外反する。外面は不調整

でロクロ目をとどめ， 内外面に濃緑色の紬が 掛

る。 生地は陪灰色～灰褐色を呈する硬陶で， 近江

＊ 産と考えられる。601は口径 1. 15cm程の椀で， 底

部近辺が内轡し， それより上位が外反気味に開く

口縁部をもっO 口縁部は丸くおさまる。口縁部外

面下半をロクロケズリで， 上半をロクロナデで調

整し， 内面にはへラミガキを施す。内外面に薄黄

＊ 緑色の紬が掛る。 灰白色の胎の硬陶である。 604

は八の字形に外方に開いた高台が付く平底と， 外

傾度の小さい口縁部からなる深椀の破片である。

高台内側面はくの字形に屈曲する。底部内面には

三文トチンの痕跡， 紬下に生地焼成時に生じた重

遺物番号｜出土地点｜器種｜焼成｜産地

600 6ADC G 椀 軟陶

601 ，， ，， 硬陶

602 6ADC-L 段皿 ，， 

603 II 小椀 i欧fl旬 近江

604 ，， 椀 ，， ，， 

605 ，， 小椀 硬陶 ，， 

606 ，， ，， II ，， 

607 ，， 椀 ，， ，， 

608 ，， 唾壷 ，， 

609 6ADD-L 椀 軟陶

610 6ADD-N 段皿 硬陶 東濃

611 ，， 小椀 軟陶

612 ，， 稜椀 硬陶

613 ，， Jill ，， 東海

614 6ADD-L ，， ，， 京都

615 6ADD Q ，， ，， ／／ 

616 II ，， 軟陶

Tab. 11 緑粕陶器一覧

＊ ね焼きのあたり・輪状痕跡をとどめる。全面に｜暗濃緑色の紬が掛る。暗灰色の胎の軟陶であ

る。615は切高台の皿で， 底部中央部が一段深く円形にケズリ出したし、わゆる蛇ノ目高台を持

つO 口縁部・ 底部外面をロクロケズリで調整し， 内面にはへラミガキを施す。紬の残りが悪

く， ロ縁部内外面に部分的に遺存するに過ぎなし、。白色の粒子を多量に含む灰色の胎の硬陶で

ある。61 3 は断面矩形を呈する貼付高台を持った皿の破片で， 底部外面と口縁部下半のみをロ

＊ クロケズリで調整。全面に薄緑色の紬が掛る。陪灰色の胎の硬陶で，東海産と考えられる。610

は口径9.6 cm， 器高1.5cmの小型の段皿で， 外方に踏んばる細し、高台を付した平底と， 外反気

味に外方に開く口縁部からなる。口縁部内面に浅い段を持つ。底部外面はナデにより， 口縁部
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外面はログロナデで調整する。紬の残りが悪く，内面と口縁部外面，高台部外面に部分的に残

る。灰白色の胎の硬陶で，東濃産と目される。 608は唾壷の下部の破片である。底部外面周辺

部と体部にロクロケズリを施すが，底部中央部には及ばず糸切り痕をとどめる。青味の強し、薄

緑色の紬が外面全面に掛る。内面底部にも一部紬の発色が認められる。

iii 輸入陶磁器

出土した輸入陶磁器は総数26点ある。そのうちわけは青磁片10点，白磁片15点，雑陶 1 点で，

遺構に伴ったものはわずかに 1 例（700），他はすべて包含層からの出土にかかる。出土地点は

Tab.11のとおりで，分布上特に顕著な傾向は認められない。時期的には11世紀から15世紀に

わたる。多くは細片であり，器種さえ不明なものがある。

＊ 

青 磁 青磁はすべて龍泉窯系であり， その器種には椀と，器形は不明であるが貼花による唐草紋を ＊

遺物番号｜ 地 区｜種 別｜器 種

700 SE6146 青白磁 椀
701 6ADD-N ，， fill 

702 II 青 磁 椀

703 6ADD O II 不明

704 6ADD-P 白 磁 椀

705 ，， 灰 紬 2士会すr 

706 6ADD-Q 白 磁 椀
707 II II ，， 

白 磁
708 ，， ，， ，， 

709 II II ，， 

710 II II II 

711 6ADC-L ，， 切立香炉
712 II ，， 2士三Eゴ

713 6ADC-K 青 磁 椀
714 6ADC-N 白 磁 II 

715 II ，， ，， 

716 6ADC-G 青 磁 不明
717 6ADC-O ，， 椀
718 ，， 白 磁 椀
719 ，， 青白磁 不明
720 6ACD-P 青 磁 椀
721 II ／／ 不明
722 6ADC-R 白 磁 椀
723 ，， ，， I,’ 

724 6ADC-K ，， 不明
725 ，， ，， 椀

Tab. 12 輸入陶磁器一覧

114 

持つ破片などがある。椀には，蓮弁紋を口縁部外

面に片彫りするものと，無紋のものとがある。蓮

弁紋にはさらに，弁に錆を持つもの（717） と持た

ないものの 2 種がある。他に蓮弁の形態は詳かで

ないが，見込みに花紋を片彫りしたもの（715） も ＊

ある。無紋の椀（714・720）はいず れも口縁部上

端が外反 する形態で，714は口縁部内面に一条の

沈線をめぐらせる。

白磁の大半を占めるのはやはり椀であり，他に

三足の切立香炉片と 皿 があるが，これらはやや時 ＊

期が下る。椀には，口縁部が内管し，端部外面に

の小型玉縁を持つもの（706），外方に直線的に開

く口縁部で，幅広の玉縁を 持つもの（704），口縁

部が内笥、し上端が外反し端部が丸くおさまるもの

(722） の3種がある。玉縁日縁の椀は，口縁部下
＊

半以下が露胎で，口縁部外面はロクロケズリで調

整する。皿（701） は狭い平底と屈曲する口縁部か

らなる。口縁部下半以下は露胎で，紬調は青味を

帯びる。

E SK 1623 出土土器

第15 次調査で検出した土旗 SK1623から多量の

土器類が出土した。遺構については既に『平城宮

報告DU において報告済みだが， SK1623から出

土した土器は総数368個体におよび，土師器・須 ＊



恵器・黒色土器・灰紬陶器・緑紬陶器 ・ 青磁・白磁があり，9世

紀後半代の基準資料となりうるので，ここで、 出土造物について紹

介しておきたし、。まず遺構の概要を述べする。

SK1623は平城宮西面南門（王手「 1j SB 1616） の東方約20mの位

＊置に あり，南北5.lm，東西4.0m，深さ1. Omの長方形の土墳でトあ

る。近辺には，馬寮地区に見られるような宮廃絶後に建てられた

小規模な掘立柱建物があり，それらの建物で使用されたものを投

棄した塵芥処理用の穴と考えられる。

i 土 師 器

� 

土師器 の器種には杯A・杯B・杯B蓋・皿A・皿B・皿C・高

杯・恋・鍔釜・寵があり，食器類が圧倒的多数を占める。皿 C を

除き，いずれも同様な胎土組成を なし，E群系統に属す。

杯Aは法量の上から杯AI ～AIIIに分かれる （別表4 ）。 杯AI

* (80～82）は口径16～17cm前後で，高さ2.5～3.3cm。口縁部は外傾

度が高く，口縁部上端がくの字形に屈曲する。杯AI の調整には

c ・ e の 2 手法が認められ，c 手法の方がやや多い。杯AII (77～

79）は口径14.0～15.Scm，高さ2.4～3.7cm。形態は杯AI と共通

する。調整 法にはc • eの両手法があり，その比は5.5: 4. 5でc

＊手法が若干多い。杯A皿（80）は口径13～14cm，高さ2.4～3.lcm, 

調整法にはc • e両手法があり， その比は杯All と同様でc手

法がやや多い。杯All・AIIIの中には，燈明器として利用した痕

跡をとどめる例が少数ある。

皿Aは法量によって皿 AI・A II に分れる。皿I AI (88～91）は口

＊径16.8cm，高さ1. 7～2.0cmで，広い平坦な底部とくの字形に 外反

する口縁部からなり，口縁部は内側に巻き込み大きく肥厚する。

調整法にはc (91）とe (88～90） 両手法があり，その比は，7:3

の割で前者が多い。皿 All (83～87）は口径14.6～15.3cm，高さ

1. 7cm。形態はAIと同様であるが，AIよりも器壁が部く，口縁

＊端の巻き込み小さくわずかに 上方に突出している。c • e手法の

比率は 3 : 2 で，cが多い。燈明器として使用された痕跡を持つ

例が若干ある。

皿 Bは磁 器系器種を模した形態で，比較的長く細し、高台と浅い

皿部からなる。口縁部が内脅し 皿部 が 比 較的深い も の（92・94)

と，直線的な口縁部で皿部が非常に 浅いもの （93） がある。 すべ

＊て調整はCo手法による。

皿C (105～107）は口径10.3～10.6cm，高さ2.2cm程の小川lで，

平坦な底部と大きく外反する口縁部からなる。調整はすべてe手

土師器

杯A I 
All 
AID 
杯B

杯B蓋
皿A I 

All 
皿B
皿C

高杯
翠

鍔釜
カマド

338 

須恵器 I 7 

皿B I 1 
鉢A I 3 
萱B I 3 

黒色土器 I 23 

杯A I 1 
杯B I 10 
皿B
鉢A I 1 

察I 8 
笠定

硯

土師器
須恵器

黒色土器
中国製陶磁器

灰和l陶器
緑紬陶器

計

318(86.8%) 
7( 2.0%) 

23( 6.2%) 
2( 0.5%) 

14( 3. 5%) 
4( 1. 0%) 
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法による。ほとんど砂粒を含まない灰白色の粘土を胎

土とし，すべてよく焼け締ってるいが，ひずみを持つ。

杯Btこは底部と口縁部を共に備えた例が少ないため

統計上から法量による分類は 行ない得ないが，口径

22.2cm，高さ5.7cmと大型で口縁部が内管気味に立ち

上るもの(100），口径19cm，高さ 6 cm前後でト 底 部から

ほぼ真直ぐ外方に開く中型品（97・98），口径18.0cm,

高さ 4.0cmで口縁部上半部が屈曲する比較的小型のも

の（99）の3種が認められる。いずれも口縁端部を内

側に折り返し小さく肥厚させる。高台は低短で断面逆

土師器
C 手法le手法｜不明｜

4不AI 13 5 
All 18 15 
AID 20 17 

皿AI\
24

1
10

1A II 40 26 

杯B 48 。

皿B 18 。

皿C 。 6

1 
1 e …42% 

7 e …36% 

Tab. 14 SK.1623出土土師器の調整手法

三角形状を呈するものが多い。すべて Co 手法で，e手法で調整されたものはない。

椀（96）はログロ製で，灰褐色を呈し硬く焼け締っている。高台は比較的高く，外方に八の

字形に開く。

高杯（101～104）は扇平な杯部に長大な脚部をそなえたものである。6個体以上出土している

＊

が，杯部と脚部が接合する例はない。杯部と脚部の接合法はすべて心棒に粘土を巻き上げる方＊

法で，心棒には上下で径があまり変らないものを使用している。104は杯部内面をヨコナデ

で，外面をへラケズリで調整するが，粘土紐の巻き上げ痕跡をとどめる。裾部の縁部内外面は

ヨコナデで，それより上位の裾部内面はへラケズリで調整。杯部 ・裾部ともミガキ調整は行な

わなし、。脚柱部はへラにより五面体に面取りする。杯部片（101）・裾部片（102・103）も 108と

同様な手法で調整する。

惑には，口径が胴径を上回るいわゆる広口の恋（108・109）と，口縁部がくの字形に屈曲し，

口縁端部が内側に巻き込み，胴部が比較的丸味を持つもの（110～112）が ある。前者は口縁部

内外面ヨコナデ，胴部内面を水平方向へラケズリで調整する。外面にはかすかにハケメ痕をと

どめるが，全面には及ばず雑な調整である。後者の斐は口縁部内面を横方向のハケメで，外面

＊ 

をヨコナデで調整。110は胴部内面をナデで調整するが，頚部直下の内外両面には叩き成形の＊

痕跡が残る。

鍔釜（113）は護Aの頚部直下に鍔を付した形態で，鍔は幅広の粘土帯を延して貼りつける。

口縁部と鍔部をヨコナデで調整する。

11 8 は載頭砲弾形に粘土紐を巻き上げ，そのー側面を下方から方形に切開して焚口とした，

移動式琶の焚口上辺の破片。口縁端部を内側に折り返し，口縁部内外面をヨコナデで，体部外＊

面をハケメで，内面をへラケズリで調整する。この他，同様な形態だがやや大形のものと，焚

口部周縁に府が付いた琶の破片がある。

ii 黒色土器

黒色土器の器種には杯A ・杯B・皿1B・椀・鉢A ・壷・恋・硯がある。硯のみがB類で，他

のすべてはA類である。多くは細片で器面が剥落しており，調整手法が観察できるものは少量＊

しかなし、。

杯Aと認定できる破片は 1片しかなく，供膳形態の大半は杯Bが占める。杯B(313～317) 
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の口縁部はすべて内在号するが， 上端で外反するもの（313・316）と， し ないもの（314・315）が

ある。 口縁端部はみな丸くおさまり， 沈線を有する例はない。 外面の調整は口縁上端ヨコナデ

で調整するものが多い。 c 手法による例は少なく， また外面にへラミガキを施した例は 313・

315の2点だけである。317は底部外面にもミガキを施す。

＊ 皿B (318）は内管する浅い口縁部を持ち， 上端でわずかに外反する。 口縁部外面にはへラミ

ガキを施す。

鉢A (319）は小片であるが， 口径15cm程度の小型の鉄鉢形に復原で、きる。

小壷（320）は口径9.4cm0 卵形の胴部と外反する小さな口縁部からなる小型壷である。 口縁

部から肩部近辺にかけて横方向のへラミガキを施す。

＊ 硯（323）は B 類の風字硯で， 縁部に沈線が巡る。底部外面には低短な脚が付く。

壷（224・225）は内聾する体部に外反する小さな口縁部がつく。 いずれも胴部の 大半を 欠損

するが， 平城京東三坊大路東側溝（ S 0650）から出土した同種壷で、は断面逆三角形の小さな高

台がついている。 胴部上半部は横方向のへラミガキを施す。

護（321・322, 326～328）は丸い体部と比較的長く外反する口縁音防ミらなり， 端部を上方に若

＊ 干つまみ上げ肥厚させている。 口径 12～14cm の比較的大型のもの（326～328）と， 口径9.5～

10.5cmの小型のもの（321・322）がある。

iii 須 恵 器

須恵器の器種には皿 B ・壷 ・鉢・裂の他，混入品と思われる奈良時代の杯，杯 B 蓋，壷 Kの破

片がある。 須恵器の大半は灰黒色を呈し， やや焼きが甘く， 灰が降着した例で、も十分に融けき

＊ らず白く斑点状にふき出している。 白色の粒子をかなり含むやや砂っぼし、粘土を胎土とする。

皿B (236）はやや外方に開く断面矩形の高台に浅い皿部を付す。 口縁部は， －EL内管気味に

外方に開き， 端部近くでくの字形に外反する。 口縁部内外面をロクロナデで調整。 底部外面は

不調整で， へラ切り痕をとどめる。

双耳瓶（263）は， 口縁部を欠損するが， 平底と卵形の体部からなる。肩部付近に相対する位

＊ 置に粘土紐を貼り付けた耳をもっO 胴部外面へラケズリ， 肩部上位はロクロナデ， 底部外面は

ナデで調整する。 壷類としてはこの他， 平底で徳利形になる底部片（262）と， 角高台で休部不

調整のもの（261）がある。262は底部糸切りのまま不調整。

鉢には， 平底で外傾度が小さく内轡気味に立ち上る体部に外傾する短い口縁部を付すもの

(259）と， 広い平底で、ほぼ直線的に外方に開き端部近くで内在号する口縁部をもつもの（260）と

＊ がある。 前者は口縁部から体部外面をログロナデで調整。 底部外面は不調整で糸切り痕をとど

める。 後者は口縁部外面の下半部をロクロケズリで， 上半部をロクロナデで， 底部外面はナデ

で調整する。

iv 灰粕陶器

灰紬陶器の器種はすべて供膳形態で， 椀と皿がある。 椀・皿とも製作技法の上で共通する特

＊ 色を示すので， 先に一括して技法上の特色について述べることにしたい。 施紬法はすべて刷毛

塗りにより， 内面にのみ施袖している。 重ね焼き焼成であり， 器物同士の融着を防ぐため， 底
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部には断面が縦長で端部が尖る三角形を呈する高台， いわゆる「三日月形高台」が付いている。

後述する1例を除き外面は ロ ク ロ ケズリで丁寧に調整する。胎土も共通した要素を持ち， 全体

的に暗灰白色を呈するやや砂っぽし、粘土で， 黒色の微粒子を含む。東濃産の灰紬と思われる。

椀は法量によってI～Nに区分される。椀I (552 ・ 553）は口径 10.3～11.5cm， 器高3.7cm程

度で， 口縁部上位が外反する。553 の外面調整は幾分雑で， ロ グ ロ ケズリは底部と口縁部下位 ＊

に限られ， 上半部には及ばない。 他の椀に比べ若干時期が降る可能性が高い 。椀II (551）は口

径8.8cm， 器高3.2cm。口縁部は内轡気味に端部に至り， 上半部はほとんど外反しない。 ロ ク ロ

ケズリは口縁部上位まで及ぶ。椀皿（550）は椀Eと同一形態で， 口径8.0cm， 器高2.7cm 。椀W

(549）は口径6.8cm， 器高2.lcmで， 口縁部上端部が外反する。 口縁部外面には非常に細かい ロ

ク ロ ケズリを施す。 ＊ 

段皿（554 ・ 556）の口縁部は直線的に大きく外傾し， 内面に段を有する。いずれも 底部を欠

失するが， 大小 2 種あり， 大は口径11.7cm， 小は9.8cmほどである。

皿（557 ・ 558）は内脅気味に外方に聞き， 端部近くが外反する口縁部をもっ。椀類に比べる

と， やや太い三日月形高台を付す。557は口径10.7cm， 器高1.7cm。

v 緑粕陶器

緑紬陶器は 3 点出土した。617は腰が折れた稜椀に近い形態、の椀の口縁部片 で， 口 縁端部を

外方に薄く引き出している。口縁部外面は ロ グ ロ ケズリで調整。口縁部内外面にへラミガキを

施す。暗灰緑色の紬が掛り， 内部面が灰黒色を呈する硬陶緑紬である。618 は稜椀の底部近辺

の破片で， 端面が幅広くわずかに内側にくぼむ低い貼付高台を付し， 切高台風に見せている。

＊ 

見込みおよび高台部にはトチンの痕をとどめる。灰緑色の紬が掛り， 内部面が暗灰白色の硬陶 ＊

緑紬である。619はほぼ完形の深椀。口径19.8cm， 器高6.2cm。蛇の目の切高台が付く。全体的

に分厚く， 口縁端部の引出しもにぶい。見込みには生地焼成時の重ねの あ たり（輪状痕跡）と

トチンの痕を残す。口縁部外面を ロ ク ロ ケズリ， 内面を ロ ク ロ ナデで調整したのち， 両面およ

び見込部に細かいへラミガキを加える。黄色味の強い淡緑色の紬が全面に掛り， 断面が灰白色

を呈する軟陶緑紬である。

vi 磁 器

輸入陶磁器としては青磁・白磁があり， 器種には椀がある。 各1点す
ー

っ出土O

青磁椀（726）は底部を欠損するが， ほぼ直線的に外方に開き上端部がわずかに外反する口縁

部を持つ。 オリ ー ブ
、

色を帯ひ
、

た陪緑色の紬が掛る。白磁椀は口縁部の小片で， 小さ な玉縁を持

つO 図示できないがやや新しい時期の白磁とみられ， 混入品の可能性もある。
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4 木 製 品（孔. 66・67, Fig. 51) 

木製品は， SE6166 C第52次調査 6ADC-K区）， SE7110 C第71次調査 6ADD-P区）， SD6482 

（第52＆：・62次調査6ADC-G・H区） な どの遺構から出土した。な かでもSE6166 からは比較的

多くの木製品が出土した。まず奈良時代の木製品について種類ごとに述べ，次に奈良時代以降

＊の木製品を一括して述べ る。

A 奈良時代の木製品

祭市E 具

削掛け（ 1～9 ) 

削掛けは SE6166, SD6151・6482・5960

＊の各遺構から 出土した。

SE6166からは 1～6の 6本の削掛け が

出土した。1～4はヒノキの薄板の 一端を

削って圭頭状に し，他端をとがらせている。

いずれも側面に各々1箇所 ずつ切込みを施

＊ こすB2型式に属する。1箇所の切込み回

数は，1 が3回， 2・4 も割れ口からみて

3回， 3は1回である。 3・4 は両面を割

り面のままとし，1・2 は片面のみを荒く

削り平滑とする。

1 
2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

｜全 長｜最大幅｜最大厚｜材 質｜型 式
31.5 2.95 0.3 ヒノキ B2 

30.7 3.2 0.25 ヒノキ B2 

26.8 3.6 0.2 ヒノキ B2 
一一

(19. 8) 3.15 0.4 ヒノキ B2 

(26. 4) 0.95 0.7 ヒノキ 不明
25.1 0.85 0.55 ヒノキ 不明
23.1 2.5 0.3 ヒノキ B2 

(15.5) 2.2 0.3 ヒノキ B2 

(14. 9) 2.75 0.2 ヒノキ B1

Tab.15 削掛け計測表（単位cm)

＊ 5・6は薄板の 側面に切込みを入れるもの と異なり，角棒の稜に切込みを入れる。厚さ1 cm内

外の板 から角棒を割り取り，頭部を斜めに削り角錘状 とし，一端をとがらせ る。 5は 割放しの

ままで 6 は四面を削 る。切込みの位置・回数は ほぼ同じである。各々対角線上の 2 本の稜に，

2カ所 と3カ所の切込みを入れる。切込み回数は各所とも 1回である。 SE6166出土の削掛け

6本は，型式や大きさ からみて，1 と2, 3と4, 5と 6の2本ずつ3組にわけ ることができる。

＊ 7は下端を欠失するがほぼ完形である。頭部側面の左右ーカ所に 一 回の切込みを入れる。側

面のみに 削りを行ない，表・裏面は割り面のままとする。 B2型式 。 SD6482出土。 8 もB2型

式で側面の左右ーカ所に 一回の切込みを入れる。 切込みはひじように深く左側の切込みで 5.7

cmに達する。下端を欠失し腐蝕が著しい。SD6151出土。 9は破損により全形をとどめ ない。

頭部の左右が欠失しており，切込みの有無は不明である。ただし 欠失の状態からみて，頭部上

＊端 から切込みを入れるBl型式にな ると思われる。下端を欠失し腐蝕が著しい。SD5960出土。

1) 『平城宮報告医J p.760 
2) 黒崎直「斎串考」（『古代研究』10) 1976では木例をF型式としている。
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ii 食 膳 具

杓子（10・ 11) 10はB型式の大形杓子である。 薄い板目材を用い， 身の表面は荒く削り，

裏面は割り面のままとする。 身の側縁部は斜めに削り薄くしている。柄の大部分と身の半分を

欠失する。全長（22.7cm）， 身l幅 （4.3cm）， 身厚0.4cm。 ヒノキ。SD6 159出土。 1 1も同じく身の

先端を半円形とするB型式の杓子である。 薄い割り材を加工して仕上げる。 身中央はさらに丁 ＊

寧に削ってくぼませる。 表面と側面は荒く削り，裏面は割り放ちのままとする。 全長（13.6cm), 

｜｜屈（2.3cm）， 最大厚0.3cm。スギ。SE6 166出土。

iii容 器

曲物容器（13～15, 17, 20) 13はSE6 166から出土した完形の曲物である。 厚手の材を用い

た堅牢なっくり。側板上端部がつぶれて内傾しており， 本来の高さを とどめない。直径22.8 * 

cm， 厚さ0.8cmの底板に， 高さ13.2cm， 厚さ0.35cmの側板をつける。側板はl隔0.8cmの樺皮で，

6段潜りー列で縫いつけ， 横に一段引きだして縫いおわる。側板内面の一部に縦および斜め方

向の刻線（シラビキ） がある。側板下端には幅2.2cm， 厚さ0.2cm のタガをまわ し ， 9カ所を木

釘で留める。 タガは重ね合わせを長くとり， 2カ所を樺皮1 段潜りで縫いつける。 重ね合わせ

部分にシラピキを施す。側板・底板内面を黒く塗る。 14は第E期の南北棟掘立柱建物SB5955 * 

の東側柱列南から 2番目の柱掘形から出土した。直径 16.6cm の底板に， 高さ6.95cmの側板を

つける。側板は上端を小さく切り欠いて， 3段潜りー列で縫いつけ， 横へ引きだして縫い終わ

る。 底板は柾目材で 6カ所に木釘を打ち込んでとめる。タガはない。側板の内面には重ね合わ

せ部分を中心にシラピキを施す。側板・底板内面を黒く塗る。 15・ 17は曲物底板。 15はほぼ全

容をうかがえるが， 割れ・腐蝕が著しく木釘穴をとどめない。柾目材。直径（21. 6cm）， 最大厚 ＊

0. 5cm 。6ADD-P区出土。 17は柾目材でーカ所に木釘穴をとどめる。側縁は斜めにた つ O 表面

には刃物のあたりのような刻線が縦横にはしる。 裏面には腐蝕による凹凸がある。 全長（11.35

cm）， 幅（3.55cm）， 厚さ0.6cm， 復原径 16.4cm。SD5960 出土。20はSE7 1 10から出土した大形

の曲物。 直径38.8cmの底板， 高さ27.8cmの側板をつける。上下2 段にタガをまわす。上段タガ

幅4.9cm， 下段タガ1!1j 5. 2cm。側板は幅0.8cmの樺皮を用いて 2列に縫いつける。側板上端から ＊

下端へ向かつて左列を 4 段潜りで縫い， 右列へ移り下から上へ向って 3段潜りで縫いつける。

底板とは木釘で固定する。 側板下端に上下2列に木釘穴がめぐり， そのいずれにも木釘の残る

ものがある。上段の釘穴を用いて底板をとめ， 下段の釘穴にうった木釘で‘補強したものであろ

う。 底板内面には側板のとりつけ位置を示した円形の刻線がある。側板内面にシラピキはな

\, 、。側板・底板内面を黒く塗る。 この他SE7008からは井戸枠として用い られた曲物が出土し ＊

ている。底板は無く， 直径 34cm， 高さ 18cm の側板下端に， 幅6 cm のタガがまわる。 10の底板

がスギ， あとはすべてヒノキ。

押敷底板（16) 大形の隅丸長方形もしくは方形の抑敷の底板であるが破片のため全容は

不明である。綴穴の痕跡をーカ所に残す。 長さ（17.3cm）， 幅（9.8cm）， 厚さ 0.6cm 0 ヒ ノ キ。

SE6 166出土。

1) 『平域宮報告VIU p. 119。
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他のそlV 

柾目材を削り出した断面楕円形の棒状部材。一端は角を落とし丸く仕上黒漆塗部材（12)

げる。表面中央に幅1.7cmにわたり 一段削り込んだ部分があり，黒漆はこの部分に施されてい

る。下地はなく木地に直接黒漆を塗ったものと思われる。他端は折損・腐蝕しているが，斜め

に他の部材を組合わせられるような精が切られている。さらにこの部分の外面にも漆が厚く塗＊ 

ケヤキ。SE6166出土。られている。全長（16.2cm），上端幅2.3cm，下端幅2.7cm

柾目の板状品。木口には切断面をそのままとどめる。その他の面は削り板状木製品（24)

によって平滑にする。ただし裏面を中心に腐蝕がすすみ凹凸が著しし、。全長2 2.3cm，幅3.4

cm，厚さ0.85cm。SD6181出土。

NO.，長 さ｜最大幅｜材 民
22 (17. 6) 1.1 ヒノキ

23 (19 .2) 2.15 ツバキ

24 22.3 3.4 ヒノキ

25 (24. 3) 1.3 不 明
26 (31. 2) 1. 8 ヒノキ

27 (31. 9) 1.45 ス ギ

28 22.3 3.4 ヒノキ
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板状・棒状木製品計測表
（単位cm)
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i

Tab.16 
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I 

25 
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棒状木製品（22 ・ 23 ・ 25～28) SE6166からは割材を加工した棒状 木製品が 5 本出 土し た

(22 ・ 23・25～27）。22は両端を折損する。厚さ1. lcmの板材から割り取った棒状材・の 6 カ所に切

込みを入れる。上部両側面は，右側面3ヵ所，左側面2カ所に浅く切込みを入れるが，腐蝕の

ため切込みの基部を残すのみで、ある。下部の切込みは 1 ヵ所で削掛け 5 ・6 のように稜に斜め上

方から切込まれる。削掛けの一種とも考えられる。23は心持材の表面を丁寧に削り，断面円形 ＊

の俸状としたものO 両端を折損する。25は角材を荒く面取りし，丸棒状とする。一端を折損す

る。26は一端を削りによって丸く整え，他端を折損する。表裏・側面ともに削りによって平滑

にする。27は一端に出柄を作る。斜めに別の部材と組み合わせたものと思われる。他端を折損

する。 28は SD6482から出土したもので，一端をやや細く作りそこから 8 cm下がった点を中心

に，上下約 5.5cm にわたる腐蝕し細くなった部分がある。この腐蝕部分を飢I］板のあたりとすれ ＊

ば，柄杓の柄と考えることができる。

B 奈良時代以降の木製品

横櫛（21) 鋸で細し、歯を挽きだした挽歯の横櫛で、ある。平面形は長方形のA型式に属する。

ムネはゆるやかに弧をなし，断面は半円形となる。歯の挽き通し線はムネに平行してゆるやか

に弧をなす。歯数は 2 cm 当り24本である。全長（4. lcm），厚さ 0.8cm，ムネ高 0.95cm，歯長3. * 

lcm 0 9 世紀末～10世紀初。イスノキ。SE 7094出土。

漆椀（18) 横木取り挽き物の漆椀。底部と体部の境がはっきりし，体部は直線的に立ち上が

る。高さ1. 35cmの高台がつく。内面はゆるやかに湾曲し半球状となる。そのため底部と体部の

境目付近の器壁が厚くなる。内外面とも黒色の下地を施した上に朱漆を塗る。高台内の底部外

面に黒漆で「二」と書く。口径12.5cm，高さ6.35cm 。中世。ブナ。SK6169出土。 ＊ 

曲物容器 SE6123は井戸枠に大形の曲物を用いる。直径約70cm，高さ約 l0cm 0 11世紀。

親（19) 心持材の表面を荒く削り断面を長方形にしたのち，中央から山形に曲げて作る。3

カ所で折損し左端を欠失する（以下上下・左右は脆を装着した状態を，牛の背後から見た場合を指し，

前後は進行方向による）。中央の屈曲部と左右の先端部とは，比較的丁寧な削りを行なう。右の先

端部は細く削り，ゆるやかに替、曲させるO 中央部の下面から前・後面にかけて顕著な紐ずれの＊

痕跡をとどめる。紐ずれ痕は左右 17cmにわたる。全体では紐ずれの痕跡、を 4 カ所にとどめる。

中央部から左右の直線部分にうつるあたりには，内側へむかつてゆるやかに隆起する箇所があ

る。幅38. lcm，全高（31.2cm），中央部断面幅 4.7cm ×厚さ3.8cm 0 聴の類例としては藤原宮西方

官街地域 SK1380 から，むながい棒およひ、臆との連結部材を伴って出土した完形詰をあげ
、

るこ

とができる。7世紀末の藤原宮造営時のものと考えられている。藤原宮出土のものは，騒と朝＊

とが連結部材を介して直結する長鞍式のものであるが，本例は連結部材がなく紐ずれの痕跡を

とどめるところから短い聴の先端から，綱（横綱） が伸び，現の両端に結びつけられる短騒式の

鞠と考えることができる。聴からの横綱を結び
、

つけた痕跡が右端に残る紐ずれ痕跡であろう。

絵巻物によれば，しりがし、も同 一筒所に結び
、

つけられている。むながし、は左右の直線部分中位

1) 『平城宮報告VII』 p.113 。
2) 『飛鳥・藤原宮跡発掘調査報告 E 』 1978 p. 77～780 
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に残る紐ずれ痕跡に結びつけられたと考えられる。 ただし中央部に残された顕著な紐す
’

れ痕跡

の機能は不明である。 11世紀。SK6509出土。

C 部 材

今回の調査では，掘立柱の柱根・礎板・木樋暗渠・井戸枠などの部材が出土している。 小形

＊ の木製品とは別に，部材としてまとめて述べることにする。樹種鑑定，計測を行なった資料は

柱根8 8本，礎板25点，井戸枠12点，木樋3 点である。

i 柱 根

し、ずれも心持丸太材の表面を手斧によって縦に削る。 そのため断面が不整形な多角形となる

＊ ものが多し、。 ただし現在のこっているのは地中に埋め込まれた部分で、あり，地上で柱として機

能する部分については，ヤリガンナなどで円形に仕上げられていたものと思われる。 下端の小

口面は手斧削りでととのえられ，鋸で切断したものは見られなかった。 手斧による削りは全体

に荒いもので，小口面に段差のつくものや，斜めになるものがある。

樹種は調査した8 8本のうち，ヒノキ47本（53%), コ ウヤマキ35本（40%), ツガ 2本， 不明

＊ 4本である。 ヒノキと コ ウヤマキの比率について平城宮内の平均値ヒノキ61%， コ ウヤマキ35

%とくらべると，ヒノキがやや少ない傾向を示していると言える。 またSB6172は 6本の柱の

うち 2本がツガ，他4本も広葉樹で，本調査区内では特異な存在である。 第E期の南北棟掘立

柱建物SB5'955・5956は，柱根の残りの良い建物であるが（柱根残存率SB5955: 8596, SB5956: 45 

.%），当初に造営されたSB5956には コ ウヤマキが用いられ，増築されたSB5955にはヒノキが

＊ 用いられている。 次に述べる時期的な用材の変遷もあわせて興味深い結果である。

＊ 

年代的に見ると，古い建物に コ ウヤマキの使用が多い傾向をうかがうことができる。 第1次

大極殿地域においても，第一期の東楼SB78 02と南北塀SA3777に コ ウヤマキが用いられ， 第

二期の掘立柱建物SB6640・6650・6660などにはヒノキが用いられている。 ただし宮内 の他の

地域では資料点数が少なくはっきりしないが，今のところこのような傾向は認められない。

柱根の径は建物毎に特定の数値に集中する傾向を見せる。 本調査地域内で特徴的な桁行の長

し、建物では， 平均径が20.42cm (SB5951), 20. 8 5cm (SB5955), 18 . OOcm (SB5956), 23. 05cm ( S 

B6100）と，いずれも 20cm前後の比較的細い材を用いている。 これに比べ桁行・梁行とも 3問

で総柱となるSB6140やSB6340では，径30cm前後の材が用られており，倉庫としての荷重を考

慮した用材となっている。 また南北塀SA5950は 3本残った柱根の平均径が 41. 07cm と宮内で

＊ も大形の部類に属するo 同様な機能を持つ掘立柱塀で、は， 第1次大極殿東面を画するSA3777

の柱根平均径が 44.06cmで，40cm を超える太い材を用いている。

柱根下端に筏穴のあるものは少ないが，SB6425では残存する 5本の柱根すべてに筏穴が残

る。 さらにSB6425の筏穴は宮内の柱根に一般的に見られる手斧で、あけた大形の筏穴と異なり，

ノミで、あけたと思われる小形の筏穴となっている。

1) 島地謙・伊東隆夫「古代における建造物柱材
＊ の使用樹種」（『木材研究資料』第14号1979)

p.49～76。

2) 『平城宮報告刃』p.139。
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ii 礎 盤

礎盤は25点出土した。いずれも不整形な割り材を用いている。礎盤と言うものの角材状のも

のが多く， 井桁状に組みあげた上に柱を載せている。樹種はヒノキ13点（52労）， コ ウヤマキ 7

点（285め， スギ5点 （2096） となり， スギの比率がし、くぶん高い。今回は明らかに転用材と認

められる礎板の出土はないが， SA5950の礎盤には筏穴の痕跡を残すも のがある。

iii 井 戸 枠

3 基の井戸について井戸枠の計測， 樹種鑑定を行なった。いずれも11世紀後半から12世紀の

井戸である。 SE6300の枠板は横板井寵組井戸枠一段分が残り， 南北の枠板は両端中央に突出

を作り， 東西の枠板はそれに応じた欠き込みを作って組み合わせる。内面には手斧による削り

痕跡が残る。SE6130 ・ 6146は縦組井戸で， 縦板と横桟が同 一樹種でできている。

iv 木 樋

底板1枚と側板2枚が残っている。腐蝕が著しく本来の長さをとどめない。底板中央の両側

縁近くと側板の対象位置に柄穴と考えられる長楕円形の穴があいており， 底板と側板とを太柄

で連結していたと推定される。

位類｜遺構番号｜柱位置｜長 さ｜径（幅）｜樹 種

柱根 SB3690

柱根 SA5950 

礎盤 SA5950 

六 イ

十一イ

十四イ

ー ハ

ムノ 、 ノ、

十二ノ、

NJ 49 

GC 49 

HH50 

六十二

／／ 

，， 

，， 

，， 

II 

六十三

，， 

六十八

／／ 

八十

90.6 

83.5 

72.4 

56.6 

76.8 

46.5 

(91. 5) 

(88.6) 

(64.2) 

59.5 

47.5 

47. 7 

45.1 

30.2 

47.2 

37.4 

51.0 

55.2 

68.4 

71.8 

102.7 

34.8 コウヤマキ

30.5 ，， 

30.0 II 

34.4 ，， 

31.7 ，， 

26.4 ，， 

38.7 コウヤマキ

41.5 II 

43.0 II 

16.9 ヒ ノ キ

17.2 ，， 

16.8 ，， 

7.3 ，， 

13.8 ，， 

16.8 ，， 

6.6 コウヤマキ

16.9 ，， 

16.3 ? 

18.1 ス ギ

18.2 ，， 

26.1 ス ギ

種類｜遺構番号｜柱位置｜長 さ｜径（幅）｜ 樹 種

礎盤 SA5950 

柱根 SB5951

柱根 SB5955 

八十

九十三

／＼ ロ

五 ニ

ムノ 、 ーーー

／＼ ニ

十 ニ

十一 ニ

ー イ

二 イ

三 イ

四 イ

五 イ

六 イ

七 イ

／＼ ロ

『ーー ノ、

＿..‘ ノ、

ー－ ／、

四 ハ

72.5 

92.3 

31.3 

23.0 

72.6 

35.8 

49.8 

66.8 

61.9 

60.9 

51. 5 
一

65.6 

63.0 

52.4 

44.6 

46.6 

48.5 

73.2 

42.1 

56.1 

56.8 

19.0 ス ギ

26.0 ス ギ

8.5 ヒ ノ キ

9.1 ヒ ノ キ

17.5 コウヤマキ

22.7 ヒ ノ キ

20.8 ，， 

20.3 II 

20.8 II 

16.4 ヒ ノ キ

19.5 II 

20.9 ，， 

21.0 ，， 

18.4 II 

20.9 ，， 

22.6 ，， 

19.8 ，， 

20.9 ヒ ノ キ

18.3 ，， 

19.3 II 

21.2 II 

Tab.17 木製部材一覧（単位cm)
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種類｜遺構番号｜柱位置｜長 さ｜径（幅）｜樹 種 種類｜遺構番号｜柱位置｜長 さ｜径（幅）｜樹 種

柱根 SB5955 

柱根 SB5956 

柱根 SB6100

柱根 SB6120 

柱根 SB6130

柱根 SB6140

礎盤 SB6171 

五 ハ

ノム、 ノー、

七 ハ

人 ハ

九 ハ

二 イ

六 イ

／＼イ

十 イ

一一 ノ、

四 ハ

ムノ 、 ノ、

七 ハ

／＼ハ

十 ハ

十五イ

四 ハ

四 イ

五 イ

七 イ

八 イ

九 イ

一一 一

四 ニ

五 ニ

中ノ 、 ーーー

七 ニ

／＼ニ

二 イ

三 イ

四 ロ

ーーー ノ、

一 一

一一一 一ー

ー イ

柱根 SB6172 二 イ

46.4 

48.5 

54.0 

37.4 

36.1 

89.0 

124.5 

79.1 

(61. 6) 

91.0 

54.3 

64.4 

79.0 

(60.8) 

45.1 

50.1 

56.7 

75.9 

64.4 

82.5 

53.6 

86.5 

41.1 

50.5 

101. 6

110.0 

49.4 

41.1 

46.1 

30.6 

31. 7 

31.3 

62.5 

53.1 

28.0 

79.0 

21.8 ヒ ノ キ 柱根

16.6 ，， 

23.5 II 

21.2 ，， 

一一

23.4 ノ／

14.5 コウヤマキ 柱根

17.3 ，， 

18.3 ，， 

19.7 ，， 礎盤

16.0 II 

18.2 ，， 

17.0 ，， 柱根

19.3 ，， 

19.8 ，， 

16.1 II 礎盤

21.6 コウヤマキ

24.5 II 柱根

23.8 コウヤマキ

23.0 ，， 礎盤

23.2 ，， 

13.2 ヒ ノ キ

25.6 コウヤマキ

23.9 コウヤマキ 柱根

24.2 ，， 柱根

23.6 ，， 

23.4 ，， 

25.9 ヒ ノ キ

23.9 コウヤマキ

34.6 ヒ ノ キ 柱根

37.9 ヒ ノ キ 柱根

31.0 ，， 

18.6 ，， 

35.8 ，， 

27.4 ，， 柱根

11.5 コウヤマキ

23.3 ツ jj' 

SB6175 

SB6185 

SB6330 

SB6340 

SB6345 

SB6400 

SB6401 

SB6425 

SB6428 

SB6450 

四 イ

ー一 ノ、

四 ハ

ブLハ

－ノ、

五 ホ

六ホ

二 イ
園一ー園園『ーF，

ー． ノ、

三 ホ

四 ロ

一一ー ノ、

一一一 一

－ ロ

一一 一

一一一 一

ーノ」、 ノ、

一ー ロ

一ー ロ

ー イ

二 イ

七 イ

ーー ロ

ー－，哩圃圃－ /' 

一 一

五 ロ

五 ハ

五 ニ

五 チ

SA6994 ー

一一

Tab. 17 木製部材一覧（単位 cm)

36.8 15. 5 不明（広葉樹）

44.4 一不明（広葉樹）

33.6 10.5 不明（広葉樹）

18.9 9.6 不明（広葉樹）

64.6 23.5 ツ すf

49.3 23.8 ヒ ノ キ

53.6 33.5 ，， 

17.9 17.1 ，， 

35.4 18.3 コウヤマキ

20.6 17.1 ，， 

33.7 13.6 ヒ ノ キ

50.6 20.4 コウヤマキ

74.8 28.4 II 

57.7 29.2 ，， 

32.5 9.6 コウヤマキ

27.8 15.7 II 

39.2 30.3 ヒ ノ キ

39.8 22.8 ヒ ノ キ

38.0 14.5 ヒ ノ キ

28.2 15.2 ，， 

44.0 7.6 ，， 

36.5 9.8 ，， 

52.2 22.1 コウヤマキ

110.8 27.8 ヒ ノ キ

100.1 28.9 不明

55.8 19.7 ヒ ノ キ

58.5 25.7 ，， 

116.7 27.8 ，， 

38.7 7.6 ヒ ノ キ

62.7 24.2 不明

64.2 25.2 ，， 

82.2 25.0 II 

49.0 23.7 ヒ ノ キ

56.1 18.6 ヒ ノ キ

42.3 15.0 II 
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5 金属製品・石製品・土製品（PL. 68)

今回報告する地域から出土した奈良時代の金属製品・石製品・土製品は少なく， しかもその

多くは床土下の遺物包含層からの出土である。 以下種類ごとに述べる。

鉄鋤先(1) U字形の鉄板2枚をあわせ， 叩いて整形したものである。先端部を折損して

おり歯先の状態は不明であるが， 外縁部は使用のため磨滅している。 袋部は先端で推定の深さ ＊

が約2.2cmあり， 一部に木質をとどめる。 全長16.8cm， 全幅 16. 8cm。 SB6166出土。 この種の鉄

鋤先の類例としては， 静岡県伊場遺跡から出土した木製の身部を伴った例が有名で
、

ある。 本例

も木製身部の先端に装着したもので， 推定第 1 次朝堂院地域の SD3765から は柄と身をー木で

つくる完形品が出土している。 ただし伊場遺跡出土品は歯先がほぼ直線となるもので， 形態的

には奈良県阿部六ノ坪遺跡や鳥取県伯番国庁跡 SK04の出土品が本例に最も類似する。 特に阿 ＊

部六ノ坪遺跡では井戸内から木簡・削掛けなどと共に出土し， 出土状態の類似が注目される

鉄釘（2・3・4) いずれも鍛造の角釘である。 頭部のっくりに よってA～Dまでの4種に

分類される。 このうちの端部を折り曲げて頭部とするA (2・4） と， 平形の丸頭をつくるD( 3 )

がみられる。 2 は頭部と先端部を折損する。 断面は一辺 1.2cm の方形となる。 全長（17.lcm） 。

6ADD-Q 区出土。 3 は楕円形の釘頭をつくる。 断面は一辺 0.8cm の略方形と なる。 全 長15.1 *

Cffi0 6ADC-G 区出土。 4 は先端を折損する。 全長 6.lcm0 6ADD-Q 区出土。

鉄撃（8) 断面長方形の鉄棒の先端を偏平に細くし模状とする。 頭部は丸くなる。頭部の

敵打痕と先端部の磨滅ははっきりしない。 全長8.lcm， 断面幅 1.Ocm， 厚さo」 8cm。 6ADD-Q

区出土。

鉄鍍（4・7) 4 は平根式の鉄鉱である。先端部を折損するが良く原形をとどめている。 鉱 ＊

身は斧箭式となる。茎は0.4cm角で
、細長く， 先端をとがらせる。全長（15.lcm），身最大幅3.lcm 0 

6ADC-H 区出土。 7 は両端を折損する。 厚さが0.2cm しかない偏平なものであるが， 鉄鉱の

茎と考えここに含めた。 全長（7.4cm）， 最大幅0.9cm。 6ADC-H 区出土。

鋳銅製品（10) 青銅製。 左右に大きなパリが残り， 上部にも溶銅がは み だしている。 香

炉の脚部か。左右のパリを欠失する他には二次的な破損はなく， 本体の鋳込みに至る前に鋳造 ＊

に失敗し， 廃棄されたものと思われる。 高さ4.7cm， 下端幅2.6cm。 6ADC-G 区出土。

砥石（5・6) 5は両端を折損する。 表裏に剥離が見られる。 表面は平滑でよく研磨され

ている。 全長（9.9cm）， 幅3.lcm， 最大厚1.Ocm。 砂岩片岩。 6ADD-P 区出土。 6 は方柱状の砥

石。 表裏二面を研面としている。 下端を折損する。 全長（12cm）， 幅3.lcm， 最大厚3.8cm 0 砂岩

片岩。 6ADD-P 区出土。 ＊ 

鞠羽口 ・ 鉱j宰 発掘区西端の長方形土墳 SX6350と掘立柱建物 SB6360内のピット群か ら

は，騎羽口や鉱浮が多量に出土している。繍羽口は小片に破砕したものが多く， 図化できるも

のはない。鉱津は分析の結果鉄浮が大部分を占め， 一部に銅津が混っている。

1) 浜松市教育委員会『伊場遺跡造物編 I 』 1978
p.13～14 。

2) 『平城宮報告XIJ p. 201～202。

3) 関川尚功「桜井市阿部六ノ坪遺跡発掘調査

概報」（『奈良県遺跡調査概報 1982年度 第 1

126 

分冊』 1983) p.233。

4) 倉吉市教育委員会『伯番国庁跡発掘調査概報

（第 3 次）』 1976 p. 14～15。

5) 『平城宮報告区』 p.78。



6 銭 貨（Pし68)

銭貨は8種18点，銭文不明1点が出土している。

和同開取（1・2 ) 1は背面内郭縁の四隅が丸い和同開称E。保存状態は良く銭文は鮮明

である。6ADC-H区出土。2 は和同開祢Aである。鋳上がりがあまり 良くなく 背面 の内郭縁

＊ がずれている。SA5950の柱穴（北から16番目）から出土し た。

高年通費（3 ) 外縁幅が広く「潤縁」とよばれる高年通賓B。鋳上がり，保存状態ともに

悪く，銭文は腐蝕のため 不鮮明で、ある。6ADC-H区出土。

神功開蜜（4・5 ) 4は功の芳を「力」にっくり，聞は「開」につくる。「力功 神 功」と

よばれる神功関賓B0 6ADC-G区出土。 5は「長力」と呼ばれ「万」の第2画が 長く伸びる

＊ 神功開資E。SD6482出土。

隆平永賓（6 ) 銭型の大小で、わけた場合の 「大様」に属する隆平永賓A。3片に割れ て

おり隆を欠失するが，鋳上がりは良く銭文は鮮明である。 背面は鎗の仕上を行なわず，鋳造時

に生じた細し、隆起線がある。6ADC-G区出土。

開元元賓（7 ) 銭文の磨滅が著しい。武徳4 (621）年初鋳。6ADC-G区出土。

＊ 祥符元賓（8・9 ) 2枚とも同じ銭文である。祥符元（1008）年初鋳。6ADC-H区 。6ADD-

N区出土。

治平通費（10) 銭文には真書と象蓄の2種があ り，そのうちの家書のもの。銭文は肉厚で

ある。治平元 （1064）年初鋳。6ADC-H区出土。

寛永通費（11～17) 7枚ある。計測値，出土地区を表示するにとどめる。

番号｜銭貨名｜ (W) I (G) ICN)l(g)l(n)ICT)l(t)IC出土地点）｜初鋳年｜備 考

l.51t 
mrr】 mm ロ1m mm mm mm 

1 和同開祢 24.28 21.08 7.53 6.58 1.02 0.19 6ADC-H 708 和同開毛色E

2 ，， 2.834 24.73 21.13 8.03 6.10 1.42 0.61 S A5950 ，， 和同関誌A

3 高年通費 2.729 25.43 20.58 8.38 6.43 1.16 0.48 6ADC-H 760 高年通賢B

4 神功開賓 4.467 25.55 20.50 8.65 5.95 1.52 0.82 6ADC-G 765 神功開賀B

5 ，， 1.470 24.20 21.18 8.83 6.45 0.83 0.27 S D6482 ／／ ，， E 

6 隆平永賓 1.930 1.57 0.80 6ADC-G 796 隆平永賓A

7 開元通賓 2.855 23.95 19.68 8.60 6.55 1.27 0.52 6ADC-G 621 背面無文

8 祥符元賓 3.397 24.45 19.10 7.35 6.23 1.26 0.82 6ADC-H 1008 

9 ，， 3.184 25.05 18.75 7.73 6.23 1.14 0.60 6ADD-N ，， 

10 治平元賓 3.477 23.75 18.65 8.13 6.60 1.31 0.72 6ADC-H 1064 築 書 体

11 寛永通賓 2.410 25.05 20.28 7.30 5.83 1.24 0.62 6ADC 1626 

12 ，， 3.066 25.30 19.50 7.98 6.03 1.21 0.64 6ADC-P ／／ 

13 ，， 2.492 24.38 20.08 7.90 6.03 1.16 0.69 6ADC ，， 

14 ，， 0.943 (21. 65) 18.78 7.88 6.53 (0.51) 0.31 6ADD-K ，， 

15 ，， 2.234 22.90 17.25 8.00 6.58 0.92 0.53 6ADD-K II 

16 ，， 4.147 23.63 18.90 7.75 5.58 1.31 1.03 6ADC-O ，， 

17 II 2.460 1.10 0.52 6ADC-O II 

Tab.18 銭貨一覧

1) 『平域官報告vu p. 97～99。銭1ヨ計百［IJ値についても本自を参照。
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第 V 章 考 度
メa 、

1 馬寮地域の変遷

馬寮官街域内における平城宮関係の遺構が第 I～第Vの 5期に区分できることは第E章 2G

においてすでに指摘したところである。 ここでは各時期の遺構にみられる配置計画とその特性

＊ について検討を加えるとともに， 各時期の絶対年代比定を試みる。 その過程において， いくつ

かの時期がさらに2小期に細分できることを明らかにしてゆく。

A 第I期の遺構

宮造営当初， まだ大垣や官街建物は未完成の段階である。 検出した遺構としては地割りのた

めのものと思われる溝SD6980と仮設の塀SA3680などがあるに過ぎない。

* SD6980 は馬寮地域南辺で検出した東西溝で、ある。 西面中門（佐伯門） SB3600 の南北中軸線

（すなわち宮の中軸線）上にあり， 宮内道路の一部と思われる際敷SX7000の下層において検出 さ

れた。また， 馬寮東官街南半部の西を限る第E期の西北溝SD5960との切り合いでも，SD6980

は古いと判断できる。 断面U 字形をなす素掘りの溝で， 下半部には2～ 3 層の堆積土が認めら

れるが，上半部の埋土は一様であり， 第E 期の遺構造営にあたって一気に埋め戻されたものと

＊ 考えられる。 当溝の心の座標はN13. 80くらいであるが， 次項で述べるように第E期の遺構は

この溝を基線とした75尺方眼に従って造営されており， 地割溝と見て誤りあるまい。 地 割 溝

西面大垣のすぐ内側にあって馬寮地域を南北に貫く掘立柱塀SA3680は， 柱穴の切り合い関

係ではどの遺構よりも古く， 第H期の75尺方眼の計画線とは合致しない。柱間寸法も一定とは

思われず，柱はすべて抜き取られてし、る。 また， 西面中門に対応する部分は途切れ， 以南へは

＊ 振り分けの形で延びる（SA3590）。 これらの点から， 西面大垣造営中に仮設的に設けた遮閉施仮設の塀

設であると判断した。 北面大垣（SA2300）においては， 大垣構築前に同位置に掘立柱塀SA23

30が存在した。 この点に関しては， 宮の外郭を掘立柱塀で画することは藤原宮にもあるため前

代の遺制とも考えられるが，『続日本紀』和銅4年9月4日条の「宮垣未だ成らず云々Jの記

載にみえる宮垣を宮城大垣を指すと捉え， 造営工事の進捗上の理由によって北面において臨時

＊ 的措置として塀で画したものと解釈した。SA3680を同様の仮設物とみれば， 北面大垣のばあ

いとは違って大垣予定地をあらかじめ避けて内側に設けたことになり， 臨時的措置にも別種の

あり方が存したことになるが， この方が合理的であろう。

第I期の年代を直接物語る物証はなし、。 しかし， 遷都の詔（和銅元（708）年） からさほど隔ら

ない時点におさえることができょう。

1) 『平域宮報告医』 p.83。
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B 第E期の遺構

馬寮官街としてはじめて体裁が整った時期で‘ある。 掘立柱建物 6 と土塘1 があり， 正殿・前

殿と西脇殿からなる正庁ブロ ックを北半中央に配し， 南方両脇に馬房・倉庫および馬の水洗場

と思われる長大な土墳を加えた構成をなす。 南半中央部は広場状の空間となる。 周囲を区画す

る施設は検出されていない。 ただし西面に関しては， 仮設の塀SA3680が一時その役を果し， ＊ 

大垣構築後には大垣自身が西限を画した。 また， 発掘した範囲内ではこの時期に属する井戸は

ない。未発掘地である西北隅部に存在した可能性も考えられようが， 不確実である。

上記の遺構は， 重複関係・出土遺物の点からは勿論， 遺構の配置状況，柱間寸法，柱掘形な

どの類似性，基準尺などの面からも同一時期に属し，かっ最古の官街遺構で、あると考えられる。

なお， 何棟かの建物には増築の形跡が認められ， 増築前をIla期， 増築後をIIb期と細分でき ＊

るが， 配置の点では変更がないようなので， まずa・b 両期をまとめて取り扱うことにしたい。

i配置計画

SB6450は馬寮地域北半中央にある正庁殿舎群中の二面府付東西棟建物である。 桁行 7 間，

柱間も10尺等間であり， 正殿とみるにふさわしい。 このSB6450を東西に分ける中軸線（W44.

95）および身舎南側柱筋（N236. 70）を配置計画の基準線とみると， すべての遺構が一定の配置 ＊

計画に則って， 極めて整然と配置されていることが判る。

まず， 先述の地割満SD6980との関係を見てみよう。 潜心（N13.80）から南北基準線までの

距離は222.90m， これは 1 尺＝0.297mとすると750.5尺になる。 西面中門から向北門までの計

画寸法は 900 尺であり， 建物配置の南北基準線は両門心聞を75尺間隔で 12等分した線 上に乗

る。 また， 東西基準線から西面大垣の推定心（Wlll～112）まで、の距離は66～67mで， 先の基準 ＊

尺で除すると 222.22～225.58 尺となり， 225尺すなわち75尺×3 の値に近似する。 これらか

75尺方眼 ら， 75尺方眼を配置の大枠としていることが想定できょう。

では次に， 他の建物がこの75尺方眼に則しているかどうか検討してみよう。 東西基準線から

脇殿SB6425の東側柱筋までは21.80m， これは 1 尺＝0.297m とすると 73.40尺となり， 値は

若干小さいが75尺と大差なし、。 SB6425と東側柱筋を揃えた倉庫SB6330のばあいもほぼ同様で ＊

ある。 正庁殿舎群の東南方にある東府付南北棟SB6170の東府柱筋までは 21.85m, 73. 57尺と

やはり若干小さい値となる。 南妻は基準線から55.15m, 185. 69尺離れているが，これは75尺×

2.5の値187.5尺に近似する。 東南方に遠く離れた馬房SB5956・5955の棟通りまでは22.65m, 

すなわち 76.26 尺で， やや大きい値ではあるがこれも75尺に近い。 また，SB5956 の振分心の

位置は基準線から111.6m, 375. 7尺で75尺×5 となる。 なお， SB6425の増築前の北妻柱筋が ＊

基準線と合致する。

一方， 前殿SB6180は上記の75尺方眼に乗らなし、。 しかし，SB6180は西妻を正殿SB6450 の

西妻に揃え， しかも南側柱筋は基準線から29.50m， ほぼ100尺の位置にあり， 正殿と密接な関

1) 『平城宮報告医』p.86。
2) 75尺にするためには基準尺を1尺＝0.291m以下とせねばならず無理か。
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第I • II期の遺構配置Fig.52 



係にある。これには別種の規制が働いているとみるべきであろう。あるいは後に建て増しされ

たもの，すなわちIIb期に属する可能性も強し、。

ii 藤原宮西方官街との類似性

藤原宮西方官街（BWJ)と平城宮馬寮とは，共に宮の西端に配置され，建物配置等に類似 点

の多いことはすでに指摘されているところで‘あざ。そこで類似しているとして掲げられたのは ＊

次の諸点であった。

a）共に宮の西端を占め，南北長900尺が一致する。

b）桁行18聞を超える長大な南北棟建物を配し，その聞に広い空関地をとっているo

c）四至を画する－施設がない（西国大垣のみ）。

d）長大な矩形土旗を伴う。 ＊ 

一方，藤原宮では西面中門と同南門間に占地しているのに対して平城宮では西面中門と同北

門間であり，また東西長さは藤原宮が2倍大である等の相違点も同時に指摘されており，両者

の性格をただちに同一視することはできないという慎重な態度がとられている。ここでは上の

類似点のほかに，さらに両者に共通する特徴として次の点を追加しておく。

e) 75尺方眼の配置計画の存在。 ＊ 

PLJ条大山（計同線）
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Fig.53 藤原宮西方官街の建物配置（方眼は75尺角）

111 第E期の細分

建て増し 第皿章および本節iで既述のように，何棟かの建物には増築の形跡が認められ，またやや遅

れて建て増しされた建物も存在するようだ。 まず正殿SB64 50のばあいには， 身舎および南 府

の柱掘形に比して北府のものは著しく小型でしかも浅し、。 同様のことは脇殿SB6425について

も指摘でき，南7間分に比べ北6間分の柱掘形は小さく浅い。これら小さく浅い柱掘形は後に ＊

付け加えられたものであろう。SB6425の南から7間目の棟通りには大型の柱掘形があ り， こ

こを当初の北妻と考えるのである。 東南方の馬房SBS-956 ・ 5955は一見馬道を共有する同時存

在の建物のようにみえる。しかし，棟通りは互いに一致するものの，柱間寸尺に違いがあり，

1) 『藤原宮報告IU p. 84～86
0 
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SB5956 の方が若干短いのである。 また基準尺も， SB5955が1尺＝0.1300mで、あるのに対して，

SB5956 のばあいは1尺＝0.296mであり， SB5955 が後の増補である可能性は極めて高いと言

えよう。 なお， 75尺方限の計画線に乗らない建物が1棟ある。 前殿SB6180がそれで， 遅れて

建て増しされたと考えたい。

＊ a ・ b両小期建物の部材（主として柱根）を観察してみると（Tab.17参照）， a • b期を通じて

共通する要素と， 両期で相違する点とがあるようだ。 共通点としては， 遺存する柱根の大部分

が多角形（八角形が多L、）に面取りしたものである点が挙げられる。 これは第E期以降には認め

られない特徴である。 地下に埋もれた部分だけが遺存しているに過ぎないので， 柱全体の形態

にまで及ぼすわけにはいかないが， 意図的に多面体としたものではなく単にハツリ整形しただ

＊ けで， チョ ーナやヤリガンナ削りによって丸く整形する手順を省略したものと理解できょう。

相違点のーっとして用材の問題がある。 a j羽とした建物のうちSB5956・6330はコウヤマキ 用材の違い

を用いる。 これに対してb期の増補とみたSB6450の北府とSB5955はヒノキを 用 材と する。

少数の資料によって統計的な結論を導き出すべきではないが， 一応の傾向はあると理解してお

きたい。 第1次大極殿地域においても， 比較的古い時期にはコウヤマキが優勢で， ヒノキの使

＊ 用はやや遅れて始まるような傾向があらわれている。 基準尺についても， 限られた数値で、の対基 準 尺

比は危険性があるが， 第 I期・ Ila期が1尺＝0.297mであるのに対して， lib期になると1尺

=0.29 8mほどとなり， 若干長くなっている。

iv 第E期の年代

第m切の年代を決定づけるに足る造物は得られなかったが， 上限に関しては宮造営開始から

＊ さほど時を経ない時点に求めることができょう。 馬寮東官街南半部の西を画する満SD5960か

ら和銅5 (712）年と推定される木簡が出土しており， この頃には少なくとも造営は開始された

ことになる。 下限については第E期の開始時期の前段をもってこれにあてざるを得ない。 すな

わち恭仁遷都（天平12(740）年）の時点である。 IlaからII bへの移行の時期や建て増しの理由

についても明らかになし得ないが， 馬寮において， 増築を必要とする組織上の理由ゃあるいは

＊ 飼馬の増加のような事態が生じたことは明らかであろう。 宮内他官街における拡充の時期を勘

案すると神亀年間（724～728）頃と考えられょうか。

c 第E期の遺構

馬寮域北半中央に主要殿舎を建て並べてその東に脇殿風の南北棟建物を配し， その南および

南半東西に馬房 ・ 倉庫を加え， 中聞を広場的空間にするとし、う基本的な構成は第E期と変らな

＊ し、。 ただ， 東限を掘立柱塀SA5950で画したほか， 微視的な配置状況はかなり変化しており，

また正庁域西南方に工房を設けた。 なお， 第E期の建物のうち馬房SB5955・5956はこの時期

ま で、存続した可能性があり， 大土蹟SK6350は機能を変えたが残存した。

i配置計画

1) 『平城宮報告沼』 p. 1 31の Tab. 6 参照。
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北半中央に 3棟の東西棟建物SB6185・6195・6385が並列して建て られる。 これらは桁行規

模が等しく，両妻柱筋を揃え，しかも棟方向が東で北にやや振れるとい う共通し た特徴をも

っO 最も南に位置するSB6185が北廟を有し，柱掘形も大きいため中心建物と考える。 こ の

S B  6185の身舎南側柱筋（N199.85）を南北の基準線，また 3棟の建物の西妻柱筋（W74.20）を

東西 の基準線と仮定してみると，以下のような配置計四が浮び上ってくる。 ＊ 

3棟のうち北端の建物SB6385の北側柱筋までは 35.50mあり， 1尺＝0.298mとすると119.

53尺となる。 中央のSB6195の南側柱筋はちょうどその中間に位置する。 これらの東方 に配さ

れた 2棟の南北棟建物SB5951・6172は西側柱筋を揃えて建つが，東西基準線からこの柱筋 ま

でが47.20m，すなわち158.92 尺を測り， 2棟のうち南にあるSB5951 の桁行中央の間仕切柱

筋までは11.65m (39.23尺）ある 。また，殿舎群の西南にあって工房等の目隠しとなっている南 ＊

北塀SA6341までがやはり11.8 m (39. 73尺）， 官何東限の南北塀SA5950まで の距離は60.OOm 

(202.02尺）である。

40尺方眼 以上の結果を総合すると，40尺の倍数に基づいて計四がなされている。 つまり40尺方眼の基

本計画があったように思われる。 南方に目を転じてみると，中央やや西寄り に倉庫SB6140と

南北棟建物SB6120がある。 このうちSB6120の西側柱筋まで基準線 から 23.55m を測り，こ ＊ 

れは 79.29 尺と40尺×2 に極めて近し、。 東方にある倉庫SB6140とは互いに東妻を揃える。 S

B 6140の南 には目隠塀と思われる東西塀SA6138があるが， これは基準線から 95.50 m，すな

わち321.55尺の位置を占める。 これは40尺×8 の値と近似する。 北方の中心建物群ばかりでは

なく，馬寮域全体が同 一規格のもので造営されていることは明白であろう。

なお，梁行3聞の南北に長い建物が 2棟（SB5951, SB6120）存在することもこの時期の特徴 ＊

である。

ii 部材と基準尺

多角形に面取りした柱根はSB6140の 1本（ーニ〉だけで，ほかはすべて断面円形状である。

用材としては同 一建物でヒノキ・コウヤマキが混在する傾向を示し（SB6140のみすべてヒノキ），

SB6120のように広葉樹材（ツガ2， 他は不明）を用いたものもある。 SA5950の遺存する 3本の ＊

柱根もコウヤマキ 2 ， スギ1 で用材に規格性がない。

基準尺については，造存する柱根が少ないため確実なことは言し改札、。 唯一，距離をあけて

柱根が遺存していたSA5950のばあいには， 1 尺＝0.2984m の値が得られた。

iii 第E期の年代

長方形大土墳SK6350は第E 期末に当初の機能を失い， 第国期には西方の鍛治工房ーからの塵 ＊

芥捨て場となっていた。 これは第IV期の建物造営に先立って一気に埋め戻されたと考えられる

が，埋土の下層にある堆積土や底部近くから出土した土器は平城宮土器II · illのものに限られ

る。 平城宮土器皿は天平勝宝 2 (750）年を中心に，天平宝字5 (761）年より下ることはないと

みられている。 馬寮東官街北端で検出された東西zi＇存SD6499の滞底からは天平10・11 (728・9)

年の年紀を有する木簡が出土している。 第皿期の年代は天平後半代から天平勝宝・宝字年間頃 ＊

に置くことができょう。
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近構から見たばあい，

第E期から第皿期への転

換はかなり大規模なもの

であり， 宮の大改作のー

＊ 環と捉えるのが妥当であ

ろう。 天平後半代でこの

状況に合致するのは恭仁

宮からの還都に伴う造営

である。 還都が行なわれ

＊ たのは天平17 (745）年の

ことであった。 先に馬寮

東官街西面築地には軒瓦

6296A-6691Aの組合わ

せが使用されていたと考

＊ えた。 これらの軒瓦は恭

仁宮と密接に結ひ
、
ついて

おり， 還都直後の造営に

ふさわしい。 馬寮におい

ても同時に新たな造営が

＊ 行なわれたで、あろう。
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D 第IV期の遺構

馬寮域北半中央に正庁一郭を置き， 南辺西半に 2棟の馬房を並列する。この基本構成は第

II • IlI期と変りなし、。しかし ， 正庁部分の状況には大きな違いが生じた。最も大きな変化は，

一面府付の長大な建物を北および東・ 西に配じて円状に外郭を形成， その内側にさらに掘立柱

塀による区画を設け正殿と 2棟の前殿および脇殿を囲って内郭とした点で、ある。また， 東限の ＊

塀は同位置で築地となり（SA5950B）， 北限にも築地（SA6475） が構築された。な お， 井戸SE

6166はζの時期まで存続する。

i 配置計画

東・ 西に配されて外郭を形成する 2棟の二面府付南北棟建物SB6175とSB6400それぞれの内

側の府柱筋聞の距離は53.60mである。これは 1 尺＝0.298m とすると179.9尺（与180尺）になる。 ＊

正殿SB6420の東妻はちょ．うどこの中間に位置するので， これを東西方向の 基準線とみなす

(W61.30）。一方， SB6175＿とSB6400は互いに南妻を揃える。 しかも， 前殿南棟SB6190の南側

柱筋および区画東西塀SB6186は前記2棟の南妻を結ぶ線上に乗る。つま り，SB6175・SA6186・

SB6190・ SB6400はその南面を同 一 線上に揃えて建つのでトあ る。 こ れ を南 北 の 基 準 線 とみる

(N216.40）。

正庁内郭を画する掘立柱塀のうち， 南面のSA6186が基準線上に位置することは既に指摘し

た。北面の東西塀SA6456・ 6317は向 －－＂線上にあり，基準線からは北へ37.lOm (N253 .50） の位

置にある。東面・西面の南北塀SA6455とSA6318は共に基準線から22. 70m (76.23尺）離れ，

対称の位置にある。したがって， 内郭は南北 125尺， 東西152尺の大きさになる。 なお， 外郭の

＊ 

外法規模は南北52. OOm (174. 61尺）， 東西76.l?m (255:54尺）である。東面築地SA5950Bは前 ＊

代の位置を踏襲し ているので配置計画には則らない。しかし ， 北面築地の推定心はN278くら

90尺方眼 いに求められ，基準線からは61. 6m (205尺）を測る。大枠とし て90尺方眼の計画があるようだ。

各建物相互の聞にも次のような相関関係がある。正殿SB6420と 2棟の前殿SB6190・ 6381と

は西妻柱筋を揃え， ここまで基準線から17. 8m (60尺），前殿どおしは東妻も揃える（基準線から

10尺）。 脇殿SB6451の北妻はSB6420の北側柱筋と揃い， 基準線から32. 7m (110尺）である。 ＊ 

また， SB6400には南から 6間目に間仕切柱があり南 北に 2分されるが， この間仕切柱筋とSB

6451の雨妻が揃う（基準線から北へ60尺）。以上のように， 内郭においては，建物の桁行柱聞が10

尺等間であるためすべての柱位置が10尺の方限割りに合致する。なお， 内郭のすぐ南にある倉

庫SB6340の西側柱筋まで基準線から30尺， 北妻柱筋まで同じ く40尺を測り， これも同じ規格

にし7こがっている。

馬寮域南辺近く西半部 には 2棟の長大な南北棟建物SB3690とSB6100がある。 これらは互

いに南妻を揃えており， 両者の東側柱筋聞の距離は24. 20 m (80尺）である。このうち西側のS

＊ 

B 3690の東側柱筋は基準線から西26. 7m (90尺） の位置にあり， 北方の二面廟付建物SB6400の

東廟柱筋とぴったり合致する。 またSB3690の振分心は基準線から 160m, 540尺， すなわち90

尺×6の位置にあたる。これら 2棟にも正庁一郭の配置計画が及んでいるものと考えられる。 ＊ 
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iii 第N期の年代

この時期の年代を決める良好な資料が SK6397 ・6166など多くの遺構から出土している。SK

6397は正庁外郭西部の二面府付南北棟 SB6400の東府南端の柱穴を切っで掘られた小さな円形

土l演で，埋土から出土した土師器はすべて平城宮土器Vに属す。 SE6166から は少量な がら土

師器 ・須恵器が出土したが，これらは平城宮土器Vよりやや年代が下り，長岡宮出土土器（す ＊

なわち平域宮土器VIと併行）に近いと考えられる。 中に「主馬」の墨書を有する土師器杯がある

が，「主馬」は天応元（781）年から大同元（806）年まで存在Lた主馬寮に相当すると考えられ，

土器編年と矛盾しなし、。井戸の廃絶を第IV期の下限とみれば，780年代前半，すなわち平城宮

の廃絶と軌をーにすると考えられよろ。以上のほか，築地 SA5950 B ・ 6475 ・6150の雨落満や

陥渠 SX6505から出土した土器は， 一部に平城宮土器日 ・皿も混じるが，ほとんど平城宮土器 ＊

IV～Vのもので，築地 SA.6150を切るC字形の病 SD6155からは平城宮土探V～刊の土器が出

土している。 また，SB6430の柱掘形から平城宮土器IV～Vが出土している。 以上から，第IV

j切は平城宮土器IV段階の後半頃 に始まり，V～刊への移行期頃まで続いたと考えられる。

第IVj切の遺構はすべて整地土上面において検出されており，大規模な改修を経たものと思わ

れる。 天平宝字元（757）年の「大宮改修J，天平宝字4 ～ 6 (760～762）年の 「平城宮改作」， ＊ 

あるいは左右馬寮の主馬寮への統合（宝色10(779）年以前）の時期のいずれかに相当しよう。

E 第V期の遺構

第lVl閉までは一貫して南北 900 尺の地域を全体として 1官街が占有していたが，この時期に

は東西部 SD5961によって南北に二分し，2つの官街ブロックを設けている。 SD5961は旧馬

寮域南限から約485尺の位置にあり，南半の方が広いことになるが，泣梢は北半に比してまば ＊

らである。

i配置計画

北 半 部 北半部中央付近に，東 ・西に振り分けて東西両府付南北線 SB6173・.6401 を配するc ともに

身舎梁行2間，10尺等間で，東西に柱間11尺の府が付く。 桁行も両者とも7間であるが，柱聞

は SB6173が 9 尺等間，SB6401が 8 尺等間であるため桁行総長は異なる。しかし，両者は北妻 ＊

柱筋を揃えており，これを南北方向の基準線とみることができる（N2�3:. 2.0）。 北限の築地 SA

6475の心まで44. 95mを測り， 1尺二 0 .2997mとすると 150尺になる。 東方の SB6173はやや小

振りの東西両府付南北棟建物 SB6460を伴なう。両者は西府の柱筋を備えており，間隔は6. 0m

(20尺）ある。西方の SB6401の北側は未発掘であるが， 同様に小型の二而府付南北棟建物が付

随していた可能性はあろう。

これら東西に配された二面崩付南北棟の中間に東西棟 SB6386がある。この建物は桁行 6 間，

10尺等間であるが，梁行は2問しかなく，しかも柱掘形が小型であるうえ棟方向が若干振れる

ため， 正殿相当建物とは考え難し、。 しかしながら， この SB6386の東西両妻は東西にあるこ面

府建物から等距離にある。 つまり SB6386の中心は建物群の東西中軸線上に乗るのである。 こ
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のSB6386の北方には 2 棟の小型の東西棟 SB6469 ・9552が配されている。 SB6469の西妻は SB

しかもこれら 2棟の南側柱筋はまた SB9552の西妻はSB6386の西妻と揃う。6386の東妻と，

南方東西にある SB6173・ 6401の北妻柱筋から30. OOm (100尺） の 位置にあた互いに一致し，

る。 なお， SB6386と SB6469はともに梁行2 聞の東西に細長い建物で， 各々東側3間分と 2間

分には棟通りに柱が立つとし、う共通の特徴をもっ。＊ 

中中央から南寄りは何らの遺構もない空関地で， 南辺を画する東西、満 SB5961の北側には，

この SB5945は東面に広心からやや西に寄って1棟の南北棟建物 SB5945が建つのみである。

身舎棟通りが北方の SB6386・ 9552の西妻柱筋の延長府を有する身舎4間× 2 聞の建物だが，

線上に乗り， 北方建物群と同ーの規格下にあると言えよう。

部半南SB6130は北面に広廟を 有南半部では， 東北方に寄って2 棟の建物 SB6130・ 6141がある。＊ 

SB6141はその西南にある 5間×2聞の南北棟建物 である。する身舎5間×2聞の東西棟建物，

両者は共に方位が北で東へ 2
。
強振れており， 配置状況から SB6130が正殿， SB6141が脇殿の関

係にあると考えられよう。 SB6130の西妻は北半部建物群の東西中軸線から東へ15. OOmの位置

にあるが， 振れを考慮すると配置計画に おける一致点は見出 し難い。 北半部とは別個の官街と

西へ5. 4m
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6141は SB6130から南へ3. 6 m (12尺），
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みなした所以の 一つはここにある。 なお，

(17尺）離れている。＊ 
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SB6401の柱掘形から 平 城宮土
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か， SE7110・ SK6155から奈良時

代中頃の土器に混じって岡田まで

＊ 

の土器が出土している。 第V期は

平城上皇の還都によって造営され

たものと考えられよう。 建築構造

S!"3'iQ.:5 

f!Lj 
j(日

d し、

上からも， 広府付の建物が多いこ

とから平安時代に入っていること
＊ 

が窺える。 また， 基準尺も 1尺＝

0. 300mと長い。

北半部に関しては， 第N期まで
S05QG1 

の建物配置と基本的な変化は認め

られず， 規模は縮小しているもの＊ 

の馬寮的な性格の官街であると考

えられる。

886141 
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令制以前の
馬官

2 馬寮についての史料的検討

前節まで，平城宮の西面中門（佐伯門）と西面北門（伊福部門）の聞の西面大垣内側に位置す

る官街区画の遺構と遺物について調査結果を報告し，併せて遺構については若干の考察を加え

てきた。この官街区画は奈良時代初期（第E期）から平安時代初頭（第V期）に至るま で，一貫

して北に正殿・前殿・脇殿から成る正庁ブロック，南に馬房状建物・倉庫・広場的空間という＊ 

配置をとっていた。こうした構成をもっ官街区画を令制官司の（左・右）馬寮と推定して記述

してきたわけだが，この官街区画がどのような性格をもつものであるのか，文献史料によって

知られる左右馬寮ないし主馬寮のあり方とどのように対応するものなのか，以下奈良時代の馬

寮が果した機能を中心に若干の考察を試みてみよう。

A 馬寮の沿革と機能

ここではまず奈良時代の左右馬寮の沿革と機能について史料をひもとくことにする。

i 馬寮の沿－革

令制以前の中央官制の中にもすでに馬のことを管掌する官司があったことは周知の通りであ
うまやとのとよとみみのみE

るミ有名な聖徳太子（臨戸監聡耳皇子）の生誕伝承には，母后穴穂部間人皇女が「禁中を巡行し

＊ 

諸司を監察するに馬官に至りてすなわち厩戸にあたりて労せずして忽に産む」（『日本書紀』推古＊

元（593）年四月己卯条）とみえる。また，天平神護元（765）年の播磨国賀古郡人馬養造人上の歎

状にも，先祖の牟射志が「能く馬を養うを以って上宮太子に仕え て馬司に任ぜらる」（『続日本

紀』同年五月庚戊条）と伝えており，絶対年代が推古朝であるかどうかはともかく，令制以前に

馬の飼養を管する原初的な官司が存在したことがうかがえる。この「馬官Jは，倭馬飼造・首

のもとの倭馬飼部，河内馬飼造・首のもとの河内馬飼部など職業部としての馬飼部が官司制的＊

に編成される過程に位置するものとされてい三。

推古朝の「馬官」が大宝令・養老令の官制において左右馬寮として律令官僚機構中に位置づ

けられてゆくのだが，浄御原令制下においては過渡期として馬寮がまだ左・右に分化していな

馬 寮 監 かった可能性があるO 奈良時代初頭に左右馬寮の他に令外の「馬寮監」も置かれたことがある

令制下の左
右馬寮

が，これについて坂本太郎は馬寮の左右分化以前に固有の総括的な厩馬担当職が存在したこと＊ 

をその設置理由の一つに挙げている。また，唯一の例として，藤原宮東面北門地区東外濠から

出土した木簡の中に〔表〕「謹啓今忽有用庭故醤」〔裏〕「及末醤欲給恐々謹請 馬会
）

」 と左・

右を付さない馬寮名による文書木簡がみられるのである。

大宝令・養老令官制での左右馬寮をみよう。養老職員令左馬寮条では，長官の職掌として，
うまや

閑の馬の調習と飼養，供御の乗具，穀草の配給，さらに飼部の戸口名籍のことを挙げている。＊ 

職員には頭 1 人，助 1 人，大允・小允各 1 人，大属・小属各 1 人の四等官の下に，馬医 2 人，

1) 井上光貞「部民の研究」（『日本古代史の諸問
題』1949) p. 26～28。

2) 坂本太郎「馬寮監」（『抗日本紀研究』1巻7
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号，1954) p.168。
3) 奈良国立文化財研究所『藤原宮出土木簡（四）』

1980, p.4上段。



馬部60人， 使部20人， 直丁 2人， そして飼丁があったO 実際の馬の調習・飼養にあたる馬部・

飼丁は前代の馬飼部の体制の系譜をヲ［＼，、ており， 馬飼造戸（左馬寮 236 戸， 右馬寮 230 戸） 中から

伴部にあたる馬部が， 馬甘（左馬寮 302 戸， 右馬寮 260 戸） 中から雑戸である飼丁がそれぞれ上番

して仕えることになっていた（『令集解』職員令左馬寮条古記所引官員令別記）。 一方， 諸国の牧や

＊ 兵馬， 公私の馬牛については兵部省被管の兵馬司が管掌するところとなっており， また東宮に

は主馬署が別に置かれたO 左右馬寮は諸国の牧馬のことは扱わず， 諸国の牧から中央に送られ

てきた馬の調習・飼養を主な職掌としていたわけで、ある。

以上のような左右馬寮の， 官制上の位置づけの特徴は次の諸点にまとめられよう。 まず第一 官制上の位置づけ
に， 左右馬寮は各々大寮にあたる四等官をもち， 他の一般の寮が八省の被管となっているのと

＊ は異なり， 太政官の下に直接位置づけられていることである（左右兵庫も同じ）。 すなわち， 五

衛府などと並んでいわば太政官直属の性格が付与されていることが指摘できる。 第二には， 左

右馬寮の官人が武官であることが挙げられる。『令集解』公式令内外諸司条の古記によると，

「諸の伎を帯するものを武（官） とせよ」の説明に「馬寮・兵庫・諸物部等なり。 防人もまた武

と為す」としており， 大宝令において左右馬寮の官人（四等官） は伎を帯びる武官であったこ

＊ とが知られるのである。 さらにこのことと関連する特徴の第三として， 左右馬寮は， 別に兵司

が置かれたにもかかわらず， 軍事的性格をもっていたことを指摘したい。 すなわち， 兵馬司は

諸国の牧・兵馬の間接的管理や馬牛帳による官私馬牛の把握を任としたが， 実際の馬の飼養は

行なわず， 中央における馬の飼養は左右馬寮が中心的にその任にあたったので、ある。 のちに兵

馬司が廃止され， その機能を引き継いだ左右馬寮が平安時代前期に軍事的性格をさらに強くす

＊ るに至るが， 馬自体がもっ軍事的性格から奈良時代にも同じくそうした側面を備えていたと思

われる。 平安時代前期に左右馬寮が自ら「夫れ馬は軍国の用， 非常の備。 掌守の司， 備無かる

べからず」と述べたり，「馬牛は軍国の資， 暫くも無かるべからず」といわれたりすることは，

時代を超えてあてはまる一面をもつものであろう。以上のように， 左右馬寮が有した諸特徴

は， 前代の「馬官」以来の馬寮の重要性を示しているのである。

＊ 大宝令・養老令官制の左右馬寮はその後どのように展開したで、あろうか。 奈良時代に左右馬

寮を統括する形の令外の官職「馬寮監」が置かれたのは先述のとおりである。のち天平神護元

(765）年には左右馬寮の姉妹官司ともいうべき「内厩寮」が設けられた（『続日本紀』同年二月甲 内 厩 寮

子条〉。 内厩寮は左右馬寮と同じ四等官構成とその官位相当をもち， 勅旨牧ないしその 前身牧

を管して天皇など皇室に関わる馬を扱った官司と考えられる。 ただし， 内厩寮の頭・助には官

＊ 位相当よりも高位の近衛府次将級の武官が多く兼官しており， 左右馬寮より上位の官司として

位置づけられていたようであり， また内厩寮の設置は藤原仲麻呂没落後の軍事制度再編政策の

一環として捉えることができる。内厩寮はのち大同元（806）年正月の頭補任例以後姿を消し，

1) 日本思想大系『律令』官位令補注参照。
2) 森田悌「平安前期の左右馬寮について」（『日

本歴史』 271号， 1970）。
3) 『令集解』職員令左馬寮条所引弘仁 4 年 3 月

13 日太政官符。
4) 『類来三代格』巻17， 延暦 8 年 9 月4日太政

官符。
5) 西岡虎之助「武士階級結成のー要因としての

「牧」の発展J（『荘園史の研究』上巻所収， もと
『史学雑誌J 40編2・3・5・7・8号）。

6) 柏田隆之「内服寮考」（『続日本紀研究』 5 巻
5 号， 1958）。内蹴寮が左右馬寮より上位にあ
ったらしいことは， 宝む 4 (773）年 2 月 25日太
政官符案（『大日本古文書』 21 巻278頁）中で掲
げられた三寮の順序からもうかがえる。
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まもなく再宣された左右馬寮に統合されたものと考えられる。

ところで，記述が前後するが， 宝亀 10 (779）年 9 月から大同 3 (80め年 6 月にかけての期間

左右馬寮官人の補任例が全くみられなくなるのに対し，ほぼ同期間である天応元 （781）年5月

芸馬寮の統から大同元ゆ06）年4月にかけて， かわって「主馬寮」の頭・助の補任例が史料に散見され
ロ 1〕

左右馬寮の
再置

る。このことから， 宝亀 10年から天応元年までのある時点から大同元年以降の遅くとも大同 3 ＊ 

年に左右馬寮長官が補任される時（「日本後紀』大同3年6月庚申条）までの聞は左右馬寮が主 馬

寮に一本化されていたという官制の変遷がうかがえるのである （Tab. 16参照）。 これは，左右馬

大宝令制
天平神護元年（765)

宝ill十年～天応元年（779～781)

大同元年～大同三年（806～808)

左・右馬寮 兵馬司

内限 1 
｜ 主馬寮

」一一今左・右馬寮＋－－－－－

Tab.19 馬寮官制の変遷

寮官人に武官のコースを

たどる者が少ないのに対

して，主馬寮官人には中 ＊

衛府などを経る者が多く

みられることから，やは

り軍事的性格に一層重点

を置いた官制改編であっ

たものと推定されている。主馬寮設置以後は，従前の内厩寮・左右馬寮体制にかわって， 内厩 ＊

寮と主馬寮の併存というあり方になったので‘ある。

上述のごとく，遅くとも大同3年6月には内厩寮・主馬寮とも廃止され，再び左右馬寮の体

制となった。一方，大同 3 年正月20 日の詔書（『類来三代格』巻 4，弘仁 4 年7 月16日太政官符所引）

によって兵部省被管の兵馬司が廃止され，兵部省にその司務が移されているが，馬に関する実

務については再置の左右馬寮にその職掌が引き継がれたものと考えられている
）

。『延喜式』の ＊

左右馬寮式はこの段階以後の制度を示している。

ii 奈良時代の馬寮の機能

続いて左右馬寮が果した機能について整理し， 左右馬寮の諸施設の構成を考えてみよう。

養老職員令左馬寮条では，頭の職掌として，（左の）閑の馬の調習と飼養，供御の乗具，穀草

の配給，飼部の戸口名籍の事の4つを挙げていた。ここではもう少し立ち入って， 上述のよう ＊ 

延 喜 式 な官制変遷後の編領になるけれどもより詳しい規定を載せる『延喜式」左右馬寮式から検討す

る。諸条は③馬の収領，⑮馬の調習・飼養，O馬の用途の3つの面に分けて考えることができ

る。まず③馬の収領の面では，

a）御牧 （勅旨牧）からの年貢御馬

b）諸国が貢する繋飼馬牛

を領することになっている。⑮馬調習・飼養には，

c）畿内近国の諸国に託す国飼御馬

d）探飼と称して左右馬寮の厩で飼うもの

e）放飼と呼んで寮牧ーいわゆる近都牧で飼うもの

の 3 つの方法が採用されていた。。馬の用途についても同様々な条文がみられるが，

1) 色目前褐論文参照。
2) 西岡前掲論文，森田前掲論文参照。
3) 1）に同じ。また，佐藤虎雄「平安時代前 JUJ
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における馬政」（『延喜天暦｜時代の研究』，1968)
も参照のこと。

＊ 

＊ 

． 



f）年中諸祭の放馬

g） 行幸御馬と馬具

h）年中行事 （正月七日青馬，四月二十八日党駒，五月五日rm・同六日競馬井騎射等）用の馬

i ）衛府（看督馬，行夜の馬） に充てる馬牛

＊などを用意することが主な内容である。なお，西岡虎之助は，③馬の収領について， a）勅旨

牧からの240～320疋，b）諸国繋飼馬の105疋，そして c）諸国官牧からの馬の貢上を推計し

て約100疋余とし，年々500疋前後が中央に集まるものと推測している。

さて，以上のような『延喜式』にうかがえる左右馬寮の機能は，③のa）勅旨牧からの貢馬

が内厩寮の左右馬寮への統合以前の段階では考えにくい点を除くと，時代的に多少の出入りは

＊あったとしても大勢としては奈良時代にもほぼあてはまると考えてよかろう。以下では，奈良

時代の左右馬寮の機能として確認できる点をいくつか挙げてみる。まず，③のb）諸国からの

繋飼馬の貢進は，「常進公牧繋飼牛馬 」（『抗日本紀』天平4 (732）年8月壬辰条）の言葉にうかがえ，

天平6 (734）年尾張国正税帳に「陸奥国進上御馬」（『大日本古文書』1巻611頁），天平10 (738）年

淡路国正税帳に 「淡路国進上御馬 」（同 2 巻105頁） とみえるのがそれにあたるものと思われる。

＊そして天平6年出雲国計会帳に記される「繋飼馬市長一巻」（同1巻598頁）はまさに当国における

その管理に関わる公文であることから，一般的な制度として存在したことが知られるのである。

次に⑮中央における馬の飼養については，宝亀3 (772）年5月22日太政官符（『類来三代格』巻

18） で 「国飼御馬，設為機速」として国司長官に専当させることとしたことからうかがえるよ

うに，国飼（大和・河内・摂津・山背・伊勢・近江・美濃・丹波・播磨・紀伊の諸国，『延喜式」では播磨・

＊紀伊が除かれる） の制は奈良時代にもあったで、あろうし，また職員の馬部や飼丁のあり方から近

都牧や左右馬寮自身の厩舎における馬の飼養も当然、存在したものと考える。 馬の飼養に不可欠

な飼料については，大宝令 ・ 養老令の厩牧令厩細馬条に細かい飼育規定があり，同令馬戸分番

条に調草輸進規定があるが，後者について『令集解』職員令左馬寮条古記では「調草，正丁二

百園，次丁百園，少丁五 十園。但今行事，馬一匹日 料，乾草三園宛。雑穀之類，不給養。調草

＊止輸官，仰畿内交易充也。」と天平10 (738）年頃の今行事を記している。この今行事と対応す

るのが九条家本延喜式裏文書の宝色4 (773）年2月25日太政官符案（『大日本古文書』21巻278頁）

で，左右馬寮解 ・ 内厩寮解を受けた太政官が民部省に符して摂津国調銭をもって乾草を交易 ・

運送させている。さて，次に⑥馬の用途に関して，諸祭や行事そして年中行事の際に利用する

馬は，奈良時代にも左右馬寮が用意したものと推定するのが自然であろう。年中行事，例えば

＊ 競馬に関しては，平城宮の推定第1次朝堂院地域内に馬場の＋｜！日である可能性をもっ遺栴が検出

されていることを指摘して主こう。その他，平城宮跡出土木簡の中にも若干馬の用途をうかが

わせるものが存在する。その一つは，〔表）「請縄参拾了 右為付御馬井夜行馬所請」〔裏〕「如

件 神護景雲三年四月十七日番長編L浜J，「コ人馬行夜 行」 のように，『延喜式』左右馬寮

式にもみえた兵衛等による行夜の際の馬の提供である。もう一つは，官人の召喚状にあたる木

＊簡の中に「（前l略）和銅六年五月十日使葦屋／椋人大田充食馬」とあるもので，至急の召喚の使

自身にも馬を用意した可能性を示している。前者の行夜の馬の例では馬の警察的機能が明らか
1) 西岡虎之助前掲論文。

2) 平城宮第140次調査。『昭和57年度平城宮跡発
掘調査概報』，p.12～28。

3) 『平城宮発掘調査出土木簡概報（五）j p.9上
段， 『同（六）j p.7下段。
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となるが， 上述のような軍事的性格もあったからであろう。『令集解』宮街令開閉門条古記に

は左右衛士府の衛士が分配防守する「所部」として御垣廻や大蔵・内蔵 ・ 民部などとともに馬

寮が挙げられているのである。

以上のような機能に即して左右馬寮の施設について考えると， ます
。
開：飼馬のための厩舎や馬

の調習のための広場のほか， 大量の飼料をH引責する倉や馬具を納める庫などの倉庫， 官庁とし ＊

ての政務を行なう正殿 ・ 脇殿等の正庁建物， 官人の食事や飼料を調理するための厨的施設や井

戸， そして馬具の簡単な修繕等にあたる工房施設などを推定することができる。 本報告に述べ

た官街区画の遺構 ・ 造物の様相はこうした推定と矛盾しない。

B 平城宮における馬寮

平城宮における左右馬寮の位置については， それを確定する証拠となる資料 はない。 し か ＊

し， 以下の諸点から総合的に判断して， 本報告で扱った宮西辺部の官街区画がそれにあたるも

のと推定できるのである。

i 墨書土器

官街名を記した墨書土器には，第52次調査の井戸SE6166から出土した「主馬」（土師器杯A・

底外）， 第63次調査の南北満SD61 60から出土した「主馬」（土師器椀A・底外）， および第5 1次調 ＊

査の包含層出土の「内厩J（須恵器杯B蓋・頂外） の 3点がある。検出遺構はそれぞれ， 官街域北

半の馬房と推定される建物の脇にある井戸， 官街域の東を限るすな， 官街域中央部東辺付近で東

を限る南北溝SD5760付近の包含層である。

主 馬 「主馬」は天応元（78 1）年5月から大同元（806）年四月まで官人補任のみられる主馬寮か，

東宮の主馬署， いずれかの可能性がある。 しかし， 土器の年代が奈良時代末に属すること， お ＊

よびこの官街区画の占地が広い点をあわせると， 主馬寮である蓋然性の方が高いと考える。 そ

して「主馬jの墨書土器が2点とも本官街区画から出土したことから， ここを奈良時代末の主

馬寮に比定することができょう。

内 厩 「内厩」も， 天平神護元（765） 年2月に設けられ大同元（806）年正月まで補任例のみ られる

， 

1) この古記の記し方が「所部， 詞依別式， 左右

術土府中門井御垣廻， 及大蔵， 内政， 民部， 外

司，喪儀，馬寮等，以衛士分配防守，以時検行。」

とあることから，「外司」を宮外の官司ととり，

喪儀司（寮） とともに馬寮が宮外にあったもの

と想定することも可能ではあるが，「外司」の

語義に疑問があり， また平安宮で左右馬寮が宮

内にあることとの関係が理解しにくくなること

などから， 本文のように考える。 ちなみに麿の

官制においては日本の左右馬寮に相当する官司

として， ③尚苫省兵部の下の駕部， ⑥殿中省の

下の尚来局， ①大伐寺とその下の④乗黄署・⑤

典！既岩ーなどがある（『二中歴』第七官名歴な

ど）。店長安城図をみると（平阿武夫編『唐代

研究のしおり第七 長安と治陽地図J, 1956所

144 

収の日大防長安城図（ニ）・徐松長安皇城図（ー）・長

安県志長安皇域図仁））， 上記のうちでは， ＠大

僕寺が皇城南部中央にあることが知られるのみ

だが，「騨騎馬坊」と称するおそらく厩舎を主

にすると思われる官街区画が皇域西辺南部にや

はり南北に細長い占地をもってみられ， 日本の

左右馬寮の位置と対応しており興味深い。

2) 平安宮跡からも推定左兵衛府跡の調査で， 溝

から「主馬J銘のある墨書土器（土師器・底部

外面） が出土している（京都市埋蔵文化財研究

所『平安京跡発掘調査概報X』平安宮左兵衛府

跡， 1978）。主馬寮と兵術府との関係は，『延喜

式』左右馬寮式に左右馬寮が馬手を術府に分充

する規定がみえることから推測できる。

.. 



内厩寮を指す。 内厩寮ははじめ左右馬寮と併存し， やがて左右馬寮を統合した主馬寮と併立し

たが，左右馬寮・主馬寮とは その機能から考え て密接に関連する官司であることは間違いな

い。 したがってこれらの墨書土器からは ， 上記の推定のように ， この官街 地区が奈良時 代末に

は主馬寮であったこと ， そしてさらに主馬寮設置以前は左 右馬寮であったものと考えることが

＊ できるのである。

ii 宮内における位置と占地

この官街は 平城宮の西面中門（佐伯門）と同北門（伊福部門）の聞の西面大垣内側に位置し，

南北 約252m (900尺）， 東西約84m (320尺）の南北に細長い地域を占め ている。 平安宮古図によ

って平安宮内の対応する地域の官街を みると ， 西面中 門 （藻壁門）と同 北門 （股富門）の聞の西

＊ 端には右兵衛府と内匠寮があり， その 南の西面中門と同南門（談天門）内には左馬寮が， また談

天門と南面 大垣との聞には右馬寮がみ える （Fig.57）。 占地の規模は右兵衛府・内匠寮が南北40

丈×東西35丈であるのに対して， 左・右馬寮が南 北84丈×東西35丈と南北に細長い地域を占め

ている。 このことは ， 平安宮の左右馬寮が平城宮における本官街地域のあり方と極め て類似す

る位置と占地をもつことを示しており， 平城宮における本官街を左・右どちらかの馬寮と推定

＊ すれば平安宮の官街配置との連続が無理なく理解できるのである。 なお， 藤原宮におい ても ，

平城宮・平安宮とよく似た位置に「西方官街」と仮称している南北に細長い占地の官街区画を

確認している。

iii 遺構の状況

第皿章および第V章1で、述べたように ， 検出した逃構の状 、況も上述した左右馬寮のあり方に

＊ きわ め てよく適合 する。 すなわ ち ， 官街区画北部に正殿・前殿と脇殿からなる正庁ブロ ックが

あり， 南半中央部に広場的空間， その東西両脇に馬房・倉庫様の掘立柱建物が位置し， さらに

馬の水洗場かとも想像できる長大な土擦が存在 するとし、う遺構配置は 奈良時代を通して一貫し

て変化しておらず （第V期， 平安時代初頭には北半部のみが官街区画となり面積は半減するが建物配置は

前を踏襲している）， 上述した文献史料からうかがえる左右馬寮の施設の構成と非常に近似して

＊ いるのである。 また ， 藤原宮西方官街の遺構配置も ， 広場・長大な矩形土墳の 存在など， 本官

街とくに第E期のものと似た構成をもっている。 なお， 第IV期には正庁部分が内郭と外郭に整

備され ，東限の掘立柱塀が築地に替り（SA5950B）， 北限も 築地で画されるようになるなど， 施

設構成の整備がかなり進められ ている。 この現象は前節における実年代比定から考えると ， あ

るいは左右馬寮の主馬寮への統合という官制改編の時期に相当するかもしれない。 もしそうだ

＊ と すれば， その時期は官人補任例から宝亀10 (779）年から天応元（781）年にか け てのある時点

と いうことになる。

以上の 3点を中心として， 本報告ではこの官街区画を馬寮と推定した。 当地域が左馬寮・右

馬寮の いずれに該当するかとしづ問題をはじめとして， なお問題点を残しているが， 今後の 平

城宮西部地域における発掘調査の進展， 長岡宮・平安宮等における同様の調査・研究の進展に

＊ よって， 馬寮地域の性格はより明らかになってゆくものと思われる。
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3 土 器一旧平城京域における平安時代の土器とその変容一一

平城宮・京から出土した平安時代の土器のうち， 平城上皇期の遺構にともなう土器群（SE

311B・SK238等） およびそれに続く東三坊大路東側溝上下両層の土器群（SD650A・B）について

は既に報告を行ない，また9世紀から1 0世紀初頭頃まで、の土器の変容についても考察している。

＊ また， 1974年には薬師寺西僧房の発掘調査で天禄4 (973） 年の火災で焼失した僧房跡を確認

し，その床面や焼土層から大量の土器群（以下，西僧房床面土器） を検出した。これについても

一部既に報告し，1 0世紀後葉の基準資料として周知されているところである。

今回報告した馬寮地域や平城京域の調査によって SD6 50 B の土器群に続く土器群や西僧房

床面土器に続く土器群の出土例が増え，1 0世紀から11世紀初頭にかけての時期の土器の様相が

＊ 次第に明らかになってきた。ところで，11世紀前半から中頃にかけて，窯業史において中世的

表象と捉えられる瓦器が出現することはほぼ確実であり，ここでは，その前史とも言うべき1 0

世紀から11世紀の土器，特に在地で生産され普遍的な存在である土師器 ・ 黒色土器の食器を中

心にその変容過程を整理してみたい（別表4 ・ 5 ・ 6参照）。

A SD650Bの土器

* SD 6 50 Bの土器群は伴出した銭貨から9世紀後半から1 0世紀初頭頃に位置付け られ， 木簡

や墨書土器等の内容から何らかの官署もしくは 寺院に関連するものと考えられている。 SD650

Bの土器群は出土遺構が滞であるとし、う制約があるため，必ずしも純粋な型式ではなく，前後

の時期のものを含んでいる。今回，SD 650 B のものより純粋な土器群として玉手門付近の大

土旗 SK1623の土器について報告した。 SK1623の土器には，大量の土師器の他に施紬陶器（灰

＊ 勅・緑利・青磁・白磁等） の高級品も含まれ， 平安京の事例と比較しても遜色なく，当時の大和

の貴族層が使用したものと考えられよう。ここでは，SK1623 とその前段階に位置づけられる

SD6 50Aとの比較を中心に，この土器群の特徴を明らかにしたい。

土師器の 器種には，杯 A ・ 杯 B ・ 同蓋 ・ 皿A ・ 皿B C磁皿） ・ 皿C ・ 高杯 ・ 恋・鍔釜 ・ 寵など 土 師 器

があり，総体的に見れば前代の SD6 50A と相似た組成で、あるが，壷E・鉢などの貯蔵器形は

＊ みられない。

杯Aには，口径15.5～1 7 . 5 cm， 器高2. 5～3. 5 cmの杯AI，口径14. 0～15. 5 cm，器高2. 5～3.5 cm

の杯All， 口径14cm未満， 器高2. 5～3. 0 cmの杯AIII Cもしくは椀） に分化している。杯AI～E

の調整法にはc • eの両手法があり，その比は66 : 34でc手法が多し、。 SD6 50Aの杯AIには

e手法は まったくなかったが，この段階で，杯AIにはじめてe手法 が登場するのである。

＊ しかし杯AIに限れば，c手法とe手法の割合は72: 28でc手法が依然として多数を占める。

一方，杯All ・ AIIIでは，両者の比は55: 45でe手法の増加が極立っている。e手法の増加に

ともない，All ・ AIIIでは 器高 が前代に較べ低下する傾向にある。

1) 『平城宮報告NJ p.24～30。
2) 『平城宮報告羽』p.145～150。

3) 『昭和49年度平城宮概報j p.42～43，『年報19
75.] p.31 0 
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杯Bには，口径20cm以上のものと口径17cm前後のものがあり，前代とほぼ相似た法量分布を

示すが，杯Aと同じく器高が低下する傾向を示している。杯 B にはe手法によるものはなく，

すべてc手法であるが，へ ラミガキの技法はすでに消失している。

皿Aは，口径17cm以上，器高2. 5cm以下の皿l AIと，口径1 5cm前後で、器高2. 5cm以下の皿All

の2種があるが，AIの孟は少なくなり，Allが増加する。皿Aの調整にはcとeの両手法が ＊

あるが，AIでは，c: eは71 : 2 9でe手法は少ない。Allで はc: eは60: 40 で，前代に

較べると e の割合が増している。皿Aについても e 手法の増加に対応して，器高が低くなる傾

向が見られる。

皿 Bは，量的に少ないが，皿 Aに高台を付す形態ではなく，磁器系の皿を模した器形 であ

る。すべて c 手法で調整する。 ＊ 

黒色土器 黒色土器の器種には，杯A・杯B・皿A· .JillB・椀・鉢A・鉢C・小壷・恋・硯等がある。

組成の上では前代と大差ないが，杯Aが著しく減少し，杯 B が相対的に増加している。杯 B の

法量分布を見ると， 前代の杯Aの法量分布とほぼ一致し，杯Aの欠を補填している状況が知ら

れるが，それに応じて器高が低下している。

次に杯A・杯 B の調整をみると，外面をへ ラケズリするものが少なくなり，同時にへ ラミガ＊

キを施す例 も少なくなっている。内面に施す陪紋は，底部においては減少し，口縁部の暗紋も

単純な螺旋紋に変化している。従前の報告で杯Bと一括したものの中には，灰紬・緑利l器形を

うつした椀が含まれ， これらの出現も この時期における黒色土器の特色の一つである。

B SD650Bに続く土器群

SD650B に後続する土器群としては，馬寮地域の土域SK7094，平城京左京六条三坊十ゴ＊

坪の土旗SK21・同十五坪の井戸SEOl等から出土したものがある。 この他，飛鳥地方では坂田

寺の井戸SEllOB 上層出土の一括， 平吉遺跡の木棺墓SX16の蓋上に副葬された一括遺物等が

ある。上記の土器群は，在地の一般民衆あるいは土豪達の使用したものとみなされ，一括性に

ついては問題がないが，いずれも量的に少なく，また組成的にみても全器種を網羅しているわ

けではない。したがって，前述のSK1623や後述する西僧房床面土器との対比は，必ずしも十分＊

に行なえないきらいがあるが，この欠を補うものとして平安京の事例を採用することにしたい。

平安京における10世紀中頃の土器群としては，左兵衛府の溝SD Ol，右京二条二坊SXOl,

上京区烏丸通出水下側！�円町で検出された井戸（以下，立会ト井戸1と略記する）等の土器岩が

知られている。

1) 『平城宮発掘報告刊j PL76, 689 など。
2) 奈良市教育委員会『昭和58年度 奈良市埋蔵

文化財調査報告書』 1984, p.63～65。
3) 向上 p.68～69。
4) 奈文研『飛鳥・藤原宮発掘調査概報 8 』 19

78。 p.42

5) 京都市埋蔵文化財研究所 『平安京跡発 掘調
査概報』（京都市埋蔵文化財研究所概報集1978

- II) 1978, p. 82～85，図版35 ・ 82 ・ 83 。
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6) 京都市文化観光局・京都市埋蔵文化財研究
所『昭和56年度 平安京発掘調査概報』 1983

p. 39～42, 44，図版 38。 SXOl からは天暦 7

(953）年の紀年銘をもっ墨書土器（緑利陶器）
が出土しており，平安京の中でも10世紀中頃を
代表する資料となっている。

7) 京都市高速鉄道烏丸線内遺跡調査会『1978年
度京都市高速鉄道烏丸線内追跡調査年報E』 19

81。 p.167～170，表36，図版43 ・ 106～107。
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また前掲の大和の土器群についても，それぞれに前後関係が認められるが，資料数が少ない

ため， その点は今後の課題として保留し， SD650B と西僧房床面土器との聞におさまる土器

群として一括し，この時期の特徴を捉えるにとどめたい。

土師器の器種には，杯A・nnA • �／！・鍔釜等がある。この他，平安京においては，杯B ・皿 土 師 器

* B等も知られているが，高杯はすでにその組成から消失している。

杯・皿ともすべてe手法による調整でc手法によるものはなし、。また，杯・皿とも器壁が薄

くつくられ，ひずみをもつものが多いのもこの時期の一つの特徴で、ある。杯Aには，口径 17cm

を超える杯AIも平安京では知られているが，多くは口径 14～ 15cm，器高 3 cm 前後の杯 Allで

ある。皿類における最大の変化は，奈良時代の伝統を引く広く平坦な底部と外傾する短い口縁

＊ 部からなる皿Aが姿を消すことであり，それに替って杯Aの器高を低くした形態の皿が登場す

る。e手法で調整するため，屈曲する口縁部で丸底に近い 形 態 に変って いる。したがって，

杯・皿の区別は極めて困難であるが，法量的なまとまりをみると器高 2.5cm を基準にそれ以上

のものを杯，以下のものを皿として区別可能である。皿Aでは，口径 17cmを超える皿AIが姿

を消すとともに，皿Allは法量が小さくなる傾向を示す。

＊ 杯Bは，口径 15cm前後の例と20cmを超える例が知られているが，e手法で調整するため器高

が著しく低下している。

食器類には，この他，口径 10～ 12cm，器高 2 cm未満の小mが新しく登場する。大和ではこの

種の小皿に該当するものはないが，10世紀中頃でもやや新しい時期とされる平安京立会17一井

戸1において出現している。

＊ 黒色土器の器種には，杯B・椀・恋などがあり，杯A·nnA等がみられなし、。杯Bは前代に 黒色土器

較べ量的に少なくなり，口径 16cm，器高 4 cm前後の法量になる。調整法については前代と大差

ない。 杯Bは，この時期でも比較的古い段階，例えば平安京左兵衛府 SDOl・平城京左京六条

三坊卜五坪のSEOl・飛鳥坂田寺SEllOB等に認められるが，全体的にみれば，杯Bが消失し

てゆく傾向がこの時期の特徴となっている。

＊ 杯Bに替って登場するのが，前代にその先駆けがあった灰紬・緑紬を模した椀類である。椀

には，口径16cm前後のものと13cm程のものがあり，すべてA 類に限られている。

c 薬師寺西僧房床面土器

土師器の器種には，杯A・杯B・皿A・鉢・袈・鍔釜の他に前代までは極めて少なかった護土 師 器

器系器形を模した椀・皿類が多数あり，この時期を特徴づける遺物と なって いる。杯A・杯

＊ B・皿Aは，胎土組成ならびに器形から複数の産地からもたらされたことが知られ，極めてパ

ラエティに富んでいる。それらは器高の高い杯と器高の低い2 ～ 3種の皿からなるが，産地の

差を超えて比較的まとまりのある法量分布を示す。e群を除き，杯と皿の関係は前代と同様器

高の差で区別される。杯Aには，口径 17～ 19.5cm，器高 3～4.3cm の杯AIと，口径 13～ 15cm,

器高2.8cm 以上の杯Allがある。皿には， 口径 13～ 15cm， 器高 2.5cm 未満の皿Allの他， 口径

* 10～ 12cm，器高 2.5cm 未満の小皿の 2 種がある。杯A ・皿Aの法量の分布は前代と同様なあり

方を示す。杯Bは，量的に少ないが，前代同様器高の低い形態である。
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黒色土器の食器においては，杯Bが完全に消失し，＊.器系形態の椀・皿類のみになる。この 黒色土器

他，鉢A・鉢C・火舎・把手付護・蛮Aなどがある。また，前代では黒色土器B類は皿B等に

若干見られたが，この時期から椀にもB類が登場し，B類の増加もこの時期の一つの特色とな

っている。椀には，口径15～16cm，器高5 ～ 7 cmの椀Iと，口径13～14cm，器高4 cm前後の椀

* II，口径10 ～ llcm，器高3.5 ～4.0cmの椀皿（小椀）の3 f�に分化している。椀Iは，径高指数

40程度で口径に較べ器高が高く，外傾度も低く，内管する口縁部からなる深椀であり，従前の

護器系器種にはなかったものであり，近江系緑紬や灰紬末期にみられる深椀を写したものであ

よまた皿B同口縁部が立ち上り，端部近くで外反する折縁皿があり，これについても灰紬

陶器の写しであることは言うまでもない。

＊ 土師器・黒色土器の他に，砂をほとんど含まない白色の胎土を用いロクロで成形した土器が 白色土器
（仮称）

あり，他と区別する意味で仮に「白色土器」と呼ぶ。軟陶緑紬の生地に通じ，おそらく窯で還

元炎焼成されたものである。その器種は，釜器系の椀と皿のみである。皿には，受器系の皿類

と共通する高台付皿と，高台をつけず糸で、切りはなしたままのものや，皿部が極端に浅い托と

されている器形がある。

* D 西僧房以降の土器群

西僧房床面土器に後続するものとしては，薬師寺金堂付近の井戸SE48や馬寮SB7026抑形出

土のものがある。

土師器の器種からは，杯Bや釜器系の椀・皿・恋等が消失し，杯A・.rrnA・羽釜のみの組成 土 師 器

となるようである。

＊ 杯Aは口径15cm前後・器高2.5 ～3.5cmの杯AIのみとなる。

皿Aは口径12 ～14cm，器高2.5cm未満の皿Allと，口径10 ～12cm，器高2.5cm未満の小皿の2

種になる。

黒色土器の器種も，椀・皿のみの組成になる。ともにA・B両類がある。椀は前代同様，椀 黒色土器

I～Nに分化しているが，II .皿は量的に少なく，良好な資料はない。椀Iは前代同様，深椀

＊形態で，口径15～16cm，器高5 ～6 cmで、ある。A・B両類ともに前代に較べ器壁が厚くなる。

A 類の椀については，口縁部外面に粗いへラ ケ ズリやへラ ミガ キを施す例もあるが，総じて調

整を加えないものが多い。口縁部の内面の ミガ キは，従来の手法と異なり，瓦器椀に一般に見

られる連続回転 ミガ キに変る。先が丸味をもっ ミガ キ原体を使用するため， ミ ガ キ の幅は広

い。この連続回転 ミガ キも雑で， ミガ キ残しの部分が多く，ハケ 目調整痕が残るばあい が 多

＊い。底部内面の ミガキも雑でジグザグ暗紋風になる。
一方，B類の椀は，外面の ミガ キが丁寧で，3回程度に分けて横方向にみ がく。高台内外

面，底部外面まで ミガ キを施す。口縁部内面のミ ガ キは，A類と同様に連続回転 ミガ キに変る

1) 緑紬・灰紬にみられる深椀も， 本来， 森田勉

の分類による青磁椀E類を写したものである。

2) 多治見市教育委員会『平尾遺跡 ・ 虎渓山遺

跡』 1950， 恵那市教育委員会『正家 1 号窯発

掘調査報告書』 1983， 等の報告を参照された

い。 深椀・折縁皿については， 猿投窯でも生産

されているが， 床面土器の灰罰jJ陶器のそれはい

ずれも束政系諸窯である。名古屋大学文学部助

手 斎藤孝正氏の教示による。
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が， 先の尖った細い原体で丁寧にみがく。 底部内而は， 一方向のミガキで密に施し， A類に較

べ調整は極めて丁寧である。

平城京左京六条三坊十三坪井戸 SE14 ・ 15の一括品は， SE48に続く一群で瓦器出現直前にあ

たる時期に比定できる。

土 師 瑞 土師器は前代に較べ器壁が厚くなる。 口径 17cm前後， 器高 4 cm前後の大皿と， 口径15cm前 ＊

後， 器高 2 cm程の中皿， 口径10～llcm， 器高1. 6cm前後の小皿がある。 大皿 ・ 中皿は， 平底と

内皆、する口縁部からなる形態に変り， 前代同様e手法で調整するが器壁が厚いためほとんど屈

曲しない。 小皿についても扇平で口縁部がくの字形に屈曲し， 端部が内側に丸く肥厚する新し

し、形態となる。 これらの大 ・ 中 ・ 小の皿は古手の瓦器とセット関係をなす土師捺皿と共通する

器形であることは言うまでもない。

黒色土器 黒色土器にはA ・ B両類あるがA炉、については良好な資料はない。 量的に見ればB類が増加

するのがこの時期の特徴である。 器種は椀だけで， 皿はすでに消失しているようである。 椀に

は大椀・小椀の2程があるが， 内外面のミガキは雑になり， 高台部 ・ 底部外面にはミガキを施

さなくなる。 底部内面のミガキも同様粗くなり， ジグザグ陥紋夙に変る。

E 小 結

以上， 101止紀から11世紀にいたる時代の土師器 ・ 黒色土器の食器類の変容について概観し

た。 最後に， 今問題にしたこの時期の土師器 ・ 黒色土器の両部門における生産動向とそれを導

き出した社会経済的な要因について考察してみたい。

10世紀中頃（続SD650B）を境にして， それまで成立していた器程構成は次第に崩壊してい

＊ 

＊ 

く。 その一方では， 土師器 ・ 黒色土器の両部門とも量産化をめざし， 調整手法の簡略化と器形 ＊

の規格化が一層進行し， 前者は杯 ・ 皿・煮沸具を， 後者はき生器系器形の椀 ・ 皿を専業的に生産

するようになる。

そもそも， 変器系の器極である椀 ・ 皿は， 中国陶磁器（寸磁・白磁）の影響下に成立したもの

である。 これらは， 平安時代の初め律令国家体制を担う支配者層の食膳に供されるべく生産さ

れたものである。 平安前期の土器類の生産状況を見ると， 土師器 ・ 黒色土器の部門では， 若干 ＊

斐器系器形も生産しているが， 基本的には奈良時代の系譜をヲ｜く器形を生産している。 また須

恵器も同様に奈良時代の系譜をヲ｜く器形を生産しているが， 食器類の生産は減少している。 そ

れに対し緑紬 ・ 灰紬の部門では， もっぱら磁器系器種を生産している。 すなわち平安前期にお

いては，受器系器種は緑紬 ・ 灰紬陶器として生産供給するのが原則であったとみなされよう。

では， 平安時代中期と言われるこの時期ではどうであったろうか。 ここでは， 旧京にとりのこ ＊

されたとは言え， 依然として古代権力の一端を担っていた薬師寺の僧侶達の食器を例にとり，

その実体をみることにしょう。

天禄4 (973）年に焼失した西僧房床面出土土器の食器をみると護器は極めて少なく， 土師器 ・

黒色土器が圧倒的に多くを占めている。 そして， 土師器 ・ 黒色土器 ・ 白色土 器の室器系 器種

（椀・皿）が相当量存在する点に注意したい。 これら釜器の写しの存在は護器類の供給が十分に ＊

1) 奈良市教育委員会『昭和58年度 奈良市埋政文化財調査報告？？』 1984, p. 62～650 
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行なわれなくなった状況を反映したもので ある。 前述したように， 土師器・黒色土器が写した

資器は， 近江系緑紬（深椀）や東濃の虎渓山窯式の灰紬陶器で、あり， 両者とも�器生産の末期

的段階に位置付けられている。 こうしてみると土師器・黒色土器の工人が在地で、委器系器形を

生産するようになった事実は， 結局の所， 前代に成立していた護器生産体制の崩壊と表裏一体

＊ の関係にあると言えよう。

このような琵器系器形の在地生産供給化は， 土師器と黒色土器との間での淘汰を経たのち，

黒色土器＝椀， 土師器＝皿とし、う器形別分業生産に移行し， 器形の規格化と量産化を計り， や

がて在地向けの供給をめざす生産を志向してし、く 。こうした帰結点が，瓦器の出現と言えよう 。

4 馬寮地域出土の柱根の年輪年代学による研究

* 1959 年にはじまった発掘調査によって， 平城宮跡からすで に500 本以上の掘立柱建物の柱根

が出土している。 これらの柱根 のほとんどすべては， 8世紀～9世紀初頭の聞に使用されたこ

とが確実なものであり年輪年代学の研究に適した資料と考えられる。 また柱根の主要樹種はヒ

ノキと コ ウヤマキであるが， これらは樹種の面からみても年輪年代学の研究に適することが判

明しているD したがって， 平城宮跡出土の柱根は年輪年代学の研究を進めるにあたって貴重な

勢 資料になるものと思われる。 現在， これらの柱根を用いて， ヒノキ材で 725 年分， コ ウヤマキ

材で668 年分の標準（平均）年輪曲線を作成済みである。 この標準年輪曲線はまだ実年代と対応

していないが， おおむね紀元後 1 世紀から 8 世紀にわたるものと推定される。 この 2 樹種の標

準年輪曲線に基づき， 馬寮地域から出土した柱根のうち泣存状況の良好な12本を選び， 年i愉年

代学の方法によって年代測定を試みた。

* A. 試料と方法

馬寮地域から出土した柱根88本の樹種は， ヒノキ47木， コ ウヤマキ35本， ツガ2 本， 不明4

本であり， ヒノキの占める割合がやや高い。 これらのうち， 4つの遺構から各々3 本ずつ， 合

計12本を選んで試料とした。 ヒノキ材6 本， コ ウヤマキ材6 本である。 ヒノキ材はSB5955 ・

6 425 （遺構時期区分第E期）から， コ ウヤマキ材は SA5950 C第皿期）・SB 3960 C第IV期）のもので

＊ あるO これらはいずれも心持材であり， 横断面はほぼ円形ないし多角形状に加工されている。

試料の調整と年輪幅の測定 12本の柱根を下端から 30～50cmの部位で、切断し， 木口面を電気

ベルトサンダ 一 等で 研磨した。 研磨面に 2 ～ 4方向の測線を設定し， 年輪，i.屈を測定した。 測定

には年輪読取器（アメリカ・へルソン社製，双眼実体顕微鏡付，0. Olmmまで読取り可能）を用い， 各測

線について外縁部の年輪から始めて中心に至る方向で行なった。 測定した年輪デ ー タをパ ー ソ

＊ ナルコ ンピュ ー タ ー に入力し， 各測線の測定結果を同 一年ごとに合計， 平均値をその年の年輪

幅とした。 偽年輪については， 生物用顕微鏡を用いて晩材類似の組織か否かを区別することに

より判定した。

1) 『年報1984J p. 50～51。光谷拓実「日本における年輪年代学」（名古屋営林局『みどりj 312号1984)

p.28～37。
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年輪ゲラフの作成 年輸相をグラフ表示するばあい， 片対数グラフを用いる。 このグラフは，

横刺lには 5mm間隔でふつうの数列で年代を入れ， 縦軸に年輪幅の値（0.0lmm単位）を対数に

直してプロ ッ トするものである。 この方式によると， 広い年輪幅が相対的に縮小され， 狭い年

輪幅が逆に拡大されるので， ヒノキ材のような狭い年輪幅を表現するのに適している。 なお，

グラフ用紙は， 各柱根の年輪グラフを相互に照合する使をはかるため， 半透明のトレー ス紙を ＊

用いた。

標準年輪曲線とのクロスデーティンゲ クロスデー ティング（crossdating）とは， 1 本の木の年

輪パタ ー ンと他の木の年輪パタ ー ンを照合し， 相互の年代的関係を決定することで試料年輪の

相対的あるいは絶対的な年代を決定するための基本的な方法である。 クロスデー ティングは，

試料の年輪数が多ければ多いほど行ないやすい。一概には決められないが， 信頼するに足る成 ＊

果を得るためには， 試料の年輪数は少なくとも50年輸は必要と考えられている。 ここで、は， ヒ

ノキとコウヤマキの標準年輪曲線を基本とし， これと12本の柱根試料の年輪曲線とを照合し，

試料の曲線パタ ー ンが標準曲線パタ ー ンと重複する位置（以下重複位置と呼ぶ）を決定し た。 ク

ロスデーティングは コ ンピ ュ
ー タ ー と目視との2方式で行なった。 コ ンピ ュ

ー タ ー による方式

は樹齢差や個体差を除去するためにあらかじめ標準化処理した指標値をもとに相関係数rを求 ＊

め， ついで t 検定（ t は類似度）を行ない， t ミ 3.5 の箇所を検出する方法を採用しているが，

t と 3.5 の箇所が数回以上検出されるばあいが少なくなし、。 一般的には最大の値を示す ところ

を真の重複位置と判定するのだが， 試料の年輪数が少ないばあいには真の重複位置ではないこ

ともあり得る。 そのため， 透視台の上では2枚の年輪グラフを重ね合わせ， コ ンピュ ー タ ー に

よって検出した結果をもとに， 目視によって重複位置を再確認することにしたのである。 ＊ 

B. 結果と考察

Tab. 20は， ヒ ノキおよびコウヤマキの標準年輪曲線の年輪パタ ー ンと12本の柱根の年輪パ

タ ー ンとの類似度を t 値で表わし， 標準年輸出線の最終年輪と各柱根の重複位置との差を年輪

数で示したものである。

遺構番号 遺構時期区分
SB6425 第Ila j羽

II ／／ 

II II 

SB5955 第II b j明
II ／／ 

II ／／ 

SA5950 第E j関
II ／／ 

II II 

SB3690 第IV期
II ／／ 

／／ ／／ 

柱位置
一一
一一 ロ
ー イ

九 イ
プミ ハ

九 ハ

1叶fiT[ 樹齢

ヒノエ子 100 
II 118 
／／ 149 
II 180 
II 151 
II 143 

NJ 49 コウヤマキ 207
HH50 ／／ 207 
GC 49 II 418 
十四イ II 330 
十二ノ、 ／／ 222 

十一イ ／／ 187 

t f直 最終年輪との差
4.9 185 

10.3 193 

4.2 239 

3.6 114 

4.5 115 

4.4 131 

10.0 226 
6.2 233 
5.2 251 
4.8 15 
4.4 59 
3.9 69 

Tab. 20 標準年輪曲線と試料柱根とのt値および最終年輪との差

1) M. G. L. Baillie & J. R. Pilcher： “A Simple Crossdating Program for Tree-ring Research”， Tree

ring Bulletin, vol. 33, 1973, pp. 7～13。
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Fig. 59 標準年輪曲線と試料柱根との重複位置（上； ヒノキ， 下； コウヤマキ）

ところで， 藤原宮跡の内裏地域から出土したヒノキ材 の柱根は， Fig. 59上に示したように，

標準年輪曲線の最終年輪 から216年輪さかのぼった位置で重複し， SB6425 の柱根と藤原宮跡の

例は極めて近い位置にある。こ れらは同じグル ー プとみなしてよ かろう。SB6425 の3本の柱

根は， もともと藤原京時代に使用されていた柱で、あり， 平城京への遷都に際して抜き取られ，

平城宮に運ばれて再使用されたものと判断することも可能であるとすれば， SB595 5と SB6425

との柱根の年輪差は， 平城宮の用 材として新たに伐採した時期と， 藤原宮あるいはそれ以前に

伐採された時期の年代差を示す可能性がある。この ことは， SB6425 を遺構時期区分H a期と

し， SB5955 をE b j切になって増築されたものと考えたことと矛盾しない。

Fig.59下はコウヤマキ材の標準年輸出線と馬寮地域出土の 6 本の柱恨との重複位置を示した

ものである。SA 595 0と SB3690とは， ヒノキ材のばあいと同様に別個のグノレ ー プ に分 れた。

S A 595 0の なかで肢も新しい年代を示したのはNJ49で， 標準曲線の最終年輪との差は225年分

である。同様に， SB3690の十四イとの差は14 年分である。したがって， SA 595 0と SB3690と

の年輪差は 211年となる。 こ のばあいもヒノキ材と同様で， 遺構の時期差とは直接結びつかな

い。また， 藤原宮跡出土のコウヤマキ材柱，恨の年輸解析を行なっていないため， 藤原宮所用 の

柱根が標準年輪曲線のどのあたりで重複するかは不明であるが， ヒノキ材のばあし、から判断し

て， S A 595 0の柱根はいずれも藤原京時代ないしそれ以前に使用されていた材である可能性も

想定できる。とすれば， SA 595 0を第皿期とすることを疑わねばならなくなる。あるいは再々

使用であろうか。S A3690 の柱根は， その重複位置から判断して， 奈良時代になって伐採され

たものと考えられる。
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以上， 馬寮地域から出土した12本の柱根を資料として， 年輪年代学と建物遺構の時期区分と

の関係を検討してみた。 その結果， クロスデ ー ティングには成功しでも， 表面を加工された柱

根においては， 同 一建物でもその重複位置にかなりのばらつきがみられた。 このため， 平城宮

のように短期間しか存続しなかった遺跡を対象としたばあい， 樹皮つきないしは辺材部を残し

た材が出土しない限り， 年輪年代学的方法による年代測定は容易でないことになる。 しかし， ＊ 

たとえ丸柱に加工された柱根類で
、

あっても， この方法によって同 一遺構の柱根をすべて調べあ

げ， その重複位置が集中するところに着目し， 発掘所見と比較検討することによって遺構の相

対的な時期関係を捉えることは可能であると思われる。 さらに， 今回の例のように， 遺構相互

の年代差が開き過ぎて時期区分ができなくても， 再使用と思われる柱根の一群を抽出すること

はできるのである。 ＊ 

今後年輪年代学による年代測定の精度をあげるため特に解決すべきことは， 辺材部に占める

年輪数である。樹種や産地の違いによって差があろうが， 多数の資料にあたるならばある程度

の概数が判明するはずで， この年輪数が判明すれば， 外側を削り取られた材で
、も最外年輪まで

の年輪数の推定が可能となろう。
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5 結 一語

平城宮西端部に位置する南北900尺 ・ 東西320尺の官街区画を馬寮に比定した。 こ こで、は， そ

の理由を改めて列挙し， 結語にかえたい。

まず， 宮内における位置と占地の問題がある。 こ の官街は西面中門（佐伯門）と同北門（伊福

＊ 部門〉 の間にあって， 大垣沿いに南北に細長い地域を占めている。平安宮古図に よ ると， 西面

中門と同南門の聞に左馬寮がまたその南に右馬寮がみえる。左 ・ 右馬寮は共に南北84丈 ・ 東西

35丈と南北に長い。平城宮における本官街のあり方は平安宮における左右馬寮のばあいと極め

て類似しているといえよ う。 また， 藤原宮においても， 平城 ・ 平安両宮とよ く似た位置に「西

方官街」と仮称している南北に細長い官街区画が確認されており， 平城宮における本官街を

＊ 左 ・ 右いずれかの馬寮と推定する ことによ って藤原宮から平安宮に至る官街配置の連続性が理

解できる。

検出した遺構の状況から， 次の諸点が判明した。官街区画北部に正殿 ・ 前殿 ・ 脇殿からなる

正庁ブロ ックがあり， 南半中央部は広い空閑地としている。 これは馬の調教場にふさわしい。

東西両脇には桁行の長い建物およ び倉庫が建つ。 これらは馬房およ び馬具を収める庫と考えら

＊ れよ う。 また， 馬の水洗場かと想像できる長大な土嫌が存在する。以上の建物規模 ・ 配置 ・ 長

大な土墳の存在は藤原宮西方官街と共通する。

出土遺物のうち特に土器の面からは次の点が指摘できる。土器類の出土量は相対的に少な

く， 土師器 ・ 須恵器の比率は4:6で， 他の官街のばあいと様相を異にしている。 また 「主馬」

2点およ び「内厩」1点の墨書土器が出土している。「主馬」は天応元（781）年から大同元（806)

＊ 年まで官人補任のみられる主馬寮に， また「内厩」は天平神護元 （765）年に設けられ 大 同 元年

まで補任例のみられる内既寮を指す。内既寮は左右馬寮 ・ 主馬寮と密接に関連する 官司であ

る。したがって， これらの墨書土器から， この官街区画は奈良時代末には主馬寮であった こ

と， そしてさらに主馬寮設置以前は左右馬寮であったと考えられる。

遺構時期区分の第IV�胡は天平宝字頃に想定されるが， 正庁部分が内郭と外郭に整備され， 官

＊ 街区画北面と東面が築地で画されるなど， かなり大規模に施設構成が整備されている。 これは

左右馬寮の主馬寮への統合という官制改編の時期に相当するかもしれなし、。 このよ うに馬寮の

歴史的変遷が遺構の上からも辿れる ことも当官街区画を馬寮とする ことの一 つの傍証となろ

う。

以上の諸点から， 本報告では この官街区画を馬寮と推定した。 しかしながら， 左 ・ 右馬寮の

＊ いずれに該当するのか， あるいは両者が この区画に共存していたのかという問題をはじめとし

て， なお多くの問題点が残っている。 今後の平城宮西部地域における発掘調査の進展を待たね

ばならぬ点も多く， また長岡宮 ・ 平安宮等における同様の調査 ・ 研究の進展に期すると こ ろ大

である。
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補論 平城宮跡資料館および収蔵庫の建設

平城宮跡資料館等が建設されるに至った経過についてはすでに第I章1において述べたとこ

ろであり， ここで、は建設の実際的手順についてとりまとめることとし， あわせて遺構模型の製

作についても触れておきたい。

1 敷地の選定

資料館や収蔵庫を建設する敷地としては， 宮城中央部や重要遺構が密集する地域を避けねば

ならないことは勿論， 周囲からなるべく目立たない場所が望ましし、。 その候補地として， A:

宮域西辺沿い， B： 北辺東部（水上池尻から通称一条通りの間）， C ： 北辺中央 部（推定大膳職地

域）， D ： 西南隅， の4カ所があげられた。 平城宮跡保存整備準備委員会の収蔵庫新営計画部

会（部会長 浅野清） における討議の結果，

i) 将来， 平城宮は南を正面とすべきであるから， 南からのヴィスタをさまたげ
‘
ぬこと。

ii) 平城宮は西ノ京等と共に西奈良観光の一環に位置づけられるので， 西からの導入が必

要。

iii) 宮西部は東に比べて遺構が稀薄らしし、。

＊ 

＊ 

iv) 東の覆屋ブロ ックとは連絡道路で結べばよい。 ＊ 

等の理由からA地区を第1候補とするが， 遺構面を損うことのない工法の検討や地耐力調査の

結果を待つ， との結論に達した。

2 地耐力調査

調査は， 遺構の検出された土層および遺跡を覆っている土の土質工学的性質を明らかにし，

反示用 ・ 収蔵用構造物の設計施工上の資料を得ることを目的とし， 株式会社応用地質調査事務 ＊

所に依頼して行なった。 調査内容には次の3砲がある。

i) 平板載荷試験（A・B地,i.'.O

ii) 土壌のブロ ックサンプリング（A・B地点各2仙）

iii) 土質試験（物理的性質試験， 力学的性質試験）

調査期間は1968年7月8日～31日である。

調査地は奈良盆地北端に位置し， 西方および北方には標高70～lOOm の比較的なだらかな丘

陵地帯が広がり， これら丘陵地周辺には古墳， 溜池が多く分布している。 南方には標高50～70

mの奈良盆地が広がり， その上面は盆地中央に向って緩やかに傾斜する。 一 方， 東方は奈良市

街地を経て三笠山 ・ 春日山 ・ 花山等の標高300～400mの山岳地帯となっている。 地質分布はこ

＊ 

れらの地形と良く一致し， 盆地には沖積層， 丘陵地帯には大阪層群および段丘堆積物， 山岳地 ＊

帯には安山岩 ・ 花崩岩類が分布している。
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平城宮跡、は丘陵地帯と盆地古，�との境界域にあたるため， 段丘堆積物と沖l11iJi習が共に分布して

おり， 北から南に向い層厚を増している。 今回の調査は沖積層を対象とし， まず平板載荷試験

を実施した後， 載荷試験地点を試掘し， 地質状況の観察ならびにブロ ックサンプリングを行な

っ 7こ O

* A地点 馬寮地域第47次調査地区内である。 近年まで水田耕作が行なわれていたところで， 耕

土および沖積層が分布する。 平板載荷試験は沖積層の砂質シル卜層で実施した。 既存資料によ

れば， 沖積層は深度G L-5～6m以浅に分布し， 比較的軟弱な粘土層で構成されており， 部

分的に砂～砂礁層の薄層が挟在している。 一方， 洪積層は深度G L-5～6m 以深に分布し，

密な砂際層および粘土層である。 遺構面は深度G L- 0.5～ 0.6m以深に分布しており， 砂質土

＊ およひ、砂質、ンルトで構成されている。 試験終了後， 誠荷試験地点を約1.2m掘削し， 地質状況

を観察した。 地質柱状図をFig. 60－左に示す。

B地点 水上池尻の南方， 現況は水田で
、
ある。 既存資料によれば， 東西に小丘がありここには

段丘堆積物が分布している。 調査地はこれら小丘に挟まれた南北にのび
、
る谷部にあたる。 地質

状況は深度G L-0.2mまでは耕土， G L-0. 5mまでは盛土である。 深度G L-0. 5m以深に

＊ は粘性土層が分布し， 平城宮の追跡はこの粘性土層および盛土中に形成されている。 地質柱状

図をFig. 60－右に示す。

。
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Fig. 60 地質柱状図（左：A地点， 右：B地点）

平板載荷試験結果 本調査で採用した試験装置をFig. 61ーに示す。 戟荷重としてはドラム缶に

水を張ったものを使用し， 荷重はオイルジャ ッキによって加圧， ブルー ビングリングによって

載荷重強度を読み取った。 載荷板は30×30× 2.5cmの鋼板を使用し， 沈下量は1 /lOOmm読み

＊ ダイヤルゲイジで測定した。 載荷方法は緩速載荷とし， 順次0.5 tずつ増量していった。 最大

荷重はA地点・ B地点とも実荷重で3.5 tとした。

A 地点での降伏点は 8t/m, B地点では7 .5t／ばである。 また， 総沈下量20mmに達した荷重

は A 地点で21t/m, B地点では2ot/mである。 以上から長期許容支持力を計算すると， A 地点

では4 t/m, B地点では3.75t/ mとなる。 なお， A 地点では最大荷重38. 9t/ mのとき沈下量は

* 50mmであった。 試験終了後載荷面中央を垂直にカットした結果， 今回の載荷により遺構面は
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建築概要と構造

｜劉名 称！構 造｜品｜品｜備
考

土｜第収
1

蔵
第

庫
2

鉄2 骨階 量
m2 m2 

1552 2700 昭44. 3新築

2 
平
資 城

料
宮跡

館 事抗会 骨日 造辺 1943 1943 H召45. 3 か

3 渡り廊下 ／／ 84 84 昭47. 3 グ

4 ／／ ／／ 84 84 II II 

5 第3収蔵庫 鉄
2

骨階 造建 1099 1927 昭50. 4 // 

6 ポンプ室
コンクリ ー

8 8 ／／ II 

トブロ ック

7 第4収蔵庫 鉄
2

骨階 造建 848 1693 昭62. 11 II 

8 油 庫
コンクリ ー

8 8 II II 

トフ
ー

ロ ック

9 便 所 鉄骨造 68 68 昭56. 3 グ

7811 10632 

Tab 21 

平城宮跡資料館等建物配置｜玄Fig.61 
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＊ 

8 
1 ドラムカシ（25本）
2 )JUJ,).f反
3 ｝＼.角

り オイルジャッキ
6 タイヤルケ。ーシ
ア支持脚

4プル ー ピンクリング 8桜荷桜（0.3×0.3m)

Fig.62 平板載荷試験装置

ほとんど影響を受けていないことが明らかと

なった。

土質試験結果 平板載荷試験を実施した地点

から各 2 個のブロ ックサンフ
。
ルを採取し， 試

験室にて各種の試験を行なった。 物理的性質

については， A · B両地点ともほぼ同じ性質

を示している。 粒度分布は良好で， Casagra

nde, A . の塑性図によれば， いずれも塑性大

で有機物を含まぬ粘土に相当する。 力学的性

＊ 質については， －II油圧縮強度値（qu）がA地点とB地点とで異な る。 A地点ではqu=l. 07～ 

1. 24 kg/cnfであるのに対して， B地点では qu=O.41～0. 4 9kg/cm2 と著しく低く， 著しく弱し、

粘土で、あることを示している。 鋭敏比は両地点とも1. 1～1. 6 と低く， 乱されても強度の低下

は少ない土といえる。

遺構面の沈下について 地耐力調査の結果， A 地点の方が有利であることが判明したが， 構造

＊ 物建設に際し遺構面に及ぼす影響について別途明らにかにする必要があり， 載荷重を4t/ nfと

して粘土層の圧密沈下計算を行なった。 4t/ nfの上載荷重を加圧したばあい， 地盤沈下は全体

で a.43cm， また遺構面で、は0. 16～0. 2 0cmに過ぎず， この程度の沈下は逃跡保存上さしたる問

題ではないと考えられた。

3 設計と施工

＊ 基本設計 基本設計は入江三宅設計事務所に委嘱した。 設計にあたっては， 1) 遺構面を損う

ことのない構造とする， 2) 環境を著しく損うような目立つ意匠は避け， 7 m以下 の高さとす

る， 3) 将来撤去可能な構造とする， の 3 点が基本的な要請となった。 展示および収蔵施設を

建造する範囲は東西80m， 南北 160mとし， 進入路は北からとり， 西側県道からはできるだけ

離して排気汚染に対処し， 東限は馬寮官街域内に納める， 等を勘案した。 建物配置はFig. 61に

＊ 示したように， 第 1 ・第 2収蔵庫を西側に南北棟として配し， 展示・研究棟は東側に北・東・

南3棟をコ字形に並べて接続し， 全体として 中庭を囲む口形に構成した。 この北に接して第

3 ・第4収蔵庫を増設し， 資料館を中心とする発掘調査用施設として完結させた。

構 造 建物は鉄骨造で資料館は 1 階平家建， 収蔵庫は総 2 階建である。 構造はラ ー メンまた

はトラス構造， 屋根は各棟切妻造， 鉄板葺で， 壁体にはA L C板（軽量コンクリ ー ト板）を使用

＊ した。 これは， 材料と構造を吟味することによって建物の重量を出来る限り軽減し， 遺構面の

保護に留意したためで、ある。柱1本分の最大荷重は基礎まで含めて19.8 tと概算されたが， こ

れにその荷重を直接支える基壇土（遺構面で約2mにひろがる台形断面と考える）6. 4 t を加え て

も， 合計26. 2 t， 即ち3. 2 75t/ nfであって， 許容地耐力以内におさまっている。 なお， 瓦のノミ

ラ積のような重量物は， 荷重が構造体に かからぬよう考慮されている。 各建物 の建築概要を

* Tab. 21に示した。
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Fig.63 遺構面の保護と基礎工事

実施設計と施工 実施設計および工事監理は建設省近畿地方建設局が， また施工は株式会社森

組が行なった。 遺跡の発掘調査後， Fig. 63に示したように遺構面から約50cmを埋め戻し， この

上に高さ約lm の基壇を4層に分けて積層し， 各層毎に転圧した。 基 礎 は底面の幅が 1. 0～ 

1.2mの布基礎とし， 基壇中に据えられている。収蔵庫では， 外壁はALC板で あるが， 一部

をコンクリー トブロ ック積みとし， 屋根は耐候性鋼山型プレ ー トを使用して屋根裏には断熱材 ＊

を吹きつけている。 天井は軽量鉄骨で下地をフレキシブルボ ー ドまたはプラスター ボ ー ド仕上

げとし， 床はモルタルコテ押え仕上げ， 一 部フロ ー リング張りで納めている。 保存処理をほど

こした木器や木簡などを収納するため， 空気調和設備を備えた特別の収蔵室， 水浸状態の木製

逃物を収容するための水槽等を備えた。

4 馬寮遺構模型の製作

1965年度から文化庁記念物課の予算によって宮殿宮街建築等の復原模型の製作が続けられて

いる。 すでに埼積基壇建物 一 手＼），内裏正殿周辺部が完成しており，1968年度には3回目として馬

寮地域の遺構模型を製作した。馬寮域東南部の東西80m， 南北90mの範囲を縮尺1/50で、
製作し

たものである。平城宮跡発掘調査部が仕様を作成し，株式会社京都科学標本が製作にあたった。

＊ 

i立構閣の製作は， 遺構図面に基づき， まず切り抜いた合1、反（厚 3mm）を井桁状に組み， 聞に ＊

粘土を詰めて原型を成形した。 次にこの粘土製の原型の上に石膏を流し， 遺構面の雌型を作製

した。柱穴については4つのタイプに分類し， 合板を精密に貼り合わせて雌型の状態で成形，

石膏；の遺構面雌型の所定の位置に接着した。 その上に離形剤を塗布し， グラスファイパ ークロ

スを補強材として成形用樹脂とともに積層した。 さらに角材を取り付け， 模型底面と見付面を

9mm 合板で補強した。 樹脂面の仕上げについては， 実際の遺構と向質の砂を採集し， 顔料で ＊

着色後遺構面に接着， さらにビニ ー ル塗料によって固定させた。

架台骨組は木材で， 見付面は化粧合板仕上げとし， 遺構面にはプラスチックが被覆してあ

る。 大きさは160cm×180cm， 見付面の高さは22cmで、金属ノミイフ
。

の足がついており， 上端までの

高さは88cmで、ある。 また架台と遺構面はダボによって接合されており， 適ぎ取りはずしが可能

となっている。 また， 透明アクリル板を資料館等建物の形に切り重ねることによって遺構との ＊

位置関係を表示した。
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別 表

1 主要建物一 覧表

2 軒丸瓦分類表

3 軒平瓦分類表

4 土器法量表

5 土師器編年表

6 黒色土器編年表



別表1 主要建物一覧表

出？｜建物｜規模｜防向｜川 1111川－
i
尺

成
以

桁 行
m（尺2

柱 穴梁 間
m（尺〉

備 考

II l関 SB6450 7×4間 WE NS 20.5(70尺〉 11. 7(40尺〉 3(10) 方1.2 

SB6425 13×2 NS 38. 4(130) 5. 9(20) 方1 北間
半仕 部

切
増あ築り

SB6180 5×2 WE 12. 0(40) 4. 4(15) 方 1 SB6450前殿

SB6170 6×3 NS E 24.8(84) 8. 8(30) 3(10) 身o.舎6
方1，府 廟桁行7 尺等間

SB6330 3×3 6.3(21) 5. 7(19. 5) 方 1 総柱

SB5955 8×2 NS 19. 2(64) 5. 9(20) 方1 SB5956と一連

SB5956 9×2 NS 21. 3 (72) 5. 5(19) 方 1 SB5955と一連

E期 SB6185 7×3 WE N 20.9(70) 10. 2(34) 4. 2(14) 方 1

SB6195 7×2 WE 20.9(70) 5. 4(18) 方o.5～0.8 

SB6385 7×2 WE 20. 9(70) 6. 0(20) 方0.8

SB6172 10×2 NS 28.6(95) 6. 6(22) 方0.8

SB5951 14×3 NS 40. 6(140) 8. 1(27) 0.8×1. 5～1. 8 柱掘形，長方形
SB6120 8×3 NS 23. 3(80) 7. 9(27) 0.6×0.8 柱掘形，長方形
SB6140 3×3 5. 4(18) 4. 5(15) 方0.8 総柱

M明 SB6420 6×3 WE s 17.9(60) 7. 8(26) 3(10) 方0.8

SB6175 22×4 NS WE 52. 4(176) 10. 8(36) 2. 7(9) 方0.5～0.8 間仕切あり
以上 以上

SB6430 14×4 WE NS 33. 3(112) 10. 8(36) 2. 4(8) 方0.8

SB6435 6×2 NS 21. 1 (72) 7. 1(24) 方 1 ～1.2 

SB6340 3×3 5. 4(18) 4. 5(15) 方0.9 総柱
SB3690 15×2 NS 39. 7(135) 5. 3(18) 方1.2 間仕切・床束
SB6100 16×2 NS 38. 2(126) 4. 8(16) 方0.8～1. 2 

V期 SB6386 6×2 WE 17.6(60) 6. 0(20) 方0.4～o.7 一部床張
SB6173 7×4 NS WE 18. 9(63) 12. 7(42) 3. 3(11) 方 1

SB6460 5×4 NS WE 13.6(45) 10.8(36) 2. 7(9) 方0.5～0.8

SB6469 7×2 WE 16. 6(56) 4. 8(16) 
SB6401 7×4 NS WE 17. 0(56) 12.4(42) 3.3(11) 方0.6～o.8 堵の礎盤
SB6130 5×3 WE N 15. 0(50) 10. 2(34) 4. 2(14) 方o.8～1. 1 大護の跡
SB6141 5×2 NS 10. 4(35) 4. 2(14)
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別表 2 軒丸五分類表

111 

事

!\'I 式 11司 法
作｜任｜数

外 タト 6

A

D

C
 

トいし

t気P

－：正

，
ず中

Efb

九
J

U公

｜ズl元：
外

、 l L、 I -f;-_ I 1J 川人j 紘川 JI' ！
ハ

（•卜hご
仔. 1 1111,\ i数 ！ ！ム川i � ' I I 叫 J椛

外批

判日五

6

A

D

E
 

6

A

D

D
 

けオ川 ？。

61:3::l p 

Gl:14八

16225 L 

Gnl 13 210 61 

I 

G2::l!'iC 183 56 

にU句EAnn
 

η／MPOl↑よphdl
 

nwJヮ，oo＋1EA
 

Vv
 

T」

つJ

nu

－

－
 

Qd

つん

1

1

 

a川河内L

19 ! 

(26) 

一

！
十

い問｜
l

釘

｜｜」

I
J」

1 + 8
1 
ni / 21 ! TlG I 21 / 8

1 
s 22

1
13 Ill I RV 22 

H ,i },!JJ,,1 SI311,191 - I, 15 

J I＇.！：：！：：：：：�； i"'t'

-16 ll2 1 )Tl)J,,1s !12; 9
I 

- : 

I I I J I i I,! :

I i i ! I
I 

204151
：

ドお 1 25 i 8
: 

Iく 17 I 6 RV -10 -122 52 1 

1 I 6 1 ]40 34ド8 135 J 20 I s 3」
1
15 121 一 I G 

(7) 

G 

(Iる

3 

0.3 

0.3 

I 0.6 

0.3 

0.3 

今
、リnu

 

O.G 

1 .3 

6.5 

11.3 

I 1. 9 
32 I 

(n) 
0.3 

）
 

3

2
 

円い

qA

1

1
 
（

 

165 

G 

,0.3 

UH
 

－－・3（］ハbQdl
 

nu
 

qd
 

un
 

－
 

－
 

つdqペリ叶ノ
－l

 
rJ
 

1ム

6 

4 i 1 .3 

司リ1
 

1
 



。。
6

A
D
E
 

6

八
D
D

6

A
D
C
 

i丈

ゴモ I+ 

1< 

ii:{ 

)
( 

,j'J 

lメ

1
・a守 E

わth
F

タトi':} 

ヌ；
椛

｜人j

ILl/.iiJ 

タト

｜メ．

｜
メー

Jlサ
1r1 

」t

了
一

円。ー

，，，·，：，｛／、円三、
，必ぺ＼弐現与
ぺ＜ti手織？＼
�＞：お1：～・：1�！.i:1ぞ3p＿ ι ＇.，＂：宇少・． λゾご ：宝 d

円��1i0:�ミ号設f

＼巧あなン

6:27:i八

ICJG154IJ+.1 

6275 

。G'.2751〕

）
 

］
 

ハhv，ft、

5.8 
η／】勺J

口円

品川吋

1

l
 
（

 

｝
 
円り］

 

ハり］
 

山V白、ill－tt

rilli－－J

円〆－

nhv

:'l 

。凸1i
 

円リ
，，a凡司

、
、，ヴ，］

 

？綿織iい以ぷi:/!
なぎと�:it·

訟何一
務

九日
刻

畿
縄出

jbu
－－

1
1’

九
3
／

一引
銭
湯w
m
M

4
議

鉱
山

北
町一v～

d
民

所－
Jゅのた 、

16:271-\ 

6:27六日

(i:27り：＼

FhJ
 

、111EI『lll、

，IE』EEl－ph’’

3

2

 

pb
 

守よハり44・「Jゥ，a－
 

184 62 l +8+8 120 2り下 8 132 13 

’164 57 · 1 

9
1

し V 2..J 361 5::3 ハun／－
 

on
 

q
J
 

OD
 

Fl勺
Jrb

 
on
 

ρりEい11i
 

「占ペω1A〆白《huI
 

7 

nuJ

つ’’－

qぺU

AQ－

－』

ハU

ι斗

ハhu

qJ

nJ

f斗

44・

内／】

円／】

f

f

 

、、‘．．
 

司、‘‘．

－

－

 

I

l

 

QJ

A4・74
 

HA
 

l
 

l
 

t
 

内／－

p予さて計三＼一九一、

｛！採号訴訟1，�／ぉt}Y.ミ奈多グ ポ；；竺明、
i'.281 B I - [}t｝味i�：Xし

I ；·一 対極：ど〆＇－

！..雫二日てど ． Xζ
7

、；－；.：..：γ，P

山l 渇訂
！

） 

＼二L三2?#

。（i:27り 13

628] 

1
 

4JE
 

dノ一cu
 

nυ
 

。乙必“T
q
J
 

oo
 

rL・41司〆】内hU1 -t 6 1：�2 27 ポバ誌に守1iJ喜多F
1i282·J-'n ＇.⑮ 

可ミシ

8.1 

81 , 2 .G 

' 25 ιu
 
l

 

り2 :32 F 8 ：�:3 20 

92 32 J' 8 33 2() S 2.J. I ] ：� ］」 LV 2」 360 ..i.:z

ハhul－－
 

l:i芯」O

A6ZS?lヘ

認齢、鈴ぢY

）
 

AU
 

14
 

、，i（。 I)'

0.3 

）lhVH
 

）－
 
l（

1イ6l 5芯」O

2.3 

0.;) 

ハリー

7 

円〆－

A〆－

2

功

一

1
1
1
1
111
11
L
il
li－
－

－
 

以lil－－一

P
同u

－

7
t

F
 

3

一

ρb

．
 

V
 山ー

ーム

・川崎a。／匂円bnv
 

円／】η乃qJ
 

OAu
 

q
A
 

円，，】口刀凸れ

90 2」！ －
＇

8 '.15 17 1 －ト6160 -16 

$.－＿二ミ：－＇下、

約密主主w

＼ν繁弘I

＠
G:Zお2 (; 

;39 2::3 CJG 2:3 F 6 174 -Ill っ，e－

q
a

q／白

円〆】

V

V

V

 

4

4a

4

 

1

1

1

 

14

ハb

q
4J

I

l

l

口口

ρhu

on

－

－

－

 

4斗・

44T

q〆－

dノ－

n〆』F3
 

0凸唱EApo
 

q
Jnn

 
可‘iAu

 
q3
 

同！
3

．
．

 
nn
 

. 6 

1十G

Aパ－AH1
 

刈azpりaA可

円／M

1よ

qu

nL

 

V

V

V

 

I

I

I

 

－L

qJ

4バT

I

l

l

 

－－

「J

11

2

2

3

 

qJ

nJ

nhu

 

・4畠

S4車

内〈d

S

S

Qリ

ワ－

つ4

つJ

I

l

l

 

qJ

Eo

－－a

 

qd

qJ

A司

、

ん
止

8

8

8

J
j

米
女

rι

r』

わ十

i

一

9

2

0
n

J
J

山
中

一

？』

作
品

？】

介
以
作
一

日

月

間

E

l

i

－
 

－

2

5

0n
 

注

f
数
一

村

ト

一

ム

ム

ド 一
心又

1

一

7

9

一

rJ

Fhu

j・
e

n〆】

丹、ベソ

i
j

on

nn
 

’
f

 

l

l

 

ぷをと除、

畷完治
l 可伊

I

fff,総竺

白川 l - （（袋1都
d斡ぅミ以J

£；谷浅治（：·.
《；：窃認さまl；：：

’

hぷ語以！：'J?

1i

11

QJ

nU
 

5

5

5

8
 

q
J

Qd

tI

nv
 

phリ

phu

qJリ

qd

qJ

司U

Aマ

A『

ワ－

qJ

rJ

【
／

FU

ワ4

亡J

ηJ

nJ

qL

AM－

qJ

v

v

v

v

v

v

v

 

4

・

J

I

l

l

i

－

－

－

 

qd

QJ

GJ

q3

口れ

ハU

1i

1

1

1
 

AU1

つL

on

4・

ウ’

勺
f

qd

「J

1

1

2

1

1

1

1

 

R4

QJ

nU

1a

nn

n4

円L

Aせ

3

3

4

3

2

3

3

2

 

QU

円b

円、U

門」リ

ハkJ

門kd

6

1

9

2

7

4

 

1

1

1

1

1

 

0

3

7

6

4

1i

 

qリ

？－

’i

qJ

つJ

勺
J

oo

n6

00

00

00

口。

下・

ra

rA

rA

hr

rA

A吋・

Aサ

ヴ
f

pO

門
／

ρb

qぺJリ

内
、リ

qベJリ

円ノ】

円〆】

門／－

11

7’

ιu

，41

【／’

q4

q、・

内ベリ

81τ

ハHH

八日日

ハHV

I

l

l

i

－

－

 

ハU

AU

qt

oo

－－

1且

1A

4十

ム

ム

↓。

Eiv

FU

OD

4寸

ム

＋

＋

1

1

1

市ES

円／』

九〆－

にり

にU

ρ0

「J

qJ

nu

on

nxH

on

 

－

－

－

 

155 35 

l:i5」0

166 



内 医 外 外 I? 

!\'! ユに
任}jJ: 

；巴

4

介区

手

:fr- 弁 区 内定義 外紋
二数(-{f. lドf.＼数！よf.ilJ 議 lb附·，1 汁

l
uJ

,f）文l 

G284 D I hi:泌稲訪誌、ヘ ll6
+1

1十G : 02 I 24 I I' 8 I括｜川0l14ILVJ61

6285A I f納入2..i [161 l::nl 1 + 618712,1 トト｜ん I 161 l G I 叫70 I ss I 2 

四A I tM�Y'l<\l I I I I 8 ! F I … LV 6 ! 37 41 

間GA I kf悶刈i l 印刷1 + 8 山

,,01 c I V';!iW:1 j w, ! ,s ! i+s+ ,o 叩

I

FR '9

1

16 叫
1

31叫I.v 3�.， I 383 I 35 I ] 9 

l<i:·s03B ' r＼，：窓会議l)J! l :i7 1 '.-34 1 + 6 , 91 24 
I 

I; 、R l:B 1 「3S 20 18 1 10 1 1.V 20 h89 50 1 

｜｜｜ ｜｜｜16304 へ｜も闘は 162 1 ::35
: 

lトG 99
: 

3\ F 8山只17 16
1 

JG J.V 16 

G::l07 B I T) \·.i吹雪よぷ；［？ 目j務

6307 I 

6308.A. 活論、
6::l08 D 

l、、st・＿（‘．・工ー、－？＇，.ご、’り4し ！守’ 

!"TI 1 

+r, I '"'IT Ti'T" 25 14 

1
1 回山68142叩2 1 →叶1γT川 8……加引38 I 15日5 Js 1叩川川9口2

1 + F 33 l 4 S 19 7 L V 

I l62 I 35 l + 6194 27 F 8別J J S 16
1
23おL\1 16 371

l…I + G 02 2:i I F 8 ::l2 1S S 22 J 1：� S I V 16 40S S!'i 1 

6 

l〕
c 

G31 J八 Hil l,o lト6同26 1 F � [ l S I S 26 l 7 l 1 I L V 2' 39S 56 G) 

6::lll B I 

6311 D I tf:i鑓型ぬ市

l（イご謡史き 司

6313 B I ＠ 
6::ll3C 

6314 B （働

」一一

；、�
－

.：、、
‘－

、

電”
Q
ザy‘二

J

去uー、己土

，

、・

�

�批

二

4
竺t戸－、;!: ・ ·; 

I I 38 I 1十6 j % 21 I F 8 151 S 26 L V 

I 123 I 24 I 1 I 71132[ F4 l26ll6I S l 6llOI 8 LV1Gh12l-12I 2 

1116 1171 1 [ 70[321 F4 [23[10I S16[13I 8li.V16[2S7l43I 

95 l S 57 29 F4 18 おS 16 9 G r.v 16 3::l3 38 

J 21 2::l l + 5 67 1 32 F 4 27 l S S 19 i12 ]() I. V I 2 

160 46 F 9 2s 112 I s 11::i 1 71 

｜！ 
不iリJ ！＼

＇

！ 式

中4シ心，、、、

(7) 

A
二D� I t I 計 I

I 銘

,1 IT liJ 
(:Z) I 

I 1 

I 1 

I 3 

(.I) 

I 1ト2 I 

I 1 

34 

160 3 一一一一

167 

九 1.0 

lり

120 

G 

（」） I ( 1. 3) 

12.9 

J l.G 

i(i.:i 

3 1 .0 

rn: (1.3) I 

J O.::l 

:1 7 !::) 2.3 

] .3 

(2 .::l) 
0.3 

G) 1. 9 

, r 
1

:1 r p 
I 

5同 l ·6 (4 .8) 

I 2J 10.6 

I 1ト410.3ト］.3

O.::l 

0.6 

I 1 J0.3 

I GS I
川

310 89.7(99.8) 



軒平瓦分類表別表3

% 

G

A

D

E
 

6

A

D

D
 

6

A

D

C
 

顎の形態
全)

( 
線
σ3 
i�長

上し

J
外 一
民
間町
さ

内
一

似
文
版

→
H
H
川f

 
－rl

 
!W, 

外
医
文
怯

下
外
区
一印
さ

’

ー
叶ご

ト
外
ば一
文
総

〉℃)fl) 

存イlilttl段
長

,,, 
;:J、,.,.

;:
J

. 

0.5 九。6575八

’闘0.4 

）11A
 

「
Jnノ“（

 

円，，ハリ

口δ

AHU

つJ

Aq

l

（
 

｝
 

4・
24.G 

21. 9 123 2 107 

4ト121

(124) 

。

0 114 2 I ヨ97

7 S 23 －EL
 

q乙K
 

1i円Ln同J64・

6641 r・

1.4 お

。2

0.7 

，、‘〉

7 

。

。

。

5 2 

LV 

只1り

GG!ll I·: 

GGt\ 11: 

。

八

句1・h

nノ
】

l

l

内hv

pO

RV

PU

2 .0 9 。:1 九GGs .J 5お只66-12 B 

ー

0.7 

0.7 

ト (1.,1)1°·5 1 (2.0) 

1. 6 9 
3 f 

I (IO) 

2) 

(1) 

0.4 

司，，qf
u－
 

－

j
 

nhu

η，，】

14

ハU

円／
】ハリ

0.5 

0.tl 

]5 ]2 

η〆
句

ウ

ー

内／
』

。

。

。｜

oi 1 

01 

o
i

1 42 

日以
厚
生
η

U

MI－－
 

出

174qAphd
 

nL
 

A・

「
J

V

V

V

 

I

I

I

 

n汁

つ－

nU

戸hJ

円yt

勺，s

n川d

pり

ハhU

1i

n／
】

η／】

V

V

V

I

I

I

phJ

け，，｝

aベ‘

1

1

1

q喝Jリ

司EA

岨4a

q〆
】

円〆
旬

円／M

cu

pb

 

1

1

cu

Qリ

可lA

FH4

nhU

ハhU

η〆
】

qA

η／』

内／』

QU
 

5」20 148 

nn
 

にuqA
 

円LQU
 

勺Jl
 

n，，－
 

円〆
－F、u

6642 \., 

6643 B 

ハhuρhu
 

勺JFhu
 

－

－

 

．

 

ηL
 

Il

i－
－

6643 

6647八

(ib(il c

「U戸

／

【

J

14

1寸

i

i

（

f

 

rH

Cり

16647 (; 

門叶JU）
 

（
 l

0
l
0

l 

, 2 
'
353

1

0:010 i5 
., 

::; :l7li 010 

1Jjj 

2 I 62 Iく

li-1 lく

iく

lく

K 

Vハ
η
J
 

］
 

円41
 

1

1
1
1
 

15 

]8 

Iく

lく

K 

‘、‘目qA
 
、、J（

 
PU

 
、〉（

 

GG63 B 

GGG:1 

168 



顎の形態j(IJ lL G

A

D

E
 

G

A

D

D
 

G

A

D

C
 

玉、

。も
文
様
の
深
さ

脇

M一
文
M似

JJ品下
外
民
文
MM

下
外
ぽ一
仰
さ

－a
凡 ，
J
〈．

L、
治不

j
ー
：
tt

」
外
区
一仰
さ

内

医
文
様

J·. I弧｜下｜！草｜内
｜さ；
厚

川｜深I Iµ/.\ I さ｜さ

式,fl) 

1r1l1!11I段
上L

コ，、』立、," 
J:f, 

.'3.2 18 7 0111 4 I 376 S 3 S 21 162 S21 IB 240 IG2l 252 l5ll24I K iくI14 

3.2 18 0117 5 I 358 S 3 S 19 174 17 118 2401601269 I GOl22 I K K ! 20 

18.1 

1 1(
1

01)10.2
1 (18.3) 

。G J:m S 3 S 17 159 S 17 117 2G3 l80l 2G5 l60l23I K K 120 

0.7 

3.6 

OA 。5 I 321 S 3 

3.2 

]. 2 

2.8 

11 (l'l)lo
) (3.o) 

41 I f 7. 3 

33 

0134' 
63 

(Gl) 

20 ,:: ;) 15 

。

。

18 

7 

－
 
）（

ー』＆l
 pb、，ム

ハhU

0.5 

5 I 375 S 3 S 21 178 s 19 I 17 24516112751581271 K Kll4 

6 I 376 

4 I 383 

]3 

6 

3 

? 

13 

(14) 

S 3 

S 3 

。

5 12%'0 

K F

＼

／

＼
 

l

i

 

nAい

A斗

1

1

 

6 

0.2 

] . 4 

21 178 

ハり

咋L

Fhd

nhu
 

’i

QH

 

。〆】

冒』

円kリ

ハb

円L

44・

句Ei

tE』

句1ム

円叶J

q／－

1l

円b

Qリ

I ..i. 

。

。

0

0

 

0
 

。

。

3 

）（E1

円〆
－

qJ

qJ
 

勺r

円L

「J

qJ

21 I 16 272IG8l28l l57l24I K Kll7 

6

5

 

1

1

 

r、、

r、‘

I

i

 

v山

V山

A斗

円〆－

nL

nL

 

円ノ一

’i

rJ

Fb
 

po

？－
 

巧／

つJ

円L

nL

1i

74
 

「J

Fb

nhu

n〆】

qJ

η／－
 

ηL

η4

 門／】

司リ

qJ

hb

hb

ハ＼リ

ハUnu

uH

F3

RM

ハv

ヮ，

ハU

マt

4斗

Fb

ウ1

pb

内／】2

7

5

1

1

3

1
 

1

1

2

1

1

1

4
 

J

k

k

s

s

s

s

s

s

x

1

4

2

3

0

6

1

B

9

 

？－

11

1A

市』

lι

1A

1A

－1

－』

m

7

3

1

5

1

3

4

00

一

1A

l．

？－

1i

1ι

1i

J‘

つ乙

S

K

K

K

K

S

CJ

S

にd

S

S

X

F万〕

一

Fu
 

刊

日

日

目

7

日

日

川

口

初

日

時

一

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

 

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

 

QH

ワ臼

ワ，

ゥ，

バH－

EU1

FhJ

Fhυ

？】

00

？』

l

qL

I

－

－

2

1

2

3

2

2

 

口n

RJ

ワー

ワs

nJ

ソd

nhv

にJ

nU

ρhv

pb

にJ

FD

A寸

4a

qけ

Fhd

qJ

rb

ρb

hhv

RU

4

っJ

Qd

？】

つJ

QJ

qJ

「J

nu

Qd

勺r

「J

ρり

ウt

qυ

QJ

弓I

7

nL

円L

内L

円L

AL

t－

nL

44

円4

にU

0

3

4

0n

pb

5

7

5

nb

白い

弓ー

はU

戸，I

A寸

Fb

ρb

Fb

8

4

3

2

5

3

0

5

4
 

QH

7’

phu

pU

4サ

nHJ

【／

qJ

pb

nL

nL

円L

の／
】

寸L

1a

内／
－

nL

司L

Iく58 

vn
 

qA

1i
 

6

3

 

K 

6664C 

6664 D 

6664 F 

6664 Ga 

6664H 

6664 I 

6666A 

6671 C 

6681 B 

6681 C 

6681 E 

668] S 

phυ

戸
Lつ

4斗

。‘

A1J

qJ
 

A斗

tq

6682A 

6685 D 

6691 A 

o.-i 

{) 2 

nH
 

ハHV

つ。

。3 

4 I 347 

S 3 

S 3 

s 

6694 A 

6704A 

6710八

－・

1 2 7 6 。8 S 4 ]8 6714A 

169 



。ど
ノU

6

八

D

E

6 

D 

D 

G

A

D

C
 

メ
I :;n の形態

、

T((l1ll1I段
長

}C, 

，＿，ーコY、

文
械
の
泌
さ

,1,1 25 2:; 2 I 九7010

3 .2 

円叶dnuH
 

111 12 . 0 

18 

5 

nv

川円4

1

1
 
（

 ηノ－

on

品川川，

A1

hup
 

－A

qA
 

］
 

3 I 359 

oo

 

nh
 

し｜

!ill 

� XI S －－『

S 35 5:2 

ーI· I 1Jli I 下｜平｜内
区：

旦1�1旦｜さ｜さ

2♂71.1り！2so

｜ ｜｜｜｜｜｜ 

〆ん山312sl K K !1:-i 

下
外 －
R
H
さ

十一
外
以
文
総

｜一
外
一k
mげ
さ

内
K
文
松

，，’ ;Y、
IFt

 
y

「J

qJ

ハU

胃1nhu
 

n〆』門＼U

、》�

馬評沙

671り

672] c I 

弓，a－
 

pb
 

η〆】

「J、、，ηJ
 

内凶作ペバl
 

n〈J川内ペリ

司

、P

S 31 1 1:2 

(1721 D 

0.7 

QJ
 

nH
 

－
 
J

 
－

 
l
 

、11111』it〉lll111，J

n／
】

円ノム

nH

14

0.2 

口口、，I111』Eth－－、

〆11tt’』B・’i’’’

1

7

 

。

。

,
o 

S :{ I 3 

S 3 1 4 3R2 

九1

只l

6721 Ch 

パ：�3 ](j S 31 57 

只］7 7.1 戸hリ日l .1 

2K5 tiり21 13 51 21 K lくl I 

, 271 51 23 ],( K I日6727八

6727 I3 

6732 A 

G721 ll 

0. 7 4 Io 目 4

0.2 

()A 

0.2 

l 2 

0.2 

7 7 

I 
2 

ll 

？ 

。。
F ，t

 
nリ句、リ

0

0

0

0

。

6:i S :{ I :1 

日

S7
1 

K 

円

Iく

、、，（
 
l

 

6732C 

、．1

A

A

1A

qJ

FHJ

 

nb

nb

74

 

7

円J

7

Fhv

phU

FHU

 

Q

λパ

ヲ－

L

qJリ

qJ

戸／

弓
f

月hH

ハhu

G.6 

－�ピ竺 I ぞど（99.9)

37 16 

304 

21 

2,13 

不lリj 別式

総 数

170 



。

《事

別表4 土器法量分布表
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別表5 土師器編年表
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万lj表6 黒色土器編年表
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2. Fence SA3615 from east

3. Northern extention part of excavation No. 51 from south

4. Northern partion of excavation No. 59 (South) from south

5. Southern partion of excavation No. 59 (South) from north

6. Superimposition of fence SA3680 and building SB6120 from south

7. Phase III building SB6120 from south

26. Area 6ADD-L・D

1. Overview from east

2. Fence SA5950 and ditch SD5960 from north

3. Group of small buildings after Palace ’S abandonment; SB5944・5953

and others from north

4. Southern low of pillars for building SB5941 from east

27. Area 6ADD-M·N·P·Q

1・2. Overview of excavation No. 50 from east

3. Fence SA5950 from north

4. Juncture of ditch SD5960 and pit SK6098 from north

28. Area 6ADD-M·N·P·Q

1. Overview from west

2. Group of small buildings after palace's abandonment; SB6075・6080 and

others from north

3. Building SB6095 from west

29. Area 6ADD-P

1. Overview of eastern half of excavation No. 51 from west

2. Juncture of ditch SD5960 and pit SK6098 from south

3. Fence SA5950 from south

30. Area 6ADD-L · M · P

1. Phase II stables SB5955・5956 and fence SA5950 from south

2. same from south

3・4. Postholes for building SB5955 

31. Area 6ADD-P

1. Group of small buildings to the south of SB6130; SB6131 and 6134

from south

2. Phase V main building SB6130 from south

3. same from west

32. Area 6ADD-P

1. Phase V side building SB6141 and phase III storage SB6140 from south

2. Building SB6141 from north

3. same from north

4. Building SB6140 from south
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5. Posthole for SB6140

33. Area 6ADD-P · Q

1. Phase IV stable SB3690 (northern half) from north

2. same from sou th

3. Building SB3690 (southern half) from south

34. Area 6ADD-P·Q

1. Overview from north

2. Fence SA3680 and small buildings around it; SB6101・6102 from east

3. Fence SA3680 and building SB6302 from east

35. Area 6ADD-M·Q; Phase IV stable SB6100

1. Overview from sou th

2. Southern portion from south

3. Northern half from north

4. Southern half from north

5. same from west

36. Area 6ADE-A・B・C·K

1. Ditch SD6980 from east

2. same ( weatern half) from east

3. Northern end of ditch SD5960 from east

37. Area 6ADD-N, 6ADE-A

1. Southern end of fence SA5950 from south

2. same from north

38. Area 6ADD-N, 6ADE-A

1. Southern end of fence SA5950 from north

2. Postholes for fence SA5950 from west

39. Area 6ADD-N·Q

1. Overview from east

2. Small buildings after palace’ S abandonment; SB7026・7030 and others

from east

3. Building SB6100 from north

40. Area 6ADD-N

1. Small buildings after palace’S abandonment; SB7024・7026・7030 and

others from west

2. same from east

3. Heian period pits SK7040 and 7041 from north

4. Heian period pit SK7097 from east

41. Area 6ADC-K; Well SE6166

1. Overview from west

2. same from south

3. South-eastern corner

42. Area 6ADD-P·Q, 6ADE-A

1. Well SE7094, overview from south

2. same, detail from east

3. Well SE6123 from east

4. Well SE6300 from north
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5. Well SE6988, overview from east

6. same, detail from north

43. Area 6ADD-P

1. Wells SE6143 and 6144 from north

2. Detail of well SE6143 from east

3. Detail of well SE6144 from north

4. Wells SE6135 and 6146 from west

5. Detail of well SE6135 from east

6. Detail of well SE6146 from north

44. Area 6ADD-N · P · Q; Features of the Yayaoi period

1. Superimposition of dwelling SB6122, pit SK6121 and Nara period

building SB6120 from south

2. Dwelling SB6122 from north-east

3. Pit SK7124 from west

4. Pit SK7123 from north

5. Pit SK 7101 from north

45. Area 6ADD-M·N・P·Q; Features of the Kofun period

1. Pits SK7080 7088 and others from east

2. Pit SK7088 from north-east

3. Pit SK7098 from east

4. Ditch SD6060 (northern part) from south

5. Ditch SD6060 (central part) from north-west

46. Wooden tablets (1)

47. Wooden tablets (2)

48. Rounded eaves-tiles (1)

49. Rounded eaves-tiles (2)

50. Rounded eaves-tiles (3)

51. Rounded eaves-tiles (4)

52. Rounded eaves-tiles (5)

53. Rounded eaves-tiles (6)

54. Flat eaves-tiles (1)

55. Flat eaves-tiles (2)

56. Flat eaves-tiles (3)

57. Flat eaves-tiles (4)

58. Flat eaves-tiles (5)

59. Demon-faced and other miscellaneous kinds of roof-tiles

60. Demon-faced and other miscellaneous kinds of roof-tiles

61. Demon-faced and other miscellaneous kinds of roof-tiles

62. Demon-faced and other miscellaneous kinds of roof-tiles

63. Demon-faced and other miscellaneous kinds of roof-tiles

64. Demon-faced and other miscellaneous kinds of roof-tiles

65. Demon-faced and other miscellaneous kinds of roof-tiles

66. Wooden objects (1)

67. Wooden objects (2)

68. Metal and stone objects, and coins
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ENGLISH SUMMARY 

1 

The Nara National Cultural Properties Research Institute has been carrying out 

a continuous series of archaeological investigation at the site of the Nara Imperial 

Palace since 1959. Results of these investigations have been published in Nara 

Palace Site Excavation Report, Nos. I～XI. The present report is the following 

one, No. XII, containing the results of nine excavations (excavation Nos. 47, 

50, 52, 59 north·south, 63, 71, and 127) carried out between 1967 and 1980. 

The investigation area dealt with in this report is the westernmost locus of the 

palace grounds along the west enclosure wall between central gate (S，αeki-mon 

佐伯門） and north gate (Kusakabe-mon 藻壁門） measuring 280 meters north to 

south and 110 meters east to west. Since there is no paddy placename or land 

division in this area, it was previously considered to be the Western Palace 

csαigu 西宮） based on Tadashi Sekino's expectation. However, as the excava

tions of this area progressed, it became apparent that the ground plans of archi

tectural structures were not equivalent to Saigu but one of the government bureaus. 

The results of excavations are first described dividing into two categories; 

features and artifacts. By means of using those results it is going to be made 

clear that this area is the site of the Imperial Stable Bureaus (Meryo 馬寮〉．

2 

Topographically this area lies on the alluvial apron of the Nara basin lowlands 

and is almost flat (70. 5 m msl at the north-western corner and 69. 5 m msl at 

the south-eastern corner). During Yayoi and Kofun periods peoples seem to have 

inhabited in this area because 1 dwelling, 2 ditches and 6 pits of early Y ayoi 

period and 5 ditches and 6 pits of Kofun period were uncovered, most of which 

were concentrated in the soutern portion of the area. The ditches of both periods 

can be considered to have flowed from north-west to south-east, that means the 

topography prior to the Palace construction was almost same as present. 

The features uncovered can be assigned to five phases between the biginning 

of the Nara period and the early Heian period. They represent the construction 

and layout of a palace compound with special characteristics not changing through

out whole phases. And after the palace’

S abandonment around 835, this area 

was begun to be continuously used for inhabitation until about the 14 th century 

(Phase VI), therefore many features of di任erent phases are complicatedly over司

lapped. 

Phase I (beginning of the Nara period) 

The construction of the Palace started; the ground was prepared and alloted 

and some provisional structures such as fence SA3680 were erected, but no struc

tures for administrative use had not been completed. 

Phase II (early Nara period) 

This is the period in which the layout of the Imperial Stable Bureau was first 

settled. At the center of the northern sector was built a main hall SB6450 which 

was accompanied by side hall SB6425 and front building SB6280. These com-
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posed the administrative headuaqrter. To the south, on both sides, there situated 

stables SB6170・5955・5956 and storage SB6330. All these structures were arranged 

accordingly to the 75 shaku grid plan. The central part of the southern sector 

formed a kind of courtyard without any architectural structures whatsoever. This 

can be supposed to be a riding ground. To the west of the headquarters there 

found a large rectangular pit SK6350 which五ts to the washing pond for horses. 

Phase III (middle Nara period) 

In this phase most of the structures were rebuilt according to the sam台 idea

of layout as that of the Phase II. However, the composition of the structures 

was di妊erent somehow, as well as the east boundary of the compound was first 

emcompassed by wooden fence SA5950. In all eleven architectural structures were 

regularly laid out on a grid plan of 40 shaku basic units; these structures includ

ed three administrative buildings on north to south axes lined up in a row in 

the center of the northern sector, stables SB6172・5951・6120, storage SB6140 

and smithy building SB6360 on either side. 

Phase IV (late Nara period) 

Basic layout followed the previous one, but composition was drastically 

changed. The administrative office buildings situated in the northern one-third of 

this area became more intensive with doublefold composition; three long buildings 

SB6175・6430・6400 being placed to the north, east and west formed a outlineal 

division, while wooden fences surrounded inner quarter. For the boundary of 

east and north there constructed compound wall SA5950B and SA6475. 

Phase V (early Heian period) 

The extent of the area enclosed by compound wall was same as previous 

ones, but by the ditch SD5961 running west to east near the center the area 

divided into two sectors, north and south. In the northern half there existed 

several buildings in the same manner as those of phases I～IV; the main build

ing SB6386 at northern center and two long buildings on each side (SB6173・

6460・6401), and the front of main building was left to be a open space. On 

the contrary the southern half seems to have had di妊erent characteristics. There 

were only two buildings SB6130・6141 at the northeast corner and remaining part 

was vacant. 

3 

Artifacts unearthed are relatively scarce. 

Wooden tablets are only 18 and most of them seem to concern with the 

nature of the neighboring ministry or bureau to the east of the area. 

There were unearthed 873 pieces of eaves-tiles. These consist of 54 types 

and 110 sub-types. In comparison with the other excavated areas in the Palace, 

it can be pointed out that the numbers of types and sub-types are so many con

sidering about the total amount that the specific parings of rounded and flat 

eaves-tiles can not be extracted. 

The earthenware was discovered evenly throughout the excavated area in 

great number. Those include various kind of pottery dating from Y ayoi period 

down to the 14th century. 

Wooden ob jests, metal objects and coins are very scarce. 
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4 

After recording above factual information, the report attempts some inter

pretations. At first changing con五gurations at the location of the Imperial Stable 

Bureau and the absolute chronology are examined. Secondly the nature of the 

location is studied in accordance with the written resources. Thirdly the Heian 

period pottery types are considered by using the specimens unearthed from the 

ancient Nara capital. Fourthly the pillars used in the location of the Imperial 

Stable Bureau are studied by dendrochronological method. And lastly conclusive 

phrases come. 

Among the artifacts, the pottery sherds with brush writing play a very 

important role in reconstructing the use of this area. There are two kinds of 

writings; one is “shume 主馬” and the other is “naiわ，J, 内厩” . In case of shume it 

indicates two possibilities, Shume-ryo 主馬寮 and Shume-sho 主馬署. Shume-ryo 

appeared in historical records between the 1st year of Ten’no c天応， 781A. D.) 

and the 1st year of Daido （大同， 806A. DふSince the pottery type on which 

brush writings are is belonged to the end of the Nara period, and the extent of 

location is too extensive for Shume-sho that is a branch of the Crown Prince’s 

o伍ce, Shume-ryo is more probable than shume-sho・

Naikyu means Nai句会ryo 内厩寮 which had established in the 1st year of 

Ten' pyo-jingo （天平神護， 765A. D.) and appeared in historical records down to 

the 1st year of Daido. This bureau was closely related to Meryo and Shume-ryo 

on account of their function. So it is clear that Shume-ryo situated in this area 

at the end of Nara period. And as Shume-ryo can be considered to have followed 

Meryo conforming to the regal cords having edited at latest in the late 7th cen

tury, it is natural to consider that before Shume-ryo ’s establishment Meryo also 

had been here 

The location and size of this bureau is similar to those of the Meryo in the 

old map of the Heian Palace. And in the Fujiwara Palace site situates so-called 

“western government quarters” at the same location and it shows the same com

position and layout of the architectural structures as both side of the area must 

be the stables, and storages were probablly for storing horse furnitures. 

By the reasons cited above, this report intended to conclude that the bureau 

discovered in this area is the site of Meryo and Shume-ryo of Nara period and 

early Heian period. But according to the regal cords, Meryo was divided into 

two, (left)-Sameryo and ( wright)-Umeryo, to which this area merges we do 

not have su伍cient bases yet. 
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図面・ 図版

1. 遺構には一連番号をつけ， その前に

SA：築地・塀， SB：延物，SC：廓，

SD：溝， SK：土域， sx ：その他

などの分類記号を付記する。

2. 泣構の寸法数字は単位である。

3. mPLAN 3～26の実測図の縮尺には

1/200と1/300の2種類があ る。

PLAN3・4・18・21・26 が 1/300

でその他は1/200である。

4. 遺物写真のPlate番号は， 対向ベー

ジの実測図にもおよぶことにする。

ただし 写真をかかげず実測図のみ

をしめすもの， また写真に対応する

実測図が， 他のページに入っている

こともある。





馬寮地域実測図
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